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凡　　例
　　本目録は、『史料目録』第83集「尾張国名古屋元材木町犬山屋神戸家文書（その3）」として同文
　書のうち主として書付型史料の一部を収めた。
一　解題は、犬山屋神戸家全体の解題と、サブ・フォンドごとの解題からなっている。後者の解題は
　各大項目の冒頭に分かれて掲載されている。
　　史料は、史料群全体の構造を表現することができるように配列した。すなわち、史料群を発生さ
　せた神戸家内部の組織のあり方に留意し、史料群の内部構造を復元しようとする形で、大・中・小
　の項目を立てて編成・配列した。
　　小項目のなかの史料の配列は、年代順と史料番号順を適宜併用した。一括史料で、分割して掲載
　する事が不適当な場合には、史料の物理的配列の順に従ったものもある。年欠文書は、それぞれの
　小項目の末尾に配列した。なお、＊印は史料を目録上に重出させたことを示す。
一　史料目録の記載欄は、①表題および作成者・差出人・宛名、②作成年月日、③形態・数量、④整
　理番号の順である。
一　表題は冊子型も書付型も原表題をとり、表題のないものについては（）で仮表題や内容を示し
　た。
一　作成年月日は和年号で示し、干支のみの場合はそれを採録した。推定の場合は（）で示した。
　そのほかに（）を用いて内容年代を記入した場合もある。
一　形態は以下のように示した。冊子型史料では、竪半（半紙竪折判）、竪美（美濃霜折判）、横長半
　（半紙横折判）、横長美（美濃横折判）、横半半（半紙半載横長判）、横美半（美濃半載横長半）など
　の略称によって原書の大概を示すに止めた。また、（）内に綴じ方も表記した。書付型史料は、
　竪紙・折紙・切紙・竪切紙・横切紙・竪継紙・横切継紙・小切紙などと表記した。また、絵図類は
　縦横の寸法をセンチメートル単位で示した。
　　解題中の文献引用については、〔〕に著者・刊行年などを記した。論文名・書名等は15頁の参
　考文献リストを参照されたい。
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尾張国名古屋二二木町犬山屋神戸家文書目録（その3）全体解題
収蔵：国文学研究資料館
　　　　　　　　　かんど出　　　所：犬山屋神戸家
記料群記号：24P
史料群名称：尾張国名古屋三二木町犬山屋神戸家文書
年　　代：1695（元禄8）年～1928（昭和3）年（本目録収録分）
物的状態：（書架延長）30m、（数量）17，000件（推定）
　　　　　　　　（その1）収録分　　　3892件
　　　　　　　　（その2）収録分　　　2635件
　　　　　　　　　　本目録収録分　　　3234件
1、犬山屋神戸家文書の伝来と整理の方針
　当館所蔵の神戸家文書は、1949（昭和24）年に第10代当主神戸分左衛門有文氏（当時名古屋市中区
木挽町、現丸の内一丁目）より文部省史料館に譲渡されたものである。神戸家文書は史料館で所蔵し
ているものの他に、現在の神戸家にも伝来しており、木箱8、葛篭1、袋1、段ボール箱1の計11の
保管容器に収納されている。
　聞き取りによれば、神戸家文書は太平洋戦争中に名古屋元材木町の本宅から海西郡十四山村神戸新
田の神戸家居宅に疎開のため移され、戦後そのまま新田宅に置かれていたものを、元材木町の本宅に
戻すことなく、直接東京の当館に輸送したとのことである。神戸家の新田宅は幕末から存在したもの
と推定されるため、この伝来事情からすれば、幕末以来蓄積されてきた新田宅の文書との合体もしく
は新田宅文書の混入の可能性が存在することになる。しかし、目録（その1）（その2）および本目
録に収録した史料の範囲では混入や合体を明確に示すような史料は見あたらないので、現在確認され
ている神戸家文書は全て元詰木町（現中区丸の内一丁目）に近世以来伝来した文書と今の所は考えて
よい。あるいは、新田宅が神戸家内部の組織体として元材木町の本宅とは相対的に独自に史料を授受
作成する主体としての性格を持っていなかった可能性も考えておいてよいのかもしれない。そうであ
れば、文書の出所が空間的には分離していても、構造的には出所は単一と考えられるわけであるσい
ずれにせよ、以下の解題における考察は、本文書群が元材木町神戸家という単一の出所であることを
前提として行われることとなる。
　当館では、受け入れ以後、仮整理による出納カードで閲覧に供してきたが、冊子型史料の大半と関
連の書付型史料の一部は目録（その1）（その2）により閲覧請求が可能となっている。今回の目録
刊行にあたっても、目録（その1）（その2）と同様にこの仮整理の史料配列順、つまり現在の書庫
内での配列にしたがって、新たに整理番号を付与した。そのなかで、冊子の綴り、丁間史料、下げ紐
結付史料、冊子結付の束、袋・綴・束の史料の場合に枝番・孫番を多用した。
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　今回の整理作業においても、こよりを解いたり切断したりしなければ開披できない史料はそのまま
残している。これは原形保存の観点からそのようにしているのであり、閲覧請求があって初めて開披
するという方針にしている。従って、こうした史料については即日閲覧ができない場合もあることを
ご了解いただきたい。
　次に、形態欄に丸括弧に挟んで示した綴じ方の表記について説明しておく。これは大藤二二が提唱
した名称に従い、一ツ綴・ニツ綴・三ツ目綴・下げ綴・下げニツ目綴・列血忌・鎖綴・ひねり綴など
の名称を用いた〔大藤・安藤1986年、250頁〕。ただし、大藤氏が示した以外の綴じ方も神戸家文書中
には存在したため、下げ一ツ目綴・ニツ結・ニツひねり綴を仮称として新たに加えた。さらに、帳面
の背に綴じた上から紙片をかぶせている場合は、かぶせ、または角かぶせと表記している。
　また、近代文書の形態については、近世文書の名称をそのまま準用することに疑問を感じたので以
下のようにした。まず、冊子形態のものについて近世文書の形態をそのまま使用しているものに関し
てはこれを準用した。しかし、罫紙を使用した文書については、形態欄にはたんに「罫紙」もしくは
「『神戸氏蔵』用箋」などとのみ記し、数量欄の序数によって冊子・状の別を示した。近代になると印
刷技術を使用した文書が多くなる。形態欄にはそれも記した。まず、印刷様式に個別情報を手書きで
記入した文書についてはその形態欄に「印刷用紙」と記した。それに対し、手書きの記入のない印刷
された文字のみで機能が完結している文書については「印刷物」とした。なお「印刷用紙」としたも
ののなかには個別情報が記入されていない未使用のものがあるが、その場合は表題欄に「（未使用用
紙）」と入れることにした。
　さて、史料の整理・分類編成においては、史料群の有する階層構造を可能な限り追求することに努
めた。つまり、神戸家内部の組織体を明らかにし、その組織体ごとに大項目を設定して、それぞれの
組織体の機能に応じて中項目以下を編成した。このような整理の方針は〔大藤・安藤1986年〕、〔国文
学研究資料館史料館1988年〕、〔安藤1998年〕において展開されている議論を基本的には踏襲している
ので、詳しくはこれらの文献を参照されたい。
2、犬山屋神戸家の歴史
　最初に神戸家の歴史について述べる。適宜、表1「神戸家略歴」と16～18頁に掲載した「神戸家系
図」および関連地図を参照して頂きたい。
　　　　　　　　　　　かんべ　神戸家は本家の鵜飼屋神戸家の分家として1669（寛文9）年に名古屋元三木町で創業した。1823
（文政6）年における勘定場の一時的設置を伴いながら、現在まで存続し続けている。その活動内容
は、本家の営業である材木取引からはじまり、織物製品の売買にも従事するが、18世紀に入ると経営
活動は地主経営に傾斜し、1707（宝永4）・年に大宝前新田を開発し、新田地主経営を開始する。さら
にその周辺の四郎兵衛新田・服岡新田・飛島新田・鍋蓋新田においても地主経営を行っていた。
　大宝前（神戸）新田とその周辺の新田以外にも、神戸家は新田経営に関わっていた。1699（元禄12）
年には、江戸かいば町の商人伏見屋が1666（寛文6）年に開発した三州伏見屋新田を尾州茶屋新田の
坂野ほか2名が買い取るにあたり、神戸家はほか3名とともに資金を出資している。また、大宝前新
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表1　神戸家略歴 （あ3476「初租ヨリ六代迄之記」中の「由緒書」を主とする）
西暦元号年月日 事 項
1669寛文0903　初代犬山屋文左衛門（犬山神戸弥兵衛次男）元材木町（当時清須田木町）で開業。
1695元禄08　　　江戸下船町に間口9間の町屋敷を取得。
1697　　1012　　借上金大分に差出し誉めを受ける。
1699　　12　　　三州伏見屋新田に出資。
1700　　1301　借上金裁許精出し、銀二枚下付。初代分左衛門侮三人の商人と共に借上金御用を勤める。
1712正徳021120　初代分左衛門病死。
1706宝永03　　　大高源兵衛新田の開発に出資。
1707　04　　二代目犬山屋分左衛門、海西郡大宝前新田125町歩を開発、敷金として7811両余差上。
1723享保08　　　大宝前新田高潮により破堤し、45町歩に縮小。
1725　　1012　　父の代より「御金之支配」を勤め、近年も借上金御用出精につき年頭お目見得を許される。
1731　1612　三代目犬山羅文左衛門継目お目見得。
1740元文050908　二代目分左衛門病死。
1743寛保030417　三代目病死。
　　　　　12　四代目犬山屋文左衛門継目お目見得。
1745延享2　　　大宝前新田、領主による検地
1766明和03　　　大宝前新田「宗門村立」となる。
1775安永0411　五代目犬山屋文左衛門継目お目見得。
1794寛政060810　四代目病死。
　　　　　10　　宗門改め町並御除自分一礼を認められる。
1801享和01　　大宝前新田旧水没地に服岡新田・飛鳥新田を開発。
1802　　0212　　御勝手御用仰せ付けられる。その後病気により退役。
1811文化0804　六代目犬山屋文左衛門継目お目見得。
1815　　1204　　大宝前新田を神戸新田と改称。
1823文政06　　　勘定場成立か。
　　　　　07　　町奉行所ご用達就任。9月退役。
1829　　120114　五代目病死。
1838天保0906　貧民へ施物につき金1両2分下付。
1841　　1208　　七代目神戸文左衛門米切手償却に協力。
　　　　　12　七代目継目お目見得。
1842　　1309　　御勝手御用達、七人扶持。
1843　　1401　　御勝手御用達退役、扶持方引き揚げ。拍借家引当金300両上納は返還。
　　　　　0821　六代目病死。
1849嘉永0201　　町役金引当調達金御用向。
1853　　0602　　先祖以来の調達金差上切りとなる。
1855安政0207　　上記につき色々拝領。
　　　　　　　　「講等他所商人共寄合筑引調達入講申勤方格別骨折」につき銀五枚下付。
1856　　0311　　町御役所御用達格につき纏・提灯使用許可。
1857　　0405　　町役所御用達格差し免。御勝手御用達につき肩衣着用許可。
　　　　　12　　借財引受申上につき「一代目年頭名披露御目見」。
1858　0502　一代限り苗字御免。
1859　0608　　神戸新田への転宅願許可される。
1892明治250523　愛知郡大高源兵衛新田の小作人が滞納した掟米を請求した裁判の判決が出る。
　　　　　　　　このころ神戸家はたびたび名古屋木挽町二丁目（元山木町）への止宿願いを県に提出する。
1894明治2710　　日本赤十字社正社員となる。
1896明治2901　蟹江銀行監査役に就任。
1896明治2906　　尾西鉄道株式会社の設立に参画。
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表2大宝前（神戸）新田村役人
西暦元号年月 庄屋 組頭
1720享保5
1747延享4
1767明和4
1774安永3
　　　　6　4月
　　　　7
　　　　8
三助
定助
重右衛門
唯助
〃
ク
重右衛門・茂吉・藤三郎（庄屋・組頭の別不明）
平吉
〃
〃
又蔵
〃
〃
重右衛門
1803享和3旧正月
　　文化元
　　　　3
　　　　6
　　　　12
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
平吉
〃
〃
〃
〃
　〃
　〃
　〃
　〃
重右衛門
只治郎
喜蔵
1820文政3 重右衛門 只治（只二）
1831天保2
　　　　6
　　　　8
　　　　12
　　　　13
　　　　14
　　　　15
1845弘化2
1850嘉永3
　　　　4
　　　　5
1860安政7
1861万延2
1863文久3
　　　　4
1871明治4
〃
〃
綱蔵
〃
〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
唯助
　〃
　〃
　〃
忠右衛門
　〃
　〃
　〃
　〃
忠右衛門
　　〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
忠兵衛
〃
〃
〃
　〃
　〃
金七
　〃
　〃
　〃
　〃
金左衛門
　〃
金七
辰右衛門
〃
〃
〃
〃
三右衛門
　〃
　〃
　〃
忠蔵
〃
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田開発の前年の1706（宝永3）年には愛知郡大高村庄屋源兵衛による源兵衛新田の開発にも出資して
いる（地図1参照）。
　このように神戸家は新田地主として近世社会に位置ついていくことになるのだが、そのほかに江戸
において町屋敷経営’をも行っていたことが重要である。神戸家は1695（元禄8）年以降江戸下船町
一丁目において町屋敷経営を行っていた。この経営は初代文左衛門安政の弟彦七（彦七郎）が担当し、
直接には家守躰来家太七が町屋敷の管理業務を行った。
　なお、神戸家は名古屋城下町においても遅くとも1701（元禄14）年には町屋敷経営を行っていた。
それは、居住地の元価木町のほか、周辺の下材木町・正万寺町・五条町・小舟町など（目録（その2）
15頁地図2参照）のほか、城下町東端の町続き地である新出来町、あるいは城下町南端の大木戸外に
ある古渡繁町などに存在し、これらも神戸家の重要な収入源となっていた。近代になっても名古屋で
の土地経営は継続するが、近代になると旧武家地にも経営が展開するようになる。
　’町屋敷経営とは、近世都市の町方において、街路に面した短冊状の土地および家屋（町屋敷）をその所有者が店舗や長屋と
　　して他者に貸与することによって収益を得ようとする行為のことである。
　帥家守とは、町屋敷の所有者（家持）がそこに居住していない場合、その町屋敷を維持・管理する人のことである。神戸家は
　　名古屋に居住しているため江戸下舟町には管理人として来家太七を置いているのである。
　以上のように神戸家の経営は、時期によって異なるものの、材木商・領主金融・地主経営・江戸町
屋敷経営・名古屋町屋敷経営と多岐に亙るが、大宝前新田に支配人を置き、新田会所を設置した以外
には、その内部に見るべき経営組織を持たないことが特徴的である。近世の代表的な商家である三井
家や、あるいは松代八田家は数種の営業を分担する例えば木綿店・呉服店といった内部組織を設立し、
それらを三井でいえば大元方、八田家で言えば内方といったような機関が統轄するという店制をとっ
ていた。それに対して神戸家は、その経営の志向が商業経営の拡大に向かわず、新田地主と町屋敷経
営といういわば都市・農村の両方に跨る地主として存在したために、店制を組織することはなかった
わけである。ただし、1823（文政6）年に元材木町の神戸家に「勘定場」という機関が成立する。も
っとも、1823年以後に神戸家で作成される種々の経営帳簿の作成者は「勘定場」であるよりも、「神
戸文左衛門」あるいは「神戸」であることが多く、「勘定場」の職掌を明確にすることはできない。
一方、今回収録分の書状を見ると、安政期に勘定場橘（吉）蔵というあて先を持つ神戸新田からの書
状も多く、神戸新田と対比される元材木町勘定場の存在だけは明確である。
　経営以外の神戸家の活動には、表1に見られるような様々な領主御用がある。借上金御用、御勝手
御用、町奉行所御用達などを勤めた。その活動に対応して、1725（享保10）年に年頭御目見得を許さ
れ、以後代々家督相続の際には継目御目見得を行っているから、神戸家は尾張藩の御用商人としての
性格も持っていると言えよう。
　そのほか、神戸家は居住町の元材木町においては、二代目の時に町代を勤めていた時期がある。ま
た、「文左衛門組」というおそらくは五人組の組頭を勤めていたこともあった。
　最後に神戸家の歴史と内部組織にかかわる事柄として重要と思われるのは、1859（安政6）年に元
材木町での営業を全て停止して神戸新田に転居し純粋な地主に転換する旨の願書を尾張藩に提出し、
認められていることである。今回収録分の書状から（ex．い418－10、29）からは実際に居住したこと
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が確認できる。おそらくはこれにより神戸家の新田宅が成立し、明治期の公式の神戸家の住所は神戸
新田になる。しかし、実際には依然として元払木町の居宅は存在しつづけるから、神戸家は幕末から
昭和20年代まで二つの居宅を持つこととなる。その関連か、1875～1891（明治18～24年）には名古屋
木挽町二丁目（近世の適材木町）への止宿願を度々提出している（い738－1）。第1節で述べた出所の
問題はこうした事情に起因するのである。
3、犬山屋神戸家の組織と文書群の階層構造
　これまでの叙述から、神戸家の組織図をかなりの推測を交えつつ描いてみると図1のようになると
思われる。まず、元材木町の神戸家において経営全体を統轄していたことは言うまでもない。1823
（文政6）年以後明治期まで勘定場が存在することは確かであるが、前述のように勘定場の機能が不
明確なので、図のようにしておいた。以下経営開始の順に述べれば、1695（元禄8）年に江戸下舟町
での町屋敷経営が開始される。この営業部門を「神戸彦七・家守裏家太七」という名称にしておいた。
次に、1699（元禄12）年に三州伏見屋新田に出資し、1706（宝永3）年に大高源兵衛新田の開発に出
資する。この二つの新田については、中島半右衛門を通じて経営を行っている時期があるので、図1
のように描いておいた。最後に、1707（宝永4）年から始まる大宝前新田の経営は支配人＝庄屋が行
い、かつ会所＝小屋＝庄屋場という組織も存在するため、「新田支配人（庄屋）」という役職を記して
おいた。大宝前新田以外の周辺の新田の小作地経営にも支配人が関与していたから、それらの新田名
は新田支配人のもとにとりあえず附属させておいた。なお、経営以外の神戸家の諸活動は、当然元材
木町の神戸家で行われているから、この図には表現していない。また、新田宅も相対的に独自な組織
と判断できるかどうかは現段階ではわからないためこの図には表現していない。
　以上の組織図をもとに、神戸家文書全体の文書群の構造を主要部分に限って図示すると、図2のよ
うになる。まず、第一次構成基準（サブフォンド＝組織）は、神戸家・勘定場、新田支配人（庄屋）、
江戸町屋敷経営（神戸彦七・家守立家太七）、三州伏見屋新田、大高源兵衛新田、家、領主御用、元
材木町の八つとなる。最初のサブフォンド「神戸家・勘定場」のなかは、さらに機能を基準として経
営全体、金融、材木取引、米取引、名古屋町屋敷経営、企業出資、などといった5つ以上のシリーズ
（機能）レベルに分けて考えることができる。二番目の「新田支配人（庄屋）」は、大宝前（神戸）新
田、四郎兵衛新田、飛島新田古台分、服岡新田下之郷、鍋蓋新田ほかといった五つ以上の二次的サブ
フォンド（二次組織）に編成することが可能である。ここでは、その下にようやくシリーズレベルの
項目が現れる。それは、掟米徴収、経営費用などどいったものである。三番目の「江戸町屋敷経営」
以降のサブフォンドは、二次組織を持たず、直接にシリーズが付属することになる。
　さて、通常の目録であれば以上の階層構造の説明により、各第一次構成基準がそのまま目録の大項
目に、シリーズレベルの名称がそのまま中項目・小項目の名称に適用しうるのであるが、しかし、こ
の神戸家文書目録では史料群の階層構成がやや複雑である。印刷目録の項目としては大・中・小の三
つのレベルに平準化しなければならないため、決して同レベルとはいえない項目を大項目として横並
びに設定したことを御了解頂きたい。
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図1　神戸家組織図
＊〔〕は年代。
元材木町神戸家 ﾑ：麟慧近代〕
新田支配人
（大宝前新田庄屋）
大宝前（神戸）新田〔1707～農地改革〕
四郎兵衛新田〔1758～〕
服岡新田下之郷〔1801～〕
飛鳥新田古台分〔1801～〕
鍋蓋新田ほか
神戸彦七・来家太七（江戸町屋敷経営）〔1695～〕
（中島半右衛門）一一oを灘翻ll：；＝i7。9〕
図2　文書群の構造
　・神戸家・勘定場　　　　経営全体
　　　　金融
　　　　材木取引
　　　　名古屋町屋敷経営
　　　　企業出資
新田支配人（庄屋）　　　大宝前（神戸）新田
　　　　　　　　　　　　四郎兵衛新田
　　　　　　　　　　　　服岡新田下之郷
　　　　　　　　　　　　飛鳥新田古台分
　　　　　　　　　　　　鍋蓋新田ほか
江戸町屋敷経営（神戸彦七・家守来家太七）
大高源兵衛新田
三州伏見屋新田
・家
’元素木町 ﾑ雰袋衛門組
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以下、収録文書の詳細はサブフォンドごとの解題に譲りたい。
【参考文献】（著者の50音順）
安藤正人　　『記録史料学と現代』（吉川弘文館、1998年）
飯島利夫・小杉正・中村一朗・三宅明彦・安井宮一編『神戸家文書　御用留』（十四山村教育委員会、
　1992年）
大石慎三郎「町人請負新田の成立事情一神戸新田（大宝前新田）の場合一」（『史学雑誌』60－9、1951
　年、のち同著『封建的土地所有の解体過程』御茶ノ水書房、1968年に収録）
大藤修・安藤正人『史料保存と文書館学』（吉川弘文館、1986年）
菊地利夫　「先進地型町人請負新田としての大宝前（神戸）新田の諸問題」（同著『続・新田開発』
　事例編第十四章、古今書院、1986年）
作道洋太郎「取引・証文、経営・帳簿」（『日本古文書学講座』7　近世編H、雄山閣、1979年）
史料館編　　『史料の整理と管理』岩波書店、1988年
所　三男　　「運材中継基地としての犬山一木曽川運材史の一下一」（『徳川林制史研究所研究紀要』昭
　和42年、1967年）
　同　　　　「近世初期商人による用材生産」（『徳川林制史研究所研究紀要』昭和45年、1970年）
　同　　　　『近世林業史の研究』（吉川弘文館、1980年）
水野　潔　　「尾州商人神戸家の江戸町屋敷経営」（『法政史論』16、1988年）
新修名古屋旧史編集委員会編　　『新修名古屋市史』4（名古屋市　1999年）
『角川日本地名大辞典23　愛知県』（角川書店、1991年、〔角川地名辞典〕と略記）
［付記］　本目録の編成と解題執筆は渡辺浩一が担当した。整理作業では坂本達彦氏・小酒井大悟氏
　の協力を得た。記して感謝したい。
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神　戸　家　系　図
神戸弥兵衛家政
弥左衛門員政
①
〈鵜飼屋〉　　　　　　　　　　　道貞神戸弥左衛門常政　　　　　弥左衛門久政
q犬山屋〉弥治郎、浄仙
_戸文左衛門安政　　　　　　　　　　　　　　（神戸弥左衛門常政の次男）
ｳ徳2・11・20、73才　　②　弥次郎、孫左衛門、普海
　　　（永田清三郎子）
@　弥三郎、飛泉、了真一一文四郎正峯
@　享保8・8・20、27才　　④
　窃
@饗
D．
ﾃ一文左衛門正種
@　　元文5・9・8、74才
勝安永9・2・4、83才松元文5・2・27、86才
@　弥助
_戸彦七信正（江戸霊岸島東湊町）
@　宝永4・3・20
一一諡摯ﾛ8・7・18、52才
@某元禄10・5・29、当才
@女子元禄8・11・3、当才
@万宝永4・7・22、5才
@　　理仙
@当山
③
　　　（永田清三郎子）
@　忠蔵、目配一文左衛門大翼
@　寛保3・4・17、41才
鼈齊享保19・正・8、21才一
齊s剴c仁右衛門妻一
齡ﾉi弥左衛門員政女）　
ｪ家一一神戸五郎吉　
@　喜作（神戸文七次男）一一彦七　
@　享保6・6・6?
徳6・3・4?
　　　　　　　r弥
s（名古屋住〉　
??Q・9・10?
　弥助（弥左衛門常政三男）彦
ｵ甫助　
@宝永4・12・16　
^早世寛文7・ll・22　
寛s貞享5・8・20?
某正徳4・7’11?
七宗政家断絶　
ｰ保3・5・7女
q堤久助室?
慶安4・7・3女
q68才? ?
左衛門昌雄
寛政8・10・3、65才
右衛門、宇六
文左衛門元楽
　　寛政6・8・10、72才
礼・永田善次郎
天明6・12・2、60才
（永田清三郎名跡相続）
七
明和2・11・8
　江戸の神戸作　彦七家へ養子
縄嚢攣伊兵衛家へ
文3・4・2
16一
　逸文政2・7・26、50才
⑤富治、伊山、孫六
　文左衛門惟賢
　　　文政12・正・14、73才
　　　三十郎信吉一」　
　弥兵衛昌言（以下省略）
　　　　　　　　　　　　　　　一佐藤道子　勝太郎　　　　　　　　　　　　　　　　　明治38・11・8、81才　　　寛政11・6・23、8才
⑥辰治郎（弥兵衛昌言の子）　（弥兵衛昌言末子）
一文左衛門道章　　　　　　　　銀之助、堅吾、葵園
　　　天保14・8・21、48才　⑦子真、行政、文平
　　　　　　　　　　　　　　一一文左衛門茂元
　　　　　　　　　　　　　　　　　明治8・2・25、62才
　繁明治10・8・28、76才
　　　　文政11・3月　富治　　　　不行跡により義絶
仁右衛門黎
　当六
三右衛門信豊 永保
　槙田永之丞
　幾久
　　　昭和5・10・8、82才
⑧芳之助鴻汀、芳輔、有年
　分左衛門成年
　　　明治38・6・17、59才
　大三郎
　　　弘化2・9・28、6才
　倹嘉永元・6・14、7才
　元吉嘉永4・5・26、2才
　八尾嘉永7・6・14、10才
　松大正9・11・28、69才
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操大正9・2・16、25才
⑨銀之助、棺甫、吟秋、酔庵
分左衛門有政
　昭和4・1・19、62才
悦子
　昭和19・11・12、72才
⑩　分衛、文肪
　分左衛門有文
　　　昭和54・6・6、90才
（以下略）
千代子
　　　昭和33・4・13、78才
注（1）襲名上の名は幼名、元服名、号、隠居名などである。
　（2）名前右下の年月日は命日、年令は死亡日年令を示す。
　（3）実線は血縁、点線は非血縁関係を表わす。
　（4）典拠は、r神戸氏系譜』（二種あり）、　r永田家系譜大略」
　　　　（寛政11年）。　　　　　　　　（いずれも神戸家所蔵）
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神戸家・勘定場
表題・作成凶 年代 形態・数量 整理番号
神戸家・勘定場
　冒頭の解題で述べたように、神戸家は経営を統括する明確な組織を持たなかったため、本サブフオ
ンドの組織に限定した歴史を記述することは難しい。そのため記述が重複してしまうが、より詳細に
記述すれば以下の通りとなる。
　経営組織としての神戸家も、犬山の鵜飼屋神戸弥兵衛家政の次男神戸文左衛門安政が、1669（寛文
9）年に名古屋元材木町に間口5間・奥行ユ7問の家屋敷を代金100両で買い取ったことに始まる。本
家の鵜飼屋神戸家は、犬山を拠点とする在地土豪の系譜を持ち、豊臣政権期から木曾・飛騨の材木輸
送において「木曽川二方役」として特権的地位を保持し、領主用木を中心に経営を展開していた。し
たがって、犬山屋神戸家の経営も、本家の鵜飼屋神戸家がそうであったように当初は材木商を中心と
したものであり、例えば犬山屋神戸家は鵜飼屋神戸家が材木を江戸の奈良屋茂左衛門などに販売する
場合の仲介を行うというような関係にあった〔所1967・1970年〕。1688（元禄元）年ごろには余剰資
金を他商人への間接投資にまわすか、あるいは領主権力への金融を行っている。さらに1694（元禄7）
年には、商業への直接投資を行い絹・麻・木綿などを扱うようになる。しかし、一方では領主米を引
当とした金融を大規模に展開するようになり、1706（宝永3）年には経営内容は領主金融に集中して
いく。つまり、商業経営を展開する方向には向かわなかったのである〔大石1951年〕。
　18世紀に入ると経営活動は名古屋近辺と江戸における都市・農村地主に収敏していくことになる。
近代になると、地主経営に加えて、鉄道会社や銀行、あるいはビール会社の設立にも関与する。
　したがって、本項目には、元詰木町（木挽町二丁目）神戸家もしくは勘定場における経営活動のな
かで授受作成管理された文書を収録した。
　主要な経営帳簿は、目録（その1）に体系的に配列してあるので、今回収録分は目録（その2）に
引き続き極めて断片的である。（その1）の主要帳簿と関連するのは、「金出入津」と「金出入帳」の
二項目である。後者の金出入帳は今回分は収入と支出の差し引き計算がなされていないもので、（そ
の1）収録分とは別系統の帳簿の可能性があるが、機能は類似するので同一項目に配列しておいた。
　「金融」では、帳簿は（その1）に収録されており、今回は（その2）も含めて帳簿に関連する借
金証文などの書付型史料がある。特に「領主金融」では、尾張藩家臣成瀬大和守等への金融にかかわ
って興味深い内容の書状がやりとりされている。
　近代文書では企業経営へ関与した関係で神戸家に残されたものが目立つ。それは、海島銀行・蟹江
銀行・尾西鉄道株式会社・丸三麦酒の四つであり、いずれも現存している文書の年代は明治30年前後
に集中している。
　名古屋における土地経営については、木挽町・和泉町・末広町が旧町人地であり、木挽町は近世の
元材木町・下材木町における、和泉町は近世の五条町における、末広町は近世の塩町における神戸家
の町屋敷経営を引き継いで行われている可能性が高い。それに対して、江川端町・台所町・東二葉町
は旧武家地であるから、その貸地・貸家経営は近代になってからのものであるかもしれないが、近世
に領主金融は非常に活発であったので、その結果として武家地における土地経営が実質的には近世に
既に始まっていた可能性はある。
　「預金」という項目は、あるいは「経営全体」のなかに位置づけるべきであったかもしれないが、
階層構造を深くしすぎないためにシリーズレベルに引き上げた。近代における地主を中心とした経営
活動のなかで必要となりいくつかの銀行で当座預金口座を開設している。そのために預金通帳を始め
とする様々な文書が残されている点が近世の経営文書にはない特徴である。なお、ここに挙げられて
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いる三井銀行・第百三拾四国立銀行・枇杷島銀行・明治銀行・第一銀行はいずれも口座を開設してい
るだけであって、先述の海島銀行・蟹江銀行とは異なり設立や経営に関与しているわけではない、と
いう大きな違いがあることに注意していただきたい。
経営全体
金出入改
金銀出入改覚帳（後欠）神戸孫右衛門 享保19年正月 横長半・4葉 い415－8
金出入帳
戌年金銀出入仮調帳　葵園（七代目茂元） （幕末力） 横長半（一ツ綴）・1冊 い460・3
九ノ年分 （明治9年） 横長半（一ツ綴）・1冊 い459－1
十年分入之記 （明治10年） 横長半（一ツ綴）・1冊 い459－2
十一聴入之記 （明治ll年） 横長半（一ツ綴）・1冊 い459－3
当分覚（7・8月の収入と支出） （明治前期） 横長半（一ツ綴）・1冊 い459－4
（9月の収入と支出） （明治前期） 横長半（ニッ綴）・1冊 い459・5
諸帳簿
覚（金銀支払覚）　同（神戸）分左衛門→神戸弥左衛門 （元文4年ヵ）未正月 横長半（ニツ綴）・1冊 い415・9
（帳簿断簡；古金等の金額） （元文年間） 横切紙・1葉 い415－6
（米・綿等の名古屋・江戸・大坂相場書上） （近世） 横長半（ニツ綴）・1冊 い415・3
覚（諸入用書上） （近世後期） 横長半（一ツ綴）・1冊 い461－4
（米高、名前書上） （近世後期） 横長美・2葉 い462－3
（願書27通宛先書上、宛先は名古屋町人） （近世後期） 横長半（一ツ綴）・1冊 い463－10
噌蘭町神戸家での徽縮行為にまたカミる出 （近世後期） 横長半（一ッ綴）・1冊 い463－11
（貸金覚帳） （近世） 横長半（一ツ綴）・1冊 い464－2
積金穀勘定之記 明治23年12月 横長半（一ツ綴）・1冊 い574
奉公人・雇人
奉公人請状之事（八助請状、寺請証文貼り継ぎ） 享保11年2月 竪継紙・1通 い427
濃州加賀野井村親藤次郎・同所請人吉左衛門→名古屋
元中木町犬山屋分左衛門
証（年来勤切、金子授与につき請取）　児玉金左衛門 明治9年6月5日 竪継紙・1通 い396・7
→神戸分左衛門
証（御傭人の約定につき）　名古屋市桶屋町鈴木庄士 明治23年4月1日 罫紙・1冊 い447－11
郎、愛知郡寛政村親戚保証人岩室直次郎・名古屋市桜
町鬼頭久四郎→神戸分左衛門
証（御傭人の約定につき）　名古屋市吹出町長尾義 明治26年1月15日 「神戸氏蔵」罫紙・1通 い447－10
方・同市吹出町保証人親戚木村卯之助→神戸分左衛門
証（御傭人の約定につき）　名古屋市小林町安井光 明治26年3月16日 罫紙・1通 い447－9
啓・名古屋市葛町保証人神谷福彦→神戸分左衛門
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仕切状
御売分仕切状（牡丹桔丸仕切りにつき）　河内屋七
　郎兵衛→神戸分左衛門
延享5年7月5日 竪継紙1通 い488
売渡証文等
指引目録（仕切表金銀につき）　河内助作兵衛（内淡 卯11月15日 竪紙・1通 い501。7
路町一丁目）→神戸分左衛門
覚（神戸新田納米現金での売付につき）神戸文左 3月4日 竪紙・1通 い449－7
衛門→口入名和前新田与左衛門
その他の書付型史料
請作申田畑之事（高15石分）愛知郡日比津村庄屋預元禄9年2月10日 酵母紙・1通 い544
り主茂右衛門→重兵衛
覚（京都村田長兵衛方へ＝登セ金依頼状）　鏡屋新五 （江戸前期）卯4月22日竪切紙・1通 い445－4
郎→神戸普海
覚（代金覚書）堀田半右衛門→神戸孫右衛門 （江戸前期）子12月3日竪紙・1通 い445－2－8
覚（品代請求につき）　六左衛門→犬山屋勘四郎 （近世）子閏正月 竪継紙・1通 い402・1
（槙代請取覚）　代市助・太兵衛→犬山屋久助 （近世）7月13日 竪継紙・1通 い402－2
（石船代金等書付）藤十郎→車町久助 （近世）子7月13日 竪継紙・1通 い402－3
（鉄品等請取覚）　かちや孫十郎→くるま町久助 （近世）極月□日 竪継紙・1通 い402－4
覚（二代請取につき）　自鳥大工善吉→神戸庄八郎 （近世）閏正月6日 竪紙・1通 い402－5
覚（釘代請取につき）　かちや伝六・受取主大工善吉→ （近世）閏正月6日 竪紙・1通 い402－6
神戸庄八郎
覚（船作料等請取につき）　自学善吉→犬山屋庄八郎 （近世）子3月2日 竪紙・1通 い402－7
覚（代銀覚書）仁右衛門→犬山即日八郎 （近世）4月17日 竪継紙・1通 い402－8
覚（船作料代請取につき）藤十郎→分左衛門代庄八 （近世）子2月19日 横切紙・1通 い403・1
覚（たはこ代署請取につき）　五兵衛→繁左衛門 （近世）子2月19日 横切継紙・1通 い403－2
覚（三木等差遣につき）　嘉兵衛→船原左衛門 （近世）3月19日 横切継紙・1通 い403－3
覚（納米代金受取につき）　賀野幸右衛門→神戸分左 （近世後期）戌4月12日竪紙・1通 い477－12
衛門
覚（籾100俵代金ならびに運賃共請取につき）　山（近世）丑5月18日 竪継紙・1通 い503・2－3
本藤九郎内佐助→神戸弥左衛門内忠八郎・長兵衛
口上（新田米切手）萱津屋みせ→犬山屋嘉兵衛 （近世）申7月20日 竪切紙・1通 い445－3。25
（差引勘定書付） （近世） 横切紙・1通 い415－13
（なへふた入木代・神戸彦七小豆島高高等覚書） （近世） 横切継紙・1通 い415－14
金預り謹券　三輪喜七→神戸分左衛門 明治9年1月6日 竪紙・1通 い447－5
金預り証書　三輪喜七→神戸分左衛門 明治10年3月21日 罫紙・1通 い447－6
神戸分左衛門様　商業銀行→神戸分左衛門 4月19日 封筒・1点 い601・8・0
（早川様の小切手の義、不注意により約定額と相違
@した件につき）　商業銀行預金係→神戸分左衛門
4月19日 横切継紙・1通 い601－8－1
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金融
個別金融
（貸金ならびに）前々より利受取候覚 （享保年間～元文年間） 横切継紙・1通 い417－24
覚（種油などの質取証文）神戸分左衛門→今市屋忠 延享3年8月 竪紙・1通 い484
次郎
覚（去暮払方勘定過上金不足のため拝借金願）喜 安永8年2月 竪紙・1通 い449－22
八（花押）→旦那様
子霜月限　宇治二三郎左衛門 子霜月 包紙・1点 い525－1－0
売越斉働麟1錫編薩還郷売切代金寛政4年6月 竪継紙・1通 い525－1－1
書高話一札事（茶道具10品を質物とした借金の返
@済日限延引仕りたきにつき）　宇治屋三郎左衛門
巳4月 竪紙・1通 い525－1－2
→神戸文左衛門
証文二通　　熱田新田高羽茂左衛門様 （文化4年9月） 包紙・1点 い420－0
質流譲り渡シ申田地証文之事　熱田新田弐拾番割田 文化4年9月 竪紙・1通（封紙付） い420－1
地譲り主脚羽茂左衛門・同所親類証人惣四郎・同所庄
屋久田宅左衛門→犬山屋辰治郎
添証文之事（本証文の金子受取、反畝歩改めにつ 文化4年10月 竪紙・1通（封紙付） い420・2
き）　熱田新田弐拾番割高羽茂左衛門→犬山屋辰治
郎
継騨1編騰蓉漏話晶晶籠蛍灘天保3年12月 竪紙・1通 い509
衛門→儀右衛門
滞家質差入方之事　山屋喜六・山屋八蔵・間瀬伝蔵→ 天保9年3月 竪紙・1通 い507
神戸文左衛門
乍欝圭碧囎囎銀魏騒雫薯1こ金子を （近世） 竪継紙・1通 い527－1
奉學鍔騰～鰭野饗灘簿籠欝 子8月 竪継紙・1通 い527。2
武兵衛・納屋町治右衛門・元材木町分左衛門
乍舞細細妻輸撰號養駆二二；蓄 子8月 竪継紙・1通 い527－3
伝馬町武兵衛・納屋町治右衛門・元材木町分左衛門
三二奉願上口上（えひや町信濃屋五兵衛よりの質　物の御切米手形22通分の米を渡すよっ命じてほ
@しいとの願書控）　　　　　　　　　　元材木町分左衛門、元材木町町
亥12月 竪継紙・1通 い527－4
代分七郎・分六郎
覚（信濃屋五兵衛御切米手形の米を渡さない経過 亥12月 竪継紙・1通 い527－5
の説明書）　元材木町分左衛門
乍灘二二鰻羅三二三二轟之繧 子8月 竪継紙・1通 い527－6
馬町武兵衛・納屋町治右衛門・元材木町分左衛門
乍恐奉願上申御事（海老屋町信濃屋五兵衛金子之
@儀につき将明けを命じてほしいとの願書および
子9月 竪継紙・1通 い527－7
町代奥書下書）伝馬町武兵衛・納屋町治右衛門・元
材木町分左衛門
乍恐奉願上申御事（海老町信濃屋五兵衛金子之儀
@につき将明けを命じてほしいとの願書下書）
子8月 竪継紙・1通 い527・8
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伝馬町武兵衛・納屋町治右衛門・元材木町分左衛門
覚（楠村・利屋村などへの貸付金の元本・利子書付） 亥11月20日 横折紙・1通 い477・6
臼井忠助→桶屋町
口上（お遣いへ付貸致し呉れ下様に申す義取替申 （近世）2月 小切紙・1通 い547－23
すにつき）吉郎治→山岸
（池田氏息女の借用金子、祠堂金に上げるため受取 12月22日 横切継紙・1通 い477－29・2
り依頼状）河村嘉修→神戸分左衛門
諸用書付 （近世） 袋・1点 い415・0・1
（包紙） （近世） 包紙・1点 い415－0－2
（筆屋町与八郎・長崎町源兵衛書入金利足之覚） （近世） 横切継紙・1通 い415－1
益屋町与八郎殿書入金四拾八両銀拾弐匁利足之覚 （近世） 横切継紙・1通 い415－2
領主金融
成瀬大和守
覚（納米預り金子取替え置くにつき）　神戸分左衛 享保18年12月5日 竪切紙・1通 い442－1
門→長谷川儀左衛門
覚（郷納蔵米・納米代金銀差引払いにつき）　神戸 丑12月5日 竪継紙・1通 い442・2
分左衛門→長谷川儀左衛門
覚（大和形様納米売代金受取につき）　神戸分左衛 丑極月27日 竪切紙・1通 い442－3
門→長谷川儀左衛門
覚（小木村新田米預り置につき）　神戸分左衛門→ 丑12月22日 竪切紙・1通 い442－4
長谷川儀左衛門
覚（御蔵米・成瀬大和絵様納米預り質物取貸付につ 竪紙・1通 い442－5
き）
（預かり手形、質物などの相談につき書状）　長谷 12月晦日 横切継紙・1通 い442－6
川儀左衛門→神戸分左衛門
（大宝新田御願一件、江戸表・郡方交渉状況につき 11月7日 横切継紙・1通 い442－7
書状）長谷川儀左衛門→神戸分左衛門
口上（頼母子講加入願） 2月22日 横切継紙・1通 い442－8
（古渡回書入金証文仕替につき書状）　長谷川儀左 竪継紙・1通 い442－9
衛門→神戸分左衛門
（借用金増額願につき書状）丹羽忠左衛門→神戸分 9月17日 竪紙・1通 い442－10
左衛門
（借用金残金受取につき書状）　丹羽忠左衛門→神戸 9月22日 竪紙・1通 い442－11
分左衛門
（200両ならびに80両金差引、古渡村元借60両の利息残金支払いにつき書状）　丹羽忠左衛門→神戸11月24日 竪継紙・1通 い442－12
分左衛門
（成瀬）大和守様御屋敷寅納米御払方之通 包紙・1点 い442－13
成瀬大和守当寅年納米之内二丁払方之覚　長尾佐 卯3月6日 横長半（一ツ綴）・1冊 い442－14
五郎
（一札案文の通り認め替え等につき書状）儀右衛 2月1日 横切継紙・1通 い442・15
門→文左衛門
＊大和様古渡り家賃差引書付、夫銀ノ事の手紙モ 包紙・1点 い548－0
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入（包紙使用前は寛保元年の証文）
子盆前　家賃之覚（日付、人名、家賃額書付） （近世）子 横長半（一・ツ綴）・1冊 い548－1
周年御物成花代金之事 戌6月 小切紙・1通 い548－2
古渡御拍屋敷家賃請取覚（家賃額、受取月日書付） （酉） 横切継紙・1通 い548・3
覚（午・未年の値段相立てるにつき）長尾三五郎→ 2月 小切紙・1通 い548・4
神戸分左衛門
（関聯騎妻櫻黙劇む三分盟懸夏 12月8日 横切継紙・1通 い548－5
篠田庄右衛門→神戸文左衛門
上　古渡御屋敷　三二代金請取 包紙・1点 い548－6－0
覚（納米量・代金書付）　米や彦兵衛→七左衛門 酉極月 小切紙・1通 い548－6－1
申年御物成之内三代金事　古渡村庄屋甚左衛門・文 寛保元年5月13日 横切紙・樋 い548－6－2
右衛門→成瀬大和守様御内
覚（錫引留など書付）　松尾内三九郎→神戸 7月23日 横切継紙・1通 い548・7
丑盆前家賃（人名、家賃額書付） （近世） 横長半（一ツ綴）・1冊 い548－8
（昨年物成米高、代金など算用書付） 竪紙・1通 い548・9
覚垂謬欝1鯵翻隣裏戯画輪蕊子12月 竪継紙・1通 い548－10
石を支出）
子想灘瀦晶黙黙纂躍嘉鑛舗 子12月 竪継紙・1通 い548－11
への年賦返済に使用）
藁縄義藩融融錨囎細細 竪美継紙・1通 い548－12
代として使用）
用事書付 袋・1点 い417－0
噸雛鳥…輸羅・徽之書付鰭入金年符ノ 包紙・1点 い417－1－0
書典に畿繍幽幽難擁蠕鶴望 包紙・1点 い417－1・1－0
の事
（轍翻捻執縛手取直し候様役人どもへ 横切継紙・1通 い417－1－1－1
（螺鱗辮家賃収入不足につき拾五年賦 辰12月 横切継紙・1通 い417－1－1－2
覚（御年賦金等指引見積書） 12月 横切継紙・1通 い417－1。2
覚（金子請取につき） 元文3年12月 横切紙・1通 い417－2
（腰熱論i謙願物として30両当暮迄借金6月13日 横切継紙・1通 い417・3
分左衛門分（上金返金通知）丁代武左衛門・源七 戌（寛保2年ヵ）4月 竪継紙・1通 い417・4
覚（野垣殿金指引書付） 竪継紙・1通 い417・5
中市場（福瓦半左衛門親類書） （近世） 横切継紙・1通 い417－6
成瀬藤左衛門様御買物手形、手形一通もくろく一 包紙・1点 い417－10・0
一24一
神戸家・勘定場／金融／領主金融／成瀬大和守
通、長谷川様来状有
覚艦齢li醗醜繍纏鯵三ケ胴こ 竪紙・1通 い417－10イ
（細螺醐き餓隷鋸麟謝繍依 4月13日 横切継紙・1通 い417－10・2
（鰻轟潔1き餓撫鋳聡鵜鴇青続きに4月29日 横切継紙・1通 い417－10・3
（質物道具長持の）合封印　＊い417－10－3に添付か 竪紙・1通 い417404
覚（預け金600両引き合わせ、手形階子につき）　同2月12日 横切継紙・1通 い417・10－5
（神戸）分左衛門→神戸弥左衛門
（新規に19両借用願）　長谷川儀左衛門→神戸分左衛卯月1日 竪紙・1通 い417－10－6
門
（鰯合舗罷魏豪毅鵬覇借用につき書 卯月10日 竪紙・1通 い417・10－7
成瀬修理
（借用金請取書付）　永田宇右衛門→犬山三文左衛門 午11月25日 竪継紙・1通 い417・7
寛保二戌正月三三 寛保2年正月 付札・1点 い417・22－0
預り申金子之事（成瀬修理勝手入用として700両、元禄16年12月 竪紙・1通 い417－22－1
返納は知行所のうち300石、写し、成瀬修理の裏
書）　加賀源右衛門・町野繕左衛門・三宅紋右衛門・脇
部郷右衛門・榊原伝右衛門→神戸分左衛門・井筒屋重
兵衛・大高屋善九郎
口上（成瀬修理への貸上金覚書） 横切継紙・1通 い417・22－2
覚（利足支払につき書上）永田宇右衛門→神戸分野 12月29日 横切継紙・1通 い417・22－3
衛門
（米下値知行方下免のため利金御勘弁につき書状） 午7月13日 横切継紙・1通 い417・8
（難あ講騒簸薯翠辮鳴魏鵜 包紙・1点 い417・9－0
門→神戸分左衛門
（石川成座方借用金借り替え整わずにつき書状） ll月20日 横切継紙・1通 い417・9－1
永田宇右衛門→神戸分左衛門
飯川三郎左衛門
証文弐通 封筒・1点 い495－8－0
借用申金子之事（別紙地頭物成取締を以って） 飯 文政元年7月 竪紙・1通 い495－8－1
川三郎左衛門知行所大秋村文左衛門→永田屋幸蔵御
取次
借用申金子之事（知行所物成取締借用金証文） 飯 文政3年9月 竪紙・1通 い495－8－2
川三郎左衛門→元材木町永田屋幸蔵
（借用金返済につき） 寅7月5日 小切紙・1通 い495－8－3
借用申金子之事（知行所物成取締借用金）飯川三 文政3年9月 竪紙・1通（封紙付） い495・8－4
郎左衛門→元材木町永田屋幸蔵
一25一
神戸家・勘定場／金融／領主金融／その他
その他
借用申金子之事　窪木藤＋郎・安井新兵衛→文左衛門 享和3年4月 竪紙・1通 い499－13
請糊鰭藻撃裟ll村群羅碧賭無誌姦文化9年12月 竪紙・1通 い514
右衛門→城之越村金主清左衛門
永代二言候田地内輪実意一札之事（実正は無代に 文化11年6月 竪紙・1通 い491て譲請け候儀紛れこれなきにつき）高木八郎左
衛門内小川嘉十郎・岡井嘉平治→犬山屋文左衛門
手形壱通　松山藤右衛門殿かし金　→松山藤右衛 文政7年7月19日 包紙・1点 い549－0
門
借用申金子之事（札金2両）松山藤右衛門→神戸文 文政7年7月 竪紙・1通 い549－1
左衛門
（弩編彗禽鍛にても借用仕りたきにつ 7月12日 横切紙・1通 い477・26
裁判
貸金請求之訴　名古屋治安裁判所→刑事補田嶋 明治17年 封筒・1点 い610－0
裁編二業轍ら経鑛繍課騰鴇嚢 明治16年4月16日 「裁許用」用箋・1冊 い610－1
他判事1名、書記1名→愛知県尾張国名古屋区下園町4
丁目1番地51番邸平民海沼平七外4名惣代兼同県同国
同区上長者町6番屋敷平民　控訴者堀田吉蔵他控訴者
2名、被控訴者1名
裁編編継台老蟹瀦聯繋繍撫難 明治16年1月23日 「裁許用」用箋・1冊 い610－2
名古屋幽幽戸町1町目平民三輪喜七代言人　原告千賀
金五郎他被告2名
約定証（借用金返済の日延べ願い）　総代堀田吉蔵 明治15年11月16日罫紙・1通 い610－3
→三輪喜七
身代限御取消願　平民被告人船橋藤七、海沼平七、小 明治17年3月3日 「神戸氏蔵」用箋・1通 い610－4
川伊三郎、杉山彦左衛門、同区皆戸町1丁目三輪喜七→
名古屋始審裁判所長判事小松弘隆
身代限御取消願（下書）　名古屋区南鷹匠町18番邸平明治17年3月 罫紙・1通 い610－5
民被告人船橋藤七他3名→名古屋始審裁判所長判事小
松弘隆
預鷹野指呼蠣騰茎期平撒纂茱 明治17年1月20日 「証券界紙」用箋・1通 い610－6
文一→三輪喜七
委任証（海沼平七他6名との事件において拙者の代 明治17年1月20日 「証券界紙」用箋・1通 い610－7
理人とするにつき）　三輪喜七→服部甲山
借用金証券（金200円）　小田原町1丁目5番地12番屋明治13年1月11日 竪美紙・1通 い610－8－1
敷金借主近藤徳左衛門他1名、他海沼ら加判人7名→三
輪喜七
「執行願番号」 小切紙・1通 い610－8－2
その他
（田町正覚寺預け金関係文書写し・貼り込み帳） （文政年間） 横長半（一ツ綴）1冊 い460－1
一26一
神戸家・勘定場／材木取引
材木取引
（代金請取帳か）　木引利右衛門→元町分左衛門 横長半（一ツ綴）・1冊 い405
地主経営全体
書類草案
借地受作証書草案 （明治年間） 封筒・1点 い587－0
宅地賃借証券（草案） （明治年間） 「鴎汀書屋」用箋・1冊 い587・1・1
土地賃借証券（草案） （明治年間） 「鴎汀書屋」用箋・1冊 い587・1－2
地所借用証券（草案） （明治年間） 「鴎汀書屋」用箋・1冊 い587・1－3
土地賃借契約証書（草案） （明治年間） 「神戸氏蔵」用箋・1冊 い587・1－4
（受作証文用紙、「化」＝愛知郡化物新田力） （明治年間） 印刷用紙・1通 い587・1－5
（借地証券用紙） （明治年間） 印刷用紙・1通 い587・1－6
（小作証券の修正に関する書状下書き）→分左衛 （明治年間） 洋紙便箋（鉛筆書き）・1 い587－1－7
門 通
（宅地賃借証券用紙、紀左衛門新田） （明治年間） 印刷用紙・1冊 い587－2
（受作証文用紙、喜左衛門新田） （明治年間） 印刷用紙・1冊 い587・3
（二十三年度「十人郭者へ当ル分」の米16石余を正（明治24年ヵ）1月 小切紙・1通 い587・4・1
月27日までに着船指示、混入文書）
地所借用証券（草案、神戸新田田畑共普通） （明治年間） 「神戸蔵書」罫紙・1冊 い587・4－2
神戸銀之亮様　小作証書草稿入　神戸直蔵→神戸 （明治年間） 封筒・1点 い587－4・3－0
銀之亮
（至急返事要請につき書状）直彦→銀之亮 （明治年間）8月2日 横切紙（朱書）・1通 い587－4－3－1
（組合規約の儀につき書状）直彦→銀之亮 （明治年間）2月20日 横切継紙・1通 い587－4－3－2
木挽町二丁目神戸分左衛門様　南大津町神戸直彦→ （明治年間） 封筒・1点 い587－4－4－0
神戸分左衛門
（土地賃借契約証の下書、田畑の分） （明治年間） 洋紙便箋（鉛筆書き）・1
ﾊ
い587－4－4－1
（土地賃借契約証の下書、山林及葭生の分） （明治年間） 洋紙便箋（鉛筆書き）・1
ﾊ
い587－4－4－2
（土地賃借契約証の下書、宅地分） （明治年間） 洋紙便箋（鉛筆書き）・1
ﾊ
い587－4－4－3
（土地賃借契約証の草案） （明治年間） 「神戸氏蔵」用箋・1冊 い587－5
（宅地賃借契約証の草案） （明治年間） 「神戸氏蔵」用箋・1冊 い587・6－1
（宅地賃借契約用紙） （明治年間） 印刷用紙・1冊 い587－6・2
（耕地受作証下書） （明治年間） 「神戸氏蔵」用箋・1冊 い587－7－1
（耕地受血契約用紙） （明治年間） 印刷用紙・1冊 い587－7・2
（山林借地契約証書草案）　→神戸分左衛門 （大正年間） 印刷用紙・1冊 い587－8－1
（宅地借地契約証書草案）　→神戸分左衛門 （大正年間） 印刷用紙・1冊 い587－8－2
一27一
神戸家・勘定場／地主経営全体／書類草案
（田畑借地契約証書草案）　→神戸分左衛門 （大正年間） 印刷用紙・1冊 い587－8－3
（田畑賃借契約証草案） （明治年間） 「神戸氏蔵」用箋・1冊 い587・9
（山林及葭生ノ分の土地賃借契約証草案） （明治年間） 「神戸氏蔵」用箋・1冊 い587－10
借地受作証券（不用の草案） 明治24年1月1日 「神戸氏蔵」用箋・1冊 い587－11
（土地賃借契約証草案） （明治年間） 「神戸氏蔵」用箋・1通 い587－12
新田不明
覚（田四二の三納米勘定書写）柳橋友蔵→龍山屋源 文化5年12月 横切紙・1通 い499－16
蔵
（新田払方明細書き上げ） 文化10年 竪継紙・1通 い596－1
御作徳米借用証文之事　米借主勘三郎・同借主文蔵・ 文政6年12月 竪継紙（封紙つき）・1通 い400
請合2名、同借主要助・請合4名、同借主平蔵・請合4名→
御庄屋
覚（籾代金覚書） （近世）丑5月 竪紙・1通 い449－16
覚（新田米切手）　こえつや忠七→犬山屋嘉兵衛 （近世）卯霜月晦日 竪切紙・1通 い445・1・30
覚鱈郡●棘郡の硝’家数．人数’割当金顯 横切継紙・1通 い541－3－1
（神戸新田の割当金銀額書付） （近世）辰 竪切紙・1通 い541－3・2
覚（新田諸入用差引勘定書付） （近世）未2月6日 横切紙・1通 い417－22－6
覚（差引帳面金請取につき領収書）与市→分左衛 （近世）未2月6日 横切継紙・1通 い417－22－7
門
（断簡） （近世力） 断簡・1点 い417・22・8
当量年御年貢之事（後欠） （近世）酉 横切紙・1通 い503・2・1
覚（内外葭山代・川運上など差引勘定につき） 戌正月15日 竪継紙・1通 い503－2－11
地離覧鑑騨婆舞総鍵耀羅病　定） （近世）戌7月20日 竪継紙・1通 い429
当戌年分 （近世）戌11月 横切紙・1通 い503－2・2
覚（十ヶ年分入用元金・納米等覚書） （近世）亥3月14日 竪継紙・1通 い430
4月9日 横切紙・1通 い608・7－6
覚（新田分1ヶ年の献金など受取につき） 11月29日 横切紙・1通 い608・7・4
覚（蔵米2石受取につき）　かにへ本町惣右衛門→水 （近世）12月 竪紙・1通 い445－1－6
鳥ませんへや弥十郎
（神戸新田周辺村落名と銭高の書付） （近世） 横長半（一ツ綴）・1冊 い412－20
九月十八日迄丁丁（三小屋へ渡シ金等支払覚） （近世） 竪継紙・1通 い431
覚（新田開発損益見積書） （近世） 竪継紙・1通 い428
酉丁年下畑見立帳 （近世） 横長半（一ツ綴）・1冊 い458
（小作人ごとの面積と米高の書上） （近世） 横長美（一ツ綴）・1冊 い462－4
一28一
神戸家・勘定場／地主経営全体／新田不明
検見中指出し（米高を「村方」と「他村」に区分して （近世） 横長美（一ツ綴）・1冊 い462・5
集計）
覚（御見取所検見入用書付） （近世） 横折紙・1通 い463－8
（入用金払方書上） （近世後期） 横長半（一ツ綴）・1冊 い464・8
覚（掟米引き方割合書） （近世） 横折紙・1通 い464－9
覚（年貢米・役銀など差し引き地主取り分見積書） 竪継紙・1通 い503－2－4
覚（年貢米・役銀など差し引き地主取り分見積書） 竪切継紙・1通 い503－2－14
（道の間数書付） 竪切紙・1通 い541－1
覚（人名・手釣書付） 横切紙・1通 い541－4
（子・寅・午・酉年の返納米など算用書付） 横切継紙・1通 い547－11
覚（人名、米高書上） 横切紙・1通 い608－9－7
割合之記 （明治） 横長半（一ツ綴）・1冊 い463・1
公儀との関係
触書等
（小玉銀通用、新金銀引替などにつき御触書4本写） （正徳5年4月22日） 横切継紙・1通 い482－1
金銀御吹替御触留（正徳4年御触書と請書の写） （正徳4年） 横切継紙・1通 い482・2
（新欝金通用につき触書写） 竪継紙・1通 い417－11
（銀吹替え、帝銀古血割合につき山城国中触書写） 辰8月 横切紙・1通 い417－12
筑波
覚（新金銀通用につき為替之者共等覚書） 辰5月12日 横切継紙・1通 い417－13
覚（新金引替割合無差別通用につき、後欠） 横切継紙・1通 い417－14－1
覚（門門小判目等覚書） 断簡・1点 い417・14－2
（新旧金引替増歩停止につきお知せ） 8月23日 横切継紙・1通 い417－15
連絡
大宝前新田之儀につき林氏ヨリ宮原氏へ返報（包 （宝暦3年10月） 包紙・1点 い547－12・0
紙使用前は10月14日付書状）　→愛知郡海西郡宝
地村大字神戸新田神戸分左衛門
（犬山神戸弥左衛門よんどころなき御頼みの儀につき、願出候はば出精し取り扱う旨）林又左衛 宝暦3年10月13日 横切継紙・1通 い547－12－1
門→宮原善兵衛
口上之覚（風邪のため元日の御奉行所御礼お断り 巳12月 竪紙・1通 い608－2
につき）　犬山屋文左衛門→真野鉄蔵
（役所へ他所より客来あるため品々借用願）永田 4月18日 竪切継紙・1通 い547・5
宇右衛門・後藤増右衛門・鈴木元右衛門→犬山屋文左
衛門
（御道具を遣わした者に渡し下さるべき旨）鈴木 4月20日 横切継紙・1通 い547－1
元右衛門・後藤増右衛門・永田宇右衛門→犬山屋文左
衛門
（昨日借用した中央・花生など書付）　永田宇右衛 4月22日 竪継紙・1通 い547－14
門・後藤増左衛門→犬山屋文左衛門
一29一
神戸家・勘定場／公儀との関係／連絡
覚（中央・花生など借用品々書付） 4月 竪継紙・1通 い547－22
（大宝前新田成立時の証文など所持の照会）　斉藤 8月9日 竪切継紙・1通 い547－19歳蔵・樋口茂兵衛→犬山三文左衛門
（騰瀧二二二審辮蘇謙所 9月1日 竪切紙・1通 い547－9
（明後7日に他所から役所へ立ち寄る方があるにつ
@き御道具借用仕りたき旨）　永田宇右衛門・後藤増
10月5日 竪継紙・1通 い547－15
左衛門・鈴木元右衛門→神戸文左衛門
覚（三幅対掛物・硯箱・屏風など借用品々書付） 10月5日 竪継紙・1通 い547・20
（屏風拝借願につき）　鈴木元右衛門・後藤増左衛門・ 10月6日 竪継紙・1通 い547－13永田宇右衛門→犬山文左衛門
（大宝前新田取立の儀に関する役所よりの証文を写し差し出し申すべき旨）森村甚左衛門役所→ 10月20日 竪切紙・1通 い547－18
犬山屋神戸文左衛門
＊（中納言様明日御着城出迎えにつき書状）　地方　勘定工芸役→神戸文左衛門
横切紙（封紙つき）・1通 い418－1－14
御用金・貸上金
分左衛門分（上金返金通知）丁代武左衛門・源七 戌（寛保2年ヵ）4月 竪継紙・1通 い417－4
（米買先納金につき留帳）（明和8～安永5） （明和8～安永5年） 横長美（一ツ綴）・1冊 い462－1
御用金請取拾壱通 安永7年8月11日 包紙・1点 い496－0
覚（御借上金割付につき）塩町→元材木町宇六 （安永7年） 竪切継紙・1通 い496－1
覚（借上金請取につき）正面寺町丁代喜兵衛→下材 （安永7年）戌8月11日竪切紙・1通 い496・2
木町宇六
（元材木解熱春野分子上金書付） （安永7年）戌8月 竪切紙・1通 い496－3
御借上金砂（受取につき）町代→久右衛門 （安永7年）戌8月 小切紙・1通 い496－4
御山上金割（受取につき）　組頭吉右衛門・下材木町 （安永7年）戌8月10日小切紙・1通 い496－5
町代→二世木町宇六
御借上二割（受取につき）　吉右衛門・町代→五兵衛 （安永7年）戌8月10日小切紙・1通 い496・6
御借上金工（受取につき）　吉右衛門町代→利助 （安永7年）戌8月 小切紙・1通 い496。7
覚（町内御三上金120両貴殿居宅・拍借家へ割付に
@つき）　組頭武左衛門→犬山屋文左衛門
（安永7年）戌8月10日竪継紙・1通 い496－8
覚（御三上金請取につき）　正万寺町二代喜兵衛→恵 （安永7年）戌8月11日竪切紙・1通 い496－9
春
（安永7年）戌8月10日札・1通 い496・10
覚（御借上金割付につき）　小舟町二代幸助→元材木 （安永7年）戌8月10日竪切継紙・1通 い496－11
町制春
町方検断三百両三請取書　鳥井印 寛政12年3月29日 包紙・1点 い550－0
覚（調達金100両受取覚）検断役→犬山屋文左衛門（寛政12年）申3月29日横切継紙・1通 い550－1
享和2年4月22日 包紙・1点 い555－O
一30一
神戸家・勘定場／公儀との関係／御用金・貸上金
覚（調達金50両請取につき）検断役→犬山絶叫左衛
@門
（享和2年）戌4月22日 小切紙・1通 い555－1
町内御新開御払切手受取 享和3年3月22日 包紙・1点 い499－4・0
覚（御切手請取につき）　又右衛門→文左衛門 正月2日 横切継紙・1通 い499－4－1
「（割印）一、金八両　　文左衛門」（全文） 札・1通 い499・4。2
請文 （文化2年11月） 包紙・1点 い425－0
六義鋸艶製響鮮醤撫～刷子巽 文化2年ll月 竪紙・1通（封紙付） い425－1
郎・永田伝兵衛→犬山屋文左衛門
預り金之覚 （文化9年） 横切紙・1通 い499－22
胡弓 （天保8年3月16日） 包紙・1点 い495－7－0
覚（貧民為施金請取につき）御救所掛り諏訪助四郎 天保8年3月16日 竪紙・1通 い495－7・1
→神戸文左衛門
町御奉行所町役銀引当御手形 （嘉永元年12月） 包紙・1点 い495・4－0
覚（調達金請取につき）　町奉行所→犬山屋文左衛門 嘉永元年12月 竪切紙・1通 い495－4－1
（犬山悪文左衛門分の十ヶ年調達金元利書上） 嘉永元年 折紙・1通 い495－1
　　　　　　　　　　　御取扱三輪武右衛門様・御奉行所調達金御手形
@村井　戌十二月廿五日名代条助受取
（嘉永3年12月） 包紙・1点 い495－2－0
覚（調達金請取につき）　町奉行所→犬山屋文左衛門 嘉永3年12月 竪切紙・1通 い495。2－1
町御奉行所調達御手形 （嘉永5年正月） 包紙・1点 い495－3－0
覚（調達金請取につき）　町奉行所→犬山屋文左衛門 嘉永5年正月 竪切紙・1通 い495－3－1
覚（御国恩冥加差上金請取書写）　町奉行所→材木 安政3年11月8日 竪紙・1通 い495－6－1
聖霊兵衛・犬山屋文左衛門・大鐘屋藤七・麻屋直助
覚（献金請取につき）　当方御用会所→犬山主文左衛
@門
（安政3年）辰11月10日小切紙・1通 い495・6・2
御軍用至誠預金御請取通 （慶応4年）辰2月 包紙・1点 い495－5・0
御軍用につき至誠差上金請取通　地方御勘定所→ 慶応4年2月 横折紙・1通 い495－5－1
神戸文左衛門
御借上金受取 包紙・1点 い422－0
（二六控地3ヶ所、文左衛門宅2ヶ所、同控地4ヶ所分上納金請求書）義左衛門・喜市 5月 竪紙・1通 い422・2
覚（金子請求書、受取文言追記）　丁代平左衛門（名 丑5月25日 竪切紙・1通 い422・3
古屋塩町）→元材木町宇島
五条町御寺上金（文左衛門控地分町彫上金書付） 札・1通 い422・4
覚（御借上金割符覚）　小船町→元材木町文左衛門 丑5月 竪切紙・1通 い422－5
御門上金割廿三日迄御特出シ（281匁余受取につ丑5月 小切紙・1通 い422－6
き）　下材木町吉右衛門→元材木町宇六
御借上金面廿三日迄指出シ（28匁余受取につき）丑5月 小切紙・1通 い422・7
吉右衛門→利助
御借上金割廿三日迄玉出シ（28匁余受取につき）丑5月23日 小切紙・1通 い422－8
吉右衛門→久右衛門
一31一
神戸家・勘定場／公儀との関係／御用金・貸上金
御借上金割廿三日迄指出シ（56匁余受取につき）丑5月23日 横切紙1通 い422－9
吉右衛門→又兵衛
（上納金請求書、受取文言画筆）　治郎九・市郎左衛 5月12日 竪切紙・1通 い422－10
門→宇六
（上納金請求書、受取文言一筆）　治郎九・市郎左衛 5月12日 竪切紙・1通 い422－11
門→宇六
（犬山屋分左衛門分上納金未進につき上申書） 亥5月20日 横切継紙・1通 い424
冥罰期町聡慧艘盤解手代判金上納 亥閏正月29日 竪切紙・1通 い499－3－1
（新開御払切手代金納入につき）　→元材木三文左 札・3通 い499－3－2
衛門
御新開御切手当調達金請取書　七間町 包紙・1点 い499・5・0
覚（御払御切手代金請取につき）　上七山町佐兵衛 戌12月9日 小切紙・1通 い499－5－1
→犬山平文左衛門
（新開御切手御出茶通候様につき、受取文言追筆） 4月2日 竪切紙・1通 い499－6
正万寺町→神戸
（御切手代金差出につき、受取文言雨粒）　上七間 札・1通 い499－7
町丁代佐兵衛→元材木町文左衛門
御新開御加地子米御切手受取　大がねや 包紙・1点 い499－8・0
（石高・代銀差引勘定書付） 小切紙・1通 い499－8－1
覚（調達金受取につき）　川方屋善右衛門→神戸文左 巳11月23日 竪切継紙・1通 い499－9
衛門
借用申当分調達金之事（陣屋取扱金当分繰合につ 文化元年7月 小切紙・1通 い499・10
き借用証文写）西村嘉一郎・浜嶋勝四郎・吉田三輪
蔵・村井源太郎・永田伝兵衛、（奥書）太文左→犬山屋文
左衛門
覚（海西郡大宝前新田天明6年分ほか調達金書上） 子12月24日 横切紙・1通 い499－11
覚（元禄2年以後12年分の金高書上、後欠） 横切継紙・1通 い499－12
覚（八間分の銀160匁請求につき、受取文言追這出亥12月 竪切継紙・1通 い499－14
形）塩町丁代庄右衛門→元材木町分右衛門
覚（調達金出金・返済記録、未から亥の5年間） 横切継紙・1通 い499－15
覚（米切手金調印につき）検断役→犬山屋辰次郎 7月25日 竪紙・1通 い499・19・1
覚（米切手金調印につき）　→犬山屋辰次郎 7月29日 竪紙・1通 い499－19－2
覚（文左衛門拍新開御切手代わり戻しにつき、端裏
@に「神」）　→（文左衛門）
亥5月 竪切紙・1通 い499－20
（外材木町・塩町・新田・正万寺町より預かり御切手 横切継紙・1通 い499・21
枚数書上）
覚（加藤久右衛門様への貸金書付）　組頭 小切紙・1通 い499－23
覚（町割出金受取につき）家守庄助→神戸 亥5月晦日 小切紙・1通 い499－24
覚（町割金受取につき）下材木町庄助→神戸 亥8月晦日 小切紙・1通 い499－25
覚（御新田御手形米代請取につき）又右衛門（元材 戌12月8日 小切紙・1通 い499・26
木町福島屋）→文左衛門
覚（新開地代金請取につき）　山本屋吉右衛門→犬山 亥11月21日 小切紙・1通 い499・27
一32一
神戸家・勘定場／公儀との関係／御用金・貸上金
旗業出資
海島銀行
海嶋銀行書類　神戸 明治26年12月7日 封筒・1点 い601－0
委任状（海島銀行の株主総会時の代理人を定める 明治27年7月7日 印刷用紙・1通 い601－1－1
につき）　神戸分左衛門
領収証（海島銀行第1期70株配当金35円受取につ明治27年7月19日 「神戸氏蔵」用箋・1通 い601・1・2
き）　海西郡宝地村大字神戸新田28番戸神戸分左衛
門代理長尾義方→株式会社海島銀行御中
委任状（海島銀行株主総会などに際しての委任状） 明治28年 「神戸氏蔵」用箋・1通 い601・1・3
神戸分左衛門
名古屋市木挽町神戸分左衛門殿　尾張国津島町株 封筒・1点 い601－7－0
式会社海島銀行→名古屋市木挽二神二分左衛門
（海島銀行第二期定式総会および役員改選挙への 明治28年1月10日 株式会社海島銀行便 い601－7－1
出席要請につき）　尾張国海島町株式会社海島銀行 箋・1通
→神戸分左衛門
（株金第二回払い込み期間の通知につき）尾張国 3月22日 葉書・1通 い601－7－2
津島町株式会社海島銀行→海西郡宝地村大字神戸新
田神戸分左衛門
（海島銀行設立が認可されたので一株につき金12明治26年12月29日葉書・1通 い601・7・3
円50銭つつ払い込みなりたき旨）株式会社海島
銀行→名古屋市木挽町神戸文左衛門
（聾騨貼謬釜澤算簸鑛1鵬騰畜明治28年7月3日 葉書・1通 い601・74
銀行→海西郡宝地村神戸分左衛門
（海島銀行第四回払い込み通知）　津島町株式会社 明治28年3月12日 葉書（ペン書き）・1通 い590－7－6
海島銀行→神戸分左衛門
増資原案（海島銀行の資本金10万円増加しこれを
@2000株に分け、一株50円とすることなどにつき）
「株式会社海島銀行」用
ｳ・1通
い601－1－4
（1月12日の株主臨時総会で資本金増資が決議され明治29年2月25日 印刷用紙・1通 い601－1－5
たにつき通知）　津島町株式会社海島銀行→神戸分
左衛門
株式申込書（海島銀行新株70株引請け申したき旨）明治29年3月1日 「神戸氏蔵」用箋・1通 い601－1－6
愛知県海西郡宝地村大字神戸新田28番戸神戸分左衛
門→株式会社海島銀行頭取水野長八
領収証（70株の証拠金70円領収につき）津島町株明治29年3月5日 「神戸氏蔵」用箋・1通 い601－1－7
式会社海星銀行→神戸分左衛門
領収証（50回分の金500円領収につき）株式会社海明治29年4月11日 「神戸氏蔵」用箋・1通 い601－1－8
島銀行→神戸分左衛門
委任状（代理人を立てるにつき）神戸分左衛門 明治29年4月15日 「神戸氏蔵」用箋・1通 い601・9・1
委讐鯉解騰離白しに際し代理人を立 明治29年4月 罫紙・1通 い601－9・2
記（海島銀行旧・新株券の代金受取につき）　神戸 明治29年4月31日 「神戸三蔵」用箋・1通 い601・9・3
分左衛門→早川勘七
証鋼縢i醗高高高高高高欝繁昌明治29年4月17日 「神戸氏蔵」用箋・1通 い601－9－4
定証）神戸分左衛門（抹消）→早川勘七
一33一
神戸家・勘定場／企業出資／海島銀行
（攣望騰縦旙島漂暴錨灘難鷹 明治29年3月20日 葉書・1通 い601－2
銀行→名古屋市木挽町神戸分左衛門
（来る1月12日に定式・臨時株主総会を開くにつき明治28年12月31日葉書・1通 い601・3
参集下されたき旨）　津島町株式会社海島銀行→
名古屋市木挽町神戸分左衛門
（前回の新株申し込み通知の記載訂正につき）　尾 2月27日 葉書・1通 い601－4
輝国津島町株式会社海島銀行→名古屋市木挽町神戸
分左衛門
証帯鋼譲黎菖嘱蓄翻1噺妊明治29年4月17日 「神戸氏蔵」用箋・1通 い601－5
名古屋市木挽町神戸分左衛門殿　尾張国津島町株 封筒・1点 い601－6・0
式会社海島銀行→名古屋市木挽町神戸分左衛門
（新株証拠金払い込みの通知）株式会社海島銀行→ 明治29年3月14日 竪切紙・1通 い601－6－1
神戸分左衛門
蟹江銀行
設立
蟹江銀行設立用書類、其他同行二二ル書類　神戸 明治27年4月 封筒・1点 い590－0
（創業総会開催通知）　蟹江銀行創立委員 （明治）27年4月5日 印刷用紙・1通 い590－6－9－1
神戸分左衛門殿　蟹江銀行創立委員→神戸分左衛門 封筒・1点 い590・6・5・0
（一株につき一円ずつ添えて申込書差出通知）　蟹 3月29日 印刷用紙・1通 い590・6・5－1
江銀行発起人二代蟹江次郎以下7名→神戸分左衛門
神戸分左衛門殿　蟹江銀行創立委員→神戸分左衛門 明治27年4月5日 封筒・1点 い590－6－9－0
（号数・年月日・印鑑欄のある未記入の印刷用紙） 印刷用紙・1通 い590・6・10・1
株式会社蟹江銀行営業広告　蟹江銀行 明治27年5月 印刷物・2通 い590－6－10－2
株式会社蟹江銀行設立目論見書ならびに定款 （明治27年） 印刷小冊子・1冊 い590－9－1
（明治27－29年の蟹江銀行との関係のメモ）　（神 罫紙・1通 い590・9－1－1
戸分左衛門か）
監査役
（本日の創業総会での監査役に当選通知）蟹江銀 （明治27年）4月10日 葉書（ペン書き）・1通 い590－74
行創立委員→神戸分左衛門
（当行上半期利益配当の協議のため順行通知）　蟹 明治28年7月10日 葉書（ペン書き）・1通 い590－7－7
江銀行→監査役神戸分左衛門
当割書（監査役当選通知）　蟹江銀行頭取蟹江次郎→ 明治29年1月20日 蟹江銀行用箋・1通 い590－6－1
神戸分左衛門
（増資本の件につき協議のため当行へ来参通知） 明治29年2月5日 蟹江銀行用箋・1通 い590－6・2
蟹江銀行→神戸分左衛門
（拙者都合により監査役退任するにつき）　神戸分 明治29年3月9日 「神戸氏蔵」用箋・1通 い590・2・6
左衛門→蟹江銀行頭取蟹江次郎
増資
委任状（蟹江銀行株30株）　神戸仲雄 委任状用紙・1通 し、590－6－3－1
一34一
神戸家・勘定場／企業出資／蟹江銀行／増資
承諾書（蟹江銀行株30株を債主名義に書替えにつ 埜村商店用箋・1通 い590・6－3－2
き）神戸仲雄
神戸分左衛門様蟹江銀行→神戸分左衛門 封筒・1点 い590－6－4－0
（増資募集のための新株分配方法決定通知）蟹江 明治29年2月29日 蟹江銀行印刷用紙・1通 い590・6－4－1
銀行→神戸分左衛門
（新株申し込みにあたってのメモ） 小切紙・1通 い590－6－4・2
総会
委任状（下書、神戸二二を28年度上半期総会の代理明治28年7月 罫紙・1通 い590・2・4
人とするにつき）　神戸分左衛門
（株主定式総会開催通知）　蟹江銀行→神戸分左衛門 7月10日 葉書（ペン書き）・1通 い590－7－5
営業報告書
第一期営業報告表　蟹江銀行 明治27年6月30日 印刷小冊子・1冊 い590－9－2
第三期 明治28年上半期営業報告書 株式会社 明治28年6月30日 印刷小冊子・1冊 い590・8
蟹江銀行
第三期 明治28年上半期営業報告書 株式会社 明治28年6月30日 印刷小冊子・1冊 い590・9・3
蟹江銀行
第四期 明治28年下半期営業報告書 株式会社 明治28年12月31日印刷小冊子・1冊 い590・9－4
蟹江銀行
株式
監査役神戸分左衛門殿　蟹江銀行→神戸分左衛門 封筒・1点 い590－6－7－0
（当行株金第二回払い込み延期通知）　蟹江銀行→ 明治27年8月23日 横切紙・1通 い590－6－7－1
神戸分左衛門
（当銀行設立諒可につき株式第一回払い込み通知） 明治27年5月6日 葉書に印刷・1通 い590－7・1
蟹江銀行→神戸分左衛門
（引き受け株券第二回払い込み通知）　蟹江銀行→ 明治28年3月9日 葉書サイズに印刷・1通 い590－7－2
神戸高雄
（引き受け株券第二回払い込み通知）　蟹江銀行→ 明治28年3月9日 葉書サイズに印刷・1通 い590－7－3
神戸分左衛門
株券名義付替
委任証（下書、神戸分左衛門の代理人を蟹江家とす 明治27年4月10日 「神戸氏蔵」用箋・1通 い590・2・3
るにつき）　海西郡宝地村大字神戸新田28番戸神戸
分左衛門
株券名義付替依頼書　愛知県海東郡蟹江町大字蟹江 明治27年11月31日横切継紙・1通 い590－2－2
本町売渡人蟹江次郎・同県海西郡宝地村大字神戸新田
28番戸神戸分左衛門→株式会社蟹江銀行株式係御中
株券名義付替依頼書　売渡人神戸二丁・買受人神戸知 明治29年3月26日 「神戸三蔵」用箋・1通 い590－2－5
水→株式会社蟹江銀行株式課御中
委任状（下書、株券名義書き換えにつき）　神戸知 明治29年5月1日 罫紙・1通 い590－2－9
水
株券名義高高依頼書　売渡人神戸分左衛門→株式会 明治29年 「神戸三蔵」用箋・1通 い590－2－7
社蟹江銀行株式課御中
一35一
神戸家・勘定場／企業出資／金江銀行／株券名義付替
記（蟹江銀行株代金など差し引き勘定書付） （明治年間） 「株式会社蟹江銀行」用
ｳ・1通
い590－2－8
神戸仲雄関係
神戸仲雄へ蟹江銀行株券三拾株貸渡シにつき同人 明治28年3月1日 封筒・1点 い590－5－4－0
ヨリ差入レタル証券ならびに二写
証（神戸仲雄蟹江銀行雇入の身元保証に差入れる
@ため蟹江銀行株券30株借用）株券借用本人神戸
明治28年3月1日 罫紙・1通 い590－5－4－1
門下・保証人神戸まつ→神戸分左衛門
記（13株損金・手数料ほか計85銭3厘受取）蟹江銀（明治年間） 横切紙・1通 い590－5－1
行→神戸分左衛門
証（1円50銭書替え手数料として受取）蟹江銀行→明治29年3月27日 蟹江銀行領収書用紙・1 い590－5－2
神戸智水 通
証（30株に対する払い込み金375円受取）　蟹江銀明治28年4月30日 蟹江銀行領収書用紙・1 い590・5－3
行→神戸仲雄 通
二丁一件につき賃銀千五百円御内千壱百円受取証 明治29年3月27日 封筒・1点 い590－4・2－3－0
領収証（預け置き金1100円）株式会社蟹江銀行支配明治29年3月26日 蟹江銀行用箋・1通 い590－4・2－3－1
人心得戸谷廷治郎→神戸分左衛門
神戸分左衛門様　神戸直彦→神戸分左衛門 封筒・1点 い590－4－2－1・0
証（神戸仲雄への貸付残り金の返済を年賦とする 明治31年8月31日 「株式会社蟹江銀行」用 い590－4－2－1－1
につき）　株式会社蟹江銀行常務取締吉田甚平・取締 箋・1通
役頭取蟹江次郎→神戸仲雄
（仲雄一件につき書状）直彦 8月21日 横切継紙・1通 い590－4－2・1・2
年賦金借用証券（金294円を無利子で8年間、下書）明治31年8月30日 罫紙・1通 い590－4－2。2
借用主神戸仲雄・保証人神戸まつ→株式会社蟹江銀行
御中
証（金15円謝金として受取につき）　名古屋市主税明治32年1月26日 弁護士太田鉄吉事務所 い590一牛1
町廿一番戸弁護士太田鉄吉事務所→神戸分左衛門 領収書用紙・1通
借入
預金証券（控、162円余預かり置くにつき）預り主明治28年1月15日 罫紙・1通 い590－2－1
神戸分左衛門→株式会社蟹江銀行御中
副証書（別段預金元利とも返金につき）　神戸分左 明治28年1月15日 罫紙・1通 い590－3－1
衛門→株式会社蟹江銀行御中
預金証券（金162円50銭）　預り主神戸分左衛門→株明治28年1月15日 罫紙・1通 い590－3－2
式会社蟹江銀行御中
〔封筒〕（借入金162円50銭本日返金につき受取書）明治29年3月27日 封筒・1点 い590・3・0
証（預けおき金162円50銭受取につき）株式会社蟹
@江銀行取締役吉田甚平・支配人心得戸谷廷治郎→神戸
明治29年3月27日 罫紙・1通 い590・3－3
分左衛門
その他
領収証（約束手形利子）蟹江銀行支配人心得戸谷廷 明治27年11月30日横切紙・1通 い590－6－8
治郎→神戸分左衛門
神戸十二亭亭高高証書　蟹江 （明治年間） 包紙・1点 い590－1・O
一36一
神戸家・勘定場／企業出資／蟹江銀行／その他
契約証（損害賠償の予定額受取につき）株式会社 明治32年3月31日 「株式会社蟹江銀行」用 い590－1－1
蟹江銀行頭取蟹江次郎・同行取締役吉田甚平・服部治 箋・1通
郎七・鈴木甚右衛門→神戸分左衛門
神戸分左衛門殿（封筒のみ）蟹江銀行→神戸分左衛
@門
2月5日 封筒・1点 い590－6－6・0
尾西鉄道株式会社
設立
尾西鉄道株式会社創立用書類　神戸 明治27年3月 封筒・1点 い583・0
契約証（尾西鉄道株式会社設立の儀につき）神 明治27年2月8日 小切紙・1通 い583－1
私設鉄道株式会社発起認可及鉄道敷設申請書・尾 明治27年2月26日 印刷物・1通 い583・50
西鉄道株式会社仮定款　→発起人連署
三無離il難麗騨及野壷申出尾明治27年 印刷物・1通　　　　　1！ い583・5
神戸分左衛門殿　尾西鉄道株式会社創立事務所→神 封筒・1点 い583－36・0
隻分左衛門
委任状（尾西鉄道株式会社設立認可出願書へ調印 （明治27年目） 印刷用紙・1通 い583・36－1
之件）
委任状（創業費等承認の件など） （明治27年ヵ） 印刷用紙・1通 ‘い583－36－2
（本会社設立事件につき発起人総会開会致したき 明治27年3月17日 罫紙・1通 い583－3
旨）　尾西鉄道株式会社創立事務所→神戸分左衛門
加署罷鵜欝欝野鷲難論霧響 明治27年3月19日 罫紙・1冊 い583－2
郡宝地村大字神戸新田三八番戸神戸分左衛門→尾西
鉄道布設発起人御中
（青柳・岡本の運動の方針などの詳細ご報告申し上 明治27年4月16日 葉書・1通 い583－31
げたきにつき）　尾西鉄道株式会社創立事務所→名
古屋市木挽町神戸分左衛門
（尾西鉄道布設に関し逓信省の技師久野氏実地山 明治27年9月6日 葉書・1通 い583・30
量に来る旨参考までに御報告申し上げるにつ
ｫ）　海西郡津島町尾西鉄道株式会社創立事務所→
名古屋市木挽町神戸分左衛門
／
御離纏縫聴講解讐認幽幽箆 明治29年1月21日 「神戸氏蔵」用箋・1通 い583・37・2
逓信大臣白根平一
木挽町神戸分左衛門様　冨津町木野方水野長一→木 （明治29年）1月28日 封筒・1点 い583－37－0
挽町神戸分左衛門
（別紙命令書に対する請書に調印のうえ使いの者 （明治29年）1月28日 横切紙・1通 い583－37・1
へお渡し下されたきにつき書状）水野長一→神
子分左衛門
名古屋市木挽町神戸分左衛門殿　尾西鉄道株式会 （明治29年1月30日） 封筒・1点 い583・35－0
社発起人惣代→名古屋市木挽町神戸分左衛門
（緊選㍊翻遡贈ぎ雛鋪町回 明治29年1月30日 罫紙・1通 い583－35－1
鉄道株式会社発起人惣代水野長一→神戸分左衛門
（囎耀鵠櫨慰謝艦齢叢論の通 明治29年5月 会社の印刷用紙・1通 い583－16
（江森・貴殿払い込みの件につき）尾西鉄道事務所 明治29年6月3日 葉書・1通 い583－42－1
一37一
神戸家・勘定場／企業出資／尾西鉄道株式会社／設立
→名古屋市木挽町神戸分左衛門
名古屋市木挽町神戸分左衛門殿　尾西鉄道株式会 （明治29年力） 封筒・1点 い583・42－O
社創立事務所→神戸分左衛門
（株主の会合へ実印携帯にての出席要請）　尾西鉄 明治29年6月4日 尾西鉄道株式会社用 い583－36・3
道株式会社創立事務所→神戸分左衛門 箋・1通
神戸分左衛門殿　尾西鉄道株式会社創立事務所→神 （明治29年6月） 封筒・1点 い583・41・0
寺分左衛門
尾西鉄道株式会社申合規則 （明治29年6月） 竪半半・1冊 い583－41・1
（本月10日名古屋市金城館において創業総会を開明治29年6月11日 印刷用紙・1通 い583・41・2
き創業費の件など議決につき）　尾西鉄道株式会
社創立委員長青樹英二→神戸分左衛門
明治27年1月ヨリ同29年5月迄ノ創業費 （明治29年6月） 印刷物・1通 い583－41・3
（創業総会での議決事項報告）尾西鉄道株式会社創 明治29年6月11日 印刷用紙・1通 い583・43－4
立委員長青樹英二→神戸銀之助
海西郡宝地村大字神戸新田神戸銀之助殿　尾西鉄 （明治29年6月11日）封筒・1点 い583－43・0
道株式会社創立事務所→海西郡宝地村大字神戸新田
神戸銀之助
尾西鉄道株式会社仮定款 （明治29年6月11日） 印刷物・1通 い583－43－1
尾西鉄道株式会社申合規則 （明治29年6月11日） 印刷物・1通 い583・43－2
明治27年1月ヨリ同29年5月分ノ創業費 （明治29年6月11日）印刷物・1通 い583－43・3
（本月10日創業総会の通知）愛知県海西郡津島町尾明治29年6月 印刷用紙・1通 い583－19
西鉄道株式会社創立委員長青樹英二→神戸分左衛門
神戸分左衛門様御中　栄琴楼井東→神戸分左衛門 （21日） 封筒・1点 い583－40。0
（委任状送付につき調印願い）栄議題井東→神戸 21日 横切紙・1通 い583－40・1
委任状神戸銀之助 明治29年10月3日 罫紙・1通 い583・40－2
（送付した印鑑用紙に記名・調印し、大至急送付下 明治29年11月12日小切紙（洋紙、こんにゃ い583－15
さるにつき）　尾西鉄道株式会社 く版）・1通
（第一回払込金12月5日までに払いまれたき旨通明治29年11月12日印刷用紙・1通 い583－18
知）　尾西鉄道株式会社→神戸分左衛門
（証拠金貴殿にて払い込みの儀につき）　津島町尾 （明治年間）5月30日 横切継紙・1通 い583。4
西鉄道株式会社創立事務所員→神戸分左衛門
規則
（遅延利息金の率引き上げをめぐる臨時総会議決
@が逓信大臣より認可された旨通知）　尾西鉄道株
明治30年4月13日 葉書・1通 い583・27
式会社→海西郡宝地村神戸分左衛門
（定款第10条の挿入認可の旨通知）　尾西鉄道株式明治31年3月18日 葉書・1通 い583・24
会社→海西郡宝地村大字神戸新田廿八番戸神戸銀之
助
尾西鉄道株式会社申合規則 （明治年間） 尾西鉄道株式会社用箋 い583－17
・1冊
報告書
神戸分左衛門殿　尾西鉄道株式会社→神戸分左衛門 （明治29年12月） 帯1点 し、583－47－0
一38一
神戸家・勘定場／企業出資／尾西鉄道株式会社／報告書
尾西鉄道株式会社第萱回報告書 明治29年12月31日印刷物・1冊 い583－47・1
海西郡宝地村大字神戸新田神戸分左衛門殿　→海 （明治30年6月ヵ） 帯（未開封）・1点 い583－49－0
西郡宝地前大字神戸新田
尾尾西鉄道株式会社第二回報告書 明治30年（6月） 印刷物・1冊 い583－49－1
海西郡神戸新田神戸銀之助殿　→海西郡神戸新田神 （明治30年12月） 帯・1点 い583－48－0
戸銀之助
尾西鉄道株式会社第三回報告書 明治30年12月5日 印刷物・1冊 い583－48－1
総会
名古屋市木挽町弐丁目神戸分左衛門殿　愛知県海 （明治30年1月4日） 封筒・1点 い583－38－0
東郡津島町尾西鉄道株式会社→神戸分左衛門
（塑糊腿1欝難鰹麟輪欝欝明治30年1月4日 印刷用紙・1通 い583・38－1
委任状（通常会・臨時会提議）　愛知四海西郡宝地村 明治30年1月 印刷用紙・1通 い583－38－2
大字神戸新田28番戸神戸銀之助
（墾糠懇欝欝難聴輪謬難　門 明治30年1月4日 印刷用紙・1通 い583－38－3
（通常臨時総会議決の報告）　尾西鉄道株式会社→神 明治30年1月25日 印刷用紙・1通 い583－34
戸分左衛門
委任状（通常会・臨時会提議）愛知県海西郡宝地村 明治30年1月 印刷用紙・1通 い583・38－4
大字神戸新田28番戸神戸分左衛門
海西郡宝地村大字神戸新田神戸銀之助様　尾西鉄 明治30年6月24日 封筒・1点 い583・10－0
道株式会社→神戸銀之助
委任状（総会委任状、未記入用紙） （明治30年ヵ） 印刷用紙・1通 い583－10－1
海西郡宝地村大字神戸新田神戸銀之助殿　愛知県 明治31年1月16日 封筒・1点 い583・52－0
海東郡津島町尾西鉄道株式会社→神戸銀之助
（本月26日津島町得宜楼における通常・臨時総会へ明治31年1月15日 印刷物・1通 い583－52－1
の出席要請）　尾西鉄道株式会社
委任状（未使用用紙） （明治年間） 印刷用紙・1通 い583・52－2
海西郡宝地村大字神戸新田28番神戸銀之助殿　愛明治31年7月19日 封筒・1点 い583－53－0
知県海東郡津島町尾西鉄道株式会社→神戸銀之助
（本月28日津島町得宜楼における通常・臨時総会へ明治31年7月17日 印刷用紙・1通 い583－53－1
の出席要請）　愛知県海東郡津島町尾西鉄道株式会
社→神戸銀之助
委任状 明治31年7月 印刷用紙・1通 い583－53－2
株式
委任状下書（尾西鉄道株式100株売渡に関する事項明治29年10月3日 「神戸氏蔵」用箋・1通 い583・21
売り渡すにつき）神戸銀之助
海西郡宝地村雨戸分泌衛門様愛知県海東郡津島町 明治30年10月29日封筒・1点 い583－39－0
尾西鉄道株式会社→神戸分左衛門
（尾西鉄道株式会社仮株式受取方の儀につき）尾 明治30年2月17日 葉書・1通 い583－28
西鉄道株式会社→海西郡宝地村大字神戸新田神戸分
左衛門
一39一
神戸家・勘定場／企業出資／尾西鉄道株式会社／株式
払込書（未使用用紙）　→銀行御中 （明治30年10月） 印刷用紙・1通 い583－39－1
（尾西鉄道株式会社株式第2回払い込み通知）　尾 明治30年4月10日 葉書・1通 い583－26
西鉄道株式会社→海西郡宝地村大字神戸新田神戸分
左衛門
（尾西鉄道株式会社第4回払い込み要請）　尾西鉄 明治30年10月28日印刷物・1通 い583・39－2
道株式会社
（尾西株式会社株式第3回払い込みの通知）　尾西 明治30年8月25日 葉書・1通 い583・6
鉄道株式会社→海西郡宝地村神戸銀之助
（尾西株式会社株式第3回払い込みの通知）　尾西 明治30年8月25日 葉書・1通 い583－7
鉄道株式会社→海西郡宝地村神戸分左衛門
（尾西鉄道株式会社株式第3回払い込み期日過ぎて 明治30年9月19日 葉書・1通 い583－11
もこれ無きにつき催告）　尾西鉄道株式会社→海
西郡宝地村神戸銀之助
（尾西鉄道株式会社株式未払い込みにつき公売処 明治30年10月18日葉書・1通 い583・9
分と致すにつき）尾西鉄道株式会社→海西郡宝地
村神戸銀之助
領収証（仮株券名義書換手数料1円35銭）　尾西鉄明治30年10月30日尾西鉄道株式会社印刷 い583－12
道株式会社→三輪定四郎 用紙・1通
委任状（尾西鉄道株式会社株券250株売り渡すにつ明治30年10月30日印刷用紙・1通 い583－36－4
与籍芦猛認鐵三二袋離i晶晶舗響
分左衛門
領収証（仮株券名義書換手数料85銭）　尾西鉄道株明治30年11月30日尾西鉄道株式会社印刷 い583－13
式会社→三輪定四郎 用紙・1通
（尾西鉄道株式会社第4回払い込みの通知）　尾西 明治30年12月8日 葉書・1通 い583－8
鉄道株式会社→海西郡宝地村神戸銀之助
名古屋市木挽町神戸分左衛門殿　愛知県海東郡津 （明治30年力） 封筒・1点 い583－44－0
島町尾西鉄道株式会社創立事務所→名古屋市木挽回
神戸分左衛門
払込書（未使用用紙）　→銀行御中 （明治年間） 印刷用紙・1通 い583・44－1
（尾西鉄道株式会社株式第4回払込要請）　尾西鉄 明治30年10月28日印刷物・1通 い583。44－2
道株式会社
（株式公売中に払い込みあったにつき）愛知県海 明治31年3月28日 葉書・1通 い583・32
東郡津島町尾西鉄道株式会社→海西郡宝地村大字神
戸新田廿八番戸神戸銀之助
（尾西鉄道株式会社株式第5回払い込みの通知） 明治31年5月23日 葉書・1通 い583－25
尾西鉄道株式会社→海西郡宝地村大字神戸新田神戸
銀之助
（騨講式鋸懸灘聖愚論錨聾 明治31年6月17日 葉書・1通 い583。22
神戸新田神戸銀之助
（神戸銀之助名義の株式30株公売処分と致すべき明治31年8月14日 葉書・1通 い583・23
につき）　尾西鉄道株式会社→海西郡宝地村神戸新
田二十八番神戸銀之助
神戸様吉田→神戸 （明治年間）3月18日 封筒・1点 い583－45・0
（尾西鉄道株券50枚分の金25円使いの者に渡した
@につき改め入手下さるべきにつき）新三郎→銀
（明治年間）3月18日 横切継紙・1通 い583－45－1
之助
証（株券の証拠金払い込み置くにつき） （明治年間） 罫紙・1通 い583－14
一40一
神戸家・勘定場／企業出資／尾西鉄道株式会社／その他
その他
（11月3日午前10時参会願）　尾西鉄道株式会社→名（明治29年目）10月25日葉書・1通 い583－29
古屋市木挽町神戸分左衛門
（銀行より払い込みにつき電報）　ピサィテッドヲ 明治30年10月20日日本政府電報送達紙・1 い583・51
カイシヤ→カンドブンザエモン 通
海西郡宝地前室神戸新田神戸銀之助殿　→海西郡 明治30年10月29日封筒・1点 い583－46
宝地発掘神戸新田神戸銀之助
（第一銀行払込故障なく渡すにつき）　栄町井東→ （明治31年ヵ）10月25日葉書・1通 い583－33
当市木挽町神戸分左衛門
（金額書付） （明治年間） 尾西鉄道株式会社用 い583－20
箋・1通
丸三麦酒
設立
丸三麦酒株式会社用書類 封筒・1点 い615－0
丸三麦酒株式会社定款 明治29年5月29日 印刷物・1冊 い615－1
（蟻謬醗難説翻1よ繍繍醗鶉禦明治29年12月17日葉書・1通 い615－4
式会社→本県七海西郡宝地村大字神戸新田28番戸神
戸銀之助
（趨欝朧雛翻よ繍繍醗舗禦 明治29年12月17日葉書・1通 い615－5
式会社→本県下潮西郡宝地村大字神戸新田28番戸神
三分左衛門
（本社創業総会において選挙した役員名通知につ 明治29年9月9日 葉書・1通 い615－6
き）　丸三麦酒株式会社創立嘉事務所→海西郡宝地
村神戸分左衛門、神戸銀之助
（鳩無断暗潮麟離轄盆欝蓬手と蓬3 葉書・1通 い615－7
き）　愛知県半田町丸三麦酒株式会社創立事務所→
名古屋市木挽町2丁目神戸銀之助、神戸分左衛門
（丸三麦酒株式会社創業総会に出席し提出議案を 明治29年 「神戸氏蔵」用箋・1通 い615－8
難是魏難欝謝る等の件に関わる代理
丸三麦酒株式会社株式申込証（40株、下書）　愛知明治29年8月20日 「神戸氏蔵」用箋・1通 い615－9
県尾張国海西郡宝地村大字神戸新田28番戸神戸分左
衛門→丸三麦酒株式会社発起人御中
（本社株式60株を割り当てるにつき、申込書に記入明治29年7月 印刷用紙・1通 い615－10
のうえ証拠金・印鑑1葉を添え御申し込みなりた
き旨通知）　愛知県半田町丸三麦酒株式会社創立事
務所創立委員長盛田善平→神戸文左衛門
当温海西郡宝地村大字神戸新田神戸分左衛門殿 封筒・1点 い615－19－0
愛知県半田町丸三麦酒株式会社創立事務所→神戸分
左衛門
（半田町高等小学校にて丸三麦酒株式会社の創業 明治29年8月29日 印刷用紙・1通 い615－19－1
総会を開くにつき出席要請）　丸三麦酒株式会社
創立委員長盛田善平→神戸分左衛門
二二海西郡宝地二字神戸新田神戸銀之助殿　愛知 明治29年8月31日 封筒・1点 い615・20－0
県半田町丸三麦酒株式会社創立事務所→神戸銀之助
一41一
神戸家・勘定場／企業出資／丸三麦酒／設立
（半田町高等小学校にて丸三麦酒株式会社の創業 明治29年8月29日 印刷用紙・1通 い615－20－1
総会を開くにつき出席要請）　丸三麦酒株式会社
創立委員長盛田善平→神戸銀之助
報告書
第二回決算報告　丸三麦酒株式会社取締役社長中置 明治31年2月 印刷物・1通 い615－11
半左衛門他常務取締役1名、取締役5名、支配人1名、監
査役4名
尾州海西郡宝地下冷神戸新田神戸分左衛門殿　→ 包紙・1点 い615・2・0
神戸分左衛門
第三回事業年度報告書　丸三麦酒株式会社 明治32年2月 印刷物・1冊 い615－2－1
第三回事業年度報告書　丸三麦酒株式会社 明治32年2月 印刷物・1冊 い615・3
総会
名古屋木挽町廿七番戸神戸分左衛門殿　愛知県半 封筒・1点 い615－17・0
田丸三麦酒株式会社→神戸分左衛門
（丸三麦酒株式会社の第一回通常総会ならびに臨 明治30年2月17日 印刷物・1通 い615－17－1
時総会開くにつき出席要請）　丸三麦酒株式会社
取締役社長中二半左衛門
名古屋市木宮町27番匠神戸銀之助殿　愛知県半田 封筒・1点 い615－18。O
丸三麦酒株式会社→名古屋市木挽町27番戸神戸銀之
助
（丸三麦酒株式会社の第一回通常総会ならびに臨 明治30年2月17日 印刷物・1通 い615－18・1
　総会を半田町光照院にて開くにつき出席要刀j丸三麦酒株式会社取締役社長中埜半左衛門
海西郡宝地村大字神戸新田二十八瀬戸神戸分左衛 明治30年9月27日 封筒・1点 い615－27・0
門殿　愛知県半田丸三麦酒株式会社→神戸分左衛門
（半田町光照院にて臨時総会開くにつき出席要請） 明治30年9月25日 印刷用紙・1通 い615－27－1
丸三麦酒株式会社取締役社長中歯半髪衛門→神戸分
左衛門
海西郡宝地村大字神戸新田二十八番戸神戸銀之助 明治30年9月27日 封筒・1点 い615－29－0
殿　愛知県半田丸三麦酒株式会社→神戸銀之助
（半田町光照院にて臨時総会開くにつき）　丸三麦 明治30年9月25日 印刷用紙・1通 い615－29－1
酒株式会社取締役社長中埜半左衛門→神戸銀之助
（丸三麦酒株式会社の第二回通常総会ならびに臨
梠拷??ｼ田町光照院において開くにつき出席
明治31年2月2日 印刷用紙・1通 い615－13
要請）　丸三麦酒株式会社取締役社長中埜半左衛門
→神戸銀之助
海西郡宝地村大字神戸新田廿八神十分左衛門殿 明治31年2月4日 封筒・1点 い615－14－0
愛知県半田丸三麦酒株式会社→神戸分左衛門
（丸三麦酒株式会社の第二回通常総会ならびに雲ﾊ籠魏牒羅製瀦準準幾膣
明治31年2月2日 印刷用紙・1通 い615－14－1
神戸分左衛門
株式
海西郡宝地村28番戸神戸分左衛門殿、同銀之助殿明治29年9月23日 封筒・1点 い615－16－0
愛知県半田町丸三麦酒株式会社創立事務所→神戸分
左衛門、銀之助
一42一
神戸家・勘定場／企業出資／丸三麦酒／株式
（丸三麦酒株式会社株式第一回払い込み願）　丸三 明治29年9月 印刷物・1通 い615・16－1
麦酒株式会社→株主各位
（丸三麦酒株式会社株式第一回払い込み願）　丸三 明治29年9月 印刷物・1通 い615－16－2
麦酒株式会社→株主各位
名古屋市木挽町御出張所神戸銀之助殿　愛知県半 明治30年4月14日 封筒・1点 い615－25－0
田丸三麦酒株式会社→名古屋市木挽町御出張所神戸
銀之助
（丸三麦酒株式会社株式第2回払い込みの日限の通明治30年4月14日 印刷物・1通 い615・25・1
知）丸三麦酒株式会社
名古屋市木挽町御出張所神戸分左衛門殿　愛知県 明治30年4月14日 封筒・1点 い615－26－0
半田丸三麦酒株式会社→名古屋市木挽町場出張所神
戸分左衛門
（丸三回戦株式会社株式第2回払い込みの日限の通明治30年4月14日 印刷物・1通 い615－26－1
知）丸三麦酒株式会社
海西郡宝地村大字神戸新田響町神戸銀之助殿　愛 封筒・1点 い615－30－0
知県半田丸三麦酒株式会社→神戸銀之助
（丸三麦酒株式会社株式第3回払い込みの日限の通明治30年10月12日印刷物・1通 い615－30－1
知）丸三麦酒株式会社
海西郡宝地村大字神戸新田二十八神戸分左衛門殿 封筒・1点 い615－31・0
愛知県半田丸三麦酒株式会社→神戸分左衛門
（丸三麦酒株式会社株式第3回払い込みの日限の通明治30年10月12日印刷物・1通 い615－31・1
知）丸三麦酒株式会社
海西郡宝地村神戸新田神戸分左衛門殿　愛知県半 封筒・1点 い615－15－0
田丸三麦酒株式会社→神戸分左衛門
（丸三麦酒株式会社株式第4回払い込みの日限通知明治31年1月10日 印刷物・1通 い615－15・1
につき）　丸三麦酒株式会社
海西郡宝地村神戸新田神戸銀之助殿　愛知県半田 封筒・1点 い615－21・0
丸三麦酒株式会社→神戸銀之助
（丸三麦酒株式会社株式第4回払い込みの日限の通知）丸三麦酒株式会社 明治31年1月10日 印刷物・1通 い615－21・1
海西郡宝地村大字神戸新田廿八神戸銀之助殿　愛 明治31年5月8日 封筒・1点 い615－22－0
知県半田丸生麦酒株式会社→神戸銀之助
（丸三麦酒株式会社株式第5回払い込みの日限の通明治31年6月7日 印刷物・1通 い615・22－1
知）　丸三麦酒株式会社取締役社長中黒又左衛門
海西郡宝地村大字神戸新田廿八神二分左衛門殿 封筒・1点 い615－23・0
愛知県半田丸三麦酒株式会社→神戸分左衛門
（丸三麦酒株式会社株式第5回払い込みの日限の通知）　丸三麦酒株式会社取締役社長中埜又左衛門 明治31年6月7日 印刷物・1通 い615－23・1
海西郡宝地村大字神戸新田廿八神戸銀之助殿　愛 封筒・1点 い615－24・0
知県半田丸三麦酒株式会社→神戸銀之助
（丸三麦酒株式会社株式第6回払い込みの日限の通　知）　丸三麦酒株式会社取締役社長中埜又左衛門 明治31年10月20日印刷物・1通 い615・24－1
海西郡宝地村大字神戸新田廿八神西分左衛門殿 封筒・1点 い615。28－0
愛知県半田丸三麦酒株式会社→神戸分左衛門
（丸三麦酒株式会社株式第6回払い込みの日限の通知）　丸三麦酒株式会社取締役社長中埜又左衛門 明治31年10月20日印刷物・1通 い615－28・1
一43一
神戸家・勘定場／企業出資／丸三麦酒／株式
讐盤晶晶辮智恵羅灘躇瀦つ明治31年 印刷用紙・1通 し、615－12
その他
起業公債証書売渡証　売渡人高橋清助・右証人安藤由 明治13年9月18日 竪紙・1通 い447－7
五郎→海西郡神戸新田神戸分左衛門
起業公債証書売渡三野　山科分左衛門代近藤利三郎　→神戸分左衛門 明治13年10月30日罫紙・1通 い447－8
名古屋町屋敷経営
借家入用ほか
葭町作右衛門家入用 （近世後期）戌正月晦日横切継紙1通 い477－9
家賃請取
家賃受取仮覚帳
L（家賃差引勘定書上）
嘉永5年正月吉日
i明治7～14年）
横長半（一ツ綴）・1冊
｡長半（一ツ綴）・1冊
い460－2
｢463－2
収支書上
記（家賃差引勘定書上、勇助勘定金） （明治7～14年） 横長半（一ツ綴）・1冊 い463－3
証文類
元材木町
証文（元材木町町内屋敷地借用証文）　兼山屋亀吉 明和6年2月 竪紙・1通（包紙付） い426
→犬山屋孫右衛門
売券状　羽柴屋源七殿 文化10年9月29日 包紙・1点 い539・2－0
覚（売券分一金など受納につき）　元材木町丁代両 竪美切紙・1通 い539・2－1
人
永代売渡申証文之事（元材木町南隣家屋敷）　家屋 文化10年9月 竪美継紙・1通（封紙付） い539－2－2
敷売主羽柴屋源七（奥書）元材木町組頭1名、町代2名→
元材木畜犬山屋文左衛門
正万寺町
借家請状六事（正万寺町本願寺宗長徳寺寺請状貼
@り継ぎ）　正西寺町家借り主喜右衛門・中御薗町請人　理左衛門→元材木吐出山屋分左衛門
享保8年8月 竪継紙・1通 い434
車町
覚（鉄目代金請取）　かちや孫＋郎→くるま丁久助 子5月21日 横長半（一ツ綴）・1冊 い404
京町
一札（諸士・奉公人などへ買券仕るまじきにつき）
　元材木町文左衛門→京町町代衆中
天保12年5月 竪紙・1通 い448・7
一44一
神戸家・勘定場／名古屋町屋敷経営／証文類／日置屋敷
日置屋敷
日置屋敷附替　譲証文壱通入 包紙・1点 い539－1－0
携難白鷺旙縣野台響謙製 文化5年12月 竪美紙・1通 い539－1－1
人甚蔵、日置村組頭2名、庄屋2名→犬山屋辰治郎
名古屋土地経営
木挽町
回上申証文之事（借家証文）　右地所借り主塩丁二丁 明治6年6月 愛知県無印紙証書用 い449－21
目所五番指物師勇斉→神戸分左衛門 紙・1通
木鐸羅羅遠郷欝i全灘鷹明治24年4月18日 封筒・1点 い611－0
（響翻鍵躍罐舘賭戸鷺欝二二缶 明治24年 竪紙・1通 い611－1・1
拾八番戸売渡人長尾喜兵衛→神戸分左衛門
売渡物件添書（雨戸や障子なども木挽町1丁目17番明治24年4月18日 罫紙・1通 い611・1・2
地内の建物に添えて売り渡すにつき）　名古屋
市木挽町18番戸長尾喜兵衛→神戸分左衛門
灘羅騨曙講審灘総 明治24年6月23日 罫紙・1冊 い6114－3
尾喜兵衛→神戸分左衛門
建鵜麟難鋪麟謄；墨1坪欝鶉明治24年6月23日 罫紙・1冊 い611－1－4
円にて売り渡すにつき）　名古屋市木挽町1丁目18
番戸長尾喜兵衛→神戸分左衛門
建物売渡証券　尾張国名古屋市木挽町18番宮売渡人明治24年4月18日 罫紙1冊 い611・2
長尾喜兵衛→尾張国海西郡宝地村大字神戸新田28番
戸神戸分左衛門
（名古屋市木挽町2丁目宅地貸渡証券2通の袋） （明治25年ヵ） 袋・1点 い580－1
宅地賃借証券（名古屋市木挽町2丁目27番・2番の宅明治25年7月1日 罫紙・1通 い580・2
地）　賃借人西尾東太郎・保証人名古屋市桶屋町菱田
彦右衛門→神戸分左衛門
宅地賃借証券（名古屋市木挽町2丁目25番・4番の宅明治25年6月17日 罫紙・1通 い580・3
地）　賃借人名古屋市並置町前田常九郎・保証人名古
屋市西万町石塚文助→神戸分左衛門
名画瀦細細譜熊鼠諜臓羅 明治25年6月22日 封筒・1点 い593・6・1
神戸分左衛門
地所売渡証券（尾張国名古屋市木挽町2丁目26・3番明治25年6月22日 竪美継紙・1通 い593－6－2
の市街宅地2筆）　尾張国名古屋市木挽町24番戸売
主西尾東太郎他1名→尾張国海西郡宝地村大字神戸新
田28番戸神戸分左衛門
和泉町
名喜慰醗三熱財講鎖纏献郎ヨリ 明治26年1月16日 封筒・1点 い593・12－1
地所売渡証券（名古屋市和泉町1丁目23番市街宅明治26年1月16日 罫紙・1冊 い593－12－2地）　西春日井郡新川町大字土器野新田108番戸売渡
一45一
神戸家・勘定場／名古屋土地経営／和泉町
人天野佐兵衛→海西郡宝地村大字神戸新田28課戸神
戸分左衛門
記（2円50銭請取につき）　中野れい→天野 3月 横切紙・1通 い593・12・3
天野佐兵衛名義ニテ近藤市太郎ヨリ宅地買受につ 明治25年4月1日 封筒・1点 い593・12・4
き天野約定証
証離業鹸蝦繍鞍鼻雛駿趨欝 明治25年3月31日 罫紙・1通 い593－12－5
るにつき）　西春日井結滞川町天野佐兵衛→神戸分
左衛門
地所売渡証券（市街宅地42坪4合7勺）　名古屋市和 罫紙・1通 い593・12・6
泉町50番戸売主近藤市太郎後見人名古屋市関原町65
丸心加藤信三郎他親戚2名→西春日井記田川町大字土
器野108番戸天野佐兵衛
和泉町滝松五郎二係ル貸家賃請求ならびに家屋明 明治30年4月 包紙・1点 い624・0
ケ渡シ訴訟ノ要書外二訴訟費用書付類共　神戸
キ（仮差押印紙料など書上げ）角渕→神戸 7月3日 横切継紙・1通 い624－1
供託書（仮差押さえ保障のため）　右神戸分左衛門 明治30年4月29日 罫紙・1通 い624－2
→名古屋本金庫
記（滝松五郎仮差押さえに係る経費の金額書付） 罫紙・1通 い624・3
記（供託書2通など受取につき）角渕→神戸 4月29日 横切継紙・1通 い624－4
神戸分左衛門様御店中　角渕宣→神戸分左衛門 封筒・1点 い624－5－0
（供託書に調印のうえ手前まで差し出し下された 4月28日 横切紙・1通 い624・5・1
きにつき）　出始宣→神戸分左衛門様執事御中
訴酵雛鞭編鐘潔魏閣響厘贈 明治30年6月9日 「名古屋区裁判所」用箋・1冊 い624－6－1
屋下裁判所判事野田捨蔵、名古屋区裁判所書記小池宣
枝
原告訴訟費用計算書　原告代理人角渕宣→名古屋区 明治30年6月9日 罫紙・1冊 い624－6・2
裁判所民事部御中
判決書　名古屋民事書→判事野田捨蔵 明治30年5月7日 「名古屋区裁判所判決 い624－7－1
用紙」・1冊
（前記の正本神戸分左衛門に付与するにつき）名 明治30年6月9日 「名古屋区裁判所」用 い624－7－2
古屋区裁判所書記小池三枝 箋・1通
名粥醐難難喜略解講｝繹籍纏薪　共安田あいヨリ買受二関スル書類　神戸 明治30年3月28日 封筒・1点 い593－7－1
（売り地の坪数書上、絵図）安田あい 竪紙・1通 い593－7－2
地所建物売渡約定証（名古屋市和泉町2丁目20番市明治30年3月28日 罫紙・1冊 い593－7－3
街宅地、建物）　名古屋市和泉町六拾八番戸安田あ
い他保証人1名→神戸分左衛門
懇懇錨貸間剛堅魏誓岡岬 明治30年6月22日 罫紙・1冊 い593・7－4
あい→神戸分左衛門
（売渡地所の絵図面）名古屋市和泉町68番戸売主明治30年6月22日 印刷用紙・1通 い593－7－5
安田あい→神戸分左衛門
地券（尾張国名古屋区和泉町2丁目20番宅地）　愛明治13年1月20日 地券紙・1通 い593－7－6
知県　主事愛知県名古屋区長吉田禄在→尾張国名古
画論和泉町　持主　安田すま
一46一
神戸家・勘定場／名古屋土地経営／末広町
末広町
名盤騎懸想羅綾鬼謡講翻四 明治13年3月15日 封筒・1点 い593・9－1
証（売渡地の手付金など受取につき） 保証人氷室 明治13年3月2日 罫紙・1冊 い593－9・2
長峯、右舷渡人安達久八→神戸分左衛門
（地方証印税として金46銭3厘受取につき） 名古 明治13年3月16日 印刷用紙・1通 い593－9－3
屋区租税係→神戸分左衛門
（地方証印税として金3銭7厘受取につき） 名古屋 明治13年3月16日 印刷用紙・1通 い593－9－4
区租税係→神戸分左衛門
家面懸鰹嚢画面翫禦雛魏 明治13年3月15日 竪美継紙・1通 い593・9・5
衛門
（名古屋区末広町2丁目12番地のうち家作建物の図 竪美紙・1通 い593－9－6
面） 右　家作持主安達久八→神戸分左衛門
（名古屋区白川町4丁目24番地のうち家作建物の図 竪美紙・1通 い593－9・7
面） 右　家作持主安達久八→神戸分左衛門
家画師融融輪郭竪瑠賃糧 明治13年3月15日 竪紙・1通 い593－9。8
人1丁目神戸分左衛門
心嚢魏（蕪懸鰐輩鍵灘藩 明治13年3月15日 竪紙・1通 い593－9－9
番地右上渡人安達久八他保証人1名→神戸分左衛門
末広町2丁目17番宅地白川町4丁目25番宅地家作建明治18年9月 封筒・1点 い593－8－1
物売渡シ証券2通ならびに地図1通
地拳曝露繍翻欝証鵜喪麗門下 明治18年9月 竪美継紙・1通 い593・8・2
右売渡人 野崎惣兵衛他保証人1名→神戸分左衛門
地券ならびに家作建物売渡証券（名古屋区白川町4 明治18年9月 竪美継紙・1通 い593・8－3
丁目25番宅地、建物）　名古屋区伝馬町48番地右
売渡人 野崎惣兵衛、他保証人1名→神戸分左衛門
（名古屋区末広町2丁目11番地の売渡地の図面）明治18年9月29日 竪紙・1通 い593－8・4
名古屋区伝馬町野崎官兵衛→神戸分左衛門
（名古屋区白川町2丁目12番地の建物の図面） 名 明治18年9月29日 竪紙・1通 い593－8－5
古屋区伝馬町野崎惣兵衛→神戸分左衛門
江川端町・台所町
名古屋市江川端町ほか宅地二ヶ所売買書類入れ 明治24年 袋・1点 い581－0
天野・神戸
証（名古屋市江川端町宅地売渡代金受取）名古屋 明治24年10月5日 罫紙・1通 い581・1・1
市木挽町善口定次郎→天野佐兵衛・神戸分左衛門
地所売渡証（上記宅地につき、登記済印あり）　名 明治24年10月3日 罫紙・1通 い581－1－2
古屋市木挽町善口定次郎→天野佐兵衛（西春日井郡新
川町大字土器埜新田）・神戸分左衛門
此書付当方へ写取申候（以下略、近世断簡の転用） 帯・1点 い581－2－0
約定証券（名古屋市台所町二丁目宅地売渡）　名古 明治24年10月12日竪紙・1通 い581－2－1
屋高高川端町高麗常一→神戸分左衛門
一47一
神戸家・勘定場／名古屋土地経営／江川瑞町・台所町
地所売渡証券（上記宅地につき、登記済み印あり） 明治24年11月28日竪紙・1通 い581・2・2
名古屋市江川端町高麗常一→神戸分左衛門
登記変更願写（宅地坪数の誤謬訂正につき）　名古 明治24年11月27日罫紙・1通 い581－2－3
屋野江川端町高麗常一→名古屋区裁判所
買請証（本家・物置・土蔵代金百円のうち内金十円 明治24年9月22日 横切継紙・1通 い581－3－1
渡しにつき）　堀田清八・前田吉次郎・伊藤善吉→天
野佐兵衛・神戸文左衛門代理谷口高忠
証（江川端町家屋売払い手数料受取）　谷口高忠→ 明治24年12月10日横切継紙・1通 い581・3－2
神戸分左衛門
売縷麟斜懸i叢論騰醗鵬雑明治24年9月22日 横切継紙・1通 い581・3－3
理人谷口高忠→増田清八・前田吉次郎・伊藤善吉
証（名古屋市江川端町五丁目六番の家屋借受につ 明治24年9月2日 罫紙・1通 い581－4－1
き）　河村書跡→今井芳三郎
地所建物売渡証（名古屋翁面川端町五丁目特番の
@土地建物につき、登記済み印あり）　名古屋市堀
明治24年9月2日 罫紙・1冊 い581・4・2
詰町十番戸今井芳三郎→天野佐兵衛・神戸分左衛門
騨甑羅辱響義魏門門親鑑隔 （明治年間） 竪紙・1通 い581・4・3
番戸建物図面　名古屋市堀詰町売主今井芳三郎→
天野佐兵衛・神戸分左衛門
東二葉町
名古屋市東二葉町弐拾七番市街宅地外五筆宅地畑
蝠l書斎台臨襯彦右衛門ヨリ買受に
封筒・1点
（売渡地所の坪数、代金など書付）　本重町百八拾番 「愛知県」用箋
戸売主大口彦右衛門、保証人高橋
地所売渡追約証（名古屋市二葉町の畑地・宅地な 明治28年11月4日 罫紙・1冊
ど）　名古屋市本重町180番戸大口彦右衛門他2名→
天野佐兵衛、神戸分左衛門
地所売渡証券（名古屋市二葉町の畑地・宅地）　名 明治28年11月8日 罫紙・1冊
古屋市本訴町180番戸売主大口彦右衛門他保証人1名
→西春日井七号川町大字土器野新田108番戸天野佐兵
衛、海西郡宝地村大字神戸新田28番前神戸分左衛門
名藤謡言新誌藤棚麟無二血温へ売 封筒・1点
証（共有地売渡代金の半分を受け取るにつき）西 明治29年10月 罫紙・1通
春日井郡新小町天野佐兵衛→神戸分左衛門
天職纏ブ罐裂輪譲鐙響鍼ヒ東二 封筒・1点
記（東二葉町共有地売払い代金など受取につき） 明治30年1月29日 横切継紙・1通
天野佐兵衛→神戸
東二葉町売渡シ代金内金五百円ノ内天野殿へ弐五
@拾円渡シ受書
明治29年9月19日 封筒・1点
記囎萬難藩獣陶欝。円本日受取に 明治29年9月19日 横切継紙・1通
言幣血塗犠轄羅い代金・利子愚直につ 明治30年2月4日 横切紙・1通
し、593－11－1
し、593，11・2
し、593－11－3
し、593“11－4
し、593－16－1
し、593－16－2
し、593－16－3
し、593－16－4
し、593－16－5
し、593－16－6
し、593－16－7
一48一
神戸家・勘定場／預金／駅逓局預金／全般
預金
　駅逓局預金
全般
番号わい〇三三八八　駅逓局預金渡通帳　神戸分 明治18年7月23日 封筒・1点 い625－0
左衛門
（明治17・18・19年の利率書上げカ） （明治19年目） 小切紙・1通 い625－2－6－1
領収通知書
通知書（金15円領収につき）駅逓局→尾張国名古屋明治18年7月23日 印刷用紙・1通 い625－2－5・2
木挽町2丁目23番地神戸分左衛門
通知書（金15円領収につき）駅逓局→名古屋木挽丁明治18年8月21日 印刷用紙・1通 い625－2－5－4
2丁目神戸分左衛門
通知書（金15円領収につき）駅逓局→尾張国名古屋明治18年9月22日 印刷用紙・1通 い625－2－5・3
木挽町2丁目23番屋敷神戸分左衛門
通知書（金15円領収につき）駅逓局→名古屋木挽町明治18年10月21日印刷用紙・1通 い625－2－5－5
2丁目23番地神戸分左衛門
通知書（金15円領収につき）　駅逓局→名古屋木挽町明治18年11月25日印刷用紙・1通 い625－2－5－1
2丁目23番地神戸分左衛門
通知書（金15円領収につき）駅逓局→名古屋木挽町明治18年12月25日印刷用紙・1通 い625・2－5－6
2丁目神戸分左衛門
通知書（金15円領収につき）駅逓局→名古屋木挽町明治19年1月25日 印刷用紙・1通 い625・2・4－3
2丁目神戸分左衛門
通知書（金45円領収につき）駅逓局→名古屋木挽町明治19年7月29日 印刷用紙・1通 い625・2－4－4
2丁目23番地神戸分左衛門
通知書（金45円領収につき）駅逓局→名古屋木挽町明治19年7月30日 印刷用紙・1通 い625－2－4－5
2丁目23番地神戸分左衛門
通知書（金15円領収につきγ駅逓局→名古屋木挽町明治19年8月30日 印刷用紙・1通 い625・2・4・2
2丁目23番邸神戸分左衛門
通知書（金15円領収につき）駅逓局→名古屋木挽町明治19年9月27日 印刷用紙・1通 い625－2－4－6
2丁目23番地神戸分左衛門
通知書（金15円領収につき）駅逓局→名古屋木挽町明治19年10月30日印刷用紙・1通 い625・2・4－1
2丁目23番邸神戸分界衛門
貯金領収通知書　逓信省為替貯金局→名古屋木挽町2 明治23年6月 印刷用紙・1通 い625－2－3－5
丁目23番戸神戸分左衛門
貯金領収通知書　逓信省為替貯金局→名古屋市木挽 明治23年8月 印刷用紙・1通 い625－2・3・1
町2丁目23番戸神戸分左衛門
貯金領収通知書　逓信省為替貯金局→名古屋木挽町2 明治23年9月 印刷用紙・1通 い625－2－3－2
丁目23番地神戸分左衛門
貯金領収通知書　逓信省為替貯金局→名古屋木挽町2 明治23年10月 印刷用紙・1通 い625－2・3・3
丁目23番戸神戸分左衛門
貯金領収通知書　逓信省為替貯金局→名古屋木挽町2 明治23年11月 印刷用紙・1通 い625・2・3・4
丁目23番戸神戸分左衛門
一49一
神戸家・勘定場／預金／駅逓局預金／通帳調査済通達書
通帳調査済通達書
貯金通帳調査面通達書　逓信省為替貯金局→名古屋 明治21年11月6日 印刷用紙・1通 い625－2－6－2
区木挽町2丁目23番神戸分左衛門
貯金通帳調査済通達書　逓信省為替貯金局→名古屋 明治22年8月21日 印刷用紙・1通 い625・2－6・3
木挽町2丁目23番地神戸分左衛門
貯金通帳調査面通達書　逓信省為替貯金局→名古屋　木挽町2丁目23番地神戸分左衛門 明治24年2月10日 印刷用紙・1通 い625－2－6－4
登記済通知書
貯金登記済通知書　郵便為替貯金局→名古屋市材木 明治24年2月 印刷用紙・1通 い625。2－2・7
町2丁目33番神戸分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金局→名古屋市木挽 明治24年3月 印刷用紙・1通 い625・2・2－5
町2丁目23番地神戸分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金局→名古屋市木挽 明治24年6月 印刷用紙・1通 い625－2－2－6
町2丁目23番地神三分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金局→名古屋木挽町2 明治24年7月 印刷用紙・1通 い625－2・2・2
丁目23番地神三分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金局→名古屋市木挽 明治24年7月 印刷用紙・1通 い625－2－2－3
町2丁目23番地神三分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金局→名古屋市木挽 明治24年7月 印刷用紙・1通 い625－2－2－4
町2丁目23番地神戸分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金局→名古屋木挽町2 明治24年8月 印刷用紙・1通 い625・2・2・1
丁目23番地神戸分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金局→名古屋木挽町2 明治24年8月 印刷用紙・1通 い625－2－2－8
丁目23二戸神戸分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋木 明治24年9月 印刷用紙・1通 い625－2－2－9
挽回2丁目23番地神戸分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋木 明治24年10月 印刷用紙・1通 い625－2・2－10
挽町2丁目23番地神二分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋木 明治24年12月 印刷用紙・1通 い625－2－2－11
挽町2丁目33番地神三分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋区 明治25年1月 印刷用紙・1通 い625－2－2－12
木挽町2丁目33番戸神戸分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋木 明治25年5月 印刷用紙・1通 い625－2－1－2
挽町51番戸神戸分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋木 明治25年5月 印刷用紙・1通 い625－2－1－3
挽町2丁目23番戸神戸分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋木 明治25年6月 印刷用紙・1通 い625－2・1－1
挽町2丁目23番地神戸分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋木 明治25年6月 印刷用紙・1通 い625－2・1－4
挽町2丁目23番戸神戸分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋木 明治25年7月 印刷用紙・1通 い625－2－1－7
挽町2丁目23番戸神戸分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋木 明治25年8月 印刷用紙・1通 い625。2－1－5
挽町2丁目23番戸神戸分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋市 明治25年8月 印刷用紙・1通 い625－2－1－9
一50一
神戸家・勘定場／預金／駅逓局預金／登記済通達書
木挽町2丁目23番戸神戸分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋木 明治25年9月 印刷用紙・1通 い62脇1マ6
挽町23番戸神戸分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋木 明治25年10月 印刷用紙・1通 い625－2－1－8
挽町2丁目23番戸神戸分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋木 明治25年10月 印刷用紙・1通 い625・2－1－12
挽町2丁目23番戸神戸分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋木 明治25年ll月 印刷用紙・1通 い625－2－1・13
挽町2丁目23番地神戸三左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋木 明治25年12月 印刷用紙・1通 い625－2・1－11
挽町2丁目23番戸神戸分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋木 明治26年1月 印刷用紙・1通 い625－2－1－10
挽町2丁目23番地神戸分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋木 明治26年1月 印刷用紙・1通 い625－2－1・14
挽町2丁目23番地神戸分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋木 明治26年3月 印刷用紙・1通 い625－1・8
挽町2丁目23番神戸分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋木 明治26年4月 印刷用紙・1通 い625－1－7
挽町23番神戸分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋木 明治26年6月 印刷用紙・1通 い625－1－6
挽町23番戸神戸文左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋市 明治26年7月 印刷用紙・1通 い625－1－5
木挽町23番戸神戸分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋市 明治26年8月 印刷用紙・1通 い625・1－4
木挽町3丁目23番地神戸分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋市 明治26年9月 印刷用紙・1通 い6251をゴ
木挽町33番戸神戸分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋市 明治26年9月 印刷用紙・1通 い625－1－3
木挽町23番戸神戸分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋市 明治26年11月 印刷用紙・1通 い625－1－1
木挽町33番戸神戸文左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋木 明治26年11月 印刷用紙・1通 い625－1－9
挽町3丁目33番戸神戸分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋木 明治26年12月11日印刷用紙・1通 い625－2－7
挽町2丁目23番地神三分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋木 明治27年1月13日 印刷用紙・1通 い625－2－8
挽町23番戸神戸分左衛門
貯金登記済通知書　郵便為替貯金管理所→名古屋市 明治27年1月25日 印刷用紙・1通 い625・2－9
木挽町23番戸神戸文左衛門
三井銀行
へ号 切符（三井銀行当座預り金小切手帳） 三井 （明治12年）1月 小切手帳（印刷）・1冊 い579－3－1
銀行→神戸分左衛門
（三井銀行当座預金小切手帳）十三年六月十九日立 （明治12年） 小切手帳（印刷）・1冊 い579－3－2
戸宝印皆済　三井銀行→神戸分左衛門
（三井銀行当座預金小切手帳）切符百枚済 三井銀 （明治14年） 小切手帳（印刷）・1冊 い579－3・3
一51一
神戸家・勘定場／預金／三井銀行
　第百三拾四国立銀行
預金通帳・小切手帳など
第百三拾四国立銀行当座頂金振出シ小切手帳　神 明治28年8月 袋・1点 い579－1－0
戸
第壱号　当座預金引出小切手帳　第百三十四国立 明治27年1月1砧 小切手帳（印刷）・1冊 い579－1－2
銀行
第百五拾四号　当座預金通帳　第百三＋四国立銀行 明治27年1月 横美半（印刷）・1冊 い579－1－3
（名古屋市部柳町）→神戸分左衛門
当座預金引出小切手帳　第百三十四国立銀行 明治27年11月30日小切手帳（印刷）・．1冊 い579－1－1
第百三拾四国立銀行　当座預金引出シ之覚　神戸 明治29年 横半半・1冊 い579－1・4
貸越
第百三拾四国立銀行　廿八年六月迄利子受取証な 明治28年 包紙・1点 い607・0
らびに来状入
飾編蕪騙麟轡野町尽鴨嵐暑 明治26年8月2日 印刷用紙・1通 い607－6
支配人松田有信→神戸銀之助
（貸金1350円の返却願）　名古屋第百三十四国立銀行明治27年1月31日 印刷用紙・1通 い607・28
．→神戸分左衛門
記（当座貸越金利息金1円37銭5厘領収につき）第明治27年2月19日 印刷用紙・1通 い607－35
百三十四国立銀行→神戸分左衛門
（貸金1650円の返却願）　名古屋第百三十四国立銀行明治27年2月28日 印刷用紙・1通 い607－30
→神戸分左衛門
記（当座預貸越金8円77銭8厘領収につき）　第百三明治27年3月24日 印刷用紙・1通 い607－36
十四国立銀行→神戸分左衛門
（貸金1450円の返却願）　名古屋第百三十四国立銀行明治27年3月31日 印刷用紙・1通 い607。29
→神戸分左衛門
記（当座預貸越金利息ll円42銭9厘受取につき）明治27年4月20日 印刷用紙・1通 い607・37
第百三十四国立銀行→神戸分左衛門
（貸金2100円の返却願）　名古屋第；百三＋四国立銀行明治27年4月30日 印刷用紙・1通 い607－31
→神戸分左衛門
（貸金1800円の返却願）　名古屋第百三＋四国立銀行明治27年5月31日 印刷用紙・1通 い607－32
→神戸分左衛門
記（当座預貸越金利息金10円61銭5厘受取につき）明治27年6月6日 印刷用紙・1通 い607－7
第百三十四国立銀行→神戸分左衛門
神戸分左衛門殿　第百三十四国立銀行→神戸分左衛
@門
（明治27年6月22日） 封筒・1点 い607－1－0
（当座預金・同貸越金利息本月25日より改定するに明治27年6月22日 印刷用紙・1通 い607－1・1
つき通知）　第百三十四国立銀行→神戸分左衛門
記（当座預貸越金利息13円12銭1厘受取につき）明治27年6月27日 印刷用紙・1通 い607・38
第百三十四国立銀行→神戸分左衛門
（貸金1800円の返却願）　名古屋第百三十四国立銀行明治27年6月30日 印刷用紙・1通 い607－26
→神戸分左衛門
一52一
神戸家・勘定場／預金／第百三拾四国立銀行／貸越
記（金額、利金額書付） 小切紙・1通 い607－27
記（当座預貸越金利息金13円15銭8厘受取につき）明治27年7月24日 印刷用紙・1通 い607・34
第百三十四国立銀行→神戸分左衛門
神戸分左衛門殿　第百三十四国立銀行→神戸分左衛
@門
（明治27年7月28日） 封筒・ユ点 い607－2－0
（当座預金・同貸越金利息来る8月1日より改訂につ明治27年7月28日 印刷用紙・1通 い607－2・1
き通知）　第百三十四国立銀行→神戸分左衛門
（貸金900円の返却願）　名古屋第百三＋四国立銀行明治27年7月31日 印刷用紙・1通 い607－25
→神戸分左衛門
（貸金1250円の返却願）　第百三十四国立銀行→神戸明治27年8月31日 印刷用紙・1通 い607・24
分左衛門
記（当座預貸越金利息金9円46銭3厘受取につき）明治27年9月7日 印刷用紙・1通 い607－33
第百三十四国立銀行→神戸分左衛門
記（当座預貸越金利息金10円23銭5厘受取につき）明治27年9月28日 印刷用紙・1通 い607・39
第百三十四国立銀行→神戸分左衛門
（貸金ユ450円の返却願）　第百三十四国立銀行→神戸明治27年9月30日 印刷用紙・1通 い607－23
分左衛門
記（当座貸越利子金10円59銭2厘受取につき）　第明治27年10月31日印刷用紙・1通 い607－21
百三十四国立銀行→神戸分左衛門
（貸金1050円の返却願）　第百三＋四国立銀行→神戸明治27年10月22日印刷用紙・1通 い607・22
分左衛門
（貸金2280円の返却願）　第百三十四国立銀行→神戸明治27年11月30日印刷用紙・1通 い607－19
分左衛門
（当座貸越利子金6円16銭2厘受取につき）　第百三明治27年11月30日印刷用紙・1通 い607・20
十四国立銀行→神戸分左衛門
記（当座預貸越金利息金14円93銭2厘領収につき）明治27年12月24日印刷用紙・1通 い607－17
第百三十四国立銀行→神戸分左衛門
（貸金2680円の返却願）　第百三十四国立銀行→神戸明治27年12月31日印刷用紙・1通 い607－18
分左衛門
（貸金3000円の返却願）　名古屋第百三十四国立銀行明治28年1月31日 印刷用紙・1通 い607・14
→神戸分左衛門
記（当座貸越利息金19円5銭3厘領収につき）　第百明治28年1月31日 印刷用紙・1通 い607－16
三十四国立銀行→神戸分左衛門
記（当座貸越利息金22円82銭8厘領収につき）　第明治28年2月23日 印刷用紙・1通 い607－15
百三十四国立銀行→神戸分左衛門
（貸金2750円の返却願）名古屋第百四十三国立銀行明治28年2月28日 印刷用紙・1通 い607－13
→神戸分左衛門
記（当座貸越利息金17円84銭9厘領収につき）　第明治28年3月25日 印刷用紙・1通 い607－12
百三十四国立銀行→神戸分左衛門
（貸金2450円の返却願）　名古屋第百三＋四国立銀行明治28年3月31日 印刷用紙・1通 い607－11
→神戸分左衛門
（貸金3000円の返却願）　名古屋第百三十四国立銀行明治28年4月30日 印刷用紙・1通 い607－4
→神戸分左衛門
記（当座貸越利子金18円72銭領収につき）　第百三
@十四国立銀行→神戸分左衛門
明治28年4月30日 印刷用紙・1通 い607－10
一53一
神戸家・勘定場／預金／第百三拾四国立銀行／貸越
（貸金3000円の返却願）名古屋第百三＋四国立銀行明治28年5月31日 印刷用紙・1通 い607－9・1
→神戸分左衛門
記（当座貸越利息金23円29銭6厘領収につき）　第明治28年5月31日 印刷用紙・1通 い607・9－3
百三十四国立銀行→神戸分左衛門
木挽町廿七番地神三分左衛門様　第百三＋四国立 （明治28年6月11日） 封筒・1点 い607－3－0
銀行→神戸分左衛門
（当座預金利足本月16日ヨリ更正につき）　第百三明治28年6月11日 印刷用紙（こんにゃく い607－3－1
十四国立銀行→神戸分左衛門 版）・1通
記（当座貸越利息金24円18銭領収につき）　第百三明治28年6月28日 印刷用紙・1通 い607・9－2
十四国立銀行→神戸分左衛門
（貸金3000円の返却願）　名古屋第百三＋四国立銀行明治28年6月30日 印刷用紙・1通 い607－8
→神戸分左衛門
（当座預金1000円の貴店貸し勘定につき照会状）明治28年7月25日 竪切紙（印刷）・1通 い579－4－16－1－2
第百三十四国立銀行→神戸分左衛門
記（当座貸越利息金23円40銭領収につき）　第百三明治28年7月31日 印刷用紙・1通 い607・5
十四国立銀行→神戸分左衛門
記（当座貸越利子受取）　第百三＋四国立銀行→神戸 明治28年8月21日 百三十四国立銀行用紙 い579。4－16・1－1
分左衛門 ・1通
（当座預金2700円の貴店貸し勘定につき照会状）明治28年8月25日 竪切紙（印刷）・1通 い579・4－16・3－2
第百三十四国立銀行→神戸分左衛門
（当座預金貸越利息通知）　第百三＋四国立銀行預金 明治28年9月11日 竪切紙（こんにゃく版、 い579－4－20
掛→神戸分左衛門 封筒付き）・1通
（当座預金1000円の貴店貸し勘定につき照会状）明治28年9月25日 竪切紙（印刷）・1通 い579－4－16－2・2
第百三十四国立銀行→神戸分左衛門
記（当座貸越利子受取）　第百三十四国立銀行→神戸 明治28年9月26日 百三十四国立銀行用紙 い579－4・16－3・1
分左衛門 ・1通
記（当座貸越利子受取）　第百三＋四国立銀行→神戸 明治28年10月22日百三十四国立銀行用紙 い579－4－16－2－1
分左衛門 ・1通
（当座預金1700円の貴店貸し勘定につき照会状）明治28年10月25日竪切紙（印刷）・1通 い579－4－16－4
第百三十四週目銀行→神戸分左衛門
（当座預金950円の貴店貸し勘定につき照会状）明治28年11月25日竪切紙（印刷）・1通 い579－4・15
第百三十四国立銀行→神戸分左衛門
記（当座貸越利子受取）　第百三十四国立銀行→神戸 明治28年11月30日百三十四国立銀行用紙 い579－4－17
分左衛門 ・1通
（当座預金2200円の貴店貸し勘定につき照会状）明治28年12月25日竪切紙（印刷）・1通 い579－4・13
第百三十四国立銀行→神戸分左衛門
記（当座貸越利子受取）　第百三十四国立銀行→神戸 明治28年12月28日百三十四国立銀行用紙 い579－4－14
分左衛門 ・1通
（当座預金1000円の貴店貸し勘定につき照会状）明治29年1月25日 竪切紙（印刷）・1通 い579－4・11
第百三十四国立銀行→神戸分左衛門
記（当座貸越利子受取）　第百三＋四国立銀行→神戸 明治29年1月31日 百三十四国立銀行用紙 い579－4－12
分左衛門 ・1通
記（当座貸越利子受取）　第百三＋四国立銀行→神戸 明治29年2月19日 百三十四国立銀行用紙 い579－4－10
分左衛門 ・1通
（当座預金3000円の貴店貸し勘定につき照会状）明治29年2月25日 竪切紙（印刷）・1通 い579－4－9
第百三十四国立銀行→神戸分左衛門
一54一
神戸家・勘定場／預金／第百三拾四国立銀行／貸越
（当座預金1000円の貴店貸し勘定につき照会状）明治29年3月25日 竪切紙（印刷）・1通 い579－4－7
第百三十四国立銀行→神戸分左衛門
記（当座貸越利子受取）　第百三十四国立銀行→神戸 明治29年3月30日 百三十四国立銀行用紙 い579－4・8
分左衛門 ・1通
（当座預金2050円の貴店貸し勘定につき照会状）明治29年4月25日 竪切紙（印刷）・1通 い579－4－19
第百三十四国立銀行→神戸分左衛門
記（当座貸越利子受取）　第百三十四国立銀行→神戸 明治29年4月30日 百三十四国立銀行用紙 い579－4・18
分左衛門 ・1通
記（当座貸越利子受取）　第百三十四国立銀行→神戸 明治29年5月30日 百三十四国立銀行用紙 い579－4－6
分左衛門 ・1通
記（当座貸越利子受取）　第百三十四国立銀行→神戸 明治29年6月29日 百三十四国立銀行用紙 い579－4－5
分左衛門 ・1通
（当座預金貸越利息改定通知）　第百三十四国利銀行 明治29年9月15日 竪切紙（印刷、封筒付 い579・2－2
預金係→神戸分左衛門 き）・1通
（当座預金300円の貴店より借勘定につき照会状）明治29年9月25日 竪切紙（印刷）・1通 い579－4－4
第百三十四国立銀行→神戸分左衛門
（当座預金貸越利息改定通知）　第百三十四国利銀行 明治29年10月28日竪切紙（印刷、封筒付 い579・2－3
預金係→神戸分左衛門 き）・1通
（当座預金100円の貴店より借り勘定につき照会明治29年11月25日竪切紙（印刷）・1通 い579－4・22
状）第百三十四国立銀行預金掛→神戸分左衛門
（当座預金貸越利息改定通知）　第百三＋四国利銀行 明治29年ll月30日竪切紙（印刷、封筒付 い579－2・4
預金係→神戸分左衛門 き）・1通
（国立銀行の株式会社移行通知）　第百三＋四国利 明治29年12月17日竪切紙（印刷、封筒付 い579・2－5
銀行預金係→神戸分左衛門 き）・1通
記（当座貸越利子受取）　第百三十四国立銀行→神戸 明治30年2月12日 百三十四国立銀行用 い579－4・3
分左衛門 紙・1通
（当座預金1425円の前勘定につき照会状）　第百三明治30年3月25日 竪切紙（印刷、封筒付 い579・2－6－1
十四国利銀行預金係→神戸分左衛門 き）・1通
（株式会社移行につき小切手宛名訂正依頼）　第百 明治30年3月25日 竪紙（こんにゃく版）・1 い579・2－6－2
三十四国利銀行預金係→神戸分左衛門 通
記（当座貸越利子受取）　第百三十四国立銀行→神戸 明治30年3月26日 百三十四国立銀行用 い579－4・2
分左衛門 紙・1通
（当座預金貸越約定期日切れにつき返金催促状） 明治30年4月8日 株式会社百三十四銀行 い579－2－7
株式会社百三十四銀行→神戸分左衛門 用箋・1通
証（当座貸越利子受取）　株式会社百三十四銀行→神 明治30年4月9日 百三十四銀行受取証用 い579・4－1・1
戸分左衛門 紙・1通
（利子計算明細書） 百三十四銀行用箋・1通 い579－4・1・2
（当座預金貸越利息通知）　第百三十四国立銀行預金 10月13日 竪切紙（こんにゃく版、 い579・4－21
掛→神戸分左衛門 封筒付き）・1通
（当座預金貸越約定期日満期通知）　第百三＋四国 12月23日 銀行便箋（封筒付き）・1 い579－2－1
利銀行預金係→神戸分左衛門 通
枇杷島銀行
預金通帳・小切手帳など
枇杷島銀行当座預金覚　神戸 明治31年1月 横半半（一ツ綴）・1冊 い606・5
一55一
神戸家・勘定場／預金／枇杷島銀行／預金通帳・小切手帳など
小切手帳　第百廿四号　株式会社枇杷島銀行→神戸 （明治31年）1月10日～小切手帳（印刷）・1冊 い606－2
分左衛門 33年12月18日
当座預金通帳　第百廿四号　株式会社枇杷島銀行→ 明治31年1月10日～34横降半（印刷）・1冊 い606・1
神戸分左衛門 年8月30日
貸越
枇杷島銀行約束手形反故 封筒・1点 い606－3－2・0
記（当座貸越金利息17円余受取）　株式会社枇杷島明治32年1月5日 枇杷島銀行印刷用紙・1 い606・3－2－1
銀行→神戸分左衛門 通
記（当座貸越金利息15円余受取）　株式会社枇杷島明治33年6月30日 枇杷島銀行印刷用紙・1 い606－3・2－2
銀行→神戸分左衛門 通
記（当座貸越金利息14円余受取）　株式会社枇杷島明治34年9月6日 枇杷島銀行印刷用紙・1 い606－3－2・3
銀行→神戸分左衛門 通
記（当座貸越金利息7円入金につき記帳報告）株明治33年9月5日 枇杷島銀行印刷用紙・1 い606－3－2－4
式会社枇杷島銀行→神戸分左衛門 通
割引勘定表株式会社枇杷島銀行→神戸分左衛門 明治31年4月13日 枇杷島銀行こんにゃく い606－3・2－5
版様式（ペン書き）・1通
記（当座貸越金に対する利息金15円68銭受取につ明治34年6月29日 枇杷島銀行印刷用紙・1 い606－3。2－6
き）　株式会社枇杷島銀行→神戸分左衛門 通
記（当座貸越金に対する利息金18円20銭受取につ明治35年3月5日 枇杷島銀行印刷用紙・1 い606・3－2－7
き）　株式会社枇杷島銀行→神戸分左衛門 通
記（当座貸越金に対する利息金2円24銭受取につ明治33年12月29日枇杷島銀行印刷用紙・1 い606－3－2－8
き）　株式会社枇杷島銀行→神戸分左衛門 通
（明治32年6月25日当座借り越利子率の書付） 明治32年6月25日 小切紙・1通 い606－3。2－9
記（割引料75円60銭済ますにつき）　枇杷島銀行→7月21日 横切継紙・1通 い606－3・2－10
天野
記（当座貸越金に対する利息金17円8銭受取につ明治34年5月3日 枇杷島銀行印刷用紙・1 い606・3－2・11
き）　株式会社枇杷島銀行→神戸分左衛門 通
金言蝦粛融融鋸翻就謡誤塔羅 明治30年10月16日封筒・1点 い606－3－2・12－0
受取書　三十年一月十六日
記（金3000円に対する割引料75円60銭受取につき）明治30年10月17日枇杷島銀行印刷用紙・1 い606・3・2－12・1
株式会社枇杷島銀行→神戸分左衛門 通
（枇杷島銀行へ振り出す金3000円の入金期日の通明治31年10月6日 枇杷島銀行印刷用紙 い606・3－2－13
知につき）　株式会社枇杷島銀行→神戸分左衛門 （こんにゃく版）・1通
神戸分左衛門殿　枇杷島銀行→神戸分左衛門 封筒・1点 い606・3－3・0
（金17円51銭3厘入金下されたき旨）株式会社枇杷明治31年10月31日枇杷島銀行印刷用紙・1 い606－3－3－1
島銀行→神戸分左衛門 通
記（当座貸越金に対する利子金17円51銭3厘受取に明治31年11月4日 枇杷島銀行印刷用紙・1 い606－3－3・2
つき）　株式会社枇杷島銀行→神戸分左衛門 通
名古屋市木挽町神戸分左衛門殿　枇杷島銀行→神 封筒・1点 い606－3－4・0
戸分左衛門
（当座貸越の日歩引き下げの儀につき）　枇杷島銀 10月24日 株式会社枇杷島銀行用 い606－3・4－1
行→神戸分左衛門 箋・1通
神戸分左衛門殿　枇杷島銀行→神戸分左衛門 封筒・1通 い606・3－5－0
一56一
神戸家・勘定場／預金／枇杷島銀行／貸越
（貸越金の利息支払い下されたきにつき）枇杷島 6月25日 株式会社枇杷島銀行用 い606－3－5・1
銀行→神戸分左衛門 紙用箋・2通
名古屋市木挽町神戸分左衛門殿　枇杷島銀行→名 封筒・1点 い606－3・6－0
古屋市木挽町神戸分左衛門
（利息金18円11銭7厘の入金願い）枇杷島銀行→神明治31年6月30日 株式会社枇杷島銀行印 い606－3・6－1
日分左衛門 画用紙・1通
記（当座貸越利子金14円85銭受取につき）株式会明治31年3月4日 株式会社枇杷島銀行印 い606－3－6－2
社枇杷島銀行→神戸分左衛門 刷用紙・1通
記（当座貸越金利子金18円11銭7厘受取につき）明治31年6月25日 株式会社枇杷島銀行印 い606－3－6－3
株式会社枇杷島銀行→神戸分左衛門 刷用紙・1通
名古屋市木泊町神戸分左衛門殿　枇杷島銀行→神 封筒・1点 い606－3－7・0
戸分左衛門
（利息金14円85銭の入金願い）株式会社枇杷島銀行明治31年2月28日 株式会社枇杷島銀行印 い606－3－7－1
→神戸分左衛門 刷用紙・1通
名古屋市木挽町神戸分左衛門殿　枇杷島銀行→神 封筒・1点 い606－3－8－0
戸分左衛門
（当座貸越金利曲金の入金願い）　株式会社枇杷島 明治31年6月25日 印刷用紙（こんにゃく い606・3－8－1
銀行→神戸分左衛門 版）・1通
名古屋市木挽町神戸分左衛門殿　枇杷島銀行→神 明治33年 封筒・1点 い606－3－9－0
戸分左衛門
（当座預金及び貸越金利息改正につき了承下され 明治33年7月12日 枇杷島銀行印刷用紙・1 い606・3－9－1邑
たき旨）　株式会社枇杷島銀行→神戸分左衛門 通
名古屋市木挽町神戸分左衛門殿　枇杷島銀行→神 封筒・1点 い606－3・10－0
戸分左衛門
（当座預金及び貸越金利息改正につき了承下され 明治33年4月5日 株式会社枇杷島銀行印 い606－3・10－1
たきにつき）　株式会社枇杷島銀行→神戸分左衛門 刷用紙・1通
名古屋市木挽町神戸分左衛門殿　枇杷島銀行→神 封筒・1点 い606－3・11－0
戸分左衛門
（当座預金及び貸越金利息改正につき）　枇杷島銀 明治32年12月26日印刷用紙（こんにゃく い606－3・11・1
行→神戸分左衛門 版）・1通
名古屋市木挽町神戸分左衛門殿　枇杷島銀行→神 封筒・1点 い606－3－12－0
戸分左衛門
（当座日歩引き下げにつき）　枇杷島銀行→神戸分左 8月7日 横切継紙・1通 い606－3－12・1
衛門
（当座預金及び貸越金利息改正につき）株式枇杷 明治32年8月7日 株式会社枇杷島銀行印 い606－3－12－2
島銀行→神戸分左衛門 画用紙・1通
名古屋市木挽町神戸義左衛門殿　枇杷島銀行→神 封筒・1点 い606・3－13－0
戸分左衛門
（当座預金及び貸越金利息改正につき）株式会社 明治32年5月24日 株式会社枇杷島銀行印 い606－3－13－1
枇杷島銀行→神戸分左衛門 刷用紙・1通
名古屋市木挽町神戸分左衛門殿　枇杷島銀行→神 封筒・1点 い606－3－14－0
戸分左衛門
（当座預金及び貸越金利息改正につき）　株式会社 明治32年4月11日・株式会社枇杷島銀行印 い606－3－14－1
枇杷島銀行→神戸分左衛門 画用紙・1通
名古屋市木挽町神戸分左衛門殿　尾州枇杷島銀行 封筒・1点 い606－3－15－0
→神戸分左衛門
一57一
神戸家・勘定場／預金／枇杷島銀行／貸越
（当座預金及び貸越金利息改正につき）　株式会社 明治35年12月11日株式会社枇杷島銀行印 い606・3－15－1
枇杷島銀行→神戸分左衛門 刷用紙・1通
名古屋市木挽町神戸分左衛門殿　枇杷島銀行→神 封筒・1点 い606・3－16－0
戸分左衛門
（利息金16円10銭7厘の入金願い）　株式会社枇杷島明治32年2月28日 株式会社枇杷島銀行印 い606・3－16－1
銀行→神戸分左衛門 刷用紙・1通
入金票　枇杷島銀行 枇杷島銀行印刷用紙・1ﾊ
い606・3－16－2
記（当座貸越金利子金16円17厘受取につき）　株式明治32年3月6日 枇杷島銀行印刷用紙・1 い606・3・16－3
会社枇杷島銀行→神戸分左衛門 通
名古屋市木挽型神戸分左衛門殿　枇杷島銀行→神 封筒・1点 い606・3・17－0
戸分左衛門
記（当座貸越金利金10円79銭1厘受取につき）　株明治32年9月5日 株式会社枇杷島銀行印 い606・3－17－1
式会社枇杷島銀行→神戸分左衛門 刷用紙・1通
名古屋市木挽二神寸分左衛門殿　枇杷島銀行→神 封筒・1点 い606・3－18－0
戸分左衛門
記（貸越金利息金27円29銭5厘受取につき）　株式明治32年6月27日 株式会社枇杷島銀行印 い606－3－18－1
会社枇杷島銀行→神戸分左衛門 刷用紙・1通
（頭取の命により日歩2歩5厘に仕置くにつき）枇明治32年6月27日 「株式会社枇杷島銀行 い606－3－18・2
杷島銀行→神戸分左衛門 用紙」用箋・1通
名古屋市木挽町神戸分左衛門殿　枇杷島銀行→神 封筒・1点 い606－3－19・0
戸分左衛門
（来る5日までに当行へ金3000円入金下されたき明治32年1月4日 印刷用紙（こんにゃく い606－3・194
旨）　枇杷島銀行→神戸分左衛門 版）・1通
（利息金17円51銭3厘の入金願い）株式会社枇杷島明治31年12月31日株式会社枇杷島銀行印 い606・3－19・2
銀行→神戸分左衛門 刷用紙・1通
名古屋市木挽町神戸分左衛門殿　枇杷島銀行→神 封筒・1点 い606・3・20－0
戸分左衛門
（当座預金及び貸越金利息改正につき）　株式会社 明治31年9月20日 株式会社枇杷島銀行印 い606－3－20・1
枇杷島銀行→神戸分左衛門 刷用紙・1通
名古屋市木挽町神戸分左衛門殿　枇杷島銀行→神 封筒・1点 い606・3－21・0
戸分左衛門
（利息金18円40銭4厘の入金願い）株式会社枇杷島明治31年8月31日 株式会社枇杷島銀行印 い606・3－21・1
銀行→神戸分左衛門 刷用紙・1通
記（貸越金利子金18円40銭4厘受取につき）　株式明治31年9月5日 株式会社枇杷島銀行印 い606－3－21・2
会社枇杷島銀行→神戸分左衛門 刷用紙・1通
名古屋市木挽町神戸分左衛門殿　枇杷島銀行→神 封筒・1点 い606－3－22・0
戸分左衛門
（利息金18円11銭7厘の入金願い下書き）　株式会明治31年4月31日 罫紙・1通 い606－3－22・1
社枇杷島銀行→神戸分左衛門
（利息金18円11銭7厘の入金願い）株式会社枇杷島明治31年4月30日 株式会社枇杷島銀行印 い606・3－22・2
銀行→神戸分左衛門 刷用紙・1通
解約証書（当座預過振借越の約定今般解約につき） 明治35年2月3日・ 「神戸氏蔵」用箋・1通 い606・4
名古屋市木挽町神戸分左衛門→枇杷島銀行頭取天野
佐兵衛
当座預金借越約定追保証（雛形）　約定主→枇杷島 アオヤキ（判読困難）・1 い606・3・1
銀行取締役・頭取嘉言佐兵衛 通
一58一
神戸家・勘定場／預金／明治銀行／預金通帳・小切手帳など
明治銀行
預金通帳・小切手帳など
明治銀行当座預金通帳　神戸 明治31年3月 袋・1点 い584－0
当座預金通帳株式会社明治銀行→神戸分左衛門 明治26年1月6日 預金通帳・1冊 い584・7
当座預金通帳　株式会社明治銀行→神戸分左衛門 明治31年2月 横半半折（一部印刷）・1 い584－11
冊
明治銀行当座預金覚　神戸 明治31年3月18日 横半半（一ツ綴）・1冊 い584・1
当座預金引出小切手帳　株式会社明治銀行→神戸分 明治34年 小切手帳・1冊 い584－10
左衛門
通知・規則など
明治銀行当預金契約二関スル書類　神戸 明治31年3月 封筒・1点 い584・4・0
証（当座貸越金利息受取につき）　株式会社明治銀 明治29年5月17日 印刷用紙・1通 い584－4－1
行→神戸分左衛門
木挽町神戸分左衛門殿　名古屋市伝馬町株式会社明 明治25年2月16日 封筒・1点 い584－2－3・0
治銀行→神戸分左衛門
（今般当座勘定利息改正につき）　株式会社明治銀 明治35年2月 印刷用紙・1通 い584－2－3－1
行→神戸分左衛門
木挽町二七神戸分左衛門殿　名古屋市伝馬町株式会 明治35年3月16日 封筒・1点 い584－2－4・0
社明治銀行→神戸分左衛門
（貸越金・繰越金利息など差引相立てるにつき） 明治35年3月16日 印刷用紙・1通 い584－2－4－1
株式会社明治銀行→神戸分左衛門
（今般当座勘定利息改正につき）　名古屋市伝馬町 明治35年9月 印刷用紙・1通 い584－2。1
株式会社明治銀行→木挽町27神戸分左衛門
（当座勘定利息2月10日より改正につき）　名古屋明治36年2月8日 印刷用紙・1通 い584・9
直伝馬町株式会社明治銀行→木挽町27神戸分左衛門
（今般当地組合銀行決議内容通知につき）　株式会 明治36年3月29日 印刷用紙・1通 い584－2・2
社明治銀行→木挽町神戸分左衛門
神戸分左衛門様　名古屋市伝馬高高式会社明治銀行 （明治38年ヵ） 封筒・1点 い584・4・2－0
永田理三郎→神戸分左衛門
（金送付につき改めのうえ入手くだされたき旨） 明治38年3月13日 株式会社明治銀行罫 い584－4－2。1
名古屋株式会社明治銀行→神戸分左衛門 紙・1通
（当座貸越利息改正につき）　株式会社明治銀行→木 明治37年7月10日 印刷用紙・1通 い584－3－1
挽町27神戸分左衛門
（当座貸越金利息引き下げにつき）　株式会社明治 （明治年間） 印刷用紙・1通 い584－3－2
銀行→神戸分左衛門
（当座貸越金利息改正につき）株式会社明治銀行→ 明治38年5月5日 印刷用紙・1通 い584－3・3
木挽町神戸分左衛門
（当座貸越金利息改正につき）　株式会社明治銀行→ 明治38年6月25日 印刷用紙・1通 い584－3－4
木挽町27番戸神戸分左衛門
（当座預金及貸越金利息改正につき）　株式会社明 明治38年8月13日 印刷用紙・1通 い584－3－5
治銀行→木挽町27番戸神戸分左衛門
（当座預金及貸越金利息改正につき）株式会社明 明治39年2月25日 印刷用紙・1通 い584・3・6
一59一
神戸家・勘定場／預金／明治銀行／通知・規則など
治銀行→木挽町27番戸神戸分左衛門
（印税法抜粋、郵便条例改正摘要）株式会社明治銀 （明治年間） 印刷物・1通 い584－8
行
津島紡績株券担保差入
担保品差入証（津島紡績株式会社株券壱百五拾株） （明治年間） 印刷用紙・1通 い584－5
海西郡宝地村大字神戸新田五百弐番地神戸分左衛門
→株式会社明治銀行御中
差入証書（明治銀行との取引に関わる取り決め承 明治31年3月17日 印刷用紙・1通 い584－6。1
諾につき）　尾張海西郡宝地村大字神戸新田神戸分
左衛門→株式会社明治銀行御中
（小切手受取証など下書）神戸分左衛門→株式会社 明治31年3月17日 「神戸発寒」用箋・1通 い584－6・2
明治銀行御中
証野鰭繕辮襲蝋錦渡し下された1こつ明治31年3月16日 「神戸氏蔵」用箋・1通 い584－6・3
第一銀行
通帳
第一銀行当座預金通帳・小切手　神戸 大正6年8月 封筒・1点 い619－0
第一銀行当座帳　神戸 大正8年3月（16日～昭竪半半（一ツ綴）・1冊 い619・1
和3年8月17日）
当座約定
証（定期預金の担保差入証下書き）神戸分左衛門、 （大正年間） 印刷用紙・1通 い619－3－5－11
吉安賢、堀田八重→株式会社第一銀行御中
神戸分左衛門殿、当座約定書控　名古屋市西区伝馬 封筒・1点 い619－3－0
町3丁目13番地株式会社第一銀行名古屋支店→神戸分
左衛門
静岡県興津町水口屋五号別荘神戸分左衛門殿　名 （昭和2年ヵ） 封筒・1点 い619－3－1
古屋市西区伝馬町3丁目13番地株式会社第一銀行名古
屋支店→神戸分左衛門
（当座精算書貴方へ御郵送につき）藤井義雄→神 昭和2年3月5日 「株式会社第一銀行名 い619－3－2
身分左衛門 古屋支店便箋」・1通
預金証書袋　株式会社伊藤銀行 袋・1点 い619－3－3
（御調印の証書2通ほか入手したにつき）　株式会 「株式会社第一銀行名 い619－3－4
社第一銀行名古屋支店預金掛→神戸分左衛門 古屋支店便箋」・1通
（借越金契約の定期預金担保額など書付） 竪紙・1通 い619－3・5・1
質権設定通知書　神戸分左衛門、堀田やゑ→株式会社 大正15年6月 罫紙（印刷用紙）・1通 い619－3－5－2
伊藤銀行御中
質権設定承諾書用紙　→株式会社第一銀行御中 （大正15年6月） 印刷用紙・1通 い619・3・5－3
（貸越金願い、見本）　神戸分左衛門→株式会社第一銀 大正14年12月26日印刷用紙・1通 い619・3・5－4
行御中
（貸越金願い、下書き）　神戸分左衛門→株式会社第 大正13年12月 印刷用紙・1通 い619－3－5。5
一銀行御中
証（定期預金の担保差入証下書き）神戸分左衛門、 大正13年12月 印刷用紙・1通 い619－3－5－6
吉安けい→株式会社第一銀行御中
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証（定期預金の担保差入証下書き）　神戸分左衛門、 大正13年12月 印刷用紙・1通 い619－3・5－7
堀田やゑ→株式会社第一銀行御中
（やゑ、けい定期金額書上げ） 大正11年9月8日 竪切紙・1通 い619・3－5－8
（書類に調印し今一度差し出し下されたきにつき） 大正11年9月8日 印刷用紙（「株式会社第 い619－3－5－9
名古屋市西区伝馬町3丁目13番地株式会社第一銀行名 一銀行名古屋支店便
古屋支店→神戸分左衛門 箋」）・1通
当座勘定借越約定書　名古屋市西区木挽町23番地神大正11年9月8日 印刷用紙（罫紙）・1通 い619－3－5－10
戸分左衛門、他保証人1名→株式会社第一銀行御中
当座貸越担保分明細定期預金証書　名古屋市西区 大正9年9月21日 「株式会社第一銀行名 い619－3－5・12
伝馬町3丁目13番地株式会社第一銀行株式会社→神戸 古屋支店便箋」・1通
分左衛門
当座勘定決算
十三年三月十六日、同六月十五日精算 封筒・1点 い619－2－2・0
（纏醗黛辮跡継馨櫻難 大正13年6月15日 印刷用紙・1通 い619・2・2－1
第一銀行名古屋支店→神戸分左衛門
（響醗騰僻観鰻醒蝉縫禦 大正13年6月13日 印刷用紙・1通 い619－2－2－2
第一銀行名古屋支店→神戸分左衛門
西区木挽町二七神戸分左衛門殿　名古屋市西区伝 大正13年9月21日 封筒・1点 い619－2－3・0
馬町3丁目13番地株式会社第一銀行名古屋支店→神戸
分左衛門
（襟脚懸幣i鋭袈奪還へ羅i霧大正13年9月21日 印刷用紙・1通 い619－2－3－1
一銀行名古屋支店→神戸分左衛門
西区木挽町廿七神戸分左衛門殿　名古屋市西区伝 大正13年12月21日封筒・1点 い619－2－4－0
馬町3丁目13番地株式会社第一銀行名古屋支店→西区
木挽町27神戸分左衛門
（纏灘蹴懸鶯魏袈醤墜へ薄霧 大正13年12月21日印刷用紙・1通 い619－2－4－1
一銀行名古屋支店→神戸分左衛門
西区木挽町二七神戸分左衛門殿　名古屋市西区伝 大正14年3月15日 封筒・1点 い619・2－5－0
馬町3丁目13番地株式会社第一銀行名古屋支店→神戸
分左衛門
（襟醗高高i鋭惣二二へ簾鱗大正14年3月15日 印刷用紙・1通 い619－2－5－1
一銀行名古屋支店→神戸分左衛門
西区木挽町27神戸分左衛門殿　名古屋市西区伝馬町大正14年6月21日 封筒・1点 い619－2－6・0
3丁目13番地株式会社第一銀行名古屋支店→神戸分左
衛門
（罐鰍欝葎i鋭襟湾墾へ羅螺大正14年6月21日 印刷用紙・1通 い619－2・6－1
一銀行名古屋支店→神戸分左衛門
岐阜県養老郡養老村神戸別荘御内神戸分左衛門殿 大正14年9月20日 封筒・1点 い619－2－7－0
名古屋市西区伝馬町3丁目13番地株式会社第一銀行名
古屋支店→神戸分左衛門
（亭亭i喰晶晶i鋸晶晶鱗へ難i螺大正14年9月20日 印刷用紙・1通 い619・2－7－1
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一銀行名古屋支店→神戸分左衛門
西区木挽町神戸分左衛門殿　名古屋市西区伝馬町3 大正14年12月20日封筒・1点 い619－2・8－0
丁目13番地株式会社第一・銀行名古屋支店→神戸分左
衛門
（纏醗囎葎i鋪燦餐黙へ鯉鱗大正14年12月20日印刷用紙・1通 い619－2－8・1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一鼡竝s名古屋支店→神戸分左衛門
西区木挽町二七神戸分左衛門殿　名古屋市西区伝 大正15年3月21日 封筒・1点 い619－2・9・0
馬町3丁目13番地株式会社第一銀行名古屋支店→西区
木挽町27神戸分左衛門
（藤壷i幽幽譲歩蟹i騨へ鯉鱗大正15年3月21日 印刷用紙・1通 い619－2・9・1
一銀行名古屋支店→神戸分左衛門
西区木挽町二七神戸分左衛門殿　名古屋市西区伝 大正15年6月13日 封筒・1点 い619・2－10－0
馬町3丁目13番地株式会社第一銀行名古屋支店→西区
木挽町27神戸分左衛門
（罐饒嚇蕪i鋪燦溺i欝へ細鱗大正15年6月13日 印刷用紙・1通 い619－2・10－1
一銀行名古屋支店→神戸分左衛門
岐阜県養老郡養老村神戸別荘御内神戸分左衛門殿 大正15年9月19日 封筒・1点 い619－2－11－0
名古屋市西区伝馬町3丁目13番地史式会社第一銀行名
古屋支店→神戸分左衛門
（纏醗懸葎i晶晶醤鱗へ蟹鱗大正15年9月19日 印刷用紙・1通 い619－2－11・1
一銀行名古屋支店→神戸分左衛門
西区木挽町二七神戸分左衛門殿　名古屋市西区伝 大正15年12月12日封筒・1点 い619－2－12・0
馬町3丁目13番地株式会社第一銀行名古屋支店→神戸
分左衛門
（襟誘i磯鐵澤鶏膿漏へ羅韓大正15年12月12日印刷用紙・1通 い619－2・12－1
一銀行名古屋支店→神戸分左衛門
計算書（元金、利息金差引き計算）→吉安 昭和2年2月4日 印刷用紙・1通 い619－2・14－3
東海道興津海岸水口屋五号別荘神戸分左衛門殿 昭和2年3月3日 封筒・1点 い619－2－13－0
名古屋市西区伝馬町3丁目13番地株式会社第一銀行名
古屋支店→神戸分左衛門
（舞醗懸葎i鋪燦難業へ羅螺昭和2年3月13日 印刷用紙・1通 い619・2・13－1
一銀行名古屋支店→神戸分左衛門
（伊藤銀行定期証書の元金、利息差引き勘定書付） 昭和2年3月20日 メモ用紙・1通 い619－2・14－1
（饗鵜灘無題麟幾 昭和2年3月25日 印刷用紙・1通 い619－2・14－2
るにつき）　第一銀行名古屋支店藤井義雄→神戸分
左衛門
静岡県興津町水口屋五号別荘神戸分左衛門殿　名 昭和2年3月 封筒・1点 い619・2。14・0
古屋市西区伝馬町3丁目13番地煙式会社第一銀行名古
屋支店→神戸分左衛門
岐阜県養老郡養老村神戸別荘御内神戸土左衛門殿 昭和2年6月2日 封筒・1点 い619・2－16－0
名古屋市西区伝馬町3丁目13番地株式会社第一銀行名
古屋支店→神戸分左衛門
（当座勘定の決算相違なければ承認状へ御記名・御 昭和2年6月12日 印刷用紙・1通 い619・2－16・2
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調印のうえ返付下されたきにつき）　株式会社第
一銀行名古屋支店→神戸分左衛門
岐阜県養老郡養老村神戸御別荘神戸分左衛門殿
@名古屋市西区伝馬町3丁目13番地株式会社第一銀行名
昭和2年6月14日 封筒・1点 い619・2・17・0
古屋支店→岐阜県養老郡養老村神戸御別荘神戸分左
衛門
（当座貸越金現在高の報告につき）　第一銀行藤井 昭和2年6月14日 第一銀行名古屋支店便 い619・2－17・1
義雄→神戸分左衛門 箋（和文タイプ）
（当座勘定の決算に対する承認状送付の督促）名
@古屋市西区伝馬町3丁目13番地株式会社第一銀行名古
昭和2年7月13日 葉書・1通 い619－2・16－1
屋支店→西区木挽町27番戸神戸分左衛門
（当座勘定決算相違なければ承認状に御記名・御調
?ﾌうち返付下されたきにつき）　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社第一
昭和2年9月9日 印刷用紙・1通 い619－2－15
銀行名古屋支店→神戸分左衛門
静岡県興津水口屋別荘神戸分左衛門殿　名古屋市 （昭和2年12月11日） 封筒・1点 い619・6・0
西区伝馬町3丁目13番地株式会社第一銀行名古屋支店
→神戸分左衛門
（罐藷鍵門門i鋭袈醤i警へ騰螺昭和2年12月11日 印刷用紙・1通 い619－6－1
一銀行名古屋支店→神戸分左衛門
（当地組合銀行申し合わせにより利下げが決定し
@たのに伴い吉安殿・堀田殿の元利金の新証書作
昭和2年5日 「株式会社名古屋支店」
p箋・1通
い619－2－14－4
成したにつき）　株式会社第一銀行名古屋支店→神
戸分左衛門
静岡県興津町清見寺前水口屋別荘御内神戸分左衛 昭和3年3月11日 封筒・1点 い619・5－0
門渡　名古屋市西区下園町4丁目8番地株式会社第一
銀行名古屋支店→神戸分左衛門
（纏斜懸葎i礁蟹醤i弦へ虚血昭和3年3月11日 印刷用紙・1通 い619－5－1
一銀行名古屋支店→神戸分左衛門
西区木挽町廿七神戸分左衛門殿　名古屋市西区下 昭和3年6月17日 封筒・1点 い6重9－4・0
園町4丁目8番地株式会社第一銀行名古屋支店→神戸
分左衛門
（纏醗囎蕪i鋭二階i鱗へ灘i螺昭和3年6月17日 印刷用紙・1通 い619・4－1
一銀行名古屋支店→神戸分左衛門
（纏藷織詰葎i鋭無糖馨へ蟹硝子昭和3年9月15日 印刷用紙・1通 い619・8－2
一銀行名古屋支店神戸分左衛門殿→神戸分左衛門
（舞醗懸葎i鋭擁醤i欝へ羅蝦昭和3年12月15日 印刷用紙・1通 い619－7－2
一銀行名古屋支店→神戸分左衛門
西区木挽町二七神戸分左衛門殿　名古屋市西区下 昭和3年12月17日 封筒・1点 い619－7－0
園町4丁目8番地株式会社第一銀行名古屋支店→西区
木挽町27神戸分左衛門
（本日当座勘定へ記帳したことの通知）株式会社 昭和3年12月17日 印刷用紙・1通 い619－7－1
第一銀行名古屋支店→神戸分左衛門
西区木挽町廿七神戸分左衛門殿　名古屋市西区下 （昭和3年9月15日） 封筒・1点 い619－8－0
園町4丁目8番地株式会社第一銀行名古屋支店→神戸
分左衛門
名醒準準準準鋸準準手毛裏 （昭和3年9月15日） 封筒・1点 い619－8－1
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式第一銀行名古屋支店
（神戸分左衛門様　神谷万徳→神戸分左衛門 （6月）18日 封筒・1点 い619・9－0
（当座決算承認状落手および担保の証文をお届け 6月18日 横切継紙・1通 い619－9・1
下されたので更に一ヵ年の定期預金とするにつ
き）　神谷万徳→神戸分左衛門
（預金の限度額などご承知置き下されたきにつき） 6月19日 横切紙・1通 い619－9－2
神谷万徳→神戸分左衛門
神戸分左衛門殿　藤井代荒川→神戸分左衛門 封筒・1点 い619・2－1・0
（当座承認状拝受につき）藤井代荒川 「株式会社第一銀行名 い619－2－1－1
古屋支店」用箋（封筒
付）・1通
関与団体
日本赤十字社
社員認定
日本赤十字社書類ならびに海員抜済会書類　神戸 （明治年間） 封筒・1点 い585－0
分左衛門
海西郡宝地村神戸分左衛門殿　日本赤＋字社名古屋 （明治年間） 封筒・1点 い585・1－O
支部→神戸分左衛門
締盟状　→神戸分左衛門 （明治27年ヵ） 封筒・1点 い585・1－1－0
（神戸分左衛門を赤十字社の正社員とするにつき） 明治27年10月30日 日本赤十字社締盟状・1 い585－1・1－1
日本赤十字社総裁大勲位彰仁親王他1名→神戸分左衛 通
日本赤十字社社則 （明治年間） 印刷物・1冊 い585－1・2
日本赤十字社名古屋支部細則 明治22年2月27日 印刷物・1冊 い585－1－4
日本赤十字社地方委員及支部規則、日本赤十字社 （明治年間） 印刷物・1冊 い585－1－3
年野牛納付手帳
海西郡宝地村大字神戸新田神戸分左衛門殿　海西 （明治年間） 封筒・1点 い585－3－0
郡委員部→神戸分左衛門
（讐薦灘襲爾籠噛●調顯撮員齢霜 明治27年11月5日 「愛知県海西郡役所」用ｳ・1通 い585－3－1
戸分左衛門
日本赤十字社有功章社員章条例、日本赤十字社有 （明治年間） 印刷物・1冊 い585－3－2
功章社員章侃用者心得書
海西郡宝地二神二分左衛門殿　愛知県名古屋市小市 （明治年間） 封筒・1点 い585－4－0
場町4丁目203番戸日本赤十字社名古屋支部→神戸分
左衛門
日本赤十字社要覧 （明治年間） 印刷物・1冊 い585－4－1
宝地村大字神戸新田神戸分左衛門殿　海西郡委員 明治27年11月30日封筒・1点 い585－5・0
部→神戸分左衛門
（猿箋繍ロ田畑鵜欝鶴踊報あ 明治27年11月30日「愛知県海西郡役所」用ｳ・1通 い585・5・1
（神戸分左衛門を日本海員抜済会通常会員とする 明治33年7月19日 印刷用紙・1通 い585－2
につき）　日本海二方済会総裁大勲位憎憎親王、学会
一64一
神戸家・勘定場／関与団体／日本赤十字社／社員認定
長正三位勲一等男爵赤松則良→神戸分左衛門
神戸分左衛門殿　愛知県海西郡宝地村役場→神戸分 明治30年 封筒・1点 い586－4－0
左衛門
（本郡部委員部より通牒あるにつき通達）　宝地村 （明治年間） 「愛知県海西郡宝地村 い586・4・1－1
役場→日本抜済会員神戸分左衛門 役場」用箋・1通
（襲議珊瑚鯉轡船轟譜臆今季 明治34年9月6日 「愛知県海西郡宝地村?黶v用箋・1通 い586－4－1－2
知支部海西郡委員部→宝地村役場御中
宝地前大字神戸新田神戸分左衛門殿　海西郡委員 （明治年間） 封筒・1点 い586・12－0
部→神戸分左衛門
（赤十字社社員章・有功章の説明）　日本赤＋字社愛 （明治年間） こんにゃく版・1通 い586・12－1
知県海西郡委員部→神戸分左衛門
（日本赤十字社終身社員の資格を認定するにつき） 明治35年2月12日 印刷用紙・1通 い586－18－1
日本赤十字社長伯爵佐野常民→正社員神戸分左衛門
（終身社員認定状受領証下書き）　神戸分左衛門→ 明治35年5月24日 罫紙・1通 い586－18－2
日本赤十字社名古屋支部御中
年醇金
日本赤十字社手輿金受取証ならびに海員抜済会 封筒・1点 い586－0
神戸氏
証（日本赤十字社年醸金1円受領）　日本赤＋字社名 明治27年10月24日印刷用紙・1通 い586－10
古屋支部→神戸分左衛門
証（日本赤十字社醸金3円受領）　日本赤＋字社名古 明治28年2月1日 印刷用紙・1通 い586－6
屋支部→神戸分左衛門
証（日本赤十字華年響胴3円受領）　日本赤十字社名 明治29年3月30日 印刷用紙・1通 い586・11
古屋支部→神戸分左衛門
証（日本赤十字社二二金3円受領）　日本赤＋字社名 明治30年7月7日 印刷用紙・1通 い586－5
古屋支部会計主任幹事山本豊平→神戸分左衛門
領収証（日本赤十字社年醸金3円）　日本赤＋字社名 明治31年4月26日 印刷用紙・1通 い586・15
古屋支部幹事脇屋義純→神戸分左衛門
赤十字年醸金納付通知書　海西郡委員長寺内悠磨→ 明治32年5月20日 印刷用紙・1通 い586－13
神戸分左衛門
領収証（日本赤十字社年算金3円）　日本赤＋字社名 明治32年5月29日 印刷用紙・1通 い586・14
古屋支部幹事脇屋義純→神戸分左衛門
（6月1日現在の社員表の配布依頼、社員表付き）（明治32年）6月14日 小切紙・1通 い586－2・1
宝地前分区委員佐野新蔵→神戸分左衛門
日本赤十字社海西郡社員発達比較表 明治32年 印刷物・1通 い586・2・2
領収証（金3円日本赤十字社年醸金として）　日本 明治33年1月29日 印刷用紙・1通 い586－3
赤十字社名古屋支部幹事脇屋義純→神戸分左衛門
（年醸金残額・一時出金額の回答下書）　日本赤＋字 明治33年5月12日 罫紙・1通 い586－1
社名古屋支部→海西郡委員部名古屋支部
海員抜済会（33年度年醸金額書上）　　　　　　　　　　　　　　　P （明治33年） 罫紙・1通 い586－9
証（日本赤十字社醸金3円受領）　日本赤十字社名古 明治34年2月1日 印刷用紙・1通 い586・7
屋支部→神戸分左衛門
赤十字社年醸金之覚 （明治27～34年） 「神戸氏蔵」用箋・1通 い586・8
一65一
神戸家・勘定場／関与団体／日本赤十字社／二二金
領収証（日本赤十字社年三金6円66銭7厘）　日本赤明治35年2月8日 印刷用紙・1通 い586－16
十字社名古屋支部幹事高橋福三郎→海西町宝地村神
戸分左衛門
（日本海員抜済三三金2円40銭領収につき）　日本明治35年3月15日 印刷用紙・1通 い586－17
抜済会愛知支部海西郡部委員長加藤泰儀→神戸分左
衛門
国家・県との関係
貴族院議員互選
海西郡宝地村大字神戸新田神戸分左衛門殿　愛知 封筒・1点 い597－0
県→海西郡宝地村大字神戸新田神戸分左衛門
海西郡宝地村神戸分目衛門殿　愛知県→海西郡宝地 封筒・1点 い597－1－0
村神戸分左衛門
（明治23年4月17日配布の多額納税者議員互選名簿明治23年4月24日 「愛知県」罫紙・1通 い597－1－1
の記載の訂正につき）　愛知県知事白根寿一→神
戸分左衛門
（讐院壽舗聯馨互灘雛寵するにつ 明治23年4月17日 「愛知県」罫紙・1通 い597－2
（本月10日貴族院多額納税者議員互選投票来るに明治23年6月2日 「愛知県」罫紙・1通 い597－3
つき整理のため予め投票用紙を配付する旨）
愛知県第一部→神戸分左衛門
（貴族院多額納税者議員選挙執行日時の通知につ
@き）　愛知県書記官柳本直太郎→神戸分左衛門
明治23年6月2日 「愛知県」罫紙・1通 い597－4
拝借金
拝借金延期願（金7000円）　第6区海西郡神戸新田2番明治11年4月19日 罫紙・1冊 い738－2・5
地神時分左衛門、他男用係1名→愛知県堅甲場保和
拝借金願（金5000円）　海西郡神戸新田2番地神二分左明治11年10月18日罫紙・1冊 い738－2・3
衛門、他用係1名→愛知県令安寝保和
拝借金延期願（金9000円）　尾張国海西郡神戸新田2明治12年4月10日 罫紙・1冊 い738－24
番地神戸分左衛門→愛知県土壁場保和
拝借金願（金7000円）　海西郡神戸新田2番地神戸分左明治15年3月6日 「神戸氏蔵」用箋・1冊 い738・2・1
衛門→愛知県令国貞廉平
拝借金延期願（金3500円）　海西郡神戸新田2番地神明治15年4月11日 「神戸氏蔵」用箋・1通 い738－2－2
戸分左衛門→愛知県令国貞廉平
難聴蕩勝覚能騎返納ノ甜天野約定書 （明治15年ヵ） 小切紙・1通 い742－1
拝借金延期副証券（3500円）　尾張国海西郡神戸新田明治15年5月2日 竪県紙・1通 い742－2
一番昌昌金拝借本人神戸分左衛門、同国西春日井郡土
器野新田右保証人天野佐兵衛→愛知県令国貞廉平
（金5543円75銭受取につき）会計主務官愛知県一等明治15年5月3日 印刷用紙・1通 い742－3
属木原清香→神戸分左衛門
（金2016円66銭7厘受取につき）会計主務官愛知県明治15年5月30日 印刷用紙1通 い742－4
一等属木原清香→神戸分左衛門
清算之記（拝借金の清算か）天野→神戸 明治15年5月27日 横切継紙・1通 い742－5・1
記（拝借金額、返済分、利子額の計算の書付） 横切継紙・1通 い742・5・2
記（印紙料・カステイラ代金など書上） 横折紙・1通 い742－5・3
一66一
神戸家・勘定場／国家・県との関係／拝借金
覚願i醐33響雛取状を報につけ指し明治15年5月21日 横切継紙・1通 い742－5－4，
記（利子金・手数料など書上げ） 横折紙・1通 い742－5－5
覚（利息金の内訳、差引残金書上げ） 横切継紙・1通 い742・5－6
抵灘辮難妻鰻簸騨 明治15年3月16日 竪美継紙・1通 い742・6
新田二番地右金拝借本人神戸分左衛門、同国西春日井
S土器野新田右保証人天野佐兵衛→愛知県令国貞廉
平
拝借金抵当地所目録神戸分左衛門 明治15年3月16日 「神戸氏蔵」罫紙・1冊 い742・7
不明
潭月殿　宝珠院一札・京家主一札・越勝寺月供料受 寛延3年12月 包紙・1点 い542－O
取一通
送檬盗ぎ嵌腱驚悉偽騨月鵬落需　前三吉町松坂屋三郎兵衛→尾州名古屋元材木町神戸 寛延3年12月8日 竪美紙・1通 い542－1
分左衛門
覚（月忌料金100疋にて永代毎月忌日勤めるにつ寛延3年12月9日 竪美紙・1通 い542－2
き）　越生寺継望→太田氏おたい
一札（潭月と申す代々当寺旦那に紛れ無きにつき） 寛延3年12月 竪美紙・1通 い542－3
南寺町浄土宗宝珠院→犬山屋文左衛門
用箱ヨリ二二小書付類 巳10月 包紙・1点 い608・7－1
（先頃内々にお願いしていた一件につき丈助の働
@きにより員数整ったことへの礼状）　　　　　　　　　　　　　　　　　　犬飼藤九郎
12月27日 横切継紙・1通 い608－7・2
→神戸分左衛門
一67一

家／一件綴など／御目見・身分引立て等
表題・作成等 年代 形態・数量　　整理番号
家
　狭義の家としての神戸家は、先述の通り、近世初期の豪商であった犬山の鵜飼屋神戸（かんべ）家
から1669年に分家して成立した家である。現在も存続している。16～18頁の系図を見ればわかる通り、
代々文左衛門を襲名する。犬山屋神戸家は、山斗的な日本の家と同様に、婿取り嫁取りの関係を持つ
二つの家があることにより存続が可能であった。その一つは本家の鵜飼屋神戸家であり、もう一つは
永田家である。例えば二代目文左衛門には成人した男子がいなかったので長女勝に永田家から婿を迎
え文四郎と名乗った。しかし文四郎は家督を継ぐ前に27歳で死去したため、同じ永田家から文四郎の
弟が婿入りして勝は再婚し、彼が三代目文左衛門として家督を継いだ。勝と文四郎の間にも、勝と三
代目の間にも男子が出生し、いずれも成人したため兄を四代目文左衛門とし、弟はこの段階では跡継
ぎが必要となった父の実家の永田家に婿に行き永田家を相続した。本家である鵜飼屋神戸弥兵衛家と
の関係では、六代目と七代目が本家からの養子である。特に六代目については五代目の実子二人の存
在にもかかわらす養子として迎えられている。
　狭義の家としての歴史のなかで重要なことは、全体の解題で述べた通り、1859（安政6）年の元素
木町から神戸新田への転居である。このことにより経営組織と家が空間的に分離したからである。し
かし、明治期の当主への封書や葉書の宛先も両方の住所があり、詳細に見れば時期的な変化があるの
かもしれないが、印象としては神戸新田と木挽町（元肥木町）を行き来しているか、公的な住所が神
戸新田で実態は木挽町に居住しているかのいずれかであろう。その意味では経営と家の空間的分離も
さほど長い時期ではなかった可能性もある。
　この元材木野犬山屋神戸家には同格の分家が二つある。一つは江戸の神戸彦七家であり、もう一つ
は名古屋の弥市家であるが、後者は18世紀前半に途絶え、前者も19世紀前半に廃絶した。
　この大項目に、神戸家文書のうち狭義の家の史料を収めたことは目録（その1）（その2）と同様
である。前二冊の目録での「由緒書・一件綴など」を分離して「一件綴りなど」を独立させ、そのな
かに先述の「安政6年転居」と「木挽町止宿願」の二つの小項目を設けた。さらに、いったん廃絶し
た江戸の神戸彦七家を再興しようとする動きが判明する主として書状類を「江戸神戸再興願一件」と
して立項しておいた。
　さらに、近世の和歌詠草や漢詩原稿、あるいは手習い本が、神戸家文書とは別の「特殊資料」と呼
ばれるコレクションから、明確に元材木町神戸家のものと認識される形態で確認されたため、全く別
系統の番号で本目録に収録することとし、「文化活動」および「教育」というシリーズ（中項目）に
編成した。
一件綴など
御目見・身分引立て等
乍恐奉願上候御事（本人及び体陣屋御出入願写） （天保9年ヵ）2月 竪紙・1通 い441－2犬山屋文左衛門
御目見仰渡し書付　同五月四日御代替り御目見済 文化8年4月晦日 包紙・1点 い575・0
（犬山掌文左衛門・油屋治平、年頭継目・御代替り御礼御目見えおおせ付け） 4月 横切紙・1通 い575－1
乍恐奉願上候御事（本人及び俸陣屋御出入願写） 戌2月 竪紙・1通 い441・1犬山屋文左衛門→笹岡文五右衛門
二二二二上候御事（茶入献上願）犬山屋文左衛門 10月 竪紙・1通 い448・11－1
一69一
家／一件綴など／御目見・身分引立て三
口上之覚（御目見御断りにつき）　犬山屋文左衛門 正月14日 断簡・1点 い449・14－1
→本間茂右衛門・杉山兵助・間野敬次郎・八木銀次郎
（断簡・茶入れの由緒書） 断簡・1点 い449・14－2
乍恐奉願上候御事（秘蔵の平手肩附茶入献上願） 9月 竪紙・1通 い449－15
犬山屋文左衛門
乍打上上候御事（身分引立につき）神戸文左衛門 申閏3月 竪半（ニツ綴）・1冊（封 い495・9
→地方御勘定所 紙付）
＊（御目見御状等受取につき書状）葵園 10月17日 横切紙・1通 い418・1－9
＊御勘定所御元〆役衆（名前書付） 横切紙・1通 い418－1－8
＊（当秋初入国のさい御目見につき通達2通写） 9月27日 横切継紙・1通 い418－1－28
小沢加八郎・西尾才助／地方勘定本〆役→松岡理兵
衛・神戸文左衛門
安政6年転居
（神戸新田神戸文左衛門家内書上）神戸文左衛門 安政7年3月 竪半（ニッ綴）・1冊 い449－13
→地方御勘定所
＊（旦那様御引移等につき書状）新田久蔵・嘉四郎 2月7日 横切紙・1通 い419。10・1
→松岡三蔵
＊（神戸文左衛門神戸新田へ引越し住居許可書写） 8月 横切紙・1通 い418・1・3
＊（在郷気に入り申すにつき留守中の藩御用依頼 10月7日 横切継紙・1通 い418－10
状）葵園→橘蔵老輩
＊御きもの覚　たけ→御奥様 10月8日 横切紙・1通 い418－12
＊（書状、未開封につき内容摘記略）　たけ→お奥屋 10月8日 横切紙・1通 い418－13
＊（紅葉等尊上、風呂等積み下げ依頼につき書状） 10月10日 横切継紙・1通 い418－25
新田ニテ小七妬勘定場吉蔵
＊（井戸掘り等につき書状）新田→勘定場衆中 10月10日 横切紙・1通 い418－26
＊（留守中よろしく、今日は下る割毛見につき書 神無月10日 横切継紙・1通 い418－29
状）芸農（7代目茂元か）→橘蔵
＊覚（手付汁なべ等受取につき）新田より→吉蔵 10月 横切紙・1通 い418－18
老人
＊覚（品代受取覚書）　うおや弥九郎 12月 横切紙・1通 い418・30
＊（封筒）　新田→勘定場吉蔵 封筒・1点 い418－11
＊（神戸新田氏神様の御和生二陣や…） 横切紙・1通 い418－16
＊（封筒）新田より→おたけさま 封筒・1点 い418・17
江戸神戸再興願一件
＊江戸神戸再興願一件・槙田氏贈言書翰 亥12月 包紙・1点 い465－0
＊騙劇職籍糖編興騰私儀も近来遜 横切継紙・1通 い465－1
＊（名代三富正七郎参上せずにつき書状）　（槙田） 正月 横切継紙・1通 い465－2
栄之丞→文左衛門
＊（神戸彦七家再興の企ては槙田家親類の意向に 5月19日 横切継紙・1通 い465－3
一70一
家／一件綴など／江戸神戸再興一件
反する旨につき書状）　槙田栄之丞→神戸文左衛　門＊（神戸彦七家再興の儀宜御評決奉塁壁につき書状）槙田栄樹→神戸文左衛門
5月19日
　　　　■
｡切継紙・1通 い465。5
丹羽郡稲置村屋敷（犬山）
雪辱離離融欝蝉脱町への移住につ 明治9年8月 愛知県第七大剛用箋・1 い396－3
建物売渡証券（稲置村鵜飼町土地建物売渡につき） 明治9年8月 竪継紙・1通 い396－4
第四大判一小止丹羽郡稲置村鵜飼翌翌建物売主神戸
直彦・第六大区廿一瓢区海西郡神戸新田証人神戸分地
衛門→神戸七之輔
家鯵鵯i麓；墨莱臨1雛騰…瀧聾奮明治9年8月 竪継紙・1通 い396－5
壱番地金円借人神戸直彦・第六大日廿一小判海西郡神
戸新田弐番地証人神戸分左衛門→神戸七之輔
送籍証（神戸仲雄丹羽郡稲置鵜飼町への移住届） 明治9年8月 竪継紙・1通 い396－6
右（神戸新田）村副戸長竹内辰右衛門→第四大区一小
区稲置鵜飼町正副戸長中
三内縁組届（丹羽郡稲置村神戸直彦弟綾三を神戸
@七之助の養子とする）　神戸直彦・神戸七之助ほか
明治11年10月22日罫紙・1冊 い577・1
親類2名→愛知県諜報場保和
管購貿㈹鱗講当職騎細神戸分左衛 明治11年 小切紙・2通 い577・2
（響驕灘i懲罰剛胆明治11年 罫紙・1冊 い396・1
明治11年 罫紙・1冊 い396・2
明治期木挽町止宿
「名古屋木挽町へ止宿届」 封筒・1点 い738・1－1
旅蟹髄鞘凝踊嘱矯継羅職重 明治18年11月25日罫紙・1通 い738－1－11
民農神戸分左衛門、早川忠兵衛→橋場新田外5ヶ村塾
長御中
届（所用のため名古屋区木挽町2丁目23番地の自分　通所へ越し、止宿するにつき）　海西郡神戸新田2 明治19年1月28日 「神戸氏蔵」用箋・1通 い738－1－8
番地神戸分左衛門→海西郡橋場新田外5ヶ村戸長宮崎
十郎二
届（所用のため名古屋区木挽町2丁目23番地の自分　通所へ越し、止宿するにつき）海西郡神戸新田2明治19年4月1日 「神戸氏蔵」用箋・1通 い738・1－9
番地神戸分左衛門→海西郡橋場新田外5ヶ村戸長宮崎
十郎二
届（所用のため名古屋区木挽町2丁目23番地の自分　通所へ越し、止宿するにつき）　海西郡神戸新田2 明治19年6月9日 「神戸氏蔵」用箋・1通 い738。140
番地神戸分左衛門→海西郡橋場新田外5ヶ村戸長宮崎
十郎二
届（所用のため名古屋区木挽町2丁目23番地の自分
@通所へ越し、止宿するにつき）　海西郡神戸新田2
明治19年8月8日 「神戸土蔵」用箋・1通 い738。1－5
一71一
家／一件綴など／明治期木挽町止宿
番地神戸分左衛門→海西郡橋場新田外5ヶ村戸長宮崎
十郎二　　　　　　’
届雛融獣擁緊越野温温縣 明治19年10月3日 「神戸氏蔵」用箋・1通 い738。1－7
番地平民農神戸分左衛門→海西郡橋場新田外5ヶ村戸
長宮崎十郎二
他行届（所用のため名古屋区木挽町2丁目23番地の明治19年12月3日 「神戸氏蔵」用箋・1通 い738－1－6
自分通所へ越し、止宿するにつき）　海西郡神戸
新田2番地神露分左衛門→海西郡神戸新田外5ヶ村戸
長宮崎十郎二
他行届（名古屋区木挽町2丁目23番地に止宿するに明治20年4月5日 罫紙・1通 い738・1－3
つき）　海西郡神戸新田2番地神一分左衛門→海西郡
神戸新田外5ヶ村戸長加藤義二
他醗騨聡雌馨監畑野竪叢鵜 明治20年6月 「神戸氏蔵」用箋・1通 い738・1－12
新田2番戸神戸分左衛門→海西郡橋場新田外5ヶ所戸
長加藤義二
届（所用のため名古屋区木挽町27番戸の自分通所明治20年9月5日 「神戸氏蔵」用箋・1通 い738－1－13
へ越し、止宿するにつき）海西郡神戸新田28番戸
神戸分左衛門→海西郡橋場新田外5ヶ村戸長加藤義二
届鰭羅灘馨監轡野臓灘鵠盆 明治21年3月10日 「神戸氏蔵」用箋・1通 い738－14
28番戸神戸分左衛門→海西郡神戸新田外5ヶ村戸長加
藤義二
届（自分通所への止宿期間の延長願）海西郡神戸 明治21年12月22日「神戸氏蔵」用箋・1通 い738－1－16
新田28番戸神戸分左衛門→名古屋区長服部直衛
分左衛門止宿届、区役所誤謬付箋、廿一年十二月廿 封筒・1点 い738－1－14
五日
他羅獺面諭鯨油欝轟油鼠齢 明治24年2月1日 「神戸氏蔵」用箋・1通 い738・1・2
戸分左衛門→海西郡神戸新田外5ヶ村戸長宮崎十郎次
（書面同時に九十日間止宿する時は書留にて届け
@出るべきにつき）
12月22日 竪切紙・1通 い738－1－15
その他
七嬰醸綾森羅羅瀧豊郷繁善存 包紙・1点 い417・16・0
候趣申越之訳被尋候
覚（神戸浄仙よりの祝儀金、書入金などの書上） （享保年間） 横切継紙・1通 い417－16－1
辰二郎臨御家督御譲につき諸々より御音物受納留 文化3年9月15日 横長美（一ツ綴）・1冊 い456
帳
口薪雛裏海鶏角磁襖難燃誓 （天保4ヵ）巳年4月7日竪継紙・1通 い485
拍）　譲り主文左衛門・町代又右衛門・同断源七
為取替申証文之事（貴殿分家後行跡宜しきため海
@西郡神戸外新田譲渡につき）　　　　　　　　　　　　　　　親類新田預り主神
弘化4年12月 竪紙・1通 い492・1
戸弥左衛門・同証人神戸庄五郎→加藤作右衛門・文治
一72一
家／家計
家計
＊覚（代金請取覚）　山下屋甚九郎→神戸様新田請 （近世）閏3月1日 横切紙・1通 、い419－4411
取
借用金証書（金230円）　名古屋区唱名町113番邸片野明治18年10月20日「神戸氏蔵」用箋・1冊 い59344－1
徳兵衛他保証人1名→神戸分左衛門
茶道具売渡証券　名古屋区国名町2丁目古道具商右売 明治19年4月30日 「神戸氏蔵」用箋・1冊 い593・14－2
渡人片野徳兵衛→神戸分左衛門
茶道具売渡シ証券　名古屋区幸名町2丁目古道具商片 明治19年4月30日 「神戸氏蔵」用箋・1冊 い59344－3
野徳兵衛→神戸分左衛門
証（人形など売渡代金受取につき）　名古屋区幸名 明治22年1月26日 罫紙・1通 い593・14－4
町2丁目古道具商片野徳兵衛→神戸分左衛門
明治22年2月15日 竪紙・1通 い593－14－8
〔書状〕（売渡証印紙を別用するにつき）　徳兵衛 （明治年間）5月31日 横切継紙・1通 い593－14－5
→神有年
〔書状〕（熊川様日限に運び申す儀につき） （明治年間） 横切紙・1通 い593・14－6
〔書状〕（真秋に金を渡して下さるべきにつき） （明治年間） 横切紙・1通 い593－14－7
徳兵衛→神戸
勘定番金員　蟹江隠居→神戸銀之助 （近代） 封筒；1点 い466－5
冠婚葬祭ほか
安産覚（献立・祝儀等の記録）
ｾ空様死去入用　山形屋庄兵衛
子4月1日
冾V月
横長半（一ツ綴）・1冊
｡折紙・1通
い464－12
｢417－20
道中入用・旅行費用
東遊雑費誌神戸吟秋 明治27年5月 横半半（一ツ綴）・1冊 い466－4
京都遊歴入用記　吟秋 明治28年5月14日 横半半（一ツ綴）・1冊 い466－9
伊勢参宮入用帳　二水銀之助 明治29年4月5日 横半半（一ツ綴）・1冊 い466－1
伊勢・吉野・京都巡遊費用之記　憾寝 明治30年4月12日 横半半（ニツ綴）・1冊 い466－6
母君同道西遊費用塩出　吟秋 明治31年4月16日 横半半（一ツ綴）・1冊 い466－8
西遊費用之記　銀之助 明治31年5月6日 横半半（一ツ綴）・1冊 い466・2
記（新家分京都遊覧費用） （明治年間） 横長半（一ツ綴）・1冊 い466－3
記（御茶料拝受につき）　伊勢山田外宮前神風館 （明治年間）4月5日 印刷用紙・1通 い466－7－3
記（御宿料領収につき）伊勢山田外宮前神風館 （明治年間）4月5日 印刷用紙・1通 い466－7－4
記（御茶料拝受につき）　伊勢二見浦清出血 （明治年間）4月6日 印刷用紙・1通 い466－7－1
記（御宿費ほか領収につき）　伊勢二見浦海水浴場 （明治年間）4月7日 印刷用紙・1通 い466－7・2
清渚亭
証（御茶料拝受につき）　伊勢古市油屋清栄門支店 （明治年間）4月7日 印刷用紙・1通 い466－7－5
記（宿泊費その他請取につき）京都三条小橋萬屋甚　兵衛→神戸 （明治年間）5月19日 横折紙・1通 い466・10－2
一73一
家／道中入用・旅行費用
覚（菓子代金受取）　郎直→神戸 （明治年間）5月20日 小切紙・1通 い466－10－4
（値札）　東山円山町平野屋 （明治年間） 小切紙・1通 い466－10－1・1
（値札）美濃吉 （明治年間） 小切紙・1通 い466－10・1・2
覚（領収書）相模灘 （明治年間） 小切紙・1通 い466－10－3
証（御茶料頂戴につき）　京都三条小橋西萬急雷 （明治年間） 木版刷用紙（彩色）・1通 い466・10・5
宗門改
一撫i欝顯覇解離年観軽魏癖鞠文化元年3月 竪紙・1通 い444。2－15
居嘉八郎・村瀬八郎右衛門・田崎吉左衛門・市岡勘右衛
門・太田小左衛門
一札（文左衛門ならびに母妻子寺請証文、宛名順違 文化元年3月 竪紙・1通 い444－2－16
いのため提出せず）　正万寺町浄土真宗長徳寺→
鳥居嘉八郎・村瀬八郎右衛門・田岡吉左衛門・市岡勘右
衛門・太田小左衛門
一札（文左衛門家族及召使当年宗門改終了届控） 文化2年3月 竪紙・1通 い444。2－18
犬山屋文右衛門→太田小左衛門・田崎吉左衛門・鈴木
多門治・村瀬八郎右衛門
一札（文左衛門ならびに母妻子寺請証文控）正万 文化3年3月 竪紙・1通 い444・2。10
寺町浄土真宗長徳寺→太田小左衛門・田崎吉左衛門・
鈴木多門治・神谷弥五左衛門・本間伝一郎・村瀬八郎右
衛門・太田文治・市岡藤太郎
一札（文左衛門家族及召使当年宗門改終了届下書、
@裏面に神戸新田輪中小屋聖者宗門改報告）　犬
文化3年3月 竪紙・1通 い444－2・17
山屋文左衛門→太田小左衛門・田崎吉左衛門・村瀬八
郎右衛門・本間伝一郎・神谷弥五左衛門・鈴木多門治・
太田文治・市岡藤太郎
一札（辰治郎ならびに父母寺請証文不使用清書） 文化4年3月 竪紙・1通 い444－2－9
正平寺町浄土真宗長徳寺→太田小左衛門・鈴木多門
治・神谷弥五左衛門・本間伝一郎・村瀬八郎右衛門・太
田文治・市岡藤太郎
一札（辰治郎家族及召使当年宗門改終了届下書） 文化4年3月 竪紙・1通 い444－2－19
犬山屋辰治郎→太田小左衛門・鈴木多門治・神谷弥五
左衛門・本間伝一郎・村瀬八郎右衛門・太田文治・市岡
藤太郎
一札（辰治郎家族及召使当年宗門改終了届書控） 文化5年3月 竪紙・1通 い444－2－11
犬山屋辰治郎→鈴木多門治・神谷弥五左衛門・本間伝
一郎・村瀬八郎右衛門・山田東一郎・太田文治・市岡藤
太郎・田崎吉太郎・須賀曲射一郎
（家内名前書上）　犬山屋文左衛門 （天保4）巳年3月 横切継紙・1通 い444－2－2
一札（文左衛門ならびに妻懸り人寺請証文下書） 天保4年3月 横切継紙・1通 い444・2－3
正万寺町浄土真宗長徳寺→吟味役連名
一札（文左衛門家族及召使当年宗門改終了届書下 天保4年3月 横切継紙・1通 い444・2－4
書）　犬山屋文左衛門→鈴木多門治・村瀬伊右衛門・
服部栄蔵・野村清次郎ほか5名
一札（文左衛門家族及召使当年宗門改終了届下書） 天保13年3月 竪紙・1通 い444－2－8
犬山屋文左衛門→鈴木多門治・正木平六・尾木藤十郎・
小川半六郎・佐藤六四郎・各務弥三右衛門・井沢吉六・
碓氷重次郎・児玉貞一郎
一札（文左衛門ならびに母妻子寺請証文下書）正 天保15年3月～弘化4年竪紙・1通 い444－2－6
万寺町浄土真宗長徳寺→三沢謙蔵・佐藤六四郎・各務
一74一
家／宗門改
弥左衛門・碓氷重次郎・朝田小太郎・野々村平八郎ほか
5名
一札（文左衛門家族及召使当年宗門改終了届下書） 嘉永3年3月 竪継紙・1通 い444・2・7
犬山屋文左衛門→三沢謙蔵・各務弥三右衛門・碓氷重
次郎・野々村平八郎・橋本忠三郎・桜井作左衛門・速水
甚右衛門ほか2名
安政四巳年三月島（家内名前書上控）　犬山屋文左 （安政4）巳年3月 竪紙・1通 い444・2－5
衛門
一札（文左衛門ならびに母妻子寺請証文下書）正 安政4年3月 竪紙・1通 い444－2・12
万寺町浄土真宗長徳寺→佐藤六四郎・各務弥三右衛
門・碓氷重次郎・野々村平八郎・林勘之右衛門ほか4名
一札（文左衛門家族及召使当年宗門改終了届下書） 安政4年3月 竪紙・1通 い444－2・13
犬山屋文左衛門→各務弥三右衛門・碓氷重次郎・野々
村平八郎・林勘之右衛門ほか4名
一札（文右衛門家族当年宗門改終了届下書）　神戸 安政5年3月 竪紙・1通 い444・2－14
右左衛門→室賀源十郎・速水三十郎
講
享保二曲正月改（い147－21を束ねるこよりの付札）享保2年正月 付札・1点 い417－21－0
（金子領掌につき書状）正平→文左衛門 （享保2年ヵ）4月2日 横切紙・1通 い417－21－2
覚（懐紙代金受取）新屋重右衛門→神戸分左衛門 （享保2年ヵ）5月25日横切継紙・1通 い417－21－1
覚（六銭講懸銭受納につき）　長徳寺勘兵衛→神戸分 酉（享保2年ヵ）12月1日横切紙・1通 い417－21－3
左衛門
覚（頼母子返金分覚書） 巳5月16日 横切紙・1通 い417・22－5
文化活動
和歌
重層　神戸行政 天保6年長月 横長半（一ツ綴）・1冊 Y19
詠艸　茂元 庚子晩秋 横長半（一ツ綴）・1冊 Y18
釣玄斎雑記（詠草） 巳初冬 横長半（一ツ綴）・1冊 Y20
（年始御祝詞申し上げたきにつき書状）加納宗政 正月吉日 横折紙・1通 Y13
→神戸文左衛門
詠草　常葉薩 横長半（一ツ綴）・1冊 Y1
（詠草）久平 横長半（一ツ綴）・1冊 Y2
（詠草） 横長半（一ツ綴）・1冊 Y3
詠艸　茂元 横長半（一ツ綴）・1冊 Y4
（春草など各題目に因む詠草） 横長半（一ツ綴）・1冊 Y5
（子日奥など詠草） 横長半（仮綴）・1冊 Y6
（詠草）久平 断簡（冊）・1点 Y7
「初花」（回章）茂元 横折紙・1通 Y8
「早青山」（詠草）　直政 横折紙・1通 Y9
「清月上桜花」（詠草）　重政 横折紙・1通 Y10
一75一
家／文化活動／和歌
「上月上梅花」（詠草）　池元 横折紙・1通 Y11
「早春山」（詠草）国元 横折紙・1通 Y12
「庭上鶴」など（詠草）　茂元 横折紙・1通 Y14
「立干」など（詠草）　ミち子 横切紙・1通 Y15
「庭上鶴」など（詠草）　直行 横折紙・1通 Y16
漢詩
詩稿　乾神戸有政 横半半（一ツ綴）・1冊 X1
詩稿神戸有政 横半半（一ツ綴）・1冊 X2
誌稿神戸有政 横半半（一ツ綴）・1冊 Y17
その他
覚（唐石橋二冊納品書）　藤屋伝兵衛→神戸文左衛門 2月23日 横切紙・1通 い417・18
覚（春暁帖・還家など代金等受取）　風月孫助→犬山 2月23日 横切紙・1通 い417・19
や文左衛門
＊（植春先生へ菊差上等につき書状）　芸顔農→橘 神無月10日 横切継紙・1通 い418－27
造老賢・真総三主
覚（通鑑代銀請取につき）　御書物仕立所長者町雲錦 霜月晦日 横切継紙・1通 い412－6
軒忍吾→神戸
（俊成御入道寂阿像・増賀聖像図柄注文書） 横切継紙・1通 い417－17
教育
手習本
御手本九本　七間町まさ 寛保4年3月吉日 竪紙（四ツ目綴）・1冊 Z20
御手本六本　上溝間町まさ 延享2年10月7日 面諭（四ツ目綴）・1冊 Z19
御手本九本　上七間町まさ 延享2年10月吉日 竪美（四ツ目綴）・1冊 Z17
手本神戸銀之亮 明治9年4月30日 竪美（かぶせ綴じ）・1冊 Z16
手本　神戸銀之亮 明治10年7月9日 竪紙（四ツ目綴）・1冊 Z23
明治十年丁丑十月十六日斤暇名伊呂波　愛知県第 明治10年 竪美（かぶせ綴じ）・1冊 Z7
六区尾張加温西郡神戸新田神戸銀之亮
御手本神戸銀之亮 明治10年 憎憎（かぶせ綴じ）・1冊 Z14
県下区名御手本　神戸銀之亮持主 明治11年5月15日 竪美（かぶせ綴じ）・1冊 Z12
千字文御手本　神戸銀之亮 明治11年9月吉日 竪美（かぶせ綴じ）・1冊 Z15
明治十一年寅十二月廿一日千字文　木挽町二丁目 明治11年 竪美（かぶせ綴じ）・1冊 Z8
神戸銀之亮持主
明治十三年辰七月吉日手紙文手本　神戸銀之亮 明治13年7月 竪美（かぶせ綴じ）・1冊 Z13
千字文　神戸銀之亮（書写者） 折本・1冊 Z1
御てほん包（手本） （美濃紙を縦方向に使
p）・42通
Z2
一76一
家／教育／手習本
童子文　佐とう京（書写者） 竪美（かぶせ綴じ）・1冊Z3
童子文 竪美（かぶせ綴じ）・1冊 Z4
童子文お京（書写者） 竪美（かぶせ綴じ）・1冊Z5
明治十二年卯六月廿八日　皇国三字経 竪美（かぶせ綴じ）・1冊Z6
萬手本　木挽町二丁目神戸銀之亮 印画（かぶせ綴じ）・1冊Z9
江上客神戸銀之亮 竪美（二つ綴じ）・1冊 Z10
大日本国尽御手本　神戸銀之亮 竪美（かぶせ綴じ）・1冊Z11
（手習手本） 竪美（ニツ目綴）・1冊 Z18
京都名所尽　まさ 竪紙（四ツ目綴）・1冊 Z21
御手本元材木謡いち 竪紙（四ツ目綴）・1冊 Z22
御てほん十五本　上瞬間町 竪紙（四ツ目綴）・1冊 Z24
御手本元材木町いち 竪紙（四ツ目綴）・1冊 Z25
御てほん五本　上二間町まさ 竪紙（四ツ目綴）・1冊 Z26
二行手本拾弐本みそのまちまさ 竪紙（四ツ目綴）・1冊 Z27
その他
容体書　名古屋区伊倉町65番邸医師平岩順良 明治19年10月19日「神戸氏蔵」用箋・1通 い508・2
退校願　五級生神世銀之亮→愛知県尋常中学校長杉岡 明治19年10月 竪紙・1通 い508－1
政久
生命保険
神戸直彦名義真宗生命保険株式会社用書類　神戸 明治28年6月 封筒・1点 い588・0
分左衛門
直彦子証書 （明治年間）5月4日 罫紙包紙・1点 い588一り一〇
証嚇醐綴暦聞分薩雛に雇用されたに 明治28年5月4日 竪紙・1通 い588－1－1
神戸直彦名義真宗生命保険会社株券記事　神戸分 明治28年4月4日 横半半（一ツ綴）・1冊 い588－2
左衛門
当市南久屋町三丁目四十九番寄留神戸直彦殿　名 （明治28年） 封筒・1点 い588－3・0
古屋市橘町真宗生命保険株式会社→神戸直彦
（真宗生命保険株式会社臨時総会への出席要請） 明治28年6月15日 印刷用紙・1通 い588－3－1
真宗生命保険株式会社→神戸直彦
（懸押鯛糞馨押脚戸蜷鶴藩罐脂 明治28年6月15日 印刷用紙・1通 い588。3－2
二百二十六番戸真宗生命保険株式会社→神部直彦
神戸分左衛門様　神戸直彦→神戸分左衛門 （明治年間） 封筒・1点 い588・4・0
（病気の症状などにつき）直彦 （明治年間）7月4日 横切継紙・1通 い588。44
一77一
家／版本／伊勢暦
版本
伊勢暦
（宝暦14年伊勢暦） 伊勢度会郡山田 語素主膳 宝暦13年 折本（版本）・1冊 い627
（明和2年伊勢暦） 伊勢度会郡山田 山口主税 明和元年 折本（版本）・1冊 い626
（明和3年伊勢暦） 伊勢度会郡山田 山口主税 明和2年 折本（版本）・1冊 い628
（明和4年伊勢暦） 伊勢度会郡山田 山口主税 明和3年 折本（版本）・1冊 い629
（明和5年伊勢暦） 伊勢度会郡山田 山口主税 明和4年 折本（版本）・1冊 い630
（明和6年伊勢暦） 伊勢度会郡山田 山口主税 明和5年 折本（版本）・1冊 い631
（明和7年伊勢暦） 伊勢度会郡山田 山口主税 明和6年 折本（版本）・1冊 い632
（明和8年伊勢暦） 伊勢度会郡山田 山口主税 明和7年 折本（版本）・1冊 い633
（明和9年伊勢暦） 伊勢度会郡山田 山口主税 明和8年 折本（版本）・1冊 い634
（明和10年伊勢暦） 伊勢度会郡山田 山口主税 明和9年 折本（版本）・1冊 い635
（安永3年伊勢暦） 伊勢度会郡山田 山口右兵衛 安永2年 折本（版本）・1冊 い636
（安永4年伊勢暦） 伊勢度会郡山田 山口右兵衛 安永3年 折本（版本）・1冊 い637
（安永5年伊勢暦） 伊勢度会郡山田 山口右兵衛 安永4年 折本（版本）・1冊 い638
（安永6年伊勢暦） 伊勢度会郡山田 山口右兵衛 安永5年 折本（版本）・1冊 い639
（安永7年伊勢暦） 伊勢度会郡山田 山口右兵衛 安永6年 折本（版本）・ユ冊 い640
（安永8年伊勢暦） 伊勢度会郡山田 山口右兵衛 安永7年 折本（版本）・1冊 い641
（安永9年伊勢暦） 伊勢度会郡山田 山口右兵衛 安永8年 折本（版本）・1冊 い642
（安永9年伊勢暦） 伊勢内宮佐藤伊織 安永8年 折本（版本）・1冊 い643
（安永10年伊勢暦） 伊勢度会郡山田 山口右兵衛 安永9年 折本（版本）・1冊 い644
（天明2年伊勢暦） 伊勢度会郡山田 村松左京 天明元年 折本（版本）・1冊 い645
（天明3年伊勢暦） 伊勢度会郡山田 山口右兵衛 天明2年 折本（版本）・1冊 い646
（天明4年伊勢暦） 伊勢度会郡山田 山口右兵衛 天明3年 折本（版本）・1冊 い647
（天明5年伊勢暦） 伊勢度会郡山田 山口右兵衛 天明4年 折本（版本）・1冊 い648
（天明7年伊勢暦） 伊勢度会郡山田 山口右兵衛 天明6年 折本（版本）・1冊 い649
（天明8年伊勢暦） 伊勢度会郡山田 山口右兵衛 天明7年 折本（版本）・1冊 い650
（天明9年伊勢暦） 伊勢度会郡山田 山口右兵衛 天明8年 折本（版本）・1冊 い651
（寛政2年伊勢暦） 伊勢度会郡山田 山口右兵衛 寛政元年 折本（版本）・1冊 い652
（寛政3年伊勢暦） 伊勢度会郡山田 山口右兵衛 寛政2年 折本（版本）・1冊 い653
（享和4年伊勢暦） 伊勢度会郡山田 山口右兵衛 享和3年 折本（版本）・1冊 い654
（文化2年伊勢暦） 伊勢内宮　佐藤伊織 文化元年 折本（版本）・1冊 い655
（文化3年伊勢暦） 伊勢内宮　佐藤伊織 文化2年 折本（版本）・1冊 い656
（文化5年伊勢暦） 伊勢内宮　佐藤伊織 文化4年 折本（版本）・1冊 い657
一78一
家／版本／伊勢暦
（文化6年伊勢暦）　伊勢度会郡山田　山口右兵衛 文化5年 折本（版本）・1冊 い658
（文化7年伊勢暦）　伊勢内宮　佐藤伊織 文化6年 折本（版本）・1冊 い659
（文化10年伊勢暦）　伊勢度会郡山田　山口右兵衛 文化9年 折本（版本）・1冊 い660
（文化11年伊勢暦）　伊勢内宮　佐藤伊織 文化10年 折本（版本）・1冊 い661
（文化12年伊勢暦）　伊勢度会郡山田　山口右兵衛 文化11年 折本（版本）・1冊 い662
（文化13年伊勢暦）伊勢内宮佐藤伊織 文化12年 折本（版本）・1冊 い663
（文化14年伊勢暦）　伊勢内宮　佐藤伊織 文化13年 折本（版本）・1冊 い664
（文化14年伊勢暦）　伊勢度会郡山田　山口右兵衛 文化13年 折本（版本）・1冊 い665
（文化15年伊勢暦）　伊勢度会郡山田　山口右兵衛 文化14年 折本（版本）・1冊 い666
（文化15年伊勢子）伊勢内宮佐藤伊織 文化14年 折本（版本）・1冊 い667
（文政2年伊勢暦）　伊勢度会郡山田　山口右兵衛 文政元年 折本（版本）・1冊 い668
（文政3年伊勢暦）伊勢度会郡山田　山口右兵衛 文政2年 折本（版本）・1冊 い669
（文政4年伊勢暦）　伊勢度会郡山田　山口右兵衛 文政3年 折本（版本）・1冊 い671
（文政5年伊勢暦）　伊勢度会郡山田　山口右兵衛 文政4年 折本（版本）・1冊 い670
（文政6年伊勢暦）　伊勢度会郡山田　山口右兵衛 文政5年 折本（版本）・1冊 い672
（文政7年伊勢暦）伊勢度会郡山田　山口右兵衛 文政6年 折本（版本）・1冊 い673
（文政8年伊勢暦）　伊勢度会郡山田　山口右兵衛 文政7年 折本（版本）・1冊 い674
（文政9年伊勢暦）　伊勢度会郡山田　山口右兵衛 文政8年 折本（版本）・1冊 い675
（文政10年伊勢暦）　伊勢度会郡山田　山口右兵衛 文政9年 折本（版本）・1冊 い676
（文政12年伊勢暦）　伊勢内宮佐藤伊織 文政11年 折本（版本）・1冊 い677
（文政13年伊勢暦）伊勢度会郡山田　山口右兵衛 文政12年 折本（版本）・1冊 い678
（文政13年伊勢暦）　伊勢内宮　佐藤伊織 文政12年 折本（版本）・1冊 い679
（文政14年伊勢暦）　伊勢内宮　佐藤伊織 文政13年 折本（版本）・1冊 い680
武鑑
享保武鑑 参 日本橋南1町目江戸書林須原茂兵衛蔵享保8年 竪半半（版本）・1冊 い685
板
享保武鑑 参 日本橋南1町目　江府書林　須原屋茂享保18年 竪半半（版本）・1冊 い692
兵衛蔵板
享保武鑑 騨 （享保） 竪半半（版本）・1冊 い686
享保武鑑 壱 （享保） 竪半半（版本）・1冊 い687
享保武鑑 弐 （享保） 竪半半（版本）・1冊 い688
享保武鑑 弐 （享保） 竪半半（版本）・1冊 い689
享保武鑑 壱 （享保） 竪半半（版本）・1冊 い690
享保武鑑 弐 （享保） 竪半半（版本）・1冊 い691
享保武鑑 騨 （享保） 竪半半（版本）・1冊 い693
一79一
家／版本／武鑑
泰平万代　大成武鑑　御役人衆心之三　江戸日本 宝暦11年 竪半半（版本）・1冊 い703
碧南1町目御書物師出雲寺和泉操版
新改　安永武鑑　御役人衆巻之三　日本橋南1町目 安永2年 竪半半（版本）・1冊 い697
江府書林須原屋茂兵衛蔵板
新改　安永武鑑　御役人細巻之三　日本橋南1町目 安永6年 竪半半（版本）・1冊 い696
江府書林須原屋茂兵衛蔵板
新改　安永武鑑　御大名衆巻之一 （安永） 竪半半（版本）・1冊 い694
新改　安永武鑑　御大名衆巻之二 （安永） 竪半半（版本）・1冊 い695
画面　安永武鑑　御大名衆論之二 （安永） 竪半半（版本）・1冊 い698
新改　安永武鑑　西御丸高湿之四 （安永） 竪半半（版本）・1冊 い699
新改　安永武鑑　西御丸指巻之四 （安永） 竪半半（版本）・1冊 い701
泰平万代　大成武鑑　御役人毛巻之三　江戸日本 天明2年 竪半半（版本）・1冊 い707
橋通1町目御書物師出雲寺和泉橡麺
泰平万代　大成武鑑　御役人衆巻之三　江戸日本 天明4年 竪半半（版本）・1冊 い710
橋通1町目御書物師出雲寺和泉橡版
新板改正　天明武鑑　御役人響町之三　日本橋通1 天明6年 竪半半（版本）・1冊 い716
亜目江府書林千鐘房須原屋茂兵衛蔵版
新板改正　天明武鑑　御役人衆巻之三　日本橋通1 天明7年 竪半半（版本）・1冊 い720
丁目江府書林千二丁須原屋茂兵衛蔵版
新板改正　天明武鑑　御役人衆巻之三　日本橋通1 天明8年 竪半半（版本）・1冊 い723
町目釘府書林千暖房須原屋茂兵衛蔵版
新板改正　天明武鑑　御大名幽幽之一 （天明） 竪半半（版本）・1冊 い713
新板改正　天明武鑑　西御丸附衆巻之四 （天明） 竪半半（版本）・1冊 い714
新板改正　天明武鑑　御大名速耳之二 （天明） 竪半半（版本）・1冊 い715
新板改正　天明武鑑　西御丸附巻之四 （天明） 竪半半（版本）・1冊 い717
新板改正　天明武鑑　御大名衆巻之二 （天明） 竪半半（版本）・1冊 い718
新板改正　天明武鑑　御大名衆巻之一 （天明） 竪半半（版本）・1冊 い719
新板改正　天明武鑑　御大名衆評之一　日本橋通1 （天明） 竪半半（版本）・1冊 い721
町目江府書林千鐘房須原屋茂兵衛蔵版
新板改正　天明武鑑　西御丸贈爵之四 （天明） 竪半半（版本）・1冊 い722
新板改正　天明武鑑　御大名衆論之二 （天明） 竪半半（版本）・1冊 い724
新刊増補　出世雲上名鑑　坤　出雲寺和泉操 寛政3年 竪半半（版本）・1冊 い681
新板改正　寛政武鑑　御役人衆巻之三　日本橋通1 寛政3年 竪半半（版本）・1冊 い728
町目江府書林千鐘房須原屋茂兵衛蔵板
新板改正　寛政武鑑　御大名衆巻之一 （寛政） 竪半半（版本）・1冊 い725
新板改正　寛政武鑑　西御丸附巻之四 （寛政） 竪半半（版本）・1冊 い726
新板改正　寛政武鑑　御大名衆巻之二 （寛政） 竪半半（版本）・1冊 い727
新刊増補　萬世雲上名鑑　乾 竪半半（版本）・1冊 い682
泰平万代　大成武鑑　御大名衆巻之一 竪半半（版本）・1冊 い700
泰平万代　大成武鑑　御大名下巻之二 竪半半（版本）・1冊 い702
一80一
家／版本／武鑑
泰平万代 大成武鑑 西御丸附巻之四 竪半半（版本）・1冊 い704
泰平万代 大成武鑑 御大名衆巻之一　　　　「 竪半半（版本）・1冊 い705
泰平万代 大成武鑑 御大名衆巻之二 竪半半（版本）・1冊 い706
泰平万代 大成武鑑 西御丸附巻四四 竪半半（版本）・1冊 い708
泰平万代 大成武鑑 西御丸附巻之四 竪半半（版本）・1冊 い709
泰平万代 大成武鑑 御大名衆巻之二 竪半半（版本）・1冊 い711
泰平万代 大成武鑑 御大名鞘巻之一 竪半半（版本）・1冊 い712
その他
辛丑運気考　全　皇臣町田中川藤四郎蔵板 安永10年 竪半半（版本）・1冊 い683
多騎篠挙欝欝総懸調諜羅轟叢 竪半（版本）・1冊 い684
郷
その他
借用申金子重事（商仕入金に入用につき）神戸分 享保8年7月11日 竪紙・1通 い497－4
七→神戸分左衛門
預り申金子之事　神戸分左衛門→永田清三郎 享保20年正月 竪切紙・1通 い497－3
金三両献納書類　前大納言様へ　（未開封）神戸 元治元年9月 不明 い553
文平
大山格之助より前山精一郎へ来翰血塗（戊辰戦争 （明治元年ヵ）8月25日横切継紙・1通 い465－4
戦況報告）町田菊治
神戸善友死去之節小島弥五右衛門より来状弐通、 （近世） 包紙・1点 い497・1－0
娘おその書付壱通
覚削壁罐嬬習錘諮潔鯉購 （近世）未7月 竪紙・1通（封紙付） い497。1・1
清入子その→古渡り利兵衛
（善友煩の由宗故への通知につき書状）小嶋弥五 （近世）6月14日 横折紙・1通 い497－1・2
右衛門→神戸文七
（善友死去通知の礼状）小嶋弥五右衛門→神戸文左 （近世）6月29日 横折紙・1通 い497－1・3
衛門・文七
（急用出来につき書状、末尾部分） （近世）2月15日 断簡・1点 い477－20
＊口演（はやり病御薬への御礼）新田忠左衛門→ （近世）8月22日 横切紙・1通 い418－1・17
御勘定場（心乱橘蔵）
（弥左衛門様へご案内の49日前にあい立て申すべ（近世）9月3日 横折紙・1通 い477－11
きにつき書状）円明寺→神戸分左衛門
＊鰺悪澄により殿方様へお伺いご免願レ’等 （近世）10月29日 横切継紙・1通 い418－1－15
（神戸家所蔵品整理につき） （近世） 断簡・1通 い417－23－1
（箱寸法書） （近世） 断簡・1点 い417－23・2
普海 （近世） 付札・3点 い417。23－3
＊（加紋散引札写）　売払取次所、常盤橋内添地掛川屋 （近世） 竪紙・1通 い418－1－11
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家／その他
伝五郎・西丸下越前屋鯖右衛門
（旅先よりの便りに対し、こちらは変わることなき （近世） 横折紙・1通 い477・7
旨の返書）　めうさん→神戸分左衛門
（預方音物につき） （近世） 断簡・1点 い477。21
（返答事認めにつき書状） （近世） 横切継紙・1通 い477・23
高中小兵衛方かし金之訳 （近世） 横切継紙・1通 い497・2
記（借財融通のための売却品を家再興の時まで預
@かり置くにつき）　神戸与平→神戸直彦
明治7年7月 竪紙・1通 い449－3
記（油料神納につき）熱田神宮宿直所 明治9年4月27日 竪紙・1通 い448・24
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新田支配人（庄屋）／庄屋役
表題・作成等 年代 形態・数量　　整理番号
新田支配人（庄屋）
　大宝前新田の支配人は小川唯助であり、近世を通じて世襲でこの神戸家内の役職を勤めていた。こ
の存在は開発当初まで遡るようで、今回整理分の史料にも「分左衛門新田代唯助」（い494）あるいは
「大宝前新田只助」（い409－4）とその名前が見られ、「支配人」という役職名はないものの現地で当主
分左衛門にかわって周辺新田との交渉に従事している姿が見られる。この役職は大宝前新田の経営に
従事するほか、周辺のいくつかの新田経営にも関与した形跡が見られるため、新田別の大項目の前に
提示しておく。
　一方、村としての大宝前新田には庄屋・組頭が置かれているが、いっから存在するのかはわからな
い。1720（享保5）年に庄屋唯助が存在することが確認できる（い287－3－3）のが今の所最も遡れる時
点である。その後も、庄屋は表2に見られる通り只助（唯助）であることが多く、天保末年から安政
期にかけての綱具も只助の停であることから、大宝前新田の庄屋は概ね新田支配人の小川唯主家が世
襲で勤めていたと考えてよい。
　各新田の経営文書と区別される独自の文書は非常に少ないが、組織上は各新田の上位に位置するの
で、あえてサブフォンドとしてここに呈示した。今回収録史料に見られるように、庄屋の任免に関し
て名古屋藩役人のみならず地主である神戸家へも文書を提出していることから、新田支配人の地位と
庄屋のそれは不可分の関係にあったと推察される。
庄屋役
乍恐奉症候（近年病身につき退役願い）神戸新田 寅5月 竪紙・1通 い541・9
唯助→旦那様
乍咳唾奢監難癖謝の籍横断蠣 辰5月 竪紙・1通 い608－7－9
地主様御勘定場
乍魏魏聚鰻／唯難論欝欝齪審 亥3月 竪紙・1通 い541－15
門御陣屋
乍誉静矯！驕慧臓に仰せ付けられた 亥7月 竪紙・1通 い541－12
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大宝前（神戸）新田
表題・作成等 年代 形態・数量　　　整理番号
大宝前（神戸）新田
　大宝下新田の歴史は、二代目神戸文左衛門正種（普海）が1707（宝永4）年、井筒屋伊兵衛を共同
出資者として、大宝新田の伊勢湾地先に大宝前新田125町歩を開発し、敷金として7811両余を尾張藩
に差し上げたことに始まる。しかしその開発は順調ではなく、翌1708（宝永5）年には高潮により破
堤し、規模を100町歩に縮小した。この時から出資者に本家の鵜飼屋神戸弥左衛門・江戸の分家神戸
彦七・萱津屋伊右衛門の3人が加わった。これら出資者の結合を神戸家では「地主仲間」と呼んでい
る。さらに、1723（享保8）年には3度の高潮に遭い、全体を45町7反に縮小することにより大宝前
新田の規模が確定した〔菊池1986年〕。大宝前新田には支配人小川只助を置き、新田経営を担当させ
た。また、「新田小屋」あるいは「新田会所」という経営機関も開発当初から存在したようである。
1766（明和3）年には大宝前新田の宗門改帳を同新田の庄屋が作成するようになり、これを「宗門村
立」という。これにより、同新田は村請け制の村として確立した。その後、1815（文化12）年には同
新田は神戸新田と改称された。
　このサブフォンドには、大宝前（神戸）新田の経営に関する文書を編成した。主要な帳簿はここで
も（その1）に体系的に編成したので、帳簿に関しては断片的なものしか収録されていない。今回整
理分で特徴的なのは、開発当初に工事のため購入した坑木・栗石・土俵の領収書が多数見られ、これ
は小項目「資材購入」に編成した。また、堤普請の請負人である源太夫との争論文書が注目される
（「堤普請請負人源太夫一件」）。源太夫により幕府評定所に提訴され、そのために法制審研究でいうと
ころの「目安裏判」の写しがある（い520－4）。
　また、今回収録分は書付類の袋・束・綴が多い。点数が多いのは、小項目「掟米運搬」である。こ
れは新田経営が軌道にのったのち、大宝前新田から元材木町へ掟米（年貢＋小作料）を運搬する際の
送り状を中心に79点がある。これらは全て近世のものと思われる。次に、小項目「諸入用帳結付け書
付袋」が奇妙な項目名であるが、内容は1859（安政6）年の「神戸新田下用月々帳面入、並書付類不
言入ル」（い418）、および1860（万延元）年「新田下用月々帳面入」（い419）という表題のある二つ
の袋に入っている合計158通の書付である。（その1）では「諸入用帳」という項目において、毎月作
成される「諸入用帳」の綴りを年代順に配列したが、上述のような表題を持つ袋が結び付けられてい
る月々の入用帳の綴りが多く見られた。（その1）151、152頁には安政6年、万延元年の入用帳の綴
りが見られる（あ929、930）が、その綴りには袋が伴っていない。本小項目収録分の二つの書付袋は、
この入用帳綴りにもともとは結び付けられていたものであろう。なお、い419の袋に入っているもの
は少なからず安政6年転居に関連する可能性が高いように思われたが、確証が得られないためやむを
得ずここに配列する結果になっている点にここでは注意を喚起しておきたい。
　そのすぐあとの小項目「諸入用書付袋」には1715（正徳5）年（い398）、1716（享保元）年（い
578）、1725（享保10）年（い467）の三つの袋が配列されている。このように、細かな書付類は一年
ごとに袋に収納され保管されていたものと思われる。これらは中項目「経営費用」に配列しているが、
書状なども多く含まれていることは先の諸入用帳結付け書付袋内史料と同様である。
　しかし、現状では袋から出てしまったものも多いので、そうした書付類は内容的な種別で配列せざ
るをえなかった。また、上記の書付丁丁史料のうち、内容的種別にふさわしいと判断した史料につい
ては該当の小項目に重出させたものも少なからずある。
　そのほか、今回特徴的なのは、年貢免状が多く見られることである。「公儀との関係／年貢」に1770
（明和7）年から1866（慶応2）年まで約90通存在する。
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大宝前（神戸）新田／開発／願書
開発
願書
橿灘轟蕪隅棚観二難雛辮禦　角屋平兵衛→野方御奉行所 宝永4年2月10日 竪継紙・1通 い468・11
資材購入
請取申金子旧事（大宝御新田高木代金につき）　鵜 宝永4年4月18日 竪継紙・1通 い486・9
沼村久兵衛・同忠右衛門→神戸分左衛門
請輻驕講論穏羅理塑）三三 宝永4年12月23日 竪継紙・1通 い486・22
長三郎・松竹村勘七郎→神戸分左衛門
請取申俵代金之事（金8両）　東福田村源助→若山左 （宝永4年）亥12月24日竪切紙・1通 い486－18
助
請取申金子奇事（俵代金7両受取につき）　東福田 （宝永4年置亥12月25日竪継紙・1通 い486－15
村源助→若山二二
言禦蠣鉱油鶏御漏温温篇：釜山 宝永4年12月28日 竪紙・1通 い486－10
平・同所組頭忠右衛門→堤久助
請取申金子忌事（石籠竹代金10両受取につき）小宝永5年正月18日 竪切紙・1通 い486・12
あミ村長三郎・松竹村勘七郎・小あミ村請人長八郎→
神戸分左衛門
覚（籠代金受取につき）　籠屋長三郎・勘七郎→堤久 （宝永5年）子閏正月3日竪切紙・1通 い486－20
助
請継継欝誘晶晶に蠣響二品牌 宝永5年閏正月4日 竪継紙・1通 い486・21
村勘七郎→堤久助
請取申金子之事（大宝前御新田杭木代金受取りに
@つき）　　　　　濃州鵜沼村久兵衛・同村請人忠右衛門→犬山
宝永5年2月4日 竪切紙・1通 い486・8
言分左衛門
覚（土表代受取につき）　弥次兵衛→久助 （宝永5年）2月16日 竪切紙・1通 い486－7
請取申金子之事（松葉代金3両受取につき）　吉田 宝永5年3月12日 竪切紙・1通 い486・17
村川合藤十郎→中嶋武助
売上ヶ申栗石早事　吉田村川合藤十郎→堤久助 宝永5年6月3日 竪継紙・1通 い486－1
請取申金子之事（栗石売上残金受取りにつき）　大 宝永5年6月11日 竪切紙・1通 い486－3
田村川合藤十郎→堤久助
請取申金子忌事（大宝新田籠代金のうち35両受取宝永5年6月15日 竪切紙・1通 い486－16
につき）　小網村長三郎・松竹甚七郎→堤久助
売上ヶ申栗石之事　太田村藤治郎→堤久助・森治右衛
@門
宝永5年9月27日 竪継紙・1通 い486・4
覚（石籠代金の残り2両2分受取につき）　奥田重右（宝永5年）子10月28日竪切紙・1通 い486－14
衛門→堤久助
覚（杭木58880本代金請取につき）油屋治右衛門→（宝永5年）子11月朔日竪継紙・1通 い486・2
神戸分左衛門
預り申金子之事　川合治郎九→堤久助 （宝永5年）子12月22日竪切紙・1通 い486－5
杭木代金目録（代金請取につき）　美濃鵜沼村林久 宝永7年8月8日 竪紙・1通 い409－7
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兵衛→神戸分左衛門
請取申栗石代金之事　美濃安江村伊藤利左衛門→神 宝永7年10月27日 竪紙・1通 い409－6
戸分左衛門
覚（土表代金6両受取につき）　早川弥次兵衛→堤久 2月3日 竪切紙・1通 い486－19
助
覚（板などの代金受取につき）甚平→堤久助 12月10日 横切紙・1通 い486－6
請取申金子之事（土俵代金のうち金2両受取につ
@き）　平嶋村新六→若山佐助
12月15日 竪紙・1通 い486－13
請野禽藤誰鵠織縞纏盤llつ宝永5年3月27日 竪切紙・1通 い486・11
堤普請請負人源太夫出入一件
三曲方面合手形写弐通 包紙・1点 い518－0
請鶴雛監難聾鰹鹸鯉鯉蕪隷契 宝永4年11月晦日 竪美継紙・1通 い518－1
源太夫・同中野村田請所請負人善右衛門・尾州枇杷嶋
普請所請負人与八郎・濃州米野村同請人甚右衛門・同
中野村同請人善兵衛→犬山自分左衛門・井筒屋平兵衛
回護藤壷黙聴講壽1蒲纏縫養鞍　写）　濃州米野村源太夫、二丁野村善右衛門・与八郎 宝永5年正月19日 竪美継紙・1通 い518－2
→犬山屋分左衛門
覚（濃州日用頭共分左衛門訴の書付下書）犬山屋 （宝永5年ヵ）子12月 竪継紙・1通 い521・1
分左衛門・井筒屋平兵衛
覚（濃州日用頭共分左衛門訴の書付控）犬山引分 （宝永5年ヵ）子12月 竪美継紙・1通 い521－3
左衛門・井筒屋平兵衛→（岡田佐左衛門、寅正月七日）
乍恐書付を以奉通巻御事（大宝前新田堤266間の普
ﾓ籍契罐楚編復瀦魏擬蜂霧宝永6年12月
竪美継紙・1通 い520－1
村甚右衛門・同国江川村前右衛門・同所利助→御奉行
所
乍恐書付を以奉願誓御事（大宝前新田堤船方代金　をめぐる出入の願書ならびに評定所への出頭を
@命じる指紙写）　美濃国羽栗郡下野村源太夫・甚右
宝永6年12月 竪継紙・1通 い525・2
衛門、同国江川村才右衛門・利助→御奉行所
覚（御裏書された御訴状を受け取ったので江戸へ 宝永7年正月6日 竪美紙・1通 い520－2
下り御評定所へ返答書指し上げるにつき覚書控）　尾州名古屋元材木町犬山屋分左衛門、同所組頭
源七郎、同所名主分七郎・分六郎→濃州米野村源太夫・
甚右衛門・才右衛門・利助
覚（御裏書された御訴状を受け取ったので江戸へ
@下り御評定所へ返答書指し上げるにつき覚書　控）尾州名古屋元材木町犬山国分左衛門・同所組頭
宝永7年正月6日 竪美紙・1通 い520－3
源七郎・同所名主分七郎・同所名主分六郎→濃州米野
村源太夫・甚右衛門・才右衛門・利助
覚櫻勝1磐装画麟灘i裂蝶猫宝永7年正月6日 竪紙・1通 い525－3
濃州米野村源太夫・甚右衛門・才右衛門・利助→尾州名
古屋元材木町名主分六・立面、同所組頭源七、犬山屋分
左衛門
乍灘準準難器騨難歯弓袋 宝永7年2月 竪美継紙・1通 い510
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米野村源太夫ほか3名）　尾州名古屋材木野犬山屋
分左衛門→御奉行所
乍繕繋難論灘騨醗 宝永7年2月 竪美継紙・1通 い511
屋分左衛門→御奉行所
縢縫聾跨難髄鞘鞭羅鞍袋 宝永7年2月 竪美継紙・1通 い512
米野村源太夫ほか3名）　尾州名古屋材木町犬山屋
分左衛門→御奉行所
乍讐欝諸藩騒繕翻鞭驚罐餓書 宝永7年2月 竪美継紙・1通 い521－4
分左衛門→御奉行
縢醗韓論難璽編嚢羅鑛袋 宝永7年2月 竪美継紙・1通 い524
米野村源太夫ほか3名）　尾州名護屋材木町犬山屋
分左衛門→御奉行所
覚（野々垣源兵衛・源太夫・甚左衛門の来歴につき） 宝永7年2月 横切紙・1通 い525－5
尾州名護屋材木町犬山屋分左衛門
覚（野々垣源兵衛・源太夫・甚右衛門の来歴につき） （宝永7年）2月 横切紙・1通 い525－4
尾州名護屋材木町犬山屋分左衛門
乍聾離籍騒露齢宝麟蟻欝賂 宝永7年12月 竪継紙・1通 い521・2
犬山屋分左衛門→御奉行所
（＝繍継響謙欝鱗離婁 （宝永7年ヵ）寅2月13日竪美継紙・1通 い520－4
り）　尾州名古屋材木町分左衛門、組頭、名主
（大宝前新田堤266間の普請代金めぐる出入りにつ（宝永7年2月13日） 竪美継紙・1通 い520－5
き訴状・返答書写）　（尾州名古屋材木町分左衛門）
その他
大離籍羅欄人足之覚（30の各細’木寸の人足（宝永5）子年12月 竪継紙・1通 い543
指出シ申手形之事（大宝前新田替地のうち其方拍
@田地を我等方へ引受につき）　分左衛門新田代唯
宝永7年5月2日 竪紙・1通 い494
助→新田四郎兵衛
宝永年写 （宝永7年置 束の付札・1点 い409－0
覚（文左衛門新田鳥運上請取）　川奉行代鈴木喜兵 宝永7年11月 横切紙・1通 い409・1
衛・横江源助→鳥屋源七
請取申井直感盃事　子宝新田平左衛門→大宝前新田 宝永7年12月17日 竪紙・1通 い409。4
只助
覚（鳥ヶ地黒闇場入用米高書上）　東福田村佐次兵 宝永7年12月 横切継紙・1通 い409－3
衛・鳥ヶ地村平蔵→神戸弥左衛門・赤川庄兵衛
覚（鳥ヶ地福田井蒔米出申につき）　鳥ヶ品評田才 （宝永7年）寅12月12日横切紙・1通 い409・5
兵衛→犬山屋文左衛門
覚（井領米代金銀請取につき）鳥ヶ地田平兵衛→分 （宝永7年）寅極月19日横切紙・1通 い409－8
左衛門新田只助
覚（諸事入用等請取につき）平蔵→分左衛門 （宝永7年）寅12月 横切紙・1通 い409－2
一88一
大宝前（神戸）新田／形成期普請／享保八年普請
形成期普請
享保八年普請
乍恐奉願御事（大宝前新田風難・地震のため検見願 （享保7年）寅7月 竪紙・1通 い523
い）　犬山引分左衛門→野方御奉行所
乍馨護羅隠蟹羅感熱餓蓑一如　替地に三三立てなどの願書控）　　　　　　　　　　　　　　　　犬山三分左衛門 享保7年10月 竪継紙・1通 い519－2
→野方御奉行所
覚懇響購灘灘購羅　名、野方奉行・水奉行各1名、大代官2名→犬山屋分左衛享保8年4月 竪継紙・1通 い519－1
門
覚幽幽前鑑li鹸糞鷺鰯騙誉窪享保8年4月 竪半（一ツ綴）・1冊 い608・3
つき覚書写）　上田津帯代丹羽藤蔵、弓形善左代2
名、野方奉行・水奉行各1名、大代官2名→犬山屋分左衛
門
普請年代不明
大宝新田堤築方請負高段坪積り勘定目録　尾州名 寅2月 竪継紙・1通 い522
古屋材木町分左衛門
覚（堤普請の仕法の覚書） 竪継紙・1通 い517
掟米徴収
納米目録
逐年納米目録（越年納米差引勘定につき）大宝前
　新田唯相
子12月 竪継紙・1通 い481
掟米受取
覚（未納米請取覚）　犬山や半右衛門→小川唯助 （正徳5年）未9月9日 竪切紙・1通 い398－4－1
請取落勢之事（未年納米請取につき）　神戸分左衛 （正徳5年）未10月2日竪切紙・1通 い398－4－2
門→小川唯助
覚（大宝前新田出し納米請取につき）　犬山屋半右 （正徳5年）未11月6日竪切紙・1通 い39＆43
衛門→小川三助
覚（西福田出シ大宝前新田納米受取につき）　犬山 （正徳5年）未11月ll日竪切紙・1通 い398－4－4
や半右衛門→小川唯助
覚（かにへ積大宝前新田納米受取につき）犬山や （正徳5年）未11月ll日竪紙・1通 い398－4－5
半右衛門→小川唯助
覚（蟹江積出シ大宝前新田納米受取につき）犬山 （正徳5年）未11月14日竪切紙・1通 い398・4－6
や半右衛門→小川唯助
覚（かにへ積出シ大宝前新田納米受取につき）犬 （正徳5年）未11月14日竪切紙・1通 い398－4。7
山屋半右衛門→小川唯助
覚（下一色積納米受取につき）　犬山や半右衛門→小 （正徳5年）未霜月15日竪紙・1通 い398－4・8
川三助
覚（下一色積納米受取につき）犬山や半右衛門→小 （正徳5年）未11月15日竪切紙・1通 い398－4・9
川唯助
一89一
大宝前（神戸）新田／掟米徴収／掟米受取
覚（新田出し納米受取につき）　犬山や半右衛門→小 （正徳5年）未11月16日竪切紙・1通 い398・4－10
川崎助
覚（舟入出し納米受取につき）犬山屋半右衛門→小 （正徳5年）未11月16日竪切紙・1通 い398－4－11
川唯助
覚（下一色積出納米受取につき）　犬山屋半右衛門 （正徳5年）未11月17日竪切紙・1通 い398・4－12
→小川三助
覚（東福田積出納米受取につき）　犬山や半右衛門 （正徳5年）未11月17日竪切紙・1通 い398－4－13
→小川唯助
覚（新田出米請取につき）　犬山屋半右衛門→大宝前 （正徳5年）未11月18日竪切紙・1通 い398・4－14
新田唯助
覚（鳥ヶ地出シ米請取につき）犬山屋半右衛門→大 （正徳5年）未11月19日竪切紙・1通 い398－4・15
宝前新田三助
覚（新田出し納米受取につき）犬山や半右衛門→小 （正徳5年）未11月20日竪切紙・1通 い398・4－16
訳出助
覚（大宝出し納米受取につき）犬山や半右衛門→小 （正徳5年）未11月24日竪紙・1通 い398・4－17
川唯助
覚（新田出し納米受取につき）犬山や半右衛門→小 （正徳5年）未11月27日竪切紙・1通 い398－4－18
川唯助
覚（納米請取につき）　犬山屋半右衛門→大宝前新田 （正徳5年）未11月28日竪紙・1通 い398・4－19
唯助
覚（新田出し納米受取につき）犬山屋半右衛門→小 （正徳5年）未12月2日竪紙・1通 い398・4－20
川平助
覚（大宝前新田納米受取につき）　犬山屋半右衛門 （正徳5年）未12月 竪切紙・1通 い398－4・21
→小河三助
千弐百参拾石五斗（い398を一括する小繕りに添付　された札の文字） 札・1点 い398－4・0
掟米計算
（坪付覚帳） 横長美（一ツ綴）・1冊 い462－2
（小作人ごとの面積書上） 横長半（一ツ綴）・1冊 い464－11
（名寄帳、坪ごとの面積表示のみ） （近世後期） 横長半（一ツ綴）・1冊 い464－1
（勘三郎はじめ14人名前書上） 8月26日 小切紙・1通 い464・1・1
覚（掟米増減勘定） （近世後期） 横折紙・1通 い464－5
覚（申年坪ごとの掟米書上） （近世後期） 横折紙・1通 い464－6
覚（未二二ごとの増高書上） （近世後期） 横折紙・1通 い464・7
＊覚（納米差引勘定書付） 横切継紙・1通 い418－1－38
掟米運搬
覚（大宝前新田米送り状）右（大宝前）新田唯助→犬 宝暦6年12月5日 竪切紙・1通 い445－2－16
山屋嘉兵衛
覚（大宝前新田米積送につき）右（大宝前）新田唯助 宝暦6年12月18日 竪紙・1通 い445－2－11
→犬山屋嘉兵衛
覚（餅米積送りにつき）　新田唯助→川合嘉兵衛 宝暦7年2月6日 半切紙・1通 い445・1－58
一90一
大宝前（神戸）新田／掟米徴収／捷米運搬
覚（甲高180石の内23石弓積み送りにつき）　大宝宝暦8年12月12日 竪切紙・1通 い445－1。17
前新田重右衛門→犬山屋嘉兵衛
送状習事（米5石5斗）　大宝前新田重右衛門→川合嘉子10月10日 竪継紙・1通 い445－2－9
兵衛
送り状之事（亀ヶ地御徳米積送りにつき）大宝前 子11月晦日 竪切紙・1通 い445・3・32
新田奥田重右衛門→川合嘉兵衛
覚（米積送高書上）　大宝前新田唯助→犬山屋嘉兵衛 子12月2日 竪切紙・1通 い445－2・25
覚（米送り状）大宝前新田唯助→犬山屋嘉兵衛 子12月5日 竪切紙・1通 い445－2。17
覚（大宝前新田納米積送につき）　奥田重右衛門→ 子12月7日 竪紙・1通 い445－2－30
川合嘉兵衛
覚（大宝前新田米積送につき）　右（大宝前）新田唯助 子12月14日 竪切紙・1通 い445－2－18
→犬山屋嘉兵衛
覚（米積送りにつき）　三助→犬山屋嘉兵衛 子12月14日 竪切紙・1通 い445－2・21
覚（米積送につき）唯助→犬山屋加兵衛 子12月18日 竪切紙・1通 い445－2－10
覚（大宝前新田納米・亀ヶ地御徳米積送りにつき） 子12月26日 竪紙・1通 い445－3－28
奥田重右衛門→川合嘉兵衛
覚（米積送りにつき）　奥田重右衛門→川合嘉兵衛 丑12月2日 竪切紙・1通 い445－3－33
覚（大宝前新田納米・四郎兵衛新田見取米積送りに
@つき）　奥田重右衛門→川合嘉兵衛
丑12月17日 竪紙・1通 い445－3－29
覚（大宝前新田納米・亀ヶ地御徳米積送りにつき） 丑12月20日 竪紙・1通 い445－3－26
奥田重右衛門→川合嘉兵衛
覚（米積送高書上）　神戸平吉→川合嘉兵衛 寅10月17日 竪切紙・1通 い445－1・12
覚（亀ヶ地面蔵船にて米積送につき）新田平吉→ 寅11月25日 竪切紙・1通 い445－1。11
犬山屋嘉兵衛
覚（米積送につき）　重右衛門→犬山屋嘉兵衛 寅12月6日 竪切紙・1通 い445－1－44
覚（米積送につき）　大宝前新田重右衛門→川合嘉兵 寅12月16日 竪切紙・1通 い445－1－57
衛
覚（大宝前新田納米積送につき）　奥田重右衛門→ 寅12月 竪紙・1通 い445－3－2
川合嘉兵衛
送り申米之事　奥田重右衛門→川合加兵衛 卯11月12日 竪切紙・1通 い445－1－21
送り申米之事　奥田重右衛門→川合嘉兵衛 卯11月20日 竪切紙・1通 い445－1－22
覚（米積送りにつき）　大宝前新田重右衛門→川合嘉 卯11月26日 竪切紙・1通 い445－3－38
兵衛
覚（米積送につき）奥田重右衛門→川合嘉兵衛 卯11月29日 竪切紙・1通 い445－1－24
覚（米積み送りにつき）　奥田重右衛門→川合嘉兵衛 卯11月30日 竪切紙・1通 い445・1－31
送画面固事（餅米）奥田重：右衛門→川合嘉兵衛 卯11月 竪切紙・1通 い445・1－23
送り書之事（米積送りにつき）神戸新田庄屋綱蔵・ 卯12月10日 竪紙・1通 い448－19－2
忠兵衛→御地主様御勘定場
覚（宮市左衛門切手持参、米積送りにつき）　神戸 卯12月16日 竪紙・1通 い448－19－5
新田庄屋山鹿→御地面様御勘定場
（米積送りにつき書状）　神戸新田庄屋綱蔵・同組頭　忠兵衛→御地二様御勘定場 卯12月 竪紙・1通 い448・19－1
一91一
大宝前（神戸）新田／掟米徴収／掟米運搬
送り書之事（納米など積送りにつき）　神戸新田庄 卯12月 竪紙・1通 い448－19・4
屋綱蔵→御地主様御勘定場
送り書之事（納米）　新田庄屋忠兵衛→御地主様御勘 辰正月17日 竪紙・1通 い449－4－1
丁場
送り書小事（米積送りにつき）神戸新田庄屋忠兵衛 辰正月 竪紙・1通 い448－19－3
→御地主様御三立場
覚（米積送りにつき）　奥田重右衛門→川合嘉兵衛 辰12月7日 竪切紙・1通 い445－3・31
覚（大宝前新田米40石積送りにつき）奥田重右衛辰12月9日 竪切紙・1通 い445－1－53
門→川合嘉兵衛
覚（大宝前新田米10石積送りにつき）　奥田重右衛辰12月9日 竪切紙・1通 い445－1－54
門→川合嘉兵衛
覚（大宝前新田米積送につき）　奥田重右衛門→川合 辰12月12日 竪切紙・1通 い445・3・1
嘉兵衛
覚（米積送りにつき）　奥田重右衛門→川合嘉兵衛 巳正月13日 竪切紙・1通 い445－1－47
覚（小麦積送につき）　奥田重右衛門→川合嘉兵衛 巳5月25日 竪紙・1通 い445－2・2
覚（米等積送りにつき）　奥田重右衛門→川合嘉兵衛 巳10月13日 竪紙・1通 い445－1－39
覚（米積送りにつき）　重右衛門→川合嘉兵衛 巳11月15日 竪切紙・1通 い445－1－40
覚（納米積送につき）　奥田重右衛門→川合加兵衛 巳12月26日 竪切紙・1通 い445－1－37
覚（鮫ヶ地勘助米積送につき）重右衛門→川合加兵 巳12月26日 竪切紙・1通 い445－1・38
衛
覚（米積送につき）　奥田重右衛門→犬山屋嘉兵衛 巳12月 竪切紙・1通 い445－1－32
覚（大宝前新田米積送につき）奥田重右衛門→川合 午正月19日 竪切紙・1通 い445・1－10
嘉兵衛
覚（米積送につき）　大宝前新田重右衛門→川合嘉兵 午11月晦日 竪紙・1通 い445－1－8
衛
覚（大宝前新田亀ヶ地船にて米積送分書上）奥田 午12月13日 竪紙・1通 い445－1－2
重右衛門→川合嘉兵衛
送り状之事（米積送につき）大宝前新田平吉→川合 未2月朔日 竪切紙・1通 い445－1－34
嘉兵衛
送り副乳之事　大宝前新田唯助→犬山屋嘉兵衛 未9月23日 竪切紙・1通 い445・3－35
送り申納米之事　大宝下新田唯助→犬山屋嘉兵衛 未11月6日 竪切紙・1通 い445－3・36
米送り状之事　奥田重右衛門→川合嘉兵衛 未11月14日 竪切紙・1通 い445・3－34
覚（御蔵米積送りにつき）　奥田重右衛門→川合嘉兵 未11月24日 竪紙・1通 い445－3－27
衛
吉凶納米幹事　大宝前新田唯助→犬山屋嘉兵衛 申2月7日 竪切紙・1通 い445・3・6
回申納米之事　大宝前新田唯助→犬山屋嘉兵衛 申2月14日 竪切紙・1通 い445・3・7
送申納米之事　大宝前新田唯助→犬山屋嘉兵衛 申2月16日 竪切紙・1通 い445－3。9
泣言納米当事　大宝前新田唯助→犬山屋嘉兵衛 申11月14日 竪切紙・1通 い445・3。10
回申納米之事　大宝前新田三助→犬山屋嘉兵衛 申11月15日 竪切紙・1通 い445・3－8
送申納米之事　大宝前新田唯助→犬山屋嘉兵衛 申11月21日 竪切紙・1通 い445・3・12
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覚（米積送りにつき）　奥田重右衛門→川合嘉兵衛 申12月4日 竪切紙・1通 い445－1－50
覚（米積送りにつき）　奥田重右衛門→川合嘉兵衛 申12月14日 竪切紙・1通 い445・1・42
送り申納米之事　大宝前新田唯助→犬山屋嘉兵衛 申12月15日 竪切紙・1通 い445－3－14
覚（米積送につき）奥田重右衛門→川合嘉兵衛 申12月20日 竪紙・1通 い445・1・25
覚（竹田平蔵加地子米・新田米積送りにつき）　奥 申閏12月2日 竪切紙・1通 い445－1－41
田重右衛門→川合嘉兵衛
覚（米積送につき）奥田重右衛門→川合嘉兵衛 酉10月23日 竪紙・1通 い445－2・22
覚（米積送につき）奥田重右衛門→川合喜兵衛 酉11月19日 竪紙・1通 い445－2－20
覚（米積送につき）奥田重右衛門→川合嘉兵衛 酉11月29日 竪切紙・1通 い445・2－4
覚（米送り状）重右衛門→川合嘉兵衛 酉12月1日 竪紙・1通 い445・2・23
覚（米積送につき）　大宝前新田重右衛門→川合嘉兵 酉12月14日 竪紙・1通 い445－2－13
衛
覚（大宝前世田島積送につき）奥田重右衛門→河合 酉12月21日 竪紙・1通 い445・2・12
嘉兵衛
送り申納米之事　大宝前新田庄屋白上→犬山屋嘉兵 戌12月25日 竪切紙・1通 い445－3－22
衛
送り申納米之事（鍋蓋新田二合にて）　大宝前新田 戌12月26日 竪切紙・1通 い445－3－21
唯助→犬山屋嘉兵衛
送り申納米之事　大宝前新田庄屋丁丁→犬山屋嘉兵 戌12月26日 竪切紙・1通 い445。3・23
衛
覚（麦積送分書上）重右衛門→川合嘉兵衛 7月3日 竪紙・1通 い445・1－1
覚（さやぬか積送りにつき）　奥田重右衛門→川合嘉 9月13日 竪紙・1通 い445－3－30
兵衛
（米積送りにつき書状）小川唯助→川合嘉兵衛 12月2日 竪紙・1通 い445－2－15
＊（作徳米積送嵐にて船不着につき書状）　新田綱 12月9日 横切継紙・1通 い418・1・40
蔵→御苗吉蔵
覚（米積送につき）　奥田重右衛門→川合嘉兵衛 12月19日 竪紙・1通 い445・1・28
覚（米積送につき）奥田重右衛門→川合喜兵衛 12月23日 竪切紙・1通 い445－2－19
＊送状即事（納米差送状）新田ニテ久蔵→神戸勘定 横切紙・1通 い419－5－3
場衆中
＊覚（納米請取につき）　神戸支配方→庄や衆中 12月1日 横切紙・1通 い419－44・7
経営費用
入用金授受
覚（古金銀・文金元利勘定書付） （元文年間） 横切継紙・1通 い415－11
覚（元金・利金・返納分・借用残額など算用書上） 安政2年12月 横切継紙・1通 い608－7－3
新田忠右衛門→御地主持御回開場
万年分渡金（中堤町薄網代・川運上など）　只助→ 午12月 横切紙・1通 い739－1
源蔵
覚（川運上金・惣急潮除など葭代金など差引勘定に 戌正月 竪継紙・1通 い503－2－13
つき）定助
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諸入用帳関連
（十一月分入用内金書上）新田忠右衛門→御地主 子11月4日 横切紙・1通 い412－8
様御勘定場
（堤銀上納引当内金・十二月分引当内金等書上） 子11月27日 横切継紙・1通 い412－10
新田庄屋忠右衛門→御地主様御勘定場
（伝馬銀上納引当・六月分入用引当内金書上） 寅6月 横切紙・1通 い412－3
新田忠右衛門→御地主様勘定場
（夏勘定引当・七月分入用等書上）新田忠右衛門 寅7月 横切紙・1通 い412・5
→御地主様勘定場
覚（七月分入用引当内金書付）　新田忠右衛門→ 申8月23日 横切継紙・1通 い419・36
地頭所勘定場
（四月分入用引当内金書上）新田忠右衛門→御地 4月13日 横切紙・1通 い412－1
主様勘定場
々為上瓦 横折紙・1通 い412－18
諸入用蝶結付け書付袋
神戸新田下用月々帳面入、井書付類不残入ル 安政6年3月 袋1点 い418－O
覚（世代・作料等受取）竹田大工清吉→神戸新田庄 4月29日 横切紙・1通 い418－1－1
屋
覚（運上受取）知多屋与七→神戸 申2月29日 横切紙・1通 い418－1－2
＊（神戸文左衛門神戸新田へ引越し住居許可書写） 8月 横切紙・1通 い418－1－3
おぼへ（反別覚書断簡） 横切紙・1通 い418－1－4
覚（祭礼次第） 横切紙・1通 い418－1・5
覚（川運上等覚書） 横切紙・1通 い418－1－6
覚（麦金早納引当等書付） 横切紙・1通 い418－1－7
＊御勘定所御元〆役衆（名前書付） 横切紙・1通 い418－1－8
＊（御目見御状等受取につき書状）葵園 10月17日 横切紙・1通 い418。1－9
（井戸屋二人帰るにつき瓢一つ継ぎ遣わし等につ 10月6日 横切紙・1通 い418－1－10
き書状）新田ニテ嘉一郎→神戸勘定二二蔵
＊（加紋散引札写）　売払取次所、常盤橋内添地掛川屋 （近世） 竪紙・1通 い418－1－11
伝五郎・西丸下越前屋三右衛門
覚（古釜等覚書） 横折紙・1通 い418－1・12
覚（金子書上）　戸屋惣九朗（名古屋巨万寺町）→神戸 9月11日 横折紙・1通 い418－1－13
文左衛門
＊（中納言様明日御着平出迎えにつき書状）地方 横切紙（封紙つき）・1通 い418・1－14
勘定本〆役→神戸文左衛門
＊（女様お帰りにより殿方様へお伺いご免願い等 （近世）10月29日 横切継紙・1通 い418－1－15
につき書状）
覚（こやし金等借用分書上）新田庄屋→地主様御勘 横切紙・1通 い418－1－16
定場
＊口演（はやり病御薬への御礼）新田忠左衛門→ （近世）8月22日 横切紙・1通 い418・1・17
御勘定場（御－苗二士）
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口上（かくり之義につき）　京右衛門→吉蔵 （近世）神無月19日 横切継紙・1通 い418－1・18
覚（金銭覚書）　→神戸 2月29日 横切紙・1通 い418－1－19
覚（金子受取につき）　→藤屋萬助 申正月 横切紙・1通 い418－1－20
（石かけ寸法・坪数書付） 横切紙・1通 い418－1－21
（封筒）　神戸新田→勘定場吉蔵 横切紙・1通 い418－1－22
覚（御蔵入入用引当金等覚書） 横切紙・1通 い418－1－23
（寸法書付） 断簡・1通 い418－1・24
覚（道普請金引当等書上）　新田庄屋→御地主様御勘 横切紙・1通 い418－1－25
定場
送り物覚　新田忠左衛門→御地主様御勘定場 横切紙・1通 い418－1－26
覚（検見更代等引当金）　新田庄屋→御地主面御勘定 未11月1日 横切紙・1通 い418－1－27
場－
＊（当面初入国のさい御目見につき通達2通写）9月27日 横切継紙・1通 い418・1－28
小沢加八郎・西尾才助／地方勘定本〆役→松岡理兵
衛・神戸文左衛門
覚（杉代等書上）杉屋忠左衛門→神戸新田小川三助 10月7日 横切継紙・1通 い418・1－29
覚（杉二等領収書）　杉屋忠左衛門→神戸新田小川只 9月晦日 横切継紙・1通 い418－1－30
助
（松村様・御隠居様などへ進上品等につき書状） 9月28日 横切継紙・1通 い418－1－31
新田より半助→松岡橘蔵
（檜・杉材木注文状） 9月28日 横切継紙・1通 い418・1・32
覚（はこべ塩等注文状）半助→松岡 9月28日 横切継紙・1通 い418・1－33
（味噌など諸品書付） 断簡・1点 い418－1－34
追啓奉願上候左二、木櫃之覚　新田より半助→神戸 横切継紙・1通 い418－1－35
御勘定場
覚（表御門角物寸法書付）　御会所より→御地論難御 1月13日 横切紙・1通 い418－1－36
勘定場
（鴛；騰驕頂鰭細細無爵融解翻編 横切継紙・1通 い418－1・37
→御勘定場御苗橘蔵
横切継紙（後欠）・1通 い418－1－38
覚（中堤入用等引当金書上）
＊覚（納米差引勘定書付） 横切継紙・1通 い418－1－39
覚（捨石代金受取覚） 4月12日 横折切紙・1通 い418－1－40
＊（作徳米積送嵐にて船不着につき書状）　新田綱 12月9日 横切継紙・1通 い418・1・41
蔵→御壷吉蔵
（封筒）　新田→勘定場吉蔵 封筒・1点 い418－1－42
覚（陣屋蝋燭代請取覚）　宮崎十兵衛→神戸新田御庄 未3月26日 横折紙・1通 い嗣8。1－43
屋衆中
覚（中堤入用等引当金覚） 横切紙・1通 い418－1－44
覚（献金等覚書）　金七→御勘定場 午11月晦日 横切紙・1通 い418－1－45
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（断簡） 断簡・3点 い418－1－46
覚（ろうそく代等領収書）　八百屋常七→神戸新田御 10月26日 横切継紙・1通 い418－2
庄屋
覚（銀子受取覚）徳十郎・喜太郎→神戸新田会所 未7月 横切紙・1通 い418－3・1
覚（銀子受取覚）　佐藤庄兵衛→かんど之かい正（会 未11月 横切継紙・1通 い418－3－2
所）
覚（代金受取覚）鍛冶屋卯助→神戸会所 3月19日 横切継紙・1通 い418－3・3
覚（家作手間賃受取覚）　□□大工庄七→神戸新田会 3月29日 横切紙・1通 い418－3・4
所
（金銭受取状）平嶋庄右衛門・治郎平→神戸新田如正 亥9月4日 横切紙・1通 い418－3－5
覚（面向書上）平野屋七兵衛→神戸 10月2日 横切継紙・1通 い418－4－1
覚（材木代書上）　杉屋忠左衛門→小川只助 9月11日 横切継紙・1通 い418－4－2
覚（材木代受取）　忠左衛門→小川只助 10月16日 横切継紙・1通 い418－4－3
覚（材木代書上）　杉屋忠左衛門→神戸新田小川只助 10月7日 横切継紙・1通 い418－4－4
覚（材木代書上）　杉屋忠左衛門→神戸新田御会所 10月6日 横切継紙・1通 い418－4－5
覚（杉代置書上）徳十郎→神戸新田御会所 10月21日 横切継紙・1通 い418－4－6
覚（人足給金書上）　大工庄七→神戸新田御会所 竪切紙・1通 い418－4・7
回目杉代等書上）杉屋忠左衛門→上 9月□日 横切紙・1通 い418・4・8
覚（材木代等書上）　羽柴屋源七→神戸様御新田御入 10月27日 横切継紙・1通 い418－4・9
用
覚（油代勘定書付）　子宝甚七→神戸会所 10月26日 横切継紙・1通 い418－5
覚（油代覚書）竹助 9月27日 横切紙・1通 い418・6
（断簡） こより・1点 い418－7
おぼへ（木綿取寄せ等につき頼状）新田より→吉 10月7日 横切継紙11通 い418－8
蔵老人
＊（在郷気に入り申すにつき留守中の藩御用依頼 10月7日 横切継紙・1通 い418－9
状）葵園→橘蔵老輩
＊（封筒）　新田→勘定場吉蔵 封筒・1点 い418－10
＊暖きもの覚　たけ→御奥様 10月8日 横切紙・1通 い418－11
＊（書状、未開封につき内容摘記略）　たけ→お奥屋 10月8日 横切紙・1通 い418－12
覚（中貫等差上につき）　徳十郎→神戸新田庄屋衆中 10月8日 横切紙・1通 い418－13・1
覚（人足代差引勘定につき）　庄屋→神戸忠右衛門 10月29日 横切紙・1通 い418－13・2
覚（代金請取覚）　茶や甚四郎→神戸会所中 10月5日 横切紙・1通 い418－13－3
おぼへ（つち代等書上） 横切紙・1通 い418－13－4
覚（かふら代等書上） 横切紙・1通 い418－13・5
覚（代金受取覚）　湊屋利蔵→神戸御会所 10月16日 横切紙・1通 い418－13・6
覚（津出賃勘定につき）　さし利→上 10月16日 横切紙・1通 い418－13－7
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覚（新酒代勘定済みにつき）　酒屋孫七→上 10月17日 横切紙・1通 い418・13－8
覚（新酒代勘定済みにつき）　酒屋孫七→上 10月15日 横切紙・1通 い418－13－9
おぼへ（す・しお代受取覚）みおや兵七→神戸文左 9月27日 横切紙・1通 い418－13－10
衛門
覚（品代請取覚）濃屋兵七→かん戸新田御会所 9月27日 横切紙・1通 い418・13。11
覚（代金請取覚）湊屋利吉→神戸会所 10月7日 横切紙・1通 い418・13－12
覚（すみ代受取覚）　忠二郎→神戸御漏文左衛門 10月7日 横切紙・1通 い418・13－13
覚（代金受取覚）　笹屋利吉→上 9月晦日 横切紙・1通 い418－13－14
覚（代金受取覚）か右衛門円助→上 未9月晦日 横切紙・1通 い418・13・15
おほへ（やき塩代等受取覚）笹り→上 9月27日 横切紙・1通 い418－13。16
覚（人足代等覚書）　たくみや増蔵→忠右衛門 10月20日 横切紙・1通 い418・13－17
覚（家作手間賃請取）大工庄七→神戸御会所 横切紙・1通 い418－13－18
覚（とひん門下覚書）甚四郎→上 横切紙・1通 い418－13・19
覚（酒代受取につき）　カメ川口屋→神戸新田御会所 未10月20日 横切継紙・1通 い418－13－20
覚（品代覚書）正木長左衛門→会所 未 横切紙・1通 い418－13－21
覚（米代請取覚）　米屋藤四郎→会所 未10月 横切紙・1通 い418－13－22
覚（板代等受取につき）三杉回状助→御会所庄屋衆 10月21日 横切紙・1通 い418－13－23
覚（代金覚書）茶や甚四郎→神戸綱蔵 9月晦日 横切紙・1通 い418－13・24
覚（断簡） 断簡・1通 い418－14
＊（神戸新田氏神様の御和生二候や…） 横切紙・1通 い418－15
＊（封筒）新田より→おたけさま 封筒・1点 い418－16
＊覚（手付汁なべ等受取につき）新田より→吉蔵 10月 横切紙・1通 い418－17
老人
覚（町代受取覚）材忠→神戸新田綱蔵 11月13日 横切紙・1通 い418－18
おぼへ（小検見の節上酒代書付）小川屋泰治→神 霜月11日 横切紙・1通 い418・19
戸御庄屋
（歴代覚書）鵜飼 横切紙・1通 い418・20
覚（歴代受取覚）　湊屋理吉→神戸御会所 11月10日 横切紙・1通 い418－21
覚（酒代受取覚）　湊屋利へえ→神戸庄屋 横切紙・1通 い418－22
覚（代金請取覚）　ふしゃ栄助→神戸新田庄屋衆中 未2月14日 横切紙・1通 い418－23
＊（紅葉画虎上、風呂等積み下げ依頼につき書状） 10月10日 横切継紙・1通 い418－24
新田ニテ小七→勘定場吉蔵
＊（井戸掘り等につき書状）新田→勘定場衆中 10月10日 横切紙・1通 い418・25
＊（植春先生へ菊差上等につき書状）　芸嘉島→橘 神無月10日 横切継紙・1通 い418－26
造老賢・真死軒割
おぼへ（三嶋とつくり等受取覚書）新田→吉蔵老 10月10日 横切継紙・1通 い418・27
人
＊（留守中よろしく、今日は下る割毛見につき書 神無月10日 横切継紙・1通 い418・28
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状）芸農（7代目茂元か）→橘蔵
＊覚（貫穿受取覚書）　うおや弥九郎 12月 横切紙・1通 い418－29
（神戸新田での生活ぶり等につき書状）　京（7代目 神無月10日 横切紙・1通 い418－30
屈睦夫人）→吉蔵老人
新田下用月々帳面入　神戸支配方 万延元年3月 袋・1点 い419－0
覚（村方頭分借用米書付） 横切紙・1通 い419－1
覚（用向金子請取）桧忠→神戸 正月6日 横切紙・1通 い419－2
覚（大半紙・はん茶など注文書） 横切紙・1通 い419・3
（人名覚書） 横切紙・1通 い419－4
（村方頭分借用米につき書状）新田ニテ久蔵→長瀬 12月19日 横切紙・1通 い419－5・1
嘉一郎・松岡貯蔵
覚（村方頭分借用米書上） 横切紙・1通 い419－5・2
＊送状八事（納米差送状）新田ニテ久蔵→神戸勘定 横切紙・1通 い419－5－3
場衆中
覚（明樽差送状）新田ニテ久蔵→名古屋小七 横切紙・1通 い419－5・4
＊（小作人の人別記載に関する覚書） 横切継紙・1通 い419・6
覚（頭分借用米書上） 横切紙・1通 い419－7
新田行覚（古目板・のし等吉五郎船に積み送る） 6月21日 横切紙・1通 い4霊9－8
覚（材木書上）神戸支配方 申2月 横切継紙・1通 い419－9
＊（旦那様御引移等につき書状）　新田久蔵・嘉四郎 2月7日 横切紙・1通 い419－10－1
→松岡橘蔵
覚（男憎平田輸送願）　新田久蔵→勘定衆中 2月7日 横切紙・1通 い419－10－2
覚（ねりやふかん輸送願） 横切継紙・1通 い419－10－3
覚（神酒つぼ輸送願）　本宅 2月6日 横切継紙・1通 い419－10－4
覚（酒代など覚書）　かめ要吉→神戸新田御会所 竪切紙・1通 い419－11
（神戸新田立枯竹代受取につき）佐屋陣屋 申11月 小切紙・1通 い419－12
（年貢金受取覚）　佐屋陣屋 申12月 小切紙・1通 い419。13
覚（金銭覚書）　川尻→神　忠右衛門 申3月16日 横切紙・1通 い419－14
覚（飯櫃代金請取）　□めしや勝蔵→神戸春五郎 申極月 横切紙・1通 い419－15
（立合用水入用銀請求につき書状）　宮崎＋郎治→ 26日 横切継紙・1通 い419－16
早川忠右衛門
覚（酒代請取覚）　京関屋新四郎→上 酉ll月 横切継紙・1通 い419－17
覚（金子勘定書）　長尾屋又左衛門→彦吉 （近世）申年12月 横切継紙・1通 い419・18
井組割覚 竪紙・1通 い419－19
覚（代金書上）　古や庄治郎（名古屋野守寺町）→上 正月5日 横切紙・1通 い419・20
覚（酒代受取覚）佐屋山田屋重兵衛→上 酉正月7日 竪切紙1通 い419・21
覚（二代入用請取覚）　平島　服部市兵衛代伝九郎→ 申12月23日 竪紙・1通 い419・22
画面御庄屋衆中
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物（札木代請取覚）　笹屋利吉→上 12月21日 横切紙・1通 い419．23’
（神戸新田高割り負担金書付） 竪切紙・1通 い419・24
「石盛両方」 こより・1点 い419－25
覚（白紗代金覚書）　山田や覚四郎→上 正月7日 横切継紙・1通 い419－26
（苗代・横須賀宿入用など差引勘定書） 横切継紙・1通 い419－27
（触麟1禦上魏獣響齪縣讐礼などにつ5月27日 横切継紙・1通 い419－28
古り物之覚 横切継紙・1通 い419－29
（積み送り品物請取などにつき書状）新田　久蔵 5月26日 横切継紙・1通 い419－30
→名古屋　橘蔵
覚（旦那様単物等差送り品々書付）　→神戸勘定；場 6月25日 横切継紙・1通 い419・31
御支配衆中
＊（旦那様御帰り、飛島海用留などの儀につき書 6月25日 横切継紙・1通 い419－32
状）新田町テ久蔵→勘定場吉蔵
覚（渋紙・風呂敷等送り状）新田ニテ久蔵→神戸勘 正月6日 横切継紙・1通 い419・33
定場衆中
覚（井筒等代金書付）桶屋庄七→神戸 6月9日 横切紙・1通 い419－34
覚（南座敷入ロ門倒れにつき檜送付依頼書）　新田 6月10日 横切紙・1通 い419－35
→名古屋勘定場
＊覚（七月分入用引当内金書付）　新田忠右衛門→ 申8月23日 横切継紙・1通 い419－36
地頭所勘定場
覚（金銭及び人名書付） 横切紙・1通 い419－37
（先六月分入用帳の中の大風雨下高小帳借用願い
@につき書状）　　　　　　　　新田忠右衛門→勘定場御苗橘蔵
8月23日 横切継紙・1通 い419－38
覚（味噌など輸送依頼）新田ニテ久蔵→神戸勘定場 6月10日 横切継紙・1通 い419－39
衆中
覚（雨戸など注文依頼）　新田会所より→御地主様御 6月14日 竪紙・1通 い419－40
勘定場
覚（平之郷用水入用引当内金などの書付）新田忠 申12月 横切継紙・1通 い419－41
左衛門→御地己様御勘定場
覚（平島用水入用引当金請取につき）新田忠蔵→ 申12月 横切紙・1通 い419－42
御地立様御勘定場
覚矧購群鵯裂講三主繍騒大風雨 申12月 横切紙・1通 い419－43
（米半俵遣わす件などにつき書状）　新田ニテ久蔵 霜月11日 横切継紙・1通 い419－44－1
→松岡野馬
（田面深溜りなどの件につき書状）　新田庄屋忠右 6月5日 横切継紙・1通 い419・44・2
衛門→御勘定場御月面蔵
口演（品代覚書）　山下屋甚九朗→神戸新田行 6月11日 横切継紙・1通 い419－44－3
（年貢積送り残り分取入れまで借用願いつき書状） 5月22日 竪紙・1通 い419－44・4
新田忠右衛門→御勘定場御苗橘蔵
覚（駕籠代等覚書）　河内屋利助→神戸 6月3日 横切継紙・1通 い419－44・5
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（貸与帳面返却、堤普請の義などにつき書状）　忠 8月16日 横切継紙・1通 い419・44－6
右衛門→御苗橘蔵
＊覚（納米請取につき）　神戸支配方→庄や衆中 12月1日 横切紙・1通 い419－44－7
覚（諸色小家代旦那様割当金等書付）　新田忠右衛 申12月 横切継紙・1通 い419－44・8
門→御苗弓蔵
覚1舗給観讐義轟翻剰語金等差弓齪 横切紙・1通 い419－44・9
（人名及び金銭書上） 横切紙・1通 い419－44－10
＊覚（代金請取覚）　山下屋甚九郎→神戸様新田請 （近世）閏3月1日 横切紙・1通 い419－44－11
取
（旦那様家族への挨拶、御年貢1石門十月まで借用 5月17日 横切継紙・1通 い419－44。12
願につき書状）新田忠右衛門→御勘定場御苗橘蔵
口演（諸色頂戴催促につき追啓） 横切紙・1通 い419－44－13
送り書面事（蔵の瓦など送状）新田忠右衛門→御地 4月3日 竪紙・1通 い419・44－14
主当主勘定場
（北堤帳面吟味につき書状）新田久蔵→勘定場橘蔵 正月9日 横切継紙・1通 い419－44－15
覚（借用金等差引勘定書付）新田金七→勘定場吉蔵 申12月25日 横切紙・1通 い419・44－16
覚（人足代書付） 横切紙・1通 い419－44－17
覚（せんまい代等差引勘定書付） 横切継紙・1通 い419－44－18
覚（見積書）　かにへ三木甚→神戸金兵衛 正月6日 横切紙・1通 い419－44－19
覚（入用金書付）　新田忠右衛門→御地主様御勘定場 7月1日 横切紙・1通 い419－44－20
覚（時計箱など送り状）新田ニテ久蔵→神戸御勘定 8月24日 横切紙・1通 い419－44－21
場衆中
諸入用書付袋
大宝前新田　一、所々年貢請取　一、鳥運上請取 （正徳5年）未12月 袋・1点 い398－0
一、諸事売上ヶ
覚（大宝前新田への送迎関係の書付か）喜右衛門 （正徳5年）未12月24日横切紙・1通 い398－1－1
→唯助
覚（大宝前新田への送迎記録）彦兵衛→唯助 （正徳5年）未12月24日横切継紙・1通 い398－1・2
覚（飯代受取）甚三郎→犬山屋分左衛門 （正徳5年）未12月27日竪切紙・1通 い398・1－3
覚（時代差引勘定済につき）津島忠右衛門→只助 （正徳5年）未12月1日横切紙・1通 い398・1－4
覚（魚代金受取覚）舟入又三郎→只助 12月26日 竪切紙・1通 い398・1－5
覚（唯助・彦助分品物書上）　山形屋庄兵衛→孫右衛
@門
11月16日 竪切紙・1通 い398－1－6
覚（大宝前新田米高書上）　久左衛門 11月20日 竪切紙・1通 い398・1－7
指出シ申一札之事（奉公人又助来申年分給金請取 正徳5年11月6日 竪切紙・1通 い398－1－8
につき）　ふく村請人勘右衛門
覚（代金請取につき）吉助 横切紙・1通 い398－1－9
覚（金子書上）　なや権兵衛→忠八郎 11月1日 横切紙・1通 い398・1・10
覚（ちゃわん代等覚） 竪切紙・1通 い398・1・11
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覚（品物書上）　吉助→大宝前新田小河唯助 9月17日 竪切紙・1通 い398・1・12
覚（麦・塩等請取につき覚）　犬山屋庄八・小市→大宝 10月3日 竪紙・1通 い398・1・13
唯助
覚（船賃を此舟人にお渡し下されたきにつき）舟 （正徳5年）未9月22日竪継紙・1通 い398・1－14
方六兵衛r小川三助
覚（あふら代等請取につき） 9月 横切紙・1通 い398－1－15
覚（代金請取につき）大のや権兵衛→忠八郎 9月9日 横切紙・1通 い398・1・16
覚（麦代請取につき）喜兵衛→義右衛門 7月20日 竪切紙・1通 い398・1－17
覚（金子請取につき）　庄兵衛→半右衛門 7月12日 竪切紙・1通 い398－1・18
覚（麦代請取につき）　喜右衛門→義血衛門 （正徳5年）未6月29日横切紙・1通 い398・1－19
覚（儀右衛門茶代等支払につき） 8月18日 横切紙・1通 い398－1－20
覚（魚油代請取につき）　油や利兵衛→忠八 （正徳5年）未8月7日 横切継紙・1通 い398－1。21
覚（檜ふき板代請取につき）　犬山屋小市→大宝前新 （正徳5年）未8月7日 竪紙・1通 い398・1－22
田唯助
覚（耕作物請取につき）犬山屋小市→大宝前新田唯 （正徳5年）未8月7日 竪切紙・1通 い398－1－23
助
覚（代金請取につき）　山形屋庄兵衛→小川唯助 （正徳5年）未8月7日 竪切紙・1通 い398。1－24
覚（竹野請取につき）　しほや弥兵衛→桑町方庄兵衛 （正徳5年）未8月7日 竪切紙・1通 い398・1－25
覚（塩二等請取につき）　山形や庄兵衛→小川唯助 （正徳5年）未8月7日 竪紙・1通 い398－1－26
覚（うなき代請取につき）舟入又三郎→忠八郎 （正徳5年）未8月10日横切紙・1通 い398－1－27
覚（酒代請取につき）　鳥ヶ地茂右衛門 7月13日 竪切紙・1通 い398－1－28
覚（麦代金請取につき）　金兵衛→大たから儀右衛門 6月29日 横切紙・1通 い398－1・29
覚（船賃等受取につき）舟方才兵衛→小川唯助 （正徳5年）未6月12日竪紙・1通 い398－1－30
覚（米代受取につき）　吉左衛門→又助 6月26日 横切紙・1通 い398－1－31
覚（金子受取につき）　才木や吉助→唯助 6月26日 竪切紙・1通 い398－1－32
覚（まき大束受取につき）　舟方才兵衛→かめかち村 未6月13日 横切紙・1通 い398－1・33
徳左衛門
覚（品物請取につき）　かちや兵左衛門→自助 未6月11日 竪切紙・1通 い398－1－34
覚（きぬいと代等受取につき）　山形や庄兵衛→小川 6月ll日 横切紙・1通 い398－1－35
唯助
覚（品代受取につき）　小市→庄兵衛 5月12日 竪紙・1通 い398・1－36
覚（庄兵衛へ品物相渡の依頼）よした大左衛門→唯 未5月12日 横切紙・1通 い398－1－37
助
覚（代金請取覚）　吉左衛門→神戸新田藤助 未5月14日 横切紙・1通 い398－1－38
覚（代金請取覚）　と田町町歩→伊八郎 5月17日 横切紙・1通 い398－1－39
送り覚（虫送り覚）　犬山や半右衛門→小川亮助 5月27日 竪紙・1通 い398－1－40
（受取覚）伊右衛門→忠八 5月ll日 （前幅）・1通 い398・1－41
覚（二代覚書）庄兵へ→忠八 5月27日 横切紙1通 い398－1・42
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覚（金銭覚書）庄兵へ→半右衛門 5月27日 横切紙・1通 い398－1－43
覚（塩受渡覚）　しほや弥兵へ 5月7日 横切紙・1通 い398－1－44
覚（上油代請取覚）　油屋理兵衛→久八郎 未5月7日 横切紙・1通 い398－1－45
覚（生飯代請取覚）新八→久八郎 5月3日 竪紙・1通 い398・1－46
覚（釘代請取覚）金＋郎→細面 4月27日 竪切紙・1通 い398－1－47
覚（代金請取覚）　山形屋庄兵衛→小川唯助 未4月18日 竪継紙・1通 い398－1－48
覚（重代覚書）　三河や長左衛門→山崎や庄兵衛 4月18日 横切紙・1通 い398・1－49
覚（金子請取覚）　山形屋庄兵衛→小川唯助 4月18日 竪紙・1通 い398－1－50
覚（わり木代・船賃等請求覚）　舟方才兵衛→小川唯 未4月14日 竪紙・1通 い398・1・51
助
覚（生飯代請取覚）大のや権兵衛→円助 4月18日 竪切紙・1通 い398・1－52
覚（魚代金受取につき）　舟入又三郎→神戸新田只助 未4月11日 竪紙・1通 い398・1－53
覚（品代書上）　才木や吉助→小川唯助 4月ll日 横切紙・1通 い398－1－54
覚（金子請取覚）　才木や吉助→前新田小河唯助 未4月7日 横切紙・1通 い398・1・55
覚（金子書上）　才木や吉助→前新田小河唯助 未4月6日 横切紙・1通 い398－1－56
覚（金子請取覚）　津嶋塩方義右衛門→大高村儀右衛 横切紙・1通 い398－1－57
門
覚（三等代金請取につき）　かち久四郎→儀右衛門 未3月24日 竪紙・1通 い398－1－58
覚（まきなわ三等請取覚）　才木や吉助→前新田小川 未3月23日 横切紙・1通 い398－1－59
唯助
覚（金子書上）　吉助→小川唯助 未3月23日 横切紙・1通 い398－1－60
覚（代金請取覚）　吉左衛門→又助 未3月23日 横切紙・1通 い398－1－61
覚（金銭丁丁）　舟入忠助→唯助 3月12日 竪切紙・1通 い398－1・62
覚（金子借用につき）　かにへ孫七→唯助 3月12日 横切紙・1通 い398。1・63
覚（金子相済につき）　吉助→小河唯助 未3月10日 横切継紙・1通 い398。1。64
覚（諸事代金覚書）　金＋郎→本西文助 3月10日 横切継紙・1通 い398－1－65
覚（金子相済につき）　吉助→小河唯助 3月6日 横切紙・1通 い398－1－66
覚（釘代受取覚）　才木や吉助→利助 3月4日 横切継紙・1通 い398－1－67
覚（品代覚）　吉助→儀右衛門 3月2日 横切継紙・1通 い398－1－68
覚（代金受取覚）才木や吉助→唯助 2月6日 横切紙・1通 い398・1・69
覚（代金受取覚）　吉助→小河唯助 2月24日 横切紙・1通 い398・1－70
覚（酒代受取覚）　舟入丁ミそや庄次郎→久八 2月28日 横切紙・1通 い398・1－71
覚（品代受取覚）　吉助→小河唯助 2月24日 横切紙・1通 い398・1－72
覚（灯油代受取覚）　名古屋舟入町村瀬長左衛門→忠 2月28日 横切継紙・1通 い398・1・73
八
覚（金銭請取覚）　山形屋庄兵衛→小川唯助 未正月29日 竪継紙・1通 い398。1・74
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送り状（大豆等受取依頼）　中島半右衛門→大宝前新 正月29日 横切継紙・1通 い398・1。75
田小川三助
覚（金銭覚書）庄兵衛 29日 横切紙・1通 い398－1・76
覚（金銭支払覚）　半右衛門→唯助 正月29日 横切紙・1通 い398－1－77
覚綴認雅裂鑛翻亀聴納雛織響 未正月29日 横切紙・1通 い398－1－78
問屋衆中
覚（かしわり木の船賃支払い依頼）　加戸才兵衛→ 未正月29日 竪紙・1通 い398・1・79
小川唯助
覚（銭両替計算書）吉助→唯助 未正月29日 横切紙・1通 い398・1・80
覚（銭両替計算書）　吉左衛門→又助 未3月27日 横切紙・1通 い398－1－81
一台長岱磁歪難治請醒鋤井面米諏一 袋・1点 い578－0
栗石仕切之事（代金請取指引相済みにつき）濃州 享保元年12月19日 竪紙・1通 い578－1
太田伊藤理左衛門→尾州宝前新田小川唯助
川石代目録（28艘分代銀受取につき）　園城寺村九（享保元年）申6月 横切継紙・1通 い578－2－1
八郎→小川七穴
覚（大宝前新田鳥運上請取につき）　津嶋鳥や源右 （享保元年）申10月 小切紙・1通 い578－2－2
衛門→大宝前新田三助
杭木代目録（代金請取につき）　犬山左七郎、又右衛 （享保元年）申6月28日竪紙・1通 い578・2・3
門→小川唯助
石豊代目録（代金請取につき）　犬山左七郎、画虎右 （享保元年）申6月28日竪紙・1通 い578－2－4
衛門→小川唯助
覚（うなぎなど代金請取につき）　舟入又三郎→宝 正月6日 竪切紙・1通 い578・3・1
新田
覚（代金請取につき）　打物問勘兵衛 申正月24日 小切紙・1通 い578－3－2
覚（釘代請取につき）　萱津や伊右衛門→山形屋庄兵 2月11日 竪継紙・1通 い578・3－3
衛
覚（松代金請取、園城寺よりの舟賃渡すにつき） 申2月17日 竪切紙・1通 い578－3－4
木こり才兵衛→犬山屋新田二重小川浄紙
覚（450東小川唯助へ届け、舟賃お渡しくださるべ申閏2月17日 竪切紙・1通 い578－3・5
き旨）　木こり才兵衛→犬山屋新田かめケ地前回左
衛門
覚（350束請取、舟賃お渡しくださるべき旨）　木こ申閏2月21日 竪切紙・1通 い578－3－6
り才兵衛→大宝新田小川唯助
覚（734匁渡につき）　山かた屋庄兵衛 申3月11日 竪切紙・1通 い578－3－7
覚（銭代金2両請取につき）　舟入伊右衛門→銀甲衛
@門
申4月26日 竪切紙・1通 い578－3・8
覚（生坂など代銭相渡につき）　彦兵衛→唯識 卯月11日 竪切紙・1通 い578－3－9
覚（もみの幽幽・重量書付）　小間物屋一郎兵衛→半 5月24日 小切紙・1通 い578－3－10
右衛門
覚（浅黄半巾三尺など代金請取につき）庄三→半 5月3日 横切継紙・1通 い578－3－11
右衛門
覚（生坂代金請取につき）みのや七蔵→忠八郎 5月24日 小切紙・1通 い578－3－12
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覚（うなぎ代金書付）　舟入といや又三郎→かんと新 5月25日 竪切紙・1通 い578－3－13
田沼助
覚（麦代金書付）　問屋角重郎→半右衛門 6月2日 竪継紙・1通 い578・3－14
覚（大麦お請取下さるべき旨）犬山屋半右衛門→大 申6月2日 竪継紙・1通 い578。3・15
宝前新田小川唯助
覚（塩代145匁済すにつき）　塩屋弥兵衛→山形や庄6月24日 小切紙・1通 い578－3－16
兵衛
覚（18貫お請取なさるべき旨）　山形屋庄兵衛→小川6月24日 竪切紙・1通 い578・3－17
引出
覚（酒代遣わさるべきにつき）大こく屋善蔵→亦助 7月朔日 小切紙・1通 い578－3－18
覚（ちやうちん代など相即につき）□□義右衛門 7月1日 小切紙・1通 い578・3・19
覚（代金請取につき）亀屋庄兵衛→弥助 申7月9日 横切継紙・1通 い578・3・20
覚（銭請取下さるべきにつき）山形や庄兵衛→唯助 8月4日 竪切紙・1通 い578・3・21
覚（茶袋・小とをしなど代金書付） 8月4日 横切紙・1通 い578－3・22
覚（大ほこなど代金書付）　諸町木部屋茂左衛門 8月22日 小切紙・1通 い578－3－23
覚（魚油代金請取につき）　あふらや利兵衛→犬山や 申9月13日 小切紙・1通 い578－3－24
久八郎
覚（生坂代金請取につき）　みのや七蔵→犬山屋久八 9月13日 小切紙・1通 い578－3・25
郎
覚（金1両代々書付）　中野や新八→忠八郎 9月14日 小切紙・1通 い578・3－26
覚（こうち代金書付）弥次兵衛→妙之請 9月18日 竪切紙・1通 い578－3－27
覚（塩・魚油・ひしゃくなど代金書付）小市→唯助 9月14日 竪継紙・1通 い578・3・28
覚（上油代金書付）油や理兵衛→分左衛門 申10月朔日 小切紙・1通 い578・3－29
送状之事（茶などお請取なさるべきにつき）本山 10月27日 竪紙・1通 い578・3－30
や庄八→小川唯助
覚（大宝前新田の米代金書付）　久左衛門 11月13日 竪切紙・1通 い578－3－31
覚（子宝一六殿分米高より井野米など差引勘定書 横切紙・1通 い578－3－32
付）
覚（大才大半など送り状につき）　才兵衛→小川唯 申11月3日 竪切紙・1通 い578－3－33
助
覚（大寺船大半240束送付につき）　木こり彦兵衛→申ll月3日 竪切紙・1通 い578－3・34
小川唯助
覚（油代請取につき）　油や理兵衛→神戸文左衛門 申12月13日 小切紙・1通 い578－3－35
覚（24本請取につき）　みその町金左衛門→茄や平兵10月24日 小切紙・1通 い578－3－36
衛
覚（表8枚など代金書付）表屋左兵衛→庄兵衛 10月23日 小切紙・1通 い578－3－37
（釘など代金書付）　山形や庄兵衛→唯助 10月25日 横切継紙・1通 い578－3－38
覚（畳代金書付）　畳屋小右衛門→孫左衛門 10月27日 竪継紙・1通 い578・3・39．
覚（代金書付）　かじゃ庄六（名古屋伝馬町四丁目）→ 申10月22日 竪継紙・1通 い578－3－40
うら町孫左衛門
覚（かけがねなど代金書付）　かじゃ庄六→うら町孫 申10月6日 竪継紙・1通 い578－3－41
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左衛門
覚（金銭受取につき）　→孫左衛門 申11月8日 竪継紙・1通 い578－3－42
覚（たひ代金請取につき）丸や与兵衛→半右衛門 11月22日 横切紙・1通 い578－3－43
（銭554文請取につき）　惣兵衛→唯助 11月11日 小切紙・1通 い578・3・44
覚（生坂代金請取につき）勘助→かん戸新田忠八郎 ll月11日 竪紙・1通 い578－3－45
覚（なも丁3本など代金請取につき）　舟入間や又三 極月14日 竪継紙・1通 い578－3・46
郎→神戸只介
覚（墨代金請取につき）浅右衛門→唯助 申極月 小切紙・1通 い578－3－47
覚（鮭など代金書付）舟入八左衛門→神戸御新田唯 申極月 竪継紙・1通 い578－3－48
助
覚（板代金書付）勘四郎→小河唯助 申12月23日 横切継紙・1通 い578－3・49
覚（炭・塩など代金書付）　山形や庄兵衛→小川唯助 申12月25日 竪継紙・1通 い578－3・50
覚（上もとゆい代金など書付）　清左衛門 12月27日 横切紙・1通 い578－3・51
覚（田作・えひなど代金請取につき）久田や平四郎 12月27日 竪継紙・1通 い578－3・52
覚（諸白など渡すにつき）　萱津や清七→犬山二半右 申12月25日 竪切紙・1通 い578・3・53
衛門
請取申井領二二　子宝新田平左衛門→大宝前新田唯 享保元年11月13日 竪切紙・1通 い578－4・1
助
覚（大宝新田小作6人分御年貢お請取なさるべきに 申12月25日 横切継紙・1通 い578－4・2
つき）　大宝新田孫八郎→前新田三助
申之年井領野之覚　大宝新田庄屋→犬山屋文左衛門 申12月 横切継紙・1通 い578－4－3
覚（井領米請取につき）　鳥ヶ地村才兵衛→大宝三新 申12月14日 竪継紙・1通 い578－4－4
田只助
請取申野方御年貢米之事　佐次兵衛、平蔵→分左衛 申12月 横切継紙・1通 い578－5－1
門
覚（大宝前新田入用など請取につき）平蔵→唯助 申12月 小切紙・1通 い578－5・2
覚（御蔵入米代金半右衛門へ払うにつき） 申12月 小切紙・1通 い578－5－3
御蔵入米諸入用（水上ヶ賃・かますなど代金書付） 申11月 横切紙・1通 い578－5－4
儀右衛門
覚（野方御年貢米御蔵入手形壱通請取申につき） 申12月8日 小切紙・1通 い578－5・5
平蔵→唯助
覚感謝霧）射映惚面欝照旦 申12月 横切継紙・1通 い578－5・6
分左衛門
新杁之覚（杁の長さ・釘かすがい代書付）　大工分 正月18日 竪紙・1通 い578・6－1
六
覚（南北杁の手間賃など受取につき）　大工分六→ 申5月24日 竪継紙・1通 い578－6・2
唯助
木挽覚（木挽の代金・名前書付） 申3月 竪切紙・1通 い578－6－3
覚（釘など代金受取につき）　かちや兵左衛門→小川 申9月27日 竪継紙・1通 い578－6・4
唯助
覚（釘代金受取につき）　金十郎→唯助 6月2日 横切継紙・1通 い578・6－5
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土俵ならびに帳代（部数・縄代金・人名書付） 申3月 竪継紙・1通 い578・6－6
名古屋小買物（こうしみそ・杁大工道具・水こんに 申3月 竪継紙・1通 い578－6－7
やく・しいたけなど代金書付）
覚（れんこん・しいたけなど代金の受取額と残額書 閏2月3日 竪紙・1通 い578－6－8
付）　八百屋彦兵衛→庄八
覚（から竹・わた実たねなど御請取りなさるべきに 2月25日 竪継紙・1通 い578－6・9
つき）　犬山屋半右衛門→大宝前新田制帽
覚（くい木など数量書付）　犬山屋庄八→大宝前新田 3月3日 竪継紙・1通 い578・6－10
唯助　　　　　　　　　　　・
覚（支払い銭額書付）　かにへ孫七→又助 2月13日 小切紙・1通 い578－6・11
覚（たわら・なわ数量書付）　竹田村伝七→徳左衛門 2月21日 竪切紙・1通 い578－6－12
覚（すみ代受取）忠助 2月 竪切紙・1通 い578－6・13
覚（たはこ代書付）　西福田村彦兵衛→新田唯助 申2月20日 竪切紙・1通 い578・6－14
覚（大金1枚相済ますにつき）孫七→善七 3月22日 小切紙・1通 い578－6－15
覚（ふな代金書付）　忠助→唯助 3月13日 小切紙・1通 い578－6・16
覚（銭1貫570文受取下されたきにつき）　舟入又三申3月12日 竪切紙・1通 い578－6－17
郎→神戸只介、御夫義右衛門
覚（大和竹代金渡すにつき）三助→神戸新田小河唯 3月13日 小切紙・1通 い578・6－18
助
覚（銭受取下さるべきにつき）舟入又三郎→神戸新 2月20日 竪切紙・1通 い578－6－19
田只介
巳年大宝前新田諸事請取目録 （享保10年） 袋・1点 い467・0
御蔵入用 巳11月8日 横切紙・1通 い467・1・1
覚（御蔵米12石の七合物米8升4合代銀書上）　平蔵巳11月24日 横切紙・1通 い467－1－2
→凸助
覚（桿入など代銀受取指引書）　平蔵→三助 巳12月20日 横切紙・1通 い467－1－3
覚（二二入用銀など書上）　平蔵→只助 巳12月13日 横切継紙・1通 い467・1・4
覚（大宝前新田野方御年貢米金銀受取書）佐次兵 享保10年極月 横切継紙・1通 い467－1－5
衛・平蔵→唯助
覚（納米・作徳米運賃勘定） 巳12月11日 横切紙・1通 い467－2
覚（受取金勘定残金など差引勘定目録）　唯助 午正月8日 竪継紙・1通 い467－3
覚（井領米受取）　鳥ヶ池村庄屋才兵衛→分左衛門新 享保10年極月 竪継紙・1通 い467・4
田只助
覚（積賃・材木代など受取書）下材木町勘四郎・半右 巳7月9日 竪継紙・1通 い467－5
衛門→小川唯助
覚（代金渡しにつき）　勘四郎→半右衛門 巳正月16日 竪継紙・1通 い467・6・1
覚（金銭受取書）　鳥ヶ地新田勘二郎→神戸新田又七 巳正月29日 小切紙・1通 い467－6－2
覚（塩三霊代銀受取書）　庄助→権六 巳2月5日 小切紙・1通 い467－6・3
覚（まきなわ代金受取書）　まきなわや伊兵衛→権六 2月4日 小切紙・1通 い467－6－4
送り状忠士（杁かわ板木用の栗木5本）犬山屋半右 巳4月19日 竪切紙・1通 い467－6－5
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衛門→分左衛門新田唯助
送り状之事（材木75本など）犬山屋半右衛門→大宝巳2月25日 竪継紙・1通 い467・6－6
前新田唯助
覚（石二代受取書）　かちや庄助→かんと甚助 5月25日 小切紙・1通 い467－6－7
覚（新三川代金受取書）　茶や権兵衛（名古屋堀江町） 7月9日 小切紙・1通 い467・6－8
→犬山屋文左衛門
覚（釘代金書上）　かにへ村孫七→神戸新田甚助 8月8日 小切紙・1通 い467－6・9
覚（代金書上）　名護屋船入町井桁町長左衛門→犬山 9月15日 竪切紙・1通 い467－6－10
二分左衛門
覚（油・たまり・そば等送り状）　中島半右衛門→唯助 9月15日 竪継紙・1通 い467－6－11
覚（みそ一夕代金書上）　白木屋庄左衛門→をくはき 10月28日 小切紙・1通 い467・6・12
山烏
（大宝前新田米高書上）　久次郎 11月10日 竪切紙・1通 い467－6・13
（損米高書上）　　11月10日　船入町市兵衛 10月10日 竪切紙・1通 い467－6・14
覚（大宝前新田ひれはへ直し賃書上）久治郎 巳11月10日 竪切紙・1通 い467・6－15
覚（はね代金書上）　ミのや七左衛門 巳12月27日 小切紙・1通 い467－6・16
覚（上みつ代金書上）　ミ河や六右衛門→勘助 12月27日 小切紙・1通 い467－6・17
覚（釘代金書上）勘助口入かにへ村孫七→神戸只助 巳12月 小切紙・1通 い467・6・18
覚（酒代金受取）　白木屋庄左衛門 極月27日 小切紙・1通 い467－6・19
覚（諸品差引勘定受取書）　かがや庄助→神戸新田小 竪切紙・1通 い467－6－20
川只助
覚（釘など島台差引勘定受取書）　かがや庄助→神 巳7月 竪継紙・1通 い467－6・21
戸新田甚助
普請入用
喜入繕人足ならびに買物諸入用 延享2年2月20日 横長半（一ツ綴）・1冊 い406
以御伏替入用 こより附け札・1点 い397・1・0
覚（水風呂桶田面覚書） 横切紙・1通 い397・1－1
万之通杁之分　笹屋久左衛門→小川只助 寛延4年6月 横半半（一ツ綴）・1冊 い397－1－2
おほへ（金子請取につき）　さや久左衛門→只助 未6月25日 横切紙・1通 い397－1・3
覚（金子相同済につき）　かにへ宅右衛門→神戸ふに 閏6月28日 横切紙・1通 い397－1－4
八
覚（うなき代等覚書）　かにへ村善九→只助 閏6月23日 横切紙・1通 い397－1・5
（米高書上） 横折紙・1通 い397－1－6
覚（材木代書上）　惣七→神戸新田定助 横切紙・1通 い397。1・7
覚（茶わん代等書上） 横切継紙・1通 い397－1・8
（諸入用書上）鳥かし新田茂左衛門 未閏6月21日 横切継紙・1通 い397－1－9
覚（杁披戸四本手伝銀請取につき）　平骨作事方→
@大宝前新田右杁守
7月11日 竪紙・1通 い397－2・1
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覚（杁仕替宇戸四本手伝銀請取につき）以御作事 7月24日 竪紙・1通 い397－2－2
方→大宝前新田庄屋
覚（ちやうちん代受取）　傘屋忠蔵→只助・庄八郎 8月5日 竪切紙・1通 い397－2－3
覚（かんひやう郎等請取）　名古屋魚自由偲→八百屋 3月10日 横切継紙・1通 い397－2－4
伝九郎
おほへ（品代請取）　さや久左衛門→御人 未4月10日 横切紙・1通 い397・2・5
覚（杉原代受取）　ゑま力屋佐右衛門→善七郎 4月3日 横切紙・1通 い397－2－6
覚（たまご代等受取）　かにへ村甚吉→三助 5月14日 竪紙・1通 い397－2－7
覚（品代受取）　甚吉→小川定助 竪紙・1通 い397・2－8
おほへ（杉はし代等請取）　さや久左衛門 5月19日 横切紙・1通 い397・2－9
覚（金子請取）勘九郎→円七 6月4日 横切紙・1通 い397－2－10
覚（出代書上）　鳥地善吉→庄八 未2月18日 横切紙・1通 い397－2・11
覚（代金書上）　舟入丹右衛門→伊兵衛 6月14日 横切紙・1通 い397・2・12
おほへ（半紙代歯請取代）　さや久左衛門→只助 閏6月23日 横切紙・1通 い397・2・13
覚（品代書上）　近江甚六→小川定助 未5月24日 竪紙・1通 い397－2・14
覚（大かわらけ出域請取）　さや久左衛門（尾州蟹江 5月18日 横切紙・1通 い397・2・15
町）
覚（水上ヶ蔵入入用等書上）嘉兵衛 未12月 横切紙・1通 い397・3
覚（大うと平等書上）八百三新左衛門→三助 4月7日 横切紙・1通 い397・4－1
覚（かんひやう代田書上） 4月7日 横切紙・1通 い397・4・2
覚（ひわん酒5合代請取）若松屋 4月7日 横切紙 い397－4－3
覚（山止書上）　かにへ宅右衛門 4月7日 横切紙・1通 い397－4－4
覚（品評書上）　かにへ左四郎 4月7日 横切紙・1通 い397－4－5
覚（歴代請取）　かにへ村甚吉→かんと各六 未4月7日 竪紙・1通 い397・4－6
覚（出代請取）かにへ村甚吉→小川定助 未4月 竪紙・1通 い397・4－7
覚（火なわ代官書上） 4月12日 横切紙・1通 い397・4－8
覚（品代書上）　かにへ村甚吉→唯助 8月11日 竪紙・1通 い397・4・9
覚（品代書上）　直左衛門→彦七 4月10日 横切紙・1通 い397－4－10
大宝前取替（諸入用書上につき書状）　川合嘉兵衛 7月24日 横切継紙・1通 い397－5
→小川配電
覚（魚鳥代等請取） 横切継紙・1通 い397－6
甥御伏替人足ならびに諸入用 延享2年3月20日 横長半・1冊 い408－1
杁之分万通　直方　笹屋久左衛門→小川只助 延享2年2月 竪半半（下げ綴）・1冊 い407・2
（一ツ綴）
覚（杁繕古木川上ヶ日用代受取）杁御作事方→大 丑年2月28日 横切紙・1通 い407－3－1
宝前新田杁守
覚（博覧木手伝日用代受取）杁御作事方→大宝前新 丑年2月15日 横切継紙・1通 い407・3・2
田二二
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覚（金子覚書）御ゆや新左衛門 2月23日 横切紙・1通 い407・3・3
覚（諸白・酒請取）　蜆林平→神戸新田繁右衛門 2月28日 横切紙・1通 い407－3・4
覚（悪道下用別当り金銭書上）辰右衛門→御地思様 寅7月 横切紙・1通 い412・4
勘定場
覚（外汐垣・以伏起人足人数・代銀額書付） 小切紙・1通 い541－5
堤御普請諸入用覚、悪水路掘割諸入用覚 横長半（一ツ綴）・1冊 い541・6
覚（東ノ杁築三代金御配符など代金書上）新田忠 10月18日 横切紙・1通 い608－7・5
右衛門→御地主様御勘定場
覚（架替橋の長さ、入用の板・釘など数量書上） 横折紙・1通 い608・8－8
覚（御座敷壱軒葺替、人足代銀24匁預かり申すにつ亥7月21日 横切継紙・1通 い608－9－4
き）　新田忠右衛門→御地主様御勘定場
蔵納入用
（出津軽留中置内取遣米等締方御改につき触書写） 亥3月29日 竪紙・1通 い411－1
吉　助次郎→（新田表）
覚（水橋蔵入入用米書上） 横切継紙・1通 い411－2
送り状之事（納米積送につき）庄屋忠右衛門→御地 戌12月20日 竪紙・1通 い411－3
母様御勘定場
送り書之事（納米積送につき）庄屋綱蔵→御地主様 酉12月14日 竪紙・1通 い411－4
御勘定場
覚（納米・餅米積送につき）　新田庄屋綱蔵→後藤粂 4月29日 竪切紙・1通 い411－5
助
送り状山事（米積送につき）神戸新田辰右衛門→御 酉12月16日 竪紙・1通 い411・6
地主様勘定場
送り書記事（酉年忌借米積送につき）　新田庄屋忠 戌10月6日 竪紙・1通 い411－7
右衛門→御地主日勘定場
乍翻蟻魅膜灘麟之麟i編i遜鑛酉12月 竪紙・1通 い411－8
→堀川御番所
送り状之事（納米積送につき）　新田庄屋綱蔵・忠右 戌正月 竪紙・1通 い411－9
衛門→御地二様勘定場
送り状之事（納米積送につき）神戸新田庄屋→御地 亥3月 竪紙・1通 い411－10
主二二勘定場
送り状之事（納米積送につき）新田庄屋忠右衛門→ 亥2月 竪紙・1通 い411・11
御地主様御勘定場
送り状旧事（納米積送につき）新田庄屋綱蔵→御地 嘉永4年4月 竪紙・1通 い411・12
主甥御勘定場
神事祭礼入用
乍磐難賄努1鷹鞭甥梵翻岬町禦午2月 竪紙・1通 い448・14
さざるにつき）神戸新田庄屋→矢野藤九郎陣屋
口演（初穂受納礼状）　御師真野門之太夫→神戸村小 腫月13日 竪紙・1通 い435－6
川唯助
一109一
大宝前（神戸）新田／経営費用／神事祭礼入用
覚（御初穂めでたく神納につき）　津嶋明神真野門 極月17日 竪紙・1通 い739－11
之太夫内鈴木弾蔵→大宝前新田小川控目
覚（伊勢初穂遊撃書付） i 横切継紙・1通 い412－11
代官関係入用
覚（山本平太美他9名御昼支度代書上げ）　海尻午12月 小切紙・1通 い739－6
定右衛門→神戸新田御庄屋衆中
覚（新田諸入用請取覚16通継紙）　（佐屋陣屋、いり戌2月1日～12月5日横切継紙等・16通 い433
御作事場が多い）→（大宝前新田庄屋）
覚（名古屋佐屋寒見舞引当請取覚）　新田庄屋弓蔵 亥正月4日 横切紙・1通 い412－7
→御地主様御勘定場
その他の入用
覚（川一一条入用請取につき）　庄屋綱蔵・同忠右衛門 子年11月21日 横切紙・1通 い412－9
→御地主様御勘定場
大宝新田葭山代金請取覚　庄兵衛 子12月21日 竪継紙・1通 い502
覚（極上すみなど代銀受取につき）　永舟や彦九郎 巳10月1日 横切紙・1通 い608－1・1
覚（産直差引勘定につき）　油新→上 9月1日 横切紙・1通 い608・1－2
覚（わさひ・赤みそ・吉野くずなど代銭受取につき） 10月晦日 横切継紙・1通 い608－1－3
笹屋利吉→御苗只助
覚（上赤みそ・白みそ・たばこ・わりばしなど代銭受 9月2日 横切継紙・1通 い608－1－4
取につき）　さや利吉→上へ
覚（とうふなど代銭相済みにつき）　長左衛門→神 酉10月 横切紙・1通 い608－1－5
戸会所
覚（葭1700東代金、運賃預かり申すにつき）　新田亥7月 横切継紙・1通 い608・9・5
綱蔵→御地面様御勘定場 ノ
覚（面木1本代金受取につき）　宮木屋林蔵→神戸様 午12月 横切継紙・1通 い739－12
御新田野会所
経営記録
諸事用留・日記
（新田経営業務書上） （近世） 横長半（一ツ綴）1冊 し、464－10
村方騒動
一輪聡幽幽魏協矯山鼠繋 安永5年2月 竪継紙・1通 い443
奥書）　平吉→御取扱衆中
証文之事（請作地に関し入組ヶ間敷儀を申したこ
@とに対する詫び状）　　　　　　　　　　　重右衛門・辰右衛門→御地主
文政2年4月 竪紙・1通 い513
御会所
御敵醤購鱗純犠謄篶議馳 文政8年正月 竪半（一ツ綴）・1冊 い401
庄屋重右衛門・組頭只二
乍軍書攣羅毒（御館驕翻論難轄 （文政9年ヵ）戌2月 竪半（一ツ綴）・1冊 い448－8
一110一
大宝前（神戸）新田／経営記録／村方騒動
乍恐寺請対面差上撚目（西ノ森へ獅子面屋形を持 天保13年4月 竪半（一ツ綴）・1冊 い448－9
ち参詣、去る亥年徒党頭取の件につき請状ほ
か）
（牌勢門轍獅獅子居屋形を持ち参詣の 天保13年4月 竪半（一ツ綴）・1冊 い448－10
（陣屋趣意を破り西之森へ獅子屋形を持ち参詣、 （天保13年ヵ）4月 竪半（一ツ綴）・1冊 い448。6
響町徒党蜘をした勘三良噺楠P『らへ
聯蠣1蓄鰻鶏鉾灘鞭嘉永3年2月 竪半（一ツ綴）・1冊 い608－4－3
（鳩轟隷脇慧簾藷糞盤謹ぞ （嘉永3年）2月19日 横切継紙・1通 い608－4－2
戻しにつき）　佐屋陣屋→神戸新田庄屋
（大宝新田御歎訴一件の先日までの経緯の報告に （嘉永3年）3月8日 横切継紙・1通 い608－4・1
つき書状）三助→神戸
乍恐二三上候（神戸新田の平吉夫婦を呼び出し吃 （嘉永3年）戌3月 竪半（一ツ綴）・1冊 い608・4－4
諭下しおかれたきにつき）　神戸新田庄屋綱蔵、同
断忠右衛門→吉田助次郎様々陣屋
（5月14日から同15日までの綱蔵来訪時における平（嘉永3年） 横折紙・1通 い608・8・7
吉一件などの申し送り事項書付）
（村方徒党ヶ間敷儀により役儀引揚ぐべき所今般 子7月 横切継紙・1通 い489－2－2
ハ其侭二差置候につき申渡）　→半左衛門
（村方徒党ヶ三下儀により役儀引揚ぐべき所今般 子7月 横切継紙・1通 い489－2－3
ハ其侭二差置候につき申渡）→彦三郎
（御用之儀被申丁丁間明日御出可成候欺につき書 （子）5月7日 横切継紙・1通 い489－2・1
状）神戸勘定場喜助→重右衛門綱蔵・忠兵衛
（庄屋退役申付）→神戸新田庄屋重右衛門 （子）5月 横切継紙・1通 い489・2・4
（名前書上げ） （子） 断簡・1点 い489－2－5
乍恐奉願候（近年病身につき組頭・以守退役願い） 寅5月 竪紙・1通 い541－2
神戸新田平吉→旦那様
（組頭・三三を唯治に申付るにつき）→唯治 寅8月 竪紙・1通 い541－11
乍恐御請書奉差上候（今後小前の者が直接年寄に 酉3月 竪樋（ニツ綴）・1冊 い448－18
願立をしない旨請状）　神戸新田彦助ほか32名→
矢野藤九郎様御陣屋
乍擁毎時鞭禦羅贈畷鱗響糊 酉9月 竪半（ニツ綴）・1冊 い448－23
那様
乍恐奉願上灘御事（新田締り役自助解任・俸綱山雨 亥正月 叢論（ニツ綴）・1冊 い414－1
門役任命差留願）　惣百姓中→御地主様
御重石窯上憲政（輪蔵庄屋役見習指止一件一切存 亥2月 竪紙・1通 い414・8
不申につき）　頭百姓浅右衛門・同平吉・同金七・組
頭辰右衛門・同忠兵衛・庄屋忠右衛門・同重右衛門→旦
那様
乍獄門鑛醜罐禦魏蟹繊へ庄屋 亥4月 竪半（ニツ綴）・1冊 い414－2
別殿垂垂綴鶏鯖て格別頭取原産者御吟 亥5月 竪紙・1通 い414・6
一111一
大宝前（神戸）新田／経営記録／村方騒動
魔縫繭犀轡鰭躍讐轡鵯顯役 亥8月 竪紙・2枚 い414－3
下県口上（願書宜敷御聞き済み願）　神戸新田百姓 （亥）2月8日 竪紙・1通 い41牛9
中→神戸様御店吉蔵
（陸相名主見習役差留一件にて小前百姓説得失敗 （亥）4月 竪紙・1通 い414・7
につき届書）　頭百姓平吉・同浅右衛門・同金七・組
頭辰右衛門・同忠兵衛・庄屋忠右衛門・同重右衛門→旦
言様
法（村法遵守誓約書下書） （亥） 竪紙・1通 い414－4
別段御請奉申上例御事（西蔵庄屋役任命差留一件 （亥） 竪紙・1通 い414・5
謝罪につき）惣百姓之内
覚（臨画者13名の作前当分引揚げ反別書上拍） 亥9月 竪半（一ツ綴）・1冊 い449－19
（辰右衛門はじめ頭分の料簡筋違いにつき書状） 4月26日 横切継紙・1通（封紙付） い489－1
（唯助）→（旦那様）
（只治・十右衛門年中無理非道計にて百姓中難義に 12月 横切紙（封紙つき、前 い399
つき御盛熱願）百姓中→神戸 欠）・1通
新田一元材木町間連絡
乍恐口上之覚（秋葉大権現への提燈奉献願）役義 （天保2年）卯6月 竪半（ニツ綴）・1冊 い541－7
中身判庄屋忠右衛門→旦那様
覚（麦代内金借用願）　新田忠右衛門→御地主様御勘 寅6月16日 横切紙・1通 い412・2
定場
覚（夫銀上納金8両3分、銀10匁借用仕りたきにつ卯2月9日 小切紙・1通 い547・12・2
き）　新田庄屋→御地主様御勘定場
（遠見帳拝借、杁橋木差送り等につき願書）　新田 辰2月25日 竪紙・2枚 い449・4・4
庄屋→地主勘定場粂助
覚（檜・縦など材木、古田検地帳写し受取につき） 辰2月28日 竪紙・1通 い449・4・6
新田庄屋両人→御地己様御勘定場粂助
三組御達申上馬（副司減水し立毛見直し宜敷旨） 亥7月 竪紙・1通 い448－17
御新田庄屋只助→旦那様
御達申臨画御事（田方植付終了届書）　新田庄屋忠 5月 竪紙・1通 い449・1
右衛門→御地主出御勘定場
＊（旦那様御帰り、飛島海用留などの儀につき書 6月25日 横切継紙・1通 い419－31
状）新田ニテ久蔵→勘定出爪蔵
覚（半紙御渡願）　庄屋忠右衛門→御地主様御勘定場 12月20日 横切紙・1通 い412－19
（明日申談につき呼出状）勘定場粂助→新田忠兵衛 12月21日 竪紙・1通 い448・19－6
（明日申談につき呼出状）神戸勘定場粂助→辰右衛
@門
12月21日 竪紙・1通 い448－19－7
（明倫堂御教授様明日村方に教諭につき達書通知） 竪紙・1通 い449・4・3
新田役儀より→御地主様御店山場
（上直紙・岩国上大半紙など依頼状） （近世） 竪紙・1通 い449－4－5
（文書目録） （近世） 横切紙・1通 い608－8－5
（川運上銀の事など綱開の報告事項書付力） （近世） 横切継紙・1通 い608－9－3
覚（百姓出精の者の名前書上） （近世） 横切紙・1通 い608－9・6
（二十三年度「十人之者へ当ル分」の米16石余を正（明治24年ヵ）1月 小切紙・1通 い587－4－1
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小作人
宗門改
差出申一札之事（輪中小屋之者当年宗門改終了届 天保4年3月 横切継紙・1通 い444－2・1
書下書）　犬山屋文左衛門→織田大助
一札　犬山屋分左衛門 包紙・1点 い444－1－0
回議〒麗山隠幽幽蠣簸説年宗F『天保7年3月 竪紙・1通 い444－1－1
覚借屋宗門一棚奉行所一札受測こっき・後 断簡・1通 い444－1・2
＊（小作人の人別記載に関する覚書） 横切継紙・1通 い419－6
小屋・会所
通帳
肴斗出　かにへ村魚屋甚六→神戸新田唯助 延享2年2月20日 竪半半（下げ一ツ目綴） い407－1
・1冊
覚（諸白代請取）亀かし平蔵→大宝前新田吉兵衛 3月28日 竪紙・1通 い408－2・1
覚（二二粉・上鰹など代金請取）　長右衛門 3月26日 横切紙・1通 い408－2。2
覚（酒代等請取覚）　みその丁半右衛門→新田馬手衛 丑3月18日 横切紙・1通 い408－2・3
門
覚（諸白など代金請取覚）　さや久右衛門→御代吉右 丑3月23日 横切紙・1通 い408・2－4
衛門？
万売帳かにへ善九郎 延享2年3月20日 竪半半（一ツ綴）・1綴 い408－2－5
郷蔵
乍恐御達奉申上弓御事（郷倉元の場所に建替え願） 子3月 竪子（ニツ綴）・1冊 い449－2
右（神戸）新田庄屋綱蔵→山田貫一郎様御陣屋
覚（郷蔵渡し米手形）神戸勘定場→神戸新田綱蔵・忠 卯12月8日 竪紙・1通 い449－9
兵衛
覚（郷蔵渡し米手形）神戸勘定場→神戸新田綱蔵・忠 卯12月8日 竪紙・1通 い449－10
兵衛
覚（郷蔵渡し米手形）神戸勘定場→神戸新田綱蔵・忠 卯12月8日 竪紙・1通 い449－11
兵衛
覚（郷蔵渡し米手形）神戸勘定場→神戸新田綱蔵・忠 卯12月12日 竪紙・2通 い449－8
兵衛
土地
田畑改名
去冬庄屋衆え改名之儀相願候分書付を以御願申上亥8月
　候（田地名義の変更）新田唯助→御苗久米助
竪半（一ツ綴）・1冊 し、608－4。5
耕地交換
明治九年七月十日神戸新田りぬ十割耕地ト四郎兵明治9年7月10日 包紙・1白 い599・0
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大宝前（神戸）新田／土地／耕地交換
衛新田と之割ト交換之件につき横井久助初メ三
ﾔヨリ差入ル約定証書
田畑交換約定証書　第六大二二小区四郎兵衛新田百 明治9年7月10日 罫紙（一ツ綴）・1冊 い599－1
姓総代横井常右衛門他地主総代1名、副戸長1名→第六
大適当小雪神戸新田地主神戸分左衛門他副戸長一人
まロ　冗貝
神聖纏騒艘翻欝欝開戸幅雰 （近世）辰正月 竪継紙・1通 い503－2－12
左衛門→神戸弥左衛門
神戸新田内新田四百四拾番・四百四拾弐番土地所 明治35年6月11日 封筒・1点 い600・0
有権保存登記（以下略）
預証（金5円預り置くにつき）　神戸新田早川忠蔵他4明治31年ll月5日 罫紙・1通 い600－1
名→神戸分左衛門
土地買戻特約証書（買受代金および契約費用を返 明治31年10月5日 罫紙・1通 い600－2
還すれば買い戻しを認めるにつき）　海西郡宝地
村大字神戸新田土地買主小川綱蔵→土地売主神戸分
左衛門
土地買戻特約証書（買受代金および契約費用を返 明治31年10月5日 罫紙・1通 い600－3
還すれば買い戻しを認めるにつき）　海西郡宝地
村大字神戸新田土地買主竹内周太郎→土地買主神戸
分左衛門
土地買戻特約証書（買受代金および契約費用を返 明治31年10月5日 罫紙・1通 い600－4
還すれば買い戻しを認めるにつき）　海西郡宝地
村大字神戸新田土地買主児玉弥三郎→土地売主神戸
分左衛門
土地買戻特約証書（買受代金および契約費用を返 明治31年10月5日 罫紙・1通 い600－5
還すれば買い戻しを認めるにつき）　海西郡宝地
村大字神戸新田児玉露太郎→土地売主神戸分左衛門
土地買戻特約証書（買受代金および契約費用を返 明治31年10月5日 罫紙・1通 い600－6
還すれば買い戻しを認めるにつき）　海西郡宝地
村大字神戸新田土地売主早川忠蔵→土地売主神戸分
左衛門
家督相続につき登記申請（早川信二郎家督相続に 明治35年10月1日 罫紙（一ツ綴）・1冊 い600－7
つき）　海西郡宝地村大字神戸新田538番地早川信二
郎幼年二付親権者母早川しげ他代人1名→津島区裁判
所弥富出張所御中
家督相続につき登記申請（児玉伊三郎相続につき） 明治34年10月31日罫紙（一ツ綴）・1冊 い600－8
海西郡宝地村大字神戸新田17番戸児玉伊三郎→津島
区裁判所弥冨出張所
地所売渡証券（神戸新田のうち原野10歩）　海西郡明治31年10月5日 罫紙（一ツ綴）・1冊 い600－9－1
宝地村大字神戸新田売主神戸分左衛門→海西郡宝地
村大字神戸新田7番戸竹内周太郎
地所売渡証券（神戸新田のうち原野10歩）　海西郡明治31年10月5日 罫紙（一ツ綴）・1冊 い600－9－2
宝地村大字神戸新田売主神戸分左衛門→海西郡宝地
村大字神戸新田6番戸小川綱蔵
地所売渡証券（神戸新田のうち原野10歩）　海西郡明治31年10月5日 罫紙（一ツ綴）・1冊 い600・9・3
宝地村大字神戸新田売主神戸分左衛門→海西郡宝地
村大字神戸新田甲28番戸児玉弥三郎
地所売渡証券（神戸新田のうち原野10歩）　海西郡明治31年10月5日 罫紙・1冊 い600－9－4
宝地村大字神戸新田売主神戸分左衛門→海西郡宝地
村大字神戸新田17番戸児玉雲太郎
一114一
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土地売買につき登記申請（土地所有権移転の登記）
@海西郡宝地村大字神戸新田28番戸買主神戸分左衛門
明治35年6月 罫紙・1通 い600－10－1
→津島区裁判所弥富出張所御中
不動産売渡証券（神戸新田のうち原野10歩）　海際
@郡宝地村大字神戸新田538番地売主早川新次郎幼年二
@付親権者母早川しげ→海西郡宝地村大字神戸新田28
明治35年6月 罫紙・1通 い600－10－2
番戸
明治42年5月10日 封筒・1点 い600・11－0
済証券在中
地所売渡証券（神戸新田のうち田1畝15歩）　海西
@郡宝地村大字神戸新田28番戸売主神戸分左衛門→海
明治35年6月11日 罫紙・1通 い600－11－1
西郡宝地村大字神戸新田16番戸小川綱蔵男4名
「三十五年拾月一日　登記書類　神戸新田」 明治35年10月1日 封筒・1点 い593－2－1
不鞭離離購纈大繍㍊騰　神戸新田五百参拾八番地早川信二幼年取付親権者母　早川しげ→海西郡宝地村大字神戸新田弐拾八五戸神 明治35年9月12日 罫紙・1冊 い593－2・5
戸分左衛門
不動産売渡証券（海西郡宝地村大字神戸新田字画
@新田四百六拾五番ノ第壱の原野10歩）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　海西郡
@宝地村大字神戸新田拾六番戸小川綱蔵→海西郡宝地
明治35年6月11日 罫紙・1冊 い593－2。6
村大字神戸新田弐拾八番戸神戸分左衛門
不繕蕪灘照臨謬携諏無縫　神戸新田7番戸竹田周太郎→海西郡宝地村大字神戸新 明治35年6月12日 罫紙・1冊 い593－2－7
田28番戸神戸分左衛門
不雛細蟹膿轟轟村藷纒翻朧　戸新田17番戸児玉伊三郎→海西郡宝地村大字神戸新 明治35年6月12日 罫紙・1冊 い593－2－8
田弐拾八番戸神戸分左衛門
不懸盤膿離諮村藷親臨騰 明治35年6月12日 罫紙・1冊 い593・2－9
戸新田甲28番戸児玉弥三郎→海西郡宝地村大字神戸
新田28番戸神戸分左衛門
貸借
地所賃借証券（海西郡宝地村大字神戸新田字堤外
@葭生場借用証券下書）
（明治41年以後） 罫紙・1冊 い453－1
（土地契約証下書） 罫紙・1通 い453・2
地所賃借謹券（海西郡宝地最大字神戸新田字堤外
@葭生頴田用証券下書）　　　　　　　　　　　　十四山村長→神戸分左衛
「神戸氏蔵」罫紙1冊 い453－3
門
地所賃借謹券（海西郡宝地村大字神戸新田字堤外
@葭生場借用証券写、絵図つき）　　　　　　　　　　　　　　　十四山村長→神
罫紙・1冊 い453－4
戸分左衛門
地所賃借謹券（海西郡宝地村大字神戸新田字堤外
@葭生場借用証券写）　十四山村長→神戸分左衛門
「神戸氏蔵」罫紙・1冊 い453－5
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水利・防水ほか
杁
東之二三御伏替配府二通 安政5年3月 袋・1点 い413－1－0
（神戸新田東之方杁御伏替配府写） 横長半（一ツ綴）・1冊 い413・1。1
（神戸新田東之方杁御伏替配府）織大作→右（神戸 安政5年3月 横長半（かぶせ綴）・1冊 い413－1・2
新田）村庄屋
乍恐御願奉申上候御事（虫喰多につき杁伏替願） 巳6月 竪半（一ツ綴）・1冊 い413・2－1
右（神戸）新田庄屋綱蔵・同断忠右衛門→山田貫一郎様
御陣屋
乍恐再願奉申上候御事（杁伏替願につき）右（神 午正月 幽幽（ニツ綴）・1冊 い413・2－2
戸）新田庄屋綱蔵・同断忠右衛門→杁方御役所
乍恐再願奉申上地御事（杁伏替願につき）　右（神 午正月 竪半（一ツ綴）・1冊 い413－2－3
戸）新田庄屋三蔵→山田貫一郎様御陣屋
（断簡） 竪切紙・1枚 い413－3
（神戸新田忠兵衛の杁守退役の申付）→神戸新田 9月 横切紙・1通 い608・9・1
地主犬山屋文左衛門え
（神戸新田の血続を金七とする申付）→神戸新田 9月 横切紙・1通 い608・9・2
地主犬山屋文左衛門え
覚（送り状請取）　上押萩村庄屋 3月24日 横切紙・1通 い408・3－1
覚（群馬御用につき御触状受取）　大宝庄や→大宝 3月23日 横切紙・1通 い408・3。2
前新田御庄屋衆中
覚（群馬御用につき御触状受取）　大野新田庄や→ 3月20日 横切紙・1通 い408・3－3
大宝前新田御庄屋衆中
覚（隔心御用につき御触状受取）　大野新田庄や→ 3月21日 横切紙・1通 い408・3・4
大宝前新田御庄屋衆中
覚（人足の御触状受取）亀ヶ地庄屋→大宝前新田庄 3月25日 横切紙・1通 い408－3－5
屋衆中
覚（人足御触状受取）□□村庄や 3月26日 竪紙・1通 い408。3。6
覚（送り状受取覚）上押萩村 3月23日 横切紙・1通 い408－3－7
覚（杁御奉行より善太新田まで送り状受取覚）竹 3月22日 横切紙・1通 い408－3－8
田新田庄や→大宝前新田庄屋衆中
覚（御触状受取）　亀ヶ地新田庄屋→右（大宝前新田） 3月21日 横切紙・1通 い408－3－9
御三替所
井領米
満之歳井領年貢米覚　大宝前新田庄屋孫八郎→大宝 （正徳5年）未極月19日横切継紙・1通 い398－3－1
前新田唯助
覚（井領米受取につき）　鳥ヶ地村才兵衛→大宝前新 （正徳5年）未12月18日横切継紙・1通 い398－3－2
三二助
請取白井斗米之覚　子宝新田平左衛門→大宝前新田 （正徳5年）未12月21日竪切紙・1通 い398・3－3
唯助
全米覚 （正徳5年）未11月 横切紙・1通 い398・3－4
覚（大宝前新田用水井道広ゲ禿白井領邑1斗9升を寛保2年 竪紙・1通 い547・21
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子宝新田庄屋へ渡すにつき下書）
井領野之事　鳥ヶ地新田 封筒・1点 い503・1－0
井領米晶晶（請求につき）　鳥ヶ地新田庄屋松吉三四 嘉永4年12月 竪紙・1通 い503・1－1
郎→神戸新田御庄屋衆中
覚（井領米請取につき）　鳥ヶ地新田庄屋→神戸新田 （嘉永4年）亥12月 横切紙・1通 い503－1・2
御庄屋衆中
覚（井領米請取覚）　子宝新田源蔵→大宝前新田庄屋 丑11月 竪切紙・1通 い436・1
衆中
覚（端米請取覚）　平島新田庄屋所→大宝前新田庄屋 丑12月 横切紙・1通 い436－2
衆中
覚（井領米請取覚）　六条新田庄屋→御庄屋衆中 丑12月 横切紙・1通 い436－3
覚（米請取覚）　平島新田庄屋→大宝前新田御庄屋衆 丑12月18日 横切紙・1通 い436・4
中
覚（井領米請取覚）　鳥ヶ地新田庄屋→大宝前新田御 丑極月24日 横切紙・1通 い436－5
庄屋衆中
井斗米之事　鳥ヶ地新田庄屋松吉三右衛門→大宝前新 丑12月 竪紙・1通 い436－6
田庄屋旨旨
覚（井面米山取込）　子宝新田庄屋源蔵→大宝前新田 寅12月12日 竪切紙・1通 い435－1
庄屋衆中
覚（井領米請取覚）　平島新田庄屋所→大宝前新田庄 寅12月20日 横切紙・1通 い435－2
屋只助
覚（不足代請取覚）六条新田 寅12月19日 小切紙・1通 い435・3
覚（井領米請取覚）　六条新田庄屋→大宝前新田庄屋 12月19日 竪紙・1通 い435・4
衆中
覚（井領米請取覚）　鳥ヶ地新田庄屋松吉三右衛門→ 寅12月24日 横切紙・1通 い435・5
大宝前新田庄屋衆中
用蕪難色面出の難藩麟出品》 寅12月 横切継紙・1通 い545
名→犬山屋文左衛門
小書付入　午とし分 封筒・1点 い739－0
覚（小杁・よし・むしろ・くいなど代金書上）鳥ヶ 午12月 横切継紙・1通 い739－2
地惣助→小川只助
覚（井領米受取につき）　子宝新田庄屋源蔵→大宝前 午12月15日 竪紙・1通 い739－3
新田御庄屋衆中
覚（用水入用受取につき）松吉三右衛門→小川只助 午12月28日 小切紙・1通 い739－4
覚（井回米受取につき）　服部市兵衛→大宝前新田御 午12月13日 小切紙・1通 い739－5
庄屋中
旧領米目録 包紙・1点 い739・7－0
井領米判事（井領米七石垣斗九升四合差し越しな 午12月 竪紙・1通 い739－7・1
さるべきにつき）鳥ヶ地新田庄屋松吉三右衛門→
大宝前新田庄屋唯助
覚（乱菊米受取につき）　六条弥左衛門→大宝前新田 午12月 小切紙・1通 い739－8
只助
覚（縄代金受取につき）　松吉三右衛門→犬飼平吉 午12月 横切紙・1通 い739・9
一117一
大宝前（神戸）新田／水利・防水ほか／井領米
国（新井領・井平米受取につき）
　→大宝前新田庄屋衆中
鳥ヶ地新田庄屋所午12月25日 竪紙・1通 し、739－10
堤
内蠣界纏綿鰹闘鍮錨醜夫舗 子6月 竪半（一ツ綴）・1冊 い448－12
乍馨野上襯事（三稲下開発のため堤丈夫舗 子6月 竪半（一ツ綴）・1冊 い448－13
乍驕野望琴羅騰海里羅舞謂繋 申9月 竪蔀（一ツ綴）・1冊 い448。15
矢野藤九郎陣屋
新田堤塩垣積リ覚（後半に諸事入用大概積） 横切継紙・1通 い477・13
覚（南かわ・三十番・三拾壱番堤の間数書上） 横切継紙・1通 い477・24
海西郡大宝前新田堤見分野帳（俵・縄・人足数の計
@算）
享保7年11月2日 横長美（一ツ綴）・1冊 い415－10
通船
木挽町二丁目神銀之亮様　宝町6番戸神金吉→白銀 封筒・1点 い620－0
之亮
契約証書（神戸新田の池川通船に関わる取り決め、 明治36年 罫紙（一ツ綴）・1冊 い620・1
控）→海西郡宝地村大字神戸新田神戸分左衛門
神戸分左衛門様　佐野新蔵→神戸分左衛門 （近代）6月15日 封筒・1点 い620・2－0
（かねてよりの通船一件に対する御薗考伺い申し （近代）6月15日 竪切紙・1通 い620・2・1
上げるにつき）　佐野新蔵→神戸分左衛門
（修正中の張片の儀などにつき書状）→銀之亮 （近代）6月21日 横切継紙・1通 い620－3
その他
大喜1懸丁丁二二二二講嘉永3年正月上旬 竪半（ニツ綴）・1冊 い450
次郎陣屋）佐屋
（大宝御用水、御奉行様お越しの上御伏せにつき書 2月10日 横切継紙・1通 い477－22
状）　伊東庄兵衛→二分左
公儀との関係
土地
書抜覚（神戸新田の不納地の高・反別・経緯の書抜 （宝暦7～文政10年） 横切紙・1通 い608・8・3
き）
（定引田地の経緯反別書上） （宝暦7～文政10年） 横切紙1通 い608・8－4
乍恐御達奉申上候（神戸新田の定引地の反別、高、
@　　　　　　　　　神戸新田庄屋綱蔵→三村平六様経緯の上申下書）
天保15年1月 竪紙・1通 い608－8・2
御陣屋
乍恐御達奉申上候（郷蔵地除地高書上）　右新田庄 子3月 竪紙・1通 い448・2
屋綱蔵→山田貫一郎陣屋
乍欝蹴講黒黒羅皇飛麟蝋 子3月 竪半（ニツ綴）・1冊 い448・3
一118一
大宝前（神戸）新田／公儀との関係／土地
戸）新田庄屋綱像→山田貫一郎陣屋
当期奉加上候御事（古哲引墨余分土を新田内低所 午9月 竪紙・1通 い448－1
ならびに堤際不納所に入土地直し願）　右（海西
郡神戸）新田庄屋重右衛門
芝場・葭生場
寛延三年前夏より劇場境相願候壱巻絵図共二入 寛保3年 封筒・1点 い468－1－0
宝暦四年甲戌八月　（神戸新田拍芝場境坑位置絵 宝暦4年8月 90×85・1舗 い468－1・1
図）
（大宝前新田拍芝場絵図写、願書に添え野方役所へ
?o）
寛延3年4月28日 42×55（彩色）・1舗 い468－1－2
（大宝前新田拍出場絵図写） 32×43・1舗 い468－1・3
（大宝前新田拍芝場絵図写） 32x40・1舗 い468－1－4
（飛島山における鮒浦勘左衛門・かにへ四郎左衛
@門・六条弥五兵衛の山の略図・反別の書付）　鳥
宝永4年11月2日 小切紙・1通 い468－1・5
かし平蔵・山方庄屋東福田弥六
（大宝前新田三二場絵図写） 31×43・1舗 い468・1－6
（飛島山絵図） 25×34・1舗 い468－1－7
大宝前新田二三場（絵図） 寛延3年4月28日 42×55・1舗 い468－1・8
（飛島山など新田地反別・不納分反別など書上げ） 竪紙・1通 い468－2
乍恐口上之覚（当新田に船商売する者がいないの
@で石取船御入用の見積りを断るにつき）　大宝
8月15日 横切紙・1通 い468・3
前新田庄や三助→郡御奉行所
（飛三山の間数・反別・元山主名書上げ） 竪紙・1通 い468－4
覚（大宝前新田築合四郎兵衛新田築合までの堤を
@うち立てる杭数御注進につき）　海部郡大宝前新
未4月 竪紙・1通 い468－5
田地主犬山屋文左衛門→山方野方御奉行所
乍恐奉願上候御事（大宝前新田控芝場境杭之儀に
@つき願書下書）　海部郡大宝上新田庄屋二二→古川
寛延4年2月 竪継紙・1通 い468－6
極右衛門・蓬田利左衛門
覚（大宝前新田三ヶ年極免高） 子九月 竪切紙・1通 い468－7
乍恐奉追願上候御事（大宝前新田控芝場境杭再設
@置につき願書拍）　海部郡大宝前新田地主分左衛門
寛延4年正月 竪紙・1通 い468－8
→古川定右衛門・蓬田利左衛門
乍広口上之覚（残る飛島山・鍋蓋山・亀ヶ地前・四郎
@兵衛新田走り境杭設置願下書）　海部郡大宝前新
未4月 竪紙・1通 い468－9
田地主犬山分左衛門→山方野方御奉行所
覚（芝場境杭数書付差出につき）　山方野方御奉行 3月26日 竪継紙・1通 い468－10所代→犬山百分左衛門
階難解鰹鑛鰭騰賂露騨羅 寛延4年2月 竪継紙・1通 い468・12
西郡大宝前新田地主元材木町文左衛門→古川定右衛
門・蓬田利左衛門
覚（飛島山・鍋蓋山草生反別書上） 竪継紙・1通 い468－13
（門川通境川ならびに海辺野方改につき廻状）富
@田八郎兵衛→前ヶ次新田ほか新田庄屋26名
5月2日 竪継紙・1通 い468－14
一119一
大宝前（神戸）新田／公儀との関係／芝場・葭生場
（海辺男山見分に野遊につき）→椙山様 5月10日 横切継紙・1通 い468－15
覚（鍋蓋新田三ヶ年極免高）　→ 子9月 竪継紙・1通 い468・16
覚（神戸新田平野など見取米割付状）　岡勝右→右 文化12年ll月 竪継紙・1通 い503・2－5
村庄屋・組頭・惣百姓
覚（神戸新田葭野など見取米割付状）　岡勝右→右 文化13年11月 竪継紙・1通 い503・2・6
村庄屋・組頭・惣百姓
覚（神戸新田明野など見取米割付状）　石小兵衛→ 文政元年11月 竪継紙・1通 い503－2－8
画面庄屋・組頭・惣百姓
覚（神戸新田葭野など見取米割付状）　岡勝右→右 文化14年11月 竪継紙・1通 い503－2－9
村庄屋・組頭・惣百姓
谷野御見分反別佐屋方御書付 天保7年6月8日 包紙・1点 い554・0
（嬉嬉鴨魏爆瞥『藩騰繍意ざ 天保7年5月 横切継紙・1通 い554－1
覚（神戸新田葭野見取相済みにつき地代金の訳、当 辰5月 竪紙・1通 い608－5－1
時地主名前を陣屋へ通達すべきにつき廻状写）
新田庄屋綱蔵・忠兵衛→御地主様御勘定場
覚（神戸新田霜野反別書き上げ控）　→児玉貞一郎 竪紙・1通 い608－5－2
様御陣屋
（宝永四年以来の町数の変遷、葭野反別書き上げ） 横折紙・1通 い608・5－3
（警階下上納開始年・葭野の反別・細反牙Uな 横折紙・1通 い608－5－4
覚（神戸新田の反数、葭野反別お達し申し上げるに 竪紙・1通 い608。5－5
つき控）
乍葦穂騰西辮警難辮 竪切紙・1通 い445・2－29
乍恐御達奉申上候（犬山屋文左衛門両州野毛別書 戌4月 竪半（一ツ綴）・1冊 い448－22
上、絵図つき）　右（海西郡神戸）新田庄屋→水野篤
豊山御陣屋
村況
御用　相羽和兵衛・桑原茂助→犬山屋分左衛門 直紙・1点 い415－5－0
（大宝前新田成立よりの諸書類写提出につき書状） 2月8日 横切継紙・1通 い415－5－1
相羽和兵衛・桑原茂助→犬山町分左衛門
播馨繋騒（樵繍庄㍊舞踏議特典 卯8月21日 主面（一ッ綴）・1冊 い448－21
御陣屋
（大宝前新田開発証文持参につき）河野猪左衛門・ 9月3日 横切継紙・1通（封紙付） い547・2
山田杢右衛門→神戸分左衛門
（大宝前町田高・時数の照会につき）　神藤林蔵・樋 8月8日 横切継紙・1通 い547－3
口藤兵衛→犬山白文左衛門
（大宝前新田の内から四郎兵衛へ替地を渡した年 8月17日 竪継紙・1通 い547・6
暦など尋ねたき儀があるにつき役所への出頭要
請）　森村甚左役所→犬山屋文左衛門
（大宝前新田開発時の山・下主との関係、新田の上 8月5日 竪継紙・1通 い547－16
納、敷金金額などの照会）　斉藤林蔵・樋口藤兵衛
一120一
大宝前（神戸）新田／公儀との関係／村況
→犬山屋文左衛門
（礒画面i蟹廉縄回数鑛鍋鵜7月25日 竪継紙・1通 い608－6
→犬山屋分左衛門
（証文引・定引所の年数や様子など陣屋に指し出す 竪紙・1通 い608－8・1
べきにつき触書写か）
年貢
免定
享保十七年子ヨリ寅迄御免不見候 竪紙・1通 い730・3－53
覚1辮襟懸騨暴畑町響晶錨半年寛延元年11月 竪継紙・1通 い730－3－39
百姓
宝暦六子年御免定不見候 竪紙・1通 い730－3－31
宝暦十三未ヨリ明和元旦迄御免定不見候 竪紙・1通 い730・3－26
寅年免定（二三二大宝前新田）　大橋新右→右二三 明和7年11月 竪美継紙・1通 い731－1
屋・組頭・惣百姓
酉年免定（海西郡大宝前新田）　中彦三郎→右新田庄 寛政元年11月 竪美継紙・1通 い731・14
屋・組頭・惣百姓
戌ノ年免定（海西郡大宝前新田）　本勘蔵→右新田 寛政2年11月 竪美継紙・1通 い731－15
庄屋・組頭・惣百姓
免定（海西郡大宝前新田）本勘蔵→二村庄屋・組頭・ 寛政3年11月 竪美継紙・1通 い731・16
惣百姓
免定（海西郡大宝前新田）　本勘蔵→三二庄屋・組頭・ 寛政4年11月 竪美継紙・1通 い731－17
惣百姓
二野（海西郡大宝前新田）本勘蔵→右村庄屋・組頭・ 寛政5年11月 竪美継紙・1通 い731－18
惣百姓
免定（海西郡大宝前新田）本勘蔵→二村庄屋組頭・ 寛政6年11月 竪美継紙・1通 い731－19
惣百姓
免定（海西郡大宝前新田）加久右衛門→右回庄屋・ 寛政7年11月 竪美継紙・1通 い731－20
組頭・惣百姓
免定（海西郡大宝前新田）　加久右衛門→右村庄屋・ 寛政8年11月 竪美継紙・1通 い731・2
組頭・惣百姓
巳年強定（海西郡大宝前新田）　木亀三郎→右生垣 寛政9年11月 竪美継紙・1通 い731－3
屋・組頭・惣百姓
累年二二（海西郡大宝前新田）　木亀三郎→山村庄 寛政10年11月 竪美継紙・1通 い731・4
屋・組頭・惣百姓
未年皇臣（海西郡大宝前新田）　木弥次左衛門→右村 寛政11年11月 竪美継紙・1通 い731－5
庄屋・組頭・惣百姓
申年量定（海西郡大宝前新田）木弥次左衛門→右村 寛政12年11月 竪美継紙・1通 い731・6
庄屋・組頭・惣百姓
酉年免定（海西郡大宝前新田）織源七→右村庄屋・ 享和元年11月 竪美継紙・1通 い731・7
組頭・惣百姓
翌年免定（海西郡大宝前新田）織源七→右村庄屋・
@組頭・惣百姓
享和2年11月 竪美継紙・1通 い731－8
一121一
大宝前（神戸）新田／公儀との関係／年貢／免定
子年平定（海西郡大宝前新田）　長藤助→右村庄屋・ 文化元年11月 竪美紙（ニツ綴）・1冊 い731－9
組頭・惣百姓
暫定（海西郡大宝前新田）　金市之進→右村庄屋・組 文化2年11月 竪美継紙・1通 い731－10
頭・惣百姓
平定（海西郡大宝前新田）　金市之進→右回庄屋・組 文化3年11月 竪美継紙・1通 い731－11
頭・惣百姓
（当前年極免年限中であるため御免定が発給され
@なかったことを記し置くにつき）
文化4年11月 竪美継紙・1通 い731－12
免定（海西郡大宝前新田）　岡勝右→右村庄屋・組頭・ 文化5年ll月 優美継紙・1通 い731－13
惣百姓
暫定（海西郡大宝前新田）　岡勝右→右書庄屋・組頭・ 文化7年11月 竪美継紙・1通 い731・21
惣百姓
平定（海西郡大宝前新田）　岡勝右→右村庄屋・組頭・ 文化12年11月 竪美継紙・1通 い731・22
惣百姓
平定（海西郡神戸新田）　岡勝右→右村庄屋・組頭・惣 文化13年11月 竪美継紙・1通 い731－23
百姓
黄海（海西郡神戸新田）　岡勝右→右村庄屋・組頭・惣 文化14年11月 竪美継紙・1通 い731－24
百姓
古塁（神戸新田）　石小兵衛→右村庄屋・組頭・惣百姓 文政元年11月 醇美継紙・1通 い729－12
免定（神戸新田）石小兵衛→右村庄屋・組頭・惣百姓 文政2年11月 横美継紙・1通 い729－11
下定（神戸新田）石小兵衛→右村庄屋、組頭、惣百姓 文政3年11月 竪美継紙・1通 い729－3
下定（神戸新田）石小兵衛→右村庄屋、組頭、惣百姓 文政4年11月 竪美継紙・1通 い729－4
下定（神戸新田）　山貫一郎→右村庄屋・組頭・惣百姓 文政4年11月 竪美継紙・1通 い729－20
平定（海西郡神戸新田）　石小兵衛→右村庄屋・組頭・ 文政5年11月 竪美継紙・1通 い731・25
惣百姓
免定（海西郡神戸新田）　石小兵衛→野村庄屋・組頭・ 文政6年11月 竪美継紙・1通 い731－26
惣百姓
黄蓮（神戸新田）　馬九八郎→右村庄屋、組頭、惣百姓 文政7年11月 竪美継紙・1通 い729－5
文政八酉ヨリ天保四巳迄、内丑年壱ヶ年不足 包紙・1点 い729－25－0
酉年測定（神戸新田）　馬九八郎→右村庄屋・組頭・惣 文政8年11月 竪半（ニツ綴）・1冊 い729。25－1－1
百姓
免札（神戸新田）　馬九八郎→右村庄屋・組頭・惣百姓 文政9年11月 横美継紙・1通 い729・25・1・2
富札（神戸新田）　三喜右衛門→庄村庄屋・組頭・惣百 文政10年11月 横美継紙・1通 い729・25・1・3
姓
富札（神戸新田）　三喜右衛門→庄村庄屋・組頭・惣百 文政11年11月 横美継紙・1通 い729－25－1・4
姓
免札（神戸新田）織大助→右村庄屋・組頭・惣百姓 文政13年11月 横美継紙・1通 い729－25－1－5
免札（神戸新田）　織大助→右村庄屋・組頭・惣百姓 天保2年11月 横美継紙・1通 い729－25－1－6
免札（神戸新田）　織大助→右回庄屋・組頭・惣百姓 天保3年11月 横美継紙・1通 い729・25－1・7
富札（神戸新田）　矢藤九郎→毒虫庄屋・組頭・惣百姓 天保4年11月 横美継紙・1通 い729－25－1・8
天保五年ヨリ同拾四年迄拾ヶ年 包紙・1点 い729。24・0
二二（神戸新田）　矢藤九郎→右村庄屋・組頭・惣百姓 天保5年11月 竪美継紙・1通 い729・24・1・1
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免定（神戸新田）　矢藤九郎→右村庄屋・組頭・惣百姓 天保6年11月 竪美継紙・1通 い729－24・1－2
免定（神戸新田）　矢藤九郎→右村庄屋・組頭・惣百姓 天保7年11月 竪美継紙・1通 い729・24・1－3
免定（神戸新田）水篤助→右脚庄屋・組頭・惣百姓 天保8年11月 竪美継紙・1通 い729－24・1－4
免定（神戸新田）水篤助→右村庄屋・組頭・惣百姓 天保9年11月 竪美継紙・1通 い729－24－1・5
免定（神戸新田）小清次郎→右村庄屋・組頭・惣百姓 天保10年ll月 醇美継紙・1通 い729－24・1－6
蟻蜂（神戸新田）　三平六→右村庄屋・組頭・惣百姓 天保11年11月 竪美継紙・1通 い729－24－1－7
免定（神戸新田）　三平六→右村庄屋・組頭・惣百姓 天保12年11月 極刑継紙・1通 い729－24－1－8
免定（神戸新田）　三平六→右翼庄屋・組頭・惣百姓 天保13年11月 醇美継紙・1通 い729－24・1・9
免定（神戸新田）　三平六→右村庄屋・組頭・惣百姓 天保14年11月 軍側継紙・1通 い729・24・1－10
天保拾五辰ヨリ嘉永七酒断拾ヶ年分 包紙・1点 い729－22・0
免定（神戸新田）　児貞一郎→右村庄屋・組頭・惣百姓 天保15年10月 竪美継紙・1通 い729・22－1－1
免定（神戸新田）　児貞一郎→右村庄屋・組頭・惣百姓 弘化2年11月 竪美継紙・1通 い729－22・1－2
免定（神戸新田）児貞一郎→右村庄屋・組頭・惣百姓 弘化3年11月 竪美継紙・1通 い729・22－1。3
免定（神戸新田）　児貞一郎、吉助次郎→右村庄屋・組 弘化4年11月 竪美継紙・1通 い729－22・1・4
頭・惣百姓
免定（神戸新田）吉助次郎→右村庄屋・組頭・惣百姓 嘉永元年11月 竪美継紙・1通 い729－22－1－5
免定（神戸新田）吉助次郎→右村庄屋・組頭・惣百姓 嘉永2年11月 竪美継紙・1通 い729・22－1－6
免定（神戸新田）吉助次郎→二村庄屋・組頭・惣百姓 嘉永3年12月 二心継紙・1通 い729－22・1－7
免定（神戸新田）　山貫一郎→右村庄屋・組頭・惣百姓 嘉永4年11月 竪美継紙・1通 い729・22・1－8
免定（神戸新田）　山貫一郎→右村庄屋・組頭・惣百姓 嘉永5年11月 竪美継紙・1通 い729－22－1－9
免定（神戸新田）　山貫一郎→右村庄屋・組頭・惣百姓 嘉永6年11月 竪美継紙・1通 い729－22・1－10
免定（神戸新田）　山貫一郎→右村庄屋・組頭・惣百姓 嘉永7年11月 竪美継紙・1通 い729－23
免定（神戸新田）　山貫一郎→右村庄屋・組頭・惣百姓 安政2年ll月 竪美継紙・1通 い729－21
尊崇（神戸新田）　山貫一郎→右村庄屋・組頭・惣百姓 安政3年11月 竪美継紙・1通 い729・16
免定（神戸新田）　山貫一郎→右村庄屋・組頭・惣百姓 安政5年11月 竪襟継紙・1通 い729－15
（神戸新田よりの上納金額書付） （安政5年）午12月 竪切紙・1通 い729－17
（元金・利金書上げ）　犬山屋文左衛門 （安政5年目） 竪切紙・1通 い729－18
（安政2～4年の高書付） （安政5年目） 竪切紙・1通 い729－19
安政六年未冬御免定 安政6年 包紙・1点 い729－14－0
想定（神戸新田）次重五郎→右村庄屋・組頭・惣百姓 安政6年11月 竪蔀継紙・1通 い729－14－1
愚筆御免札　十一月十九日下ル　名代忠蔵 （万延元年）申 包紙・1点 い729・9－0
脚半（神戸新田）　一群左衛門→明野庄屋・組頭・惣百 万延元年11月 竪美継紙・1通 い729－9・1
姓
文久二酉年御免定 文久元年11月 包紙・1点 い729－2－0
免定（神戸新田）　一庄左衛門→右村庄屋、組頭、惣百 文久元年11月 竪美継紙・1通 い729－2－1
姓
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免定（神戸新田）　一庄左衛門→右村庄屋・組頭・惣百 文久2年11月 横美継紙・1通 い729－13
姓
文久三亥年御免定　十一月廿六日下ル　名代辰右 包紙・1点 い729－1－0
衛門　名代辰右衛門
乱漫（神戸新田）　金五郎兵衛→右村庄屋、組頭、惣百 文久3年ll月 竪美継紙・1通 い729－1－1
姓
子ノ年御免定　十一月廿七日佐屋御陣屋ヨリ御下
@ケ　忠蔵持参之事
（元治元年子11月） 包紙・1点 い729－8・0
免定（神戸新田）　金五郎兵衛→右村庄屋、組頭、惣百 元治元年11月 竪美継紙・1通 い729・8・1
姓
三年御免札　十一月十一日庄屋唯助持参之事 慶応元年11月 包紙・1点 い729－6－0
免田（神戸新田）岡新吾→右記庄屋、組頭、惣百姓 慶応元年11月 竪美継紙・1通 い729－6－1
寅年御免相、神戸新田、十一月十八日佐屋御陣屋ヨ
@リ御下ケ組頭忠蔵持参いたし候
11月 包紙・1点 い729・10－3・0
免定（神戸新田）　岡新吾→二村庄屋・組頭・惣百姓 慶応2年11月 横美継紙・1通 い729・10－3－1
その弟
御年貢上納目録　大宝前新田 享和3年12月 竪半・（一ツ綴）・1冊 い410
（文化7年忌物成のうちお広井御蔵受取通い）　岡 （文化7年） 横折紙・1通 い739・14
勝右衛門手付田辺八十次・三浦吉助ほか1名
佐雛疑濁鞍鋸繍製罐隻らびに汐 文化12年6月2日 包紙・1点 い556・0
（神戸新田見取地平伊江禿地田4反3畝6歩年数引と文化12年6月 横切継紙・1通 い556・1
するにつき）　岡勝右→右新田庄屋
（神戸新田見取地4町1反6畝10歩年々検見之上御年
v上納之筈につき）
（文化12年）亥6月 横切継紙・1通 い556・2
乍恐御達奉申上候（宝暦7年入水による定引高書上 天保15年正月 竪紙・1通 い449・4。2
げ）　神戸新田庄屋綱蔵・同断忠兵衛→三村平六陣屋
乍恐奉願上候御事（大風水損のため増上納御勘弁 嘉永3年9月 竪半（一ツ綴）・1冊 い448－4
願）　飛島新田・服岡新田・重宝新田・八島前新田地主
惣代、材木町犬山屋文左衛門・熱田新田内田忠蔵・茶屋
町伊藤次郎左衛門ほか地主8名→吉田助次郎陣屋
乍恐奉申上候御事（神戸新田定免高減免願） 竪半（一ツ綴）・1冊 い448・16
（藩役人人名覚書） （10月26日） 竪切紙・1通 い449・17・1
（検見日記） （10月26日目晦日） 霜融（一ツ綴）・1冊 い449－17・2
諸役
請聚鍛魏雛醤鼎幽晦蟷’犠 （正徳5年）未12月 横切継紙・1通 い398・2・1
兵衛・平蔵→文左衛門
覚（大宝前新田入用等請取につき）　鳥ヶ地平蔵→ （正徳5年）未極月 横切紙・1通 い398・2－2
分左衛門
納米上乗 （正徳5年差未11月 横切継紙・1通 い398－2－3
覚（大宝前新田鳥運上受取につき）　津島鳥屋源七 （正徳5年）未6月19日横切紙・1通 い398－2－4
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郎→大宝前新田唯助
覚（柳枯草上納銀受取書）　中川又兵衛・柴田林太夫 享保10年12月 横切継紙・1通 い467－6・22
→海西郡蜆前新田庄屋中
旧約定定納金書入 文化3年正月6日 紙袋・1点 い540・0
（夫銀受取りにつき）　佐屋陣屋→右舷（大宝前新田） （文化3年）寅2月 小切紙・1通 い540－1
庄屋
（（堤銀9匁9分受取につき）佐屋陣屋→右村（大宝前（文化3年）寅12月 小切紙・1通 い540－2
新田）庄屋
覚（柳枯草代45匁3分受取につき）佐屋陣屋→右村（文化3年）12月5日 小切紙・1通 い540－3
（大宝前新田）庄屋
覚（柳枯草代46匁4分受取につき）佐屋陣屋→右村（文化3年）12月5日 小切紙・1通 い540・4
（大宝前新田）庄屋
（麦代金1両2分受取につき）金森市之進手漉不破五（文化3年）寅5月10日小切紙・1通 い540・5
助・三浦又五郎→右村（大宝前新田）庄屋中
覚（傳馬代金請取につき）　田辺伊兵衛・不破五型・三 （文化3年）寅6月5日 小切紙・1通 い540－6
浦久四郎→右村（大宝前新田）庄屋
覚（傳馬脚2両3分、銀4匁9分受取につき）　佐屋陣（文化3年）寅10月 小切紙・1通 い540－7
屋→二村（大宝前新田）庄屋
覚（傳墨銀金3両受取につき）佐屋陣屋→右村（大宝 （文化3年）寅6月 小切紙・1通 い540・8
前新田）庄屋
覚（御物成のうち餅米・端米など受取につき）　佐 （文化3年）12月4日 竪切紙・1通 い540－9
軍手限り吟味方田辺伊兵衛・不破五助・三浦久四郎→
右（大宝前新田）庄屋中
小書付入午とし分 封筒・1点 い739－15・0
御役所御三役上納受取書付入 文化7年1月 封筒・1点 い739・15－1－0
覚（大宝前新田柳枯草代銀受取につき）佐屋陣屋 （文化7年）午12月 小切紙・1通 い739・15－1－1
→右記庄屋
覚（大宝前新田堤銀受取につき）　佐屋陣屋→右村 （文化7年）午12月 小切紙・1通 い739－15－1－2
庄屋
覚（大宝前新田伝馬銀受取につき）　佐屋陣屋→右 （文化7年）午10月 小切紙・1通 い739－15－1・3
村庄屋
覚（大宝前新田御国役銀受取につき）　佐屋陣屋→ （文化7年）午8月 小切紙・1通 い739・15－1－4
右村庄屋
「金三両三分也…」（大宝前新田分金額書付） （午） 竪切紙・1通 い739・15・2
（大宝前新田年貢代銀受取につき）　岡勝右衛門手 午11月11日 竪継紙・1通 い739－15－3
附松山作左衛門、同三浦又四郎→予州庄屋中
（大宝前新田餅米・七合物代など受取につき）　岡 午12月12日 竪切紙・1通 い739－15－4
勝右衛門手附松山作左衛門、同三浦又四郎→右村庄屋
覚（大宝前新田去巳年調達返納米5斗代金受取につ 午12月18日 竪切紙・1通 い739－13
き）　岡徳右衛門手付三浦七左衛門→右村庄屋中
乍恐御達申上候御事（当新田漏潮痛領米の代金34
@両を犬井・善太庄村から受取につき）→浅井茂
戌3月 横切継紙・1通 い547－4－1
左衛門・村佐五右衛門・柴伝六・鳥居善右衛門
覚（御居撃高、金額書付）　庄や惣兵衛 竪継紙・1通 い547－4・2
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洩瀬痛（町名、織物種類など書付） 小切紙・1通 い547・4－3
騰騎講錨開講槻礫群隷2讐戌3月25日 横切継紙・1通 い547－4－4－1
下書）　文左衛門・次郎左衛門
（不調法の儀ご勘弁くだれたきにつき） 断簡・1点 い547・4－4－2
覚（柳枯草堤銀引当控書上）　新田庄屋→御地此様御 戌12月 横切紙・1通 い412－13
勘定場
（柳枯草場図面陣屋へ提出につき書状）新田忠右 8月8日 竪紙・1通 い449－5
衛門→御地主様御勘定場
調達金
鳥暮　調達金御利御書付弐通 （寛政3年）卯 封筒・1点 い526・1－0
（大宝前新田調達金利息につき） （寛政3年ヵ） 小切紙・1通 い526－1－1
（大宝前新田調達金のうち当卯返金分につき）　只 （寛政7年ヵ） 竪切紙・1通 い526－1－2
助・重右衛門
調達金御手形　未年御年貢差継　辰十二月十六日 包紙・1点 い495－10－0
上納　辰右衛門
調達金之事（御用調達金請取、年貢米を以って差越 弘化3年12月 竪切紙・1通 い495－10・1
しにつき）　佐屋陣屋→神戸新田庄屋
（神戸新田分元利金書上） 横切継紙・1通 い495・10－2
締騰繊麗脇　鐘難 丑10月17日 竪半（一ツ綴）・1冊 い446
様御陣屋）　三村平六様御陣屋→神戸新田ほか10ケ
村山庄屋衆中
その他
（新田の住居百姓人別帳を一両日中に差し出すべ （文化7年）1月20日 横切継紙・1通 い541－10・1
きにつき）　岡勝右→大宝前新田庄屋
新田百姓引越肇書付入、文化七年人家御改につき 文化7年 包紙・1点 い541－10・0
改之覚
（年号など書付） （文化7年） 横切継紙・1通 い541－10－2
此躍魏継継解騎熱懸竪攣合 文化14年9月16日 包紙・1点 い541－0
御勘定所へ御呼出被仰付御書付也、尤其段御支配 天保14年7月10日 包紙・1点 い551－0
へ御達奉申上候
（雌鶏麟鱗魏瞳賢螺羅歌施し （天保14年）7月 横切紙・1通 い551－1
覚（手形9通、書付類25通預かるにつき書付写）佐辰11月23日 竪切紙・1通 い541－14
屋陣屋→大宝前新田庄屋・組頭
（礒黙黙罷紙撚繍嘆擶纏魏 申4月 竪切継紙・1通 い547・10
衛門
（今般支配所割印、宗門改めにつき廻状）　岡田利 戌3月17日 横切紙・1通 い504・6
左→小宝・大宝・大宝前ほか10ヶ村
（代官様割り替えも済み、代官衆へも御見廻り申上 3月21日 横切継紙・1通 い504－5
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げるべきか窺いにつき書状）　小川唯助→奥田平
治
（当新田宗門改につき書状）小川氏→奥田 3月21日 小切紙・1通 い504－7
（大宝前新田から村入用帳未だ提出なき旨）　森村 4月7日 竪継紙・1通 い547－7
甚左衛門役所→犬山屋文左衛門
乍恐書付を以講論上候（小作掟帳十ヶ年分提出に 6月 竪縞（一ツ綴）・1冊 い448－20
つき、綴じられており内容不明）　犬山屋文左衛
門
地租
繋総総灘無血齢 封筒・1点 い604・0
明治九年分改正未納金年賦延納之儀につき願／戸 明治12年7月 「神戸氏蔵」用箋・1冊 い604－1
長早川忠兵衛・海東海西郡長横田太一郎奥印、愛
知県による聞届けの旨の朱書　新田地主神戸分
左衛門→愛知県令丁場保和
伺鎌難藻灘購議緊 明治12年5月 罫紙・1冊 い604－2
愛知県重安場保和
神戸新田　延納一時上納願書 明治19年2月8日 封筒・1点 い602－0
延搬謹七難1肇9争囎i灘錨謹筒明治19年2月3日 「神戸貸蔵」用箋・1冊 い602－1
新田2番居住神戸分左衛門→愛知県令勝間田稔
明建＋領袖醍奢県六等属横田太榔殿ヨリ 明治10年7月25日 包紙・1点 い598・0
（神戸新田の田・畑・宅地反別、地価金額、地租金額書き上げ）
竪美紙・1通 い598・1
県・郡との関係
開墾
神戸新田字むノ割四百六十六番地反別壱反六府三
@歩開墾願書ならびに指令
明治12年1月 封筒・1点 い605－0
池反別開拓願／郡長奥書、愛知県の許可文言朱書 明治12年1月 罫紙・1冊 い605－1
地主神戸分左衛門・用係早川忠兵衛→愛知県令安場保
和
神戸新田字ト台割百八十二番地開墾願書 封筒・1点 い614－0
開墾鍬下年期願　海西郡神戸新田2番地神戸分左衛門 明治19年5月25日 「神戸氏蔵」用箋・1冊 い614－1－1
→愛知県令勝間田稔
野取実測絵図面帳　海西郡神戸新田地主神戸分左衛 明治19年5月25日 竪半（一ツ綴）・1冊 い614－1－2
門→愛知県令勝間田稔
（新田開墾鍬下年季願い指令を下付するので出頭　を申し渡されたき旨）　収税係→海西郡桿新田外 明治19年6月24日 横切継紙・1通 い61牛2
五ヶ村戸長役場
開墾鍬下年期願　海西郡神戸新田神戸分左衛門→愛 明治18年11月3日 罫紙・1冊 い614－3－1
知県令勝問田稔
野取実測絵図帳　海西郡神戸新田神戸分左衛門→愛 明治18年11月3日 竪半（一ツ綴）・1冊 い614－3－2
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知県令勝間田稔
開墾願御指令御取消願（開墾成功の目的なきによ 明治19年3月15日 「神戸氏蔵」用箋・1冊 い614－4
り開墾とりやめるにつき御指令取り消し願）
海西郡神戸新田2番地神戸分左衛門→愛知県令勝間田
稔
神戸新田ちノ割百八拾三番・百八拾八番、りノ割百 封筒・1点 い622・0
鍾欝騰琴別開墾囎（廿七年五月廿三日）
明治廿七年内書反別開墾届（神戸新田ち・りの割） 明治27年5月23日 「神戸氏蔵」用箋・1通 い622・1・1－1
地主神戸分左衛門代小川三蔵→愛知県知事時任為基
愛知県指令第1795号（開墾素地地価書面の通り定明治27年11月2日 「愛知県」用箋・1通 い622－1－1－2
めるにつき）　愛知県知事時任為任→海西郡宝地村
大字神戸新田神戸分左衛門
明治廿七年内書反別開墾願（神戸新田り・ぬの割） 明治27年7月20日 「神戸氏蔵」用箋・1通 い622－1・2－1
地主神戸分左衛門翠竹内辰右衛門→愛知県知事時任
為基
愛知県指令第1795号（開墾素地地価書面の通り定明治27年11月2日 「愛知県」用箋・1通 い622－1－2－2
めるにつき）　愛知県知事時任為基→海西郡宝地村
大字神戸新田神戸分左衛門
道路修繕
前懸隔離㍊牒醜麗輕難山 封筒・1点 い591－1
四日付伺書
民有地開墾鍬下年季願　尾張国海西郡神戸新田神戸 明治16年2月21日 「神戸二二」用箋・1通 い591。2－1
分左衛門
開墾費用劇暑方法取調書　尾張国払西郡神戸新田神 明治16年2月21日 「神戸氏蔵」用箋・1通 い591－2－2
中分左衛門
神戸新田戸長役場　愛知県海東梅西郡役所→神戸新 封筒・1点 い591－3
田戸長役場
願（道路改修によって潰地となった場所の回復、も 明治15年9月12日 「神戸氏蔵」用箋・1冊 い591－4－1
しくは旧道敷地下付願）　海西郡神戸新田二番地
神戸分左衛門→愛知県令国貞廉平
伺（子宝新田吉田新七郎主宰にして突然人夫をい 明治13年7月24日 「神戸氏蔵」用箋・1冊 い591－4－2
れ、私田地を潰し道路敷地としたことにつき）
尾張町海西郡神戸新田神戸分左衛門→愛知県令国貞
廉吉
（輔教団などの耕地・境界・新旧街道の位置関係 竪紙・1通 い591－4－3
御下渡旧道路敷地価上申　海西郡神戸新田神戸分左 明治16年2月12日 「神戸氏蔵」用箋・1冊 い591－5
衛門→愛知県令国貞廉平
前ヶ四街道道路修繕二付潰地除税願　海西郡神戸 明治16年2月28日 「神戸氏蔵」用箋・1冊 い591－6・1
新田右新田地主神戸分左衛門→愛知県令国貞廉平
（道路幅広全図）　海西郡神戸新田地主惣代竹田辰右 竪紙・1通 い591－6－2
衛門他2名
三眠鯉里聾驚腰曳鷲募欝欝矯 明治13年7月24日 「神戸氏蔵」用箋・1冊 い591－7
な意図によるものかの照会）　尾張国国西郡神戸
新田神戸分左衛門→愛知県令国貞廉平
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土地台帳訂正
神戸新田字引新田四百六十四番堤敷正誤願 封筒・1点 い616－0
堤塘敷地誤謬訂正願　海西郡宝地村大字神戸28番戸明治23年1月17日 罫紙・1冊 い616－1－1
神戸分左衛門→愛知県知事白根専一代理愛知県書記
官柳本直太郎
野所絵図　海西郡宝地村大字神戸持主神戸分左衛門 竪紙・1通 い616－1・2
（字内新田イ464番第一はじめ地種組換地価査定ノ
叙ﾆ許につき）愛知県知事岩村高田→海西郡宝地
明治24年1月29日 「愛知県税務部」用箋・1
ﾊ
い616・2
村大字神戸新田地主神戸分左衛門
（民有堤塘のうち地目誤謬訂正願いの件免許につ
@き）　愛知県知事岩村高俊→海西郡宝地村大字神戸
明治23年12月15日「愛知県」用箋・1通 い616－3
28番戸神戸分左衛門
民有堤塘の内地目誤謬訂正願写　海西郡宝地村大 明治23年7月25日 「神戸氏蔵」用箋・1冊 い616－4－1
字神戸28番戸神戸分左衛門→愛知県知事岩村高俊
野所絵図　海西郡宝地村大字神戸地主神戸分左衛門 竪紙・1通 い616－4・2
地目誤謬免許につき地種組替地価上申　海西郡宝　地村大字神戸新田　尾張国海西郡宝地村大字神戸 明治23年12月24日罫紙・1通 い616－5
新田28番戸地主神戸分左衛門不在二付代理早川忠兵
衛→愛知県知事岩村高俊
（地目誤謬訂正願いに際し当該箇所を高歯と草生
@とに分けたことへの照会に対する回答）　海西
明治23年8月21日 「神戸港蔵」用箋・1通 い616－6－1
郡宝地村長佐野俵八→海東西郡役所農商係御中
明治六年酉八月神戸新田検地帳之写 「神戸氏蔵」用箋・1通 い616－6－2
追申書（神戸新田地内を曲面と草生とに分離した
@ことへの照会に対する回答追申）　愛知県海西郡
明治23年8月30日 「愛知県海西郡宝地村
?齬p紙」用箋・1冊
い616・6－3
宝地村長佐野俵八→海東西郡役所農商係御中
諸帳簿引渡目録　旧副戸長早川忠右衛門→第6区戸長 明治9年9月3日 「愛知県海西郡宝地村 い616－6・4
下村八郎 役場用箋」・1通
神戸新田略図 竪紙・1通 い616－6・5
諸帳簿引渡目録　旧副戸長早川忠右衛門→第6区区長 明治9年9月3日 罫紙・1冊 い616－7・1
下村八郎
（神戸新田の図面） 竪美紙・1通 い616－7－2
二士輝輝顯膿諦観盤欝亘雑 明治24年10月26日封筒L1点 い582・0
分左衛門
愛知県指令第1032号（字をノ割251番初め誤謬訂正
@ノ件許可につき）　愛知県知事岩村一門
明治25年1月13日 竪紙・1通 い582－1
明治廿四年　誤謬御訂正願　海西郡宝地村大字神　戸新田　神戸分左衛門→愛知県知事岩村高俊 明治24年 罫紙・1冊 い582・2
神壽整巖霧鯨夏襯首彗戯曲地図 明治28年10月4日 封筒・1点 い589－0
神難麗趣田地地虚血に際してかかる登 明治32年5月 封筒・1点 い589・1・0
（神戸新田の田地の地目変換に際し土地台帳登録税に関わる附属書を作成し所轄の税務署へ差し
@出すべき旨）名古屋税務管理局長菊池良
明治32年1月31日 「名古屋税務管理局」用
ｳ・1通
い589－1－1
（神戸新田の田地2筆の土地整理図訂正の件聞き届明治28年9月30日 「愛知県」用箋・1通 い589－2・1
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けにつき）　愛知県知事時任為基代理愛知県書記官
岩男三郎→海西郡宝地村大字神戸新田神戸分左衛門
地図訂正願　宝地村大字神戸新田地主神戸分左衛門代 明治28年9月30日 罫紙・1通 い589－2・2
人井内庄右衛門→愛知県知事時任為基
（字り面割の図面） （明治年間） 竪継紙・1通 い589－2’3
（北新田東ノ切の図面） （明治年間） 竪紙・1通 い589－2－4
地目更正
廿五年三月十六日付上申神戸新田四ノ割六拾一番 封筒・1点 い603－0
始三筆地種組換地地価上申願書写ならびに指令
（樹勢の地目更正を免許するにつき）　愛知県知事 明治26年10月24日「愛知町」用箋・1通 い603－1
時任為基→海西郡宝地村大字神戸新田神戸丁丁衛門
地目御更正願（ろの割18番地ほか6筆）　海西郡宝地明治25年3月22日 罫紙・1通 い603－2
村大字神戸新田神戸分左衛門→愛知県知事千田貞暁
（嘩っ劉25華華鰯潔鯉轟森繍難明治26年10月24日「愛知県」用箋・1通 い603－3－1
神戸新田神戸分左衛門
地目御更正願（字をの割250番他10筆）海西郡宝地明治25年3月12日 罫紙・1冊 い603－3－2
村大字神戸新田神戸分左衛門→愛知県知事千田貞暁
（字れの割389番地の第一地種組換地の地価書面の明治26年8月15日 罫紙・1通 い603－4－1
通り定めるにつき）　愛知県知事時任為基→海西
郡宝地村大字神戸新田人民総代神戸分左衛門
地価上申書（雑種地1畝19歩）　海西郡宝地村大字神明治26年5月18日 罫紙1通 い603－4－2
戸新田神戸分左衛門代印小川綱蔵→愛知県知事時任
為基
（苦れの割382番地の第一地種組換地地価書面のと明治26年8月15日 「愛知県」用箋・1通 い603－5
おり定めるにつき）　愛知県知事時任為基→海西
郡宝地村大字神戸新田人民総代神戸分左衛門
（字にノ割61番など3筆の地種組換地の地価を書面明治26年8月7日 「愛知県」用箋・1通 い603・6
のとおり定めるにつき）　愛知県知事時任為基
地目変換願（神戸新田字にノ割61番など3筆）　海明治25年3月16日 罫紙・1通 い603－7
西郡宝地村大字神戸新田神戸分左衛門→愛知県知事
千田貞暁
不明
覚（餅米端弓手合物三口引当金書上）　新田庄屋→ （近世）平年3月5日 横切継紙・1通 い412－12
御地主様御勘定場
（へ・と・ちの割面積覚書） （近世） 小切紙・1通 い412－14
（面積覚書） （近世） 横切紙・1通 い412－15
引場田覚 （近世） 横切紙・1通 い412－16
（大宝前新田ちの割略絵図） （近世） 25×34・1鋪 い412－17
（金銀覚書） （近世） 小切紙・1通 い415－12
（小作人ごとに子から辰年の少量の米高を書上げ （近世後期） 横長半（一ツ綴）・1冊 い463－9
た帳面）
（割ごとの　石高書付、酉二分） （近世）酉 横切紙・1通 い541－8・1
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大宝前（神戸）新田／不明
（地字・石高書付、申年分） （近世）申 横切紙・1通 い541－8・2
（申年の石高書付断簡） （近世）申 断簡・1点 い541・8－3
（寅・卯年の割ごとの高およびその平均の書付） （近世） 横継紙・1通 い541－16
忠兵衛より金百四拾弐円受取（紙背は明治17年分　新田収支書上） 明治28年6月28日 包紙・1点 い547－8
記（割ごとの石高書付） 横長半（一ツ綴）・1冊 い463－7
記（小作人ごとの米高書上） 横長半（一ツ綴）・1冊 い461・3
御極〆高覚（高、人名書上） 横切継紙・1通 い608－8・6
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四郎兵衛新田／全体／取得
表題・作成等 年代 形態・数量　　　整理番号
四郎兵衛新田
　この新田は1704（元禄17）年の開墾でその南側に大宝前（神戸）新田が存在する。現在は愛知県弥
富市に属する。平凡社地名辞典に引用されている「尾張徊行記」によれば、同新田の地積は田畑15町
1反4睡余あり、四郎兵衛という者が開発したが子孫は断絶している、東蜆・西蜆新田の宝川古堤外
に開発された新田で、集落は古堤上にある、住人は小百姓ばかりで、大宝前新田が開発されたとき代
地と引き替えに「内海用」になり年々不納であったが願いによって「引地」に立てられたという。
　（その2）に編成した「四郎兵衛新田一件書抜帳」（あ3340－3）によれば、神戸家と四郎兵衛新田の
関わりは1707（宝永4）年の大宝前新田開発に遡る。すなわち、大宝前新田開発時に、「悪水落江道」
を四郎兵衛新田内に掘り割り、その替え地として大宝前新田の内から13町分を四郎兵衛新田に引き渡
した。その後、1723（享保8）年の洪水破堤に伴い、大宝前新田を50町歩に縮小したため、替え地も
半分の6町5反歩にした。その時点の替え地「拍主」は、竹田村庄右衛門・鮫ヶ地村紋左衛門・東蜆
村治郎兵衛・四郎兵衛新田百姓藤左衛門・名古屋元材木町犬山屋分左衛門（2町4畝歩）であった。
その後、1758（宝暦8）年12月に金融の結果として竹田村広田庄右衛門から同新田御見取所を合計
155両で取得し、絵図・御免定・小作掟帳などを引き継いだ（い285－101、104）。
　今回目録収録分で特徴的なのは、享保期（1720年代）から文政期（1820年代）の年貢免状類81通で
ある。
全体
取得
覚（大宝前新田堤出来の上四郎兵衛新田へ代地渡
　しにつき）　犬山屋分左衛門
4月 竪紙・1通 い469
地主引継文書
御替地拾三町之内拍田地之覚 正徳2年5月 竪紙・1通 い506
当辰年壱ヶ年切に御母申田地之事　四郎兵衛新田 正徳2年5月 竪紙・1通 い515
請主徳兵衛・同村請人市右衛門→兼山村庄右衛門・犬
山門助
掟米徴収
掟米運搬
覚（御蔵米積送につき）　四郎兵衛新田藤吉→川合嘉 （寅）極月23日 竪切紙・1通 い445－3－3
兵衛
覚（四郎兵衛新田米積送につき）　右新田庄屋徳兵 辰12月15日 竪切紙・1通 い445。1・48
衛→納屋問屋甚助
経営費用
覚（四郎兵衛新田惣堤普請人足人数・賃金勘定） 12月8日 竪継紙・1通 い493－1
覚（人足人数・賃金勘定） 子12月 竪継紙・1通 い493－2
覚（人足人数・賃金勘定） 子12月 竪継紙・1通 い493・3
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年貢・村入用負担
堅塁ほか
覚（海西郡四郎兵衛新田水損により無取とするに 享保16年11月 壮美継紙・1通 い730・3－54
つき）　河村嘉左衛門→右村庄屋中
定（海西郡四郎兵衛新田定納米相極めるにつき） 享保20年11月 竪美継紙・1通 い730－3－52
尾平門左衛門→右村庄屋中
定（海西郡四郎兵衛新田定納米相極めるにつき） 元文元年11月 竪美継紙・1通 い730－3・51
近松孫兵衛→右村庄屋・組頭・小百姓中
覚（海西郡四郎兵衛新田見取御年貢米相極めるに 元文2年11月 竪美継紙・1通 い730・3・50
つき）　近松孫兵衛→右目庄屋
覚（海西郡四郎兵衛新田見取御年貢米相極めるに 元文3年11月 竪美継紙・1通 い730－3－49
つき）　近松孫兵衛→右村庄屋・組頭・小百姓中
覚（海西郡四郎兵衛新田見取御年貢米相極めるに 元文4年11月 竪瓦継紙・1通 い730－3－48
つき）　近松孫兵衛→特牛庄屋・組頭・小百姓
定（海西郡四郎兵衛新田見取御年貢米相極めるに 元文5年11月 竪美継紙・1通 い730・3・47
つき）　近松孫兵衛→右下庄屋・組頭・小百姓
定（当酉年水損につき）近松孫兵衛→右村庄屋 寛保元年11月 竪美継紙・1通 い730・3－46
覚（海西郡四郎兵衛新田水損により内取申し付け 寛保2年11月 竪美継紙・1通 い730－3－45
るにつき）　天野次郎右→右府庄屋・組頭・百姓中
「寛保三亥年御免定不見候」 竪切紙・1通 い730・3・44
覚（海西郡四郎兵衛新田水損により無取出し付け 延享元年11月 竪美継紙・1通 い730・3・43
るにつき）　天野次郎右衛門→二村庄屋・組頭・百姓
中
覚（海西郡四郎兵衛新田水損により油取申し付け 延享2年11月 竪美継紙・1通 い730－3－42
るにつき）　天野次郎右衛門→右村庄屋・組頭・百姓
覚（海西郡四郎兵衛新田見取御年貢米相究めるに 延享3年11月 竪美継紙・1通 い730－3－41
つき）　浅野久治→右村庄屋・百姓中
覚（海西郡四郎兵衛新田見取御年貢米相究めるに 延享4年11月 竪美継紙・1通 い730・3。40
つき）　浅野久治→右村庄屋・組頭・百姓中
覚（海西郡四郎兵衛新田見取御年貢米相究めるに 寛延2年11月 竪美継紙・1通 い730－3－38
つき）　森村甚左→早早庄屋・組頭・惣百姓
覚（海西郡四郎兵衛新田見取御年貢米相究めるに 寛延3年11月 竪美継紙・1通 い730－3－37
つき）　土岐市右→早旦庄屋・組頭・惣百姓
覚（海西郡四郎兵衛新田水損により無年貢申し付 宝暦元年11月 竪美継紙・1通 い730・3－36
けるにつき）　土市右衛門→右村庄屋・組頭・惣百姓
覚（海西郡四郎兵衛新田見取米相究めるにつき） 宝暦2年11月 竪美継紙・1通 い730・3・35
土市右衛門→右村庄屋・組頭・惣百姓
覚（海西郡四郎兵衛新田水損により無納につき） 宝暦3年11月 竪美継紙・1通 い730－3－34
土市右衛門→右村庄屋・組頭・惣百姓
覚（海西郡四郎兵衛新田見取米相究めるにつき） 宝暦4年11月 二二継紙・1通 い730・3－33
磯藤七郎→右新田・庄屋・小百姓
覚（海西郡四郎兵衛新田見取年貢定納米かくのご
@とくにつき）　磯藤七郎→右庄屋・組頭
宝暦5年11月 竪美継紙・1通 い730－3－32
覚（海西郡四郎兵衛新田見取所水損により無取申
@し付けるにつき）　　　　　　　　　　指南七郎→右庄屋・組頭・小百姓
宝暦7年11月 竪美継紙・1通 い730－3－30
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覚串輝輝頚勇鴨難蕊藤野朱 宝暦8年11月 竪美継紙・1通 い730－3－29
百姓
宝暦九卯ヨリ巳迄御免定不見解 竪切紙・1通 い730・3－28
覚（海西郡四郎兵衛新田見取御年貢米かくのごと 宝暦12年11月 竪美継紙・1通 い730－3・27
く相極めるにつき）　尾友次郎→同村庄屋・組頭・
惣百姓
覚（海西郡四郎兵衛新田見取御年貢米かくのごと
@く相極めるにつき）　尾友次郎→右村庄屋・組頭・
明和2年11月 竪美継紙・1通 い730－3・25
惣百姓
三品（海西郡四郎兵衛新田見取米相極めるにつき） 明和3年11月 竪美継紙・1通 い730－3・24
金市之進→右翼庄屋・組頭・惣百姓
覚（海西郡四郎兵衛新田水損により無免に申し付 明和4年11月 竪美継紙・1通 い730・3・23
けるにつき）　矢藤助→右村庄屋・組頭・惣百姓
覚（海西郡四郎兵衛新田水損により無免に申し付 明和5年ll月 竪美継紙・1通 い730－3－22
けるにつき）　矢藤助→右村庄屋・組頭・惣百姓
覚（海西郡四郎兵衛新田見取米相極めるにつき） 明和6年11月 竪美継紙・1通 い730－3－21
大橋新之右→帰村庄屋・組頭・惣百姓
覚（海西郡四郎兵衛新田見取米相極めるにつき） 明和7年11月 竪美継紙・1通 い730－3－20
大橋新之右→右村庄屋・組頭・惣百姓
覚（四郎兵衛新田見取米斯くのごとくにつき）大 明和8年11月 竪美継紙・1通 い730・3－19
新之右衛門→右村庄屋・組頭・惣百姓
「安永油壷年御免定不見隠」 竪切紙・1通 い730－3・18
覚（海西郡四郎兵衛新田水損により無取申し付け 安永2年11月 竪美継紙・1通 い730・3・17
るにつき）　田仙右衛門→右村庄屋・組頭・惣百姓
覚（海西郡四郎兵衛新田見取米かくのごとくにつ 安永3年11月 竪美継紙・1通 い730－3－16
き）　田仙右衛門→右村庄屋・組頭・惣百姓
覚（海西郡四郎兵衛新田水損により無取に申し付 安永4年11月 竪美継紙・1通 い730－3－15
けるにつき）　田仙右衛門→右村庄屋・組頭・惣百姓
覚（海西郡四郎兵衛新田見取米相極めるにつき） 安永5年11月 竪美継紙・1通 い730・3－14
酒仙右衛門→右村庄屋・組頭・惣百姓
覚（海西郡四郎兵衛新田見取米相極めるにつき） 安永6年11月 竪美継紙・1通 い730－3－13
田仙右衛門→隣村庄屋・組頭・惣百姓
覚（海西郡四郎兵衛新田見取米相極めるにつき） 安永7年11月 竪美継紙・1通 い730－3－12
田仙右衛門→帯芯庄屋・組頭・惣百姓
亥年出札（海西郡四郎兵衛新田）田仙右衛門→右村 安永8年11月 横美継紙・1通 い730－1－1
庄屋・組頭・惣百姓
覚（海西郡四郎兵衛新田見取米相極めるにつき） 安永8年11月 竪美継紙・1通 い730－3・11
田仙右衛門→右村庄屋・組頭・惣百姓
覚（海西郡四郎兵衛新田見取米相極めるにつき） 安永9年11月 竪美継紙・1通 い730－3－10
田仙右衛門→国司庄屋・組頭・惣百姓
覚（海西郡四郎兵衛新田見取所定納米につき）久 天明元年11月 竪美継紙・1通 い730－3－9
岡右衛門→右村庄屋・組頭・惣百姓
雪年免札（海西郡四郎兵衛新田）　横比右衛門→右 天明2年11月 溢美継紙・1通 い730・1－2
村庄屋・組頭・惣百姓
覚（海西郡四郎兵衛新田見取米相極めるにつき） 天明2年11月 竪美継紙・1通 い730－3・8
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横比右衛門→右村庄屋・組頭・惣百姓
弱年免札（海西郡四郎兵衛新田）　蔦丹左衛門→右 天明3年ll月 横島継紙・1通 い730－1－3
村庄屋・組頭・惣百姓
覚（海西郡四郎兵衛新田見取米相極めるにつき） 天明3年11月 竪美継紙・1通 い730－3－7
蔦丹左衛門→町村庄屋・組頭・惣百姓
覚（海西郡四郎兵衛新田見取年貢極めるにつき） 天明4年11月 乱心継紙・1通 い730。3・6
蔦丹左衛門→押鯛庄屋・組頭・惣百姓
覚謹製巴篇離鴨脚凋めるにつき） 天明5年ll月 乱心継紙・1通 い730・3・5
免札（海西郡四郎兵衛新田）　中彦三郎→右村庄屋・ 天明6年11月 横美継紙・1通 い730－1－4
組頭・惣百姓
孫王（海西郡四郎兵衛新田見取米相極めるにつき） 天明6年11月 竪美継紙・1通 い730－3－4
中彦三郎→右目庄屋・組頭・惣百姓
覚（海西郡四郎兵衛新田見取米相極めるにつき） 天明7年11月 竪美継紙・1通 い730・3・3
中彦三郎→右村庄屋・組頭・惣百姓
（四郎兵衛新田御免定目録）加藤治蔵 天明8年11月 竪切紙・1通 い730・3・1
覚（海西郡四郎兵衛新田見取米相極めるにつき） 天明8年11月 竪美継紙・1通 い730－3－2
中彦三郎→右新田庄屋・組頭・惣百姓
覚（海西郡四郎兵衛新田見取）　中彦三郎→右新田庄 寛政元年11月 横美継紙・1通 い730－1－5
屋・組頭・惣百姓
覚（海西郡四郎兵衛新田見取）　本勘蔵→右新田庄 寛政2年11月 横美継紙・1通 い730・1－6
屋・組頭・惣百姓
覚（海西郡四郎兵衛新田見取）　本勘蔵→右新田庄 寛政3年11月 横美継紙・1通 い730－1－7
屋・組頭・惣百姓
覚（海西郡四郎兵衛新田）　本勘蔵→右村庄屋・組頭・ 寛政5年11月 横美継紙・1通 い730－1－8
惣百姓
免札（海西郡四郎兵衛新田）　本勘蔵→右村庄屋・組 寛政6年11月 横美継紙・1通 い730－1－9
頭・惣百姓
冷血（海西郡四郎兵衛新田）　加久右衛門→右村庄 寛政7年12月 横美継紙・1通 い730－1－10
屋・組頭・惣百姓
免札（海西郡四郎兵衛新田）　加久右衛門→右村庄 寛政8年ll月 止立継紙・1通 い730・1－11
屋・組頭・惣百姓
巳年藩札（海西郡四郎兵衛新田）　木象三郎→右村 寛政9年11月 横美継紙・1通 い730－1。12
庄屋・組頭・惣百姓
午年免札（海西郡四郎兵衛新田）　木象三郎→出村 寛政10年11月 横美継紙・1通 い730－1－13
庄屋・組頭・惣百姓
未見鑑札（海西郡四郎兵衛新田）　木弥次左衛門→ 寛政11年11月 絶美継紙・1通 い730－1－14
右村庄屋・組頭・惣百姓
申年免札（海西郡四郎兵衛新田）　木村弥次左衛門 寛政12年12月 絶美継紙・1通 い730・1－15
→右村庄屋・組頭・惣百姓
酉年免定（海西郡四郎兵衛新田）　織孫七→右三富 享和元年11月 横美継紙・1通 い730・1・16
屋・組頭・惣百姓
戌年竪縞（海西郡四郎兵衛新田）　織孫七→右村庄 享和2年ll月 横美継紙・1通 い730・1－17
屋・組頭・惣百姓
亥年暦定（海西郡四郎兵衛新田）　太文左衛門→右 享和3年ll月 横美継紙・1通 い730・1・18
村庄屋・組頭・惣百姓
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丑年定免（海西郡四郎兵衛新田）　金市之進→右村 文化2年11月 横美継紙・1通 い730・1・19
庄屋・組頭・惣百姓
寅島山札（海西郡四郎兵衛新田）　金市之進→右回 文化3年11月 横美継紙・1通 い730－1・20
庄屋・組頭・惣百姓
二輪麟鯉郎兵衛細）金市之進判→右村庄 文化4年11月 横美継紙・1通 い730－1・21
辰年策定（海西郡四郎兵衛新田）　岡勝右御判→右 文化5年11月 横美継紙・1通 い730－1－22
村庄屋・組頭・惣百姓
巳年免札（海西郡四郎兵衛新田）　岡勝右御印→右 文化6年11月 横美継紙・1通 い730－1－23
村庄屋・組頭・惣百姓
午年定免（海西郡四郎兵衛新田）　岡勝右→右村庄 文化7年12月 横美継紙・1通 い730・1－24
屋・組頭・惣百姓
免定（海西郡四郎兵衛新田）　岡勝右→右村庄屋・組 文化8年11月 横美継紙・1通 い730－1・25
頭・惣百姓
免定（海西郡大宝前新田）　岡勝右→右村庄屋・組頭・ 文化8年11月 横美継紙・1通 い730－1。26
惣百姓
覚（四郎兵衛新田の口米・御蔵納米・堤銀など書上 （文化8年）未12月 二三継紙・1通 い730－1－27
げ）
古年認定（海西郡四郎兵衛新田）馬九八郎→出村 文政8年11月 横美継紙・1通 い730－2－1
庄屋・組頭・惣百姓
覚（海西郡四郎兵衛新田、同所見取の免・定納高書 子9月 横美継紙・1通 い730－2－2
上げ）
その他
覚（御役銀・諸入用等書上）　四郎兵衛新田徳兵衛→ 辰12月18日 横切継紙・1通 い415－4
大宝下新田定助
磯魏蒲麟白総雛聾賛鵯鰻碁 寛延3年ll月 竪紙・1通 い541・13
土岐市右衛門、地方目付田中九郎右衛門、林又左・水伴
脂気山田杢右衛門
覚（御役金書上）　四郎兵衛新田徳兵衛→大宝前新田 卯12月 横切紙・1通 い415－7－1
定助
覚（半左衛門・源六・竹田伝吉・子宝善右衛門の替地
@当引反別米高書上）
（卯12月） 横切紙・1通 い415・7・2
覚（替地の御役銀・諸入用等持高書上） 卯12月 横切紙・1通 い415・7－3
公儀との関係
争論・願書
一札（四郎兵衛新田見取所の屋敷地の年貢負担を
｣趨鍮騨鵜齢鍵弾唄麟
安永5年ll月 竪美継紙・1通 い541－17
兵衛→同郡平嶋新田庄屋御取扱人　服部市兵衛他3名
奉願御訴訟之事（四郎兵衛新田前の堤捨り石私と
@もへ下し置かれたきにつき願書）井筒屋平兵
子2月 竪美紙・1通 い734
衛、犬山屋分左衛門→御普請御役所
一137一
四郎兵衛新田／神戸外新田／検地
神戸外新田
検地
四郎兵衛新田内所　神戸外新田御高成御書付　三 包紙・1点 い500・0
通入
（四郎兵衛新田御高成申付ならびに神戸外新田と 文化14年4月 横切継紙・1通 い500－1
相唱候につき申渡）　岡勝右→右村庄屋
（神戸外新田御高成引高につき申渡）　岡勝右→右 文化14年4月 横切継紙・1通 い500－2
村庄屋
（四郎兵衛新田見取所定納米につき申付）　岡勝右 文化14年4月 横切継紙・1通 い500－3
→右村庄屋
（神戸外新田検地帳面差出候様被毛付につき書状） 4月11日 横切継紙・1通 い500－4
唯助→永田幸蔵
その磯
上　外新二二書下タ　名古屋犬山屋文左衛門 （安政3年ヵ） 包紙・1点 い526・2－O
覚（神戸外新田古証文を吟味次第差上げるにつき） 辰2月 小切紙・1通 い526・2－1
神戸文左衛門→神戸昌吾
乍壷振幽幽繍鵯酵郵譲難屡 安政3年12月 竪紙・1通 い526・2・2
左衛門→山田貫一郎様御陣屋
覚（久々利作衛門拝借金請取につき）　神戸弥左衛 （近世）4月9日 横切継紙・1通 い526・2－3
門→川村九兵衛
約幽寂鱗1曝露露訳麟羅瀦 竪紙・1通 い492－2
藤おまき・加藤釣之助
近代
地券後証一札　神戸分左衛門 包紙・1点 い612・2・0
後証（神戸が買入れた其元控地の券状預るにつき） 明治6年12月23日 「無印紙証明用紙」用 い612－2－1
神戸分左衛門→児玉金七 箋・1通
四面麟晶羅期繕響難鰍灘雅 明治24年10月14日封筒・1点 い612－0
券　外二明治六年十二月廿三日当方ヨリ金七へ
差シ置候後証壱通　神戸
証（郡村宅地6歩を代金2円40銭にて売り渡すにつ明治24年10月14日罫紙・1通 い612－1
き）　海西郡宝地村大字神戸新田18番戸西郡村宅地
売渡し本人児玉金七他保証人1名→海西郡宝地村大字
神戸新田28番戸神戸分左衛門
小雛難論界鰻魏異灘題霧繕墨妻 明治43年9月10日 封筒・1点 い593－2・2
らびに約定書類
証鯉豊里鼓舞響懸顯；劇症 明治43年9月10日 罫紙（一ツ綴）・1点 い593・2－3
海面郡十四村大字神戸新田八拾八番地小川只助、同郡
同村大字同番地保証人小川綱蔵→海西郡十四山村大
字神戸新田五百弐番地神戸分左衛門
証（預かり金56円の利息として毎年海西郡十四山
@村大字四郎兵衛新田字替地弐百七拾七番田5畝
明治43年9月10日 罫紙（「中井製」）・1通 い593－2－4
一138一
四郎兵衛新田／近代
18歩より生じる収穫米を皆貴殿へ渡すにつき〉
海西郡十四山村大字神戸新田八拾八番地小川只助、保
証人小川綱蔵→神戸分左衛門
一139一

飛島新田古台分／経営費用／その他
表題・作成等 年代 形態・数量 整理番号
飛島新田古台分
　既述したように、大宝前新田は1723（享保8）年に大幅縮小した。縮小した堤防の外側で、開発当
初の堤防の内側を「大宝前新田古台」と呼んでいたようである。この「古台」は1801（享和元）年に
再開発されることとなった。1802（享和2）年3月26日に大宝前新田庄屋只助体周蔵が古台会所守・
組頭に、同組頭平吉と十右衛門が古台組頭兼役に、金七・忠右衛門が古台水廻り兼役にそれぞれ任命
されている（あ3417）。さらには1803（享和3）年12月には飛島新田古台分庄屋唯助が確認される
（あ3417末尾）ので、それ以前に大宝前新田と飛島新田古台分の双方の庄屋を小川唯助が兼ねること
になったと思われる。
　藩との関係では、1805（文化2）年11月25日より飛島新田に検地役人が出張し、12月8日半阿分へ
移り、15日に終了した（あ3417末尾）。検地された地積は92町2反9畝24歩であり、これを受けて新
田の管理権が藩から地主に委譲されることになるのだが、92町余のうち80町分については1798（寛政
10）年から1802（享和2）年にかけての調達金・上納金など合計5600両を引当とし、残り12町2反9
畝24歩の分については1229両3歩銀3匁を支払うことによってそれは実現された。そして、それまで
の調達金証文と金子受取書は勘定所に返却されたという（以上い351）。以上の手続きを経て、1806
（文化3）年9月に「地渡」が行われることになった。
　以上が現段階で把握している大宝前新田古台の再開発経過であるが、子細な検討を経たものではな
いので誤りを多く含むものと思われる。そもそも、大宝前新田古台の正確な範囲が未確認であり、ど
うやら飛島新田の一部分と服岡新田の一部分なのではないかと現段階では思われるがそれも確認でき
ていない。角川地名辞典によれば、飛島新田は、大宝前新田荒廃地を「寛政11年藩の許可を得て鳥ヶ
地新田庄屋の佐野周平と鎌島新田庄屋の木村徳右衛門が発起人となり、6人の援助者を得て再開発に
着手。（中略）享和元年完成し（中略）文化3年服岡新田が当地から独立。」とあり、上記の再開発経
緯と異なる内容となっている。これは古台分ではない部分の飛島新田開発経緯なのであろうか。
　本項目で特筆されるのは、明治26、27年に、同新田に存在する網引を廃増する件にかかわる様々な
文書33件である。
経営費用
その他
古台年々利足受取書 袋・1点 い576－0
覚（盆前分利息受取書）　ふしゃ太七（名古屋堀江町） 亥7月12日 小切紙・1通 い576－1
→犬山屋小右衛門
覚（当子の盆前の歩銀受取）　ふしゃ太七（名古屋堀 子7月13日 横切継紙・1通 い576－2
江町）・はりまや茂兵衛→神戸文左衛門・御店源蔵
覚（金40両受取）　川名屋久兵衛後家→神戸文左衛門 子7月13日 竪切紙・1通 い576・3
覚（口銭受取）　川名屋久兵衛→犬山屋文左衛門 亥12月大晦日 横切紙・1通 い576－4
覚（二二の暮歩銀受取）　ふしゃ太七（名古屋堀江町） 亥12月29日 横切継紙・1通 い576－5
→神戸文左衛門
覚（分銀催促状）茂平・太七→神戸文左衛門 12月29日 横切紙・1通 い576－6
覚（歩銀受取）　ふしゃ太七→犬山屋小右衛門 戌7月13日 横切紙・1通 い576－7
覚（口銭受取）　川名屋久兵衛→神戸文左衛門 戌7月13日 横切継紙・1通 い576－8
一141一
飛島新田古台分／経営費用／その他
覚（利息受取）　はかすや茂平、取次太七→犬山屋小右 酉12月29日 竪切紙・1通 い576－9
衛門
覚（利息を米切手で受け取り）　川名屋久兵衛→犬山 亥7月13日 竪切紙・1通 い576・10
屋小右衛門
覚（利息を米札で受け取り）　川名屋久兵衛→犬山屋 酉12月29日 横切紙・1通 い576－11
小右衛門
（12月29日利息支払い書付） 小切紙・1通 い576・12
覚（元金千両の利息金40両米切手にて受取証文）寅5月4日 横切紙・1通 い576－13
川名屋久兵衛後家→神戸文左衛門
覚（子極月までの分銀受け取り）　藤屋二七→神戸 子極月晦日 横切継紙・1通 い576－14
文左衛門
覚（7月より極月までの分40両受取）川名屋久兵衛子極月大晦日 竪切紙・1通 い576・15
後家豊→神戸文左衛門
覚（300両六ヶ月分利息受取）伊藤次郎左衛門（名古子7月13日 横切継紙・1通 い576・16
屋茶屋町）→神戸文左衛門
覚（盆前歩銀、銀札にて受取）　ふしゃ太七（名古屋堀 丑7月13日 横切紙・1通 い576－17
江町）・はりまや茂平→神戸文左衛門・源蔵
覚（丑極月までの利息受取）　藤屋太七・はりまや茂 子7月13日 横切紙・1通 い576・18
平→神戸文左衛門・源蔵
覚（酉冬11月証文金500両米札で受取）　藤屋太七・寅5月2日 横切継紙・1通 い576－19
はりまや茂平→神戸文左衛門・源蔵
覚（子盆前利息米札にて受取）　川名屋久兵衛→神戸 子7月3日 竪切紙・1通 い576－20
文左衛門
地渡一件
願書等
古台地所一札　→萱津屋伊右衛門 文化3年2月朔日 包紙・1点 い552－0
（取替金子30両請取申上候につき）　（萱津屋）伊右（文化3年）正月23日 横切継紙・1通 い552－1
衛門→文左衛門
一札理事（大宝前新田古台地所の仲間金入りお断 文化3年正月 竪美紙・1通 い552－2
り申上げるにつき）　豊津屋伊右衛門→犬山屋文
左衛門
（大宝前新田地先古台分飛嶋新田へ組込の地代金 寅5月 横切継紙・1通 い498・1
につき申渡）　→犬山屋文左衛門・大宝前新田庄屋
只助
（大宝前新田古台之儀につき三千金調達申渡）　→ 9月25日 横切継紙・1通 い498・2
犬山艶文左衛門
（大宝前新田古台之儀につき三千金調達申渡、い 9月25日 横切継紙・1通 い498－3
498－2と同文か）　→犬山屋文左衛門
（大宝前新開御普請御入用金のうち三千両調達に 8月 横切継紙・1通 い498－4
つき申渡）　→大宝前新田庄屋唯助
（飛島新田地所引当調達金3000両の利息差延べ申12月 横切継紙・1通 い608－7・7
渡）　→犬山屋文左衛門
（飛島新田古台の調達金額につき）　→大宝前新田 丑12月 横切継紙・1通 い608・7・8
庄屋只助
一142一
飛島新田古台分／近代一般
近代一般
海西郡飛島新田元起之郷汐除甲七百拾九番荒蕪地 明治27年7月3日 袋・1点 い573・0
反別弐反蛙飛歩感謝曲筆総計反別血塗九反八畝ｪ謝購糞痴羅熱感瑳査
衛ヨリ受取契約証壱通　神戸
契調書響讐覇難群雄縫鋳 明治27年7月3日 罫紙・1冊 い573・2
天野佐兵衛・黒宮保則→神戸分左衛門
地騰細細騨驚欝鰹 明治32年3月24日 「名古屋地方裁判所管煬?ﾘ人役場」用箋・1い573－1
鳥ヶ地新田黒宮保則）　公証人諸冨保義他5名
領収証（公正証書手数料）　名古屋区裁判所管内公証 明治32年3月28日 印刷用紙・1通 い573－4
人諸富保義役場
（飛島の件につき書状）　春日井郡新川町天野佐兵衛 11月18日 横切継紙・1通（封筒付） い573－3
→神戸分左衛門
＊融融糠騰腱鵠 罫紙・1冊 い592－9
飛島古堤廃却
飛嶋古田墨刑書類入 明治26年12月 袋・1点 い570－0
神戸分左衛門様　黒宮保則→神戸分左衛門 5月2日 封筒・1点 い570－1・0
（桟鋸熟慮論三親鵠盤縛の次第 4月29日 横切継紙・1通 い570－1－1
（飛島廃堤地石の売却代金450円の支払い方法につ
@き書状）保則→天野
12月16日 横切継紙・1通 い570・2
春日井郡新川町天野佐兵衛様　飛島村大字服岡犬飼 9月11日 封筒・1点 い570・3・0
卯輔→天野佐兵衛
（堤塘廃却地の儀をめぐる地主総代とのやりとり　につき書状）犬飼卯輔→天野佐兵衛 9月11日 横切継紙・1通 い570－3－1
本県西春日井郡新川町天野佐兵衛様　海西郡宝地 明治27年8月19日 封筒・1点 い570－4・0
村大字鳥ヶ地新田黒宮保則→天野佐兵衛
（飛島へ出張し木村と面会、石繰上場所の件などに （明治27年）8月19日 横切継紙・1通 い570－4－1
つき書状）
記（石松・地代金など書付） 竪紙・1通 い570。5
二丁費用覚 明治26年10月 横半半（一ツ綴）・1冊 い570－6
西春日井郡新川町天野佐兵衛様　海西郡飛島村大 明治27年8月19日 封筒・1点 い570－7－0
字服岡犬飼卯輔→天野佐兵衛
（廃鶴山の儀、村方も反対地主も半数以上反対の状況などにつき書状）犬養卯輔→天野佐兵衛 （明治27年）8月19日 横切継紙・1通 い570－7・1
（村有土地売却の件議決につき町村制第127条第3
@により許可願）　海西郡飛島村長犬飼卯輔→海西郡
明治27年6月12日 「飛島村役場」用箋・1冊 い570・8
参事会海西郡長横田太一郎
不用堤塘無代価御下渡之儀申請（不用堤防2町9反8
@畝3歩）　愛知県海西郡飛島村長犬飼卯輔→愛知県知
明治27年1月27日 「飛島村役場」用箋・1通 い570－9
一143一
飛島新田古台分／飛島古堤廃却
事時任為基
神戸様　愛知県西春日井郡新川町天野佐兵衛→神戸 封筒・1点 い570－10・1・0
（犬飼よりの申付回答の必要無之につき書状）庄 7月12日 横切継紙・1通 い570－10－1－1
□→木挽町
（下作地飛島水廻り請地願い、廃却後の堤の取扱な 7月10日 横切継紙・1通 い570－10・1－2
どにつき書状）犬飼卯輔→天野佐兵衛
（頂戴物のお礼につき） 小切紙・1点 い570－10－1－3
神戸様　愛知県西春日井郡新川町天野佐兵衛→神戸 封筒・1点 い570・10・2－0
西春日井郡新川町天野佐兵衛様　海西郡飛島村木 明治27年7月14日 封筒・1点 い570－10－2・1－0
村肝太郎・佐野芳三郎→天野佐兵衛
（下地を桑畑とするよう当村（飛島村）へ仰せ付け （明治27年）7月14日 横切継紙・1通 い570・10－2－1－1
られるよう祈願につき）　木村二太郎・佐野芳三郎
→天野佐兵衛
（丈量相片付くも、松・石・作地につき種々申込人多 明治27年7月16日 葉書・1通 い570－10－2。1－2
いためご処置ご勘考願いにつき）　海西郡宝地村
大字鳥ヶ地黒宮保則→本県西春日井郡新川町天野佐
兵衛
（石松入札の儀などにつき書状）天野→神戸 7月7日 竪紙・1通 い570・10・2・1－3
名古屋市木挽町神戸分左衛門様　海西郡飛島村犬 3月16日 封筒・1点 い570・11－O
飼卯輔→神戸分左衛門
（不用堤の地形実測詳細取り調べの儀につき）　犬 3月16日 「飛島村役場」用箋・2通 い570。11－1
飼卯輔→神戸分左衛門
名古屋市木挽町神戸分左衛門様　名古屋市新柳町 4月19日 封筒・1点 い570・12－0
しすやニテ犬飼卯輔→名古屋市木挽町神戸分左衛門
（不用堤町下場の震賃工事補助金の儀につき書状） 4月19日 横切継紙・1通 い570－12・1
犬卯→神戸分左衛門
（検見、黒宮・島津との面会、県庁の根帳取調べのこ 10月27日 横切継紙・1通 い570。13
となどにつき書状）　天野→神戸
名古屋市木挽町神戸分左衛門様　犬飼卯輔→名古 明治27年1月27日 「飛島村役場」封筒・1点 い570－14・0
屋市木挽町神戸分左衛門
（本日村会で議決された別紙の件をすぐに郡役所
@に上申するにつき）　犬飼卯輔→神戸分左衛門
（明治27年）1月27日午
繧S時
横切継紙・1通 い570－14。1
野州予算（金額、人名など書付） 竪切紙・1通 い570・15
（石売却値段の値引きにつき）愛知県海西郡宝地村 明治27年12月15日葉書・1通 い570・16
大字鳥ヶ地新田黒宮保則→名古屋市木挽町弐丁目神
身分左衛門
名古屋市木挽町神戸分左衛門様　愛知県西春日井 封筒・1点 い570・17
郡新川町天野佐兵衛→神戸分左衛門
一144一
服岡新田下之郷／全体
表題・作成等 年代 形態・数量　　整理番号
服岡新田下之郷
　「覚（服強陣田名請人書上）」（い355－7）によれば、享和元年開発、1805（文化2）年12月検地と明
記されている。この検地における服岡新田全体の名請人のうち半分近くは同新田の岡谷惣七が名請人
であるが、神戸家以外の名古屋の商人2名分も岡谷惣七と同じくらいの田畑を名請けしている。
　服岡新田には和泉之郷・笹之郷・古台郷の三郷があり、郷ごとに庄屋役が置かれていた（あ3440－3
末尾）。このうちの古台郷が服岡新田下之郷であり、先述の四郎兵衛新田替え地分6町5反歩のこと
である（あ2515、あ3440－1、2）。6町5反歩の高は65石8斗8升3合であった。この時点の名請人の
なかにも神戸新田の小作人の名前が見え、両新田の密接な関係が窺われる。さらに服岡新田下之郷庄
屋辰右衛門は神戸新田組頭でもあり（い355－1）、総じて地主の地域的な支配が、単に支配人を通じた
小作人把握だけで成り立っているのではなく、村役人・名請人などといった領主支配と複合的連関構
造を成していたらしいことが窺われる。
　今回収録分の点数は37件と少なく、近世後期の年貢免状9通や明治期の土地購入関係文書が8件あ
る。
全体
三橋定渡金六ヶ村割符書写 嘉永3年7月 竪半（ニツ綴）・1冊 い452
上　神戸様　服岡新田　服岡新田→神戸 包紙・1点 い505－0
口糧懸監薦垂（犠賜鶴盆翻勲 申5月 竪紙・1通 い505・1
神戸
掟米徴収
服腰臨盒瓢粥上納米引分ケにつき勘定 文政4年5月29日 竪半（ニツ綴）・1冊 い451
下之郷戌年分納米 亥5月7日 横切紙・1通 い416－5
（石高差引勘定書付） 横切継紙・1通 い416－7
覚（田方減免分覚書） 横切紙・1通 い416・9
経営費用
下之郷入用金請取之通　神戸勘定場→下之郷庄屋辰 嘉永3年2月 竪半半・1冊 い416－2
右衛門
嘉永四年辛亥三月六日下之郷小百姓へ貸米割合控 （嘉永4年）3月6日 横切紙・1通 い416・6
二二之覚（亥年分） （嘉永4年）亥 横切継紙・1通 い416－3
（下之郷入用金書付断簡） 5月4日 横切継紙・1通 い416・4
覚（金銀受渡書付） 横切継紙・1通 い416－8
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土地
土地台帳訂正
服岡新田字下等ノー二四百四拾七番土地台帳名義 （明治26年） 封筒・1点 い571－0
誤謬訂正願書（廿六年九月廿九日附）写、ならび
に右指令（廿六年十月三日附）
土地台帳名称書換願（控）　海西郡宝地村大字神戸新 明治26年9月29日 罫紙・1通 い571・1
田神戸分左衛門、海東郡蟹江村大字蟹江本町吉田甚平
→愛知県知事時任為基
（土地台帳名義更記之件免許につき）　愛知県知事 明治26年10月3日 「愛知県」用箋・1通 い571－2
時任為基→海西郡飛島村大字服岡新田地主神戸分左
衛門
年貢・村入用負担
覚（服罪新田下之郷免状）　雑佐太、武甲→右郷地主 嘉永元年ll月 竪美継紙・1通 い733－1
犬山屋文左衛門へ
覚（服罪新田下之郷免状）　雑佐太、武蔀→右新田地 嘉永2年11月 竪美継紙・1通 い733－2
主神戸文左衛門へ
覚（服岡新田下之郷免状）　雑佐太、半蔀→右郷地主 嘉永3年11月 竪美継紙・1通 い733－3
犬山屋文左衛門方
覚（服岡新田下之郷免状）　二佐太、武蔀→下郷地主 嘉永4年ll月 竪美継紙・1通 い733－4
犬山重文左衛門へ
覚（服岡新田下之郷免状）　雑佐太、二二→二郷地主 嘉永5年11月 竪美継紙・1通 い733－5
犬山屋文左衛門へ
覚（服岡新田下之郷免状）　雑佐太、武蔀→二郷地主 嘉永6年ll月 竪美継紙・1通 い733－6
犬山屋文左衛門へ
覚（服岡新田下之門下状）雑橋太、高丁丁、丁丁→右 嘉永7年ll月 竪美継紙・1通 い733－7
郷地壁虎山屋文左衛門へ
覚（服岡新田下之郷免状）　高十練、半蔀→下新田地 安政2年ll月 竪美継紙・1通 い733－8
主犬山屋文左衛門へ
覚（服罪新田下之郷免状）　森町九、奥喜左→右新田 安政6年11月 竪美継紙・1通 い733－9
地主犬山屋文左衛門へ
覚（服罪新田下之郷の取米の定め）　奥喜左→右新 文久元年ll月 竪美継紙・1通 い729－7
田地主犬山屋文左衛門
戌年免割帳入 嘉永3年2月17日 袋・1点 い416－0
三年免割諸入用帳 嘉永3年2月17日 三半（ニツ綴）・1冊 い416－1
（上納・拝借金差引き勘定） （慶応2年11月） 小切紙・1通 い729－10－1
覚（服岡新田などの見取米書上げ）　伊小膳、江半 慶応2年11月 横切継紙・1通 い729－10・2
三、武湊→右巻之地主岡谷惣七・犬山文左衛門他2名
近代土地購入
福岡新田字下チノー二下之郷ト云四反八畝四歩大 明治15年12月11日封筒・1点 い593－10－1
谷謙造ヨリ購買ニヨリ請取ル証券
請作証　海西郡福岡新田右請作人犬飼善十郎→神戸分 明治15年12月11日罫紙（一ツ綴）・1冊 い593－10－2
左衛門
永代地所売渡副証券（福岡新田のうち反別4反8畝4明治15年12月11日「神戸氏蔵」用箋・1冊 い593－10－3
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歩）　海西郡飛鳥新田大谷謙造→神戸分左衛門
地所永代売渡証券（福岡新田のうち4反8畝8歩）明治15年12月10日竪美紙・1通 い593・10－4
海西郡飛島新田売主大谷謙造他新田請人1名→海西郡
神戸新田神戸分左衛門
服岡新田字下チ之三四反別弐反○廿八歩明治十七
@年十月十八日大谷ことヨリ買受につき同人売渡
@シ証券壱通右二附属書壱通、右地所之内大谷甚
@右衛門請作地につき同人ヨリ差入レ候証券壱通
（明治17年10月18日）封筒・1点 い572－0
十七年十月十八日付　神戸
証（土地売渡証文の代金記載と実代金の相違ある
@旨証明いたすにつき）　海西郡服岡新田大谷こと、
明治17年10月18日罫紙・1通 い572・1
後見人1名→神戸分左衛門
永代地所売渡証券（尾張国海西郡服岡新田字下千
@之三四反別2反28歩）　尾張国海西郡服岡新田九十
明治17年10月18日罫紙・1冊 い572・2
一番地右地所売渡主大谷こと他2名→尾張国海西郡神
戸新田神戸分左衛門
証（借地米右日限に相違なく渡すにつき）　海西郡 明治17年10月18日罫紙・1通 い572－3
服岡新田右借地本人大谷甚左衛門→神戸分左衛門
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海部郡の新田／鍋蓋新田／願書・一件留
表題・作成等 年代 形態・数量　　整理番号
海部郡の新田
　本大項目は全く便宜的なものでしかない。大宝前（神戸）新田にいる神戸家の支配人は海部郡の諸
新田の経営にも関与していたように見受けられるが、そのうちの点数の少ない三つの新田の史料をこ
こにまとめたに過ぎない。
①鍋蓋新田
　この新田は大宝前（神戸）新田の北方にあり、村高370石余、反別25町余、戸数7、人口53という
小規模の新田である（角川地名辞典）。収録史料からすると、享保期から神戸家はこの新田に土地を
持っていたらしい。そしてそれは小川二丁を通してのものであったらしいことが納米の請取通帳（あ
1683）から知られる。また、地主は少なくとも神戸家のほかに伊藤次郎左衛門がいたこともわかる。
　この新田経営に関する史料は、（その2）では30点（1727（享保12）～1775（安永4）年）しがな
かったが、今回は58点収録した。点数が多いのは掟米の送り状で全て近世のものと思われる。
②潤屋新田
　大宝前（神戸）新田の北東隣にあり、1823（文化6）年成立、反別2町余の新田である〔角川地名
辞典〕。この新田に関する史料は、（その2）では1839（天保10）年「南野跡検地帳」1点のみであっ
た。今回も同年の南江外野幽境杭打ちに関する証文写ほか2点のみである。
③鳥ヶ地新田
　この新田は大宝前（神戸）新田の北東隣にあり、この新田の百姓が大宝前（神戸）新田へ多く出作
していたというように、神戸新田とは密接な関係にあった。前回は地券3枚のみであったが、今回は
明治24年の地所購入関係文書7点がある。
④三輪外繰出（さんとそとくりだし）新田
　神戸新田南方約3キロメートルに位置する。明治17年に神戸新田「積三三」小川三蔵が神戸新田小
玉金七ほか2名から三論外繰出新田の地所を購入している。地所共有約定証書謄本などが8点ある
（明治17～32年）。
鍋蓋新田
願書・一件留
（噸黎轄讐繋駕善墨縄踏 3月19日 竪継紙・1通 い504－1
右→鍋蓋新田庄屋
乍恐奉願上前口上温覚（二瀬痛領を犬井・善太二村
@より上納仰せ付けられ下されたきにつき）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　海
宝暦4年閏2月 竪半（ニッ綴）・1冊 い504－2
東郡鍋蓋新田庄屋武兵衛→森村甚左衛門様明御役所
戌三月廿一日洩潮一件入用書付 包紙・1点 い504－3－0
口上之覚（鍋蓋新田浅瀬痛場所物成を犬井・善太両
@村より直に上納仰せ付けられたきにつき願書
戌閏2月 竪半（ニッ綴）・1冊 い504・3－1
写）右新田地主共
（洩瀬痛領米を以後井組惣代二ヶ村より直上納に
ﾂき願書下書）
竪継紙・1通 い504－3－2
乍恐奉願上候御事（三瀬年貢米直上納につき）海 宝暦4年4月 横長半（一ツ綴）・1冊 い504－4
東郡鍋蓋新田庄屋武兵衛
乍恐口上憎憎（漏瀬痛白米を犬井村・善太郎新田両 戌3月 横切継紙・1通 い504・8
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村より御上納仕儀につき）　鍋蓋新田地主元材木
半文左衛門・右同断茶屋丁次郎左衛門
（鴇蒙麟騨願辮齪耀鰭轄淳瀬 竪継紙・1通 い504・9
乍恐口上之覚（犬井村・善太郎新田両村より御上納 戌3月 竪継紙・1通 い504－10
仕筈之洩瀬痛領米遅滞のため地主共より取替上
納につき願書下書）　鍋蓋新田地主元標木町文左
衛門・右同断茶屋町次郎左衛門→土岐市右衛門
樫神部構黙括紅鱒轡轡誉禦 戌3月 竪継紙・1通 い504・11
経営収支
覚（鍋蓋新田勘定金受取につき領収書）　伊藤次郎
　左衛門→神戸分左衛門
申2月5日 横切紙・1通 い417－22・4
掟米運搬
積送り申楽之事（鍋蓋新田納米）　右（鍋蓋）新田武 午12月9日 竪紙・1通 い445－1－3
兵衛→神戸文左衛門・伊藤治郎左衛門
積送り中米之事（茶屋町分鍋蓋新田納米）　右（鍋 卯11月25日 竪紙・1通 い445－1－4
蓋）新田武兵衛→神戸分左衛門
覚（米送り状）　鍋ふた新田武兵衛→犬山屋嘉兵衛 午12月9日 竪切紙・1通 い445－1。5
積送り誤謬幹事　鍋蓋新田武兵衛→神戸分左衛門・伊 午12月 竪紙・1通 い445－1・7
藤治郎左衛門
覚（二二積分書上）鍋蓋新田武兵衛→川合嘉兵衛 寅11月 横切継紙・1通 い445－1－9
覚（納米積送につき）　鍋蓋新田武兵衛→神戸嘉兵衛 寅11月3日 竪切紙・1通 い445－1・13
積送り申米之事（鍋蓋納米）右（鍋蓋）新田武兵衛→ 寅10月17日 竪紙・1通 い445－1－14
神戸嘉兵衛
積送り申米之事（鍋蓋新田納米）　鍋蓋新田武兵衛 寅12月2日 竪紙・1通 い445－1－15
→神戸分左衛門・伊藤治郎左衛門
積送り申米軍事（鍋蓋新田納米）　右（鍋蓋）新田武 卯正月 竪紙・1通 い445－1－16
兵衛→神戸分左衛門
積送り申米之事　右（鍋蓋）新田武兵衛→伊藤治郎左 卯11月29日 竪切紙・1通 い445－1・18
衛門
積送リ申米之事（鍋蓋新田納米）　鍋蓋新田武兵衛 卯11月29日 竪切紙・1通 い445・1－19
→神戸分左衛門
積送リ申米之事（納米）鍋蓋新田武兵衛→神戸嘉兵 寅9月18日 竪切紙・1通 い445－1－20
衛
積送り申米之事（鍋蓋新田米）右（鍋蓋）新田武兵衛 寅12月24日 竪切紙・1通 い445－1－26
→神戸分左衛門・伊藤治郎左衛門
積送り申米之事（鍋蓋新田納米）　右（鍋蓋）新田武 寅12月4日 竪紙・1通 い445－1－27
兵衛→神戸分左衛門・伊藤治郎左衛門
積送リ申米旧事（鍋蓋新田納米）　右新田武兵衛→ 卯12月12日 竪切紙・1通 い445－1－29
神戸分左衛門
覚（米積送につき）　右（鍋蓋）新田武兵衛→犬山屋分 巳12月16日 竪紙・1通 い445－1・33
左衛門
覚（米積送り高書上）　鍋蓋新田武兵衛→犬山十分左 巳12月15日 竪紙・1通 い445－1－35
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衛門・呉服屋治郎左衛門
積送り申米之事（鍋蓋新田納米）　右新田武兵衛→ 巳12月16日 竪紙・1通 い445－1－36
神戸分左衛門
積送り町彫弔事（鍋蓋新田納米）　鍋蓋新田武兵衛 丑12月8日 竪紙・1通 い445－1－43
→神戸分左衛門・伊藤治郎左衛門
覚（米積送りにつき）　鍋蓋新田庄屋武兵衛→神戸分 丑12月12日 竪紙・1通 い445・1－45
左衛門・伊藤治郎左衛門
積送り廻米野鴨（鍋蓋新田納米）　右（鍋蓋）新田武 卯ll月16日 竪継紙・1通 い445・1－46
兵衛→神戸分左衛門
積送り野州之事（鍋蓋新田納米）　右（鍋蓋）新田武 辰12月 竪紙・1通 い445－1－49
兵衛→神戸分左衛門・伊藤治郎左衛門
積送り申米下男（鍋蓋新田納米）　右（鍋蓋）新田武 辰12月9日 竪切紙・1通 い445・1－51
兵衛→犬山屋分左衛門・呉服屋治郎左衛門
積送り申米之事（鍋蓋新田納米）　右（鍋蓋）新田武 辰12月 竪切紙・1通 い445－1－52
兵衛→犬山屋分左衛門・伊藤治郎左衛門
送り申米之事（鍋蓋新田米）鍋蓋新田武兵衛→本材 寅12月6日 竪紙・1通 い445－1・55
木町文左衛門
積送り申米之事（鍋蓋新田納米）　鍋蓋新田武兵衛 卯10月26日 竪紙・1通 い445－1－56
→神戸分左衛門
積送り申米之事（鍋蓋新田納米）　鍋蓋新田武兵衛 未11月20日 竪切紙・1通 い445－2－1
→神戸文左衛門
積送り申米重事（鍋蓋新田納米）　右（鍋蓋）新田武 子12月1日 竪切紙・1通 い445－2－3
兵衛→神戸文左衛門・伊藤治郎左衛門
積送り南米緯書（鍋蓋新田納米）　右（鍋蓋）新田武 子12月18日 竪切紙・1通 い445－2・5
兵衛→神戸分左衛門・伊藤治郎左衛門
積送り申米重事（鍋蓋新田納米）　鍋蓋新田武兵衛 子12月 竪切紙・1通 い445－2－6
→神戸分左衛門・伊藤治郎左衛門
覚（納米積送高書上）鍋蓋新田武兵衛→永田善治郎 子9月29日 竪切紙・1通 い445・2－7
覚（鍋蓋新田手作米送り状） 竪紙・1通 い4452－14
覚（鍋蓋新田納米送り状）右（鍋蓋）新田武兵衛→神 子12月1日 竪切紙・1通 い445・2－24
戸文左衛門・伊藤治郎左衛門
積送り申米之事（鍋蓋新田納米）　鍋蓋新田武兵衛 閏11月26日 竪切紙・1通 い445－2－26
→伊藤治郎左衛門
積送り焼米之事（鍋蓋新田納米）　右（鍋蓋）新田武 閏11月26日 竪切紙・1通 い445－2。27
兵衛→神戸文左衛門
積送り申米之事（鍋蓋新田納米）　鍋蓋新田武兵衛 未12月3日 竪紙・1通 い445－2－28
→神戸分左衛門
積送り申米国事（鍋蓋新田納米）右村（鍋蓋新田） 未11月5日 竪切紙・1通 い445－3－5
庄屋武兵衛→神戸分左衛門
積送り申米一事（鍋蓋新田納米）　鍋蓋新田武兵衛 申11月15日 竪切紙・1通 い445・3・4
→神戸分左衛門
積送申納米之事（鍋蓋新田）右（鍋蓋）新田武兵衛→ 申11月23日 竪切紙・1通 い445・3－11
神戸分左衛門
積送申米之事（鍋蓋新田納米）右（鍋蓋）新田武兵衛　→神戸分左衛門 申12月6日 竪切紙・1通 い445－3－13
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覚（鮫ヶ地納米積送りにつき）　鍋蓋新田武兵衛→犬 申12月22日 竪切紙・1通 い445－3－15
山屋嘉兵衛
積送申納米淫事　右（鍋蓋）新田武兵衛→伊藤次郎左 戌12月26日 竪切紙・1通 い445・3－16
衛門
積送り申納米記事　鍋蓋新田武兵衛→神戸分左衛門 戌12月21日 竪切紙・1通 い445－3－17
積送り申納米旧事（鍋蓋新田）右（鍋蓋）新田武兵衛 戌12月26日 竪切紙・1通 い445・3・18
→神戸文左衛門
積送り北米興醒（鍋蓋新田納米）　右（鍋蓋）新田武 戌11月20日 竪切紙・1通 い445－3－19
兵衛→神戸文左衛門
積送り野望之事（鮫ヶ地新田納米）鍋蓋新田武兵 未12月16日 竪切紙・1通 い445・3・20
衛→元材木町犬山屋御内嘉兵衛
積送り申米之事（鍋蓋新田納米）　鍋蓋新田武兵衛 未11月4日 竪切紙・1通 い445－3－24
→神戸分左衛門
牛屋新田
為取替証文望事（潤劇烈田南堤外野跡堤根留境杭 （天保10年11月） 「鴎汀書屋」罫紙・1通 い453－6
打ちにつき証文写）　門屋新田庄屋服部周吉→神
戸新田庄屋重右衛門・忠右衛門
覚（潤屋新田堤高さ等普請覚）　右（門屋新田）庄屋周 亥8月 竪紙・1通 い449・12－1
吉→福井倉助
覚（堤高さ等普請覚）　右（民屋新田）庄屋周吉→福井 亥8月 竪紙・1通 い449－12・2
焼判
鳥ヶ地新田
鳥ヶ地新田買受書類入　神戸銀之助→ 明治24年4月 封筒・1点 い559－0
売渡証券（鳥ヶ地新田地主会所よりの新道潰米、新 明治24年 罫紙・1通 い559－1
用水井随想売渡につき）　海西郡＋四山村大字六
条新田百十四番地佐藤泰助→海西郡宝地村大字神戸
新田二八番地神戸銀之助
記（海西郡宝地村大字鳥ヶ地新田井領米・新道潰米
@買得につき証明願い）　大字神戸新田神戸銀之助
明治24年4月11日 竪紙・1通 い559。2
不在膠付代印早川忠兵衛→大字鳥ヶ地新田御支配御
中
記（金5円受取につき）　檸場新田早川儀平→神戸 （明治24年）4月11日 小切紙・1通 い559－3
証寵常縣轟漱象轍耀き襲謡 明治24年4月11日 罫紙・1冊 い559－4
海西郡宝地村大字鳥ヶ地新田四番地伊藤源三郎他10
名→神戸銀之介
地所売渡証券（鳥ヶ地新田字三原合計反別5反2畝明治24年3月31日 罫紙・1冊 い559－5
26歩）　海西郡十四村大字六条新田百十四番地売渡
人佐藤泰助、保証人1名→海西郡宝地村大字神戸新田
廿八番戸神戸銀之助
（本年麦5升引などの儀につき近々申し上げる旨） 断簡・1点 い559－6
三院外繰出新田
明治弐拾四年拾弐月弐拾九日諸冨保義役場二於テ
@繰出新田共有約定証券謄本　神戸
i代売渡地所証券（愛知県海西郡三十外繰出新田
明治24年12月29日
ｾ治17年3月
封筒・1点
G継紙・1通
い595－2－0
｢595－2－1
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の土地）　海西郡神戸新田15番地地所売主児玉金七
他2名、保証人1名→同郡同新田積米掛り小川綱蔵
地所共有約定証書謄本（神戸分左衛門他9名によ 明治24年12月29日「名古屋地方裁判所管 い595・2－2
る）　名古屋区裁判所管内公証人諸冨保義役場 内公証人役場」用箋・1
領収証（原本手数料など金4円77銭5厘領収につき）明治24年12月29日印刷用紙・1通 い595。2・3
名古屋区裁判所管内公証人諸冨保義役場
尾張国海西郡丙国村大字三稲外繰出新田地所共有 明治32年2月21日 封筒・1点 い595－1・0
約定証券神戸
領収証（公正証券手数料金2円22銭5厘領収につき）明治32年2月21日 印刷用紙・1通 い595・1－1
名古屋区裁判所管内公証人諸冨保義役場
地薯鍵碧練羅呂警鶉瀦矯菱　の土地売却のため）　　　　　　　　　　　名古屋区裁判所管内公証人 明治32年2月21日 「名古屋地方裁判所管
煬?ﾘ人役場」用箋・1
い595－1－2
諸冨保義役場
地所共有約定証書謄本（神戸分左衛門他9名によ 明治24年12月29日「名古屋地方裁判所管 い595－1－3
る）　名古屋区裁判所管内公証人諸冨保義役場 内公証人役場」用箋・1
一153一

愛知郡の新田
表題・作成等 年代 形態・数量 整理番号
愛知郡の新田
　この大項目も前項同様全く便宜的であり、後述の大高源兵衛新田を除く愛知郡の五つの新田・村を
ここに一括したというだけである。ただ地図1に示したように、これらの新田・村は熱田神宮の東南
方で大高源兵衛新田よりも北に位置し、一定の地域的なまとまりは存在したようである。
①化物新田
　加福新田の俗称で、明治期は愛知郡前浜村に属していた〔角川地名辞典〕。神戸家は明治15年にこ
の新田に地所を買得し地主経営を行った。（その2）では地券と「小作掟米取立帳」が主であったが、
本目録にはこの買得に関する「永代地所売渡証券」を含む史料が収録されている（い568－7）。ただし、
神戸家はこれより以前にこの新田に関与していたようで、明治13年「化物新田墾關費金之証」との表
題を持つ封筒のみが残されている（い568－LO）。封筒の中身は明治16～18年の文書のため確定はでき
ない。そのほか、明治16～35年の共有地関係の文書が26点、明治14～23年の堤防関係の文書が11点あ
る。
②紀左衛門新田（豊田村・呼続村）
　明治11年に愛知郡豊田村に属し、同22年に呼続村に属した〔平凡社地名辞典〕。（その2）収録分は
もっぱら地券と小作証書であったため、この新田と神戸家の関係が不明確であったが、本目録には、
まず「土地買得」として明治13年に春日井郡土器野村天野佐兵衛らとともに地所を購入した一連の文
書があり（い561）、神戸家の関与の様相を知る手がかりとなる。次に「地所賃貸」として明治24～35
年の文書が22点、第三に「堤敷地葭生地交換」関係の文書が16点（明治15～17年）、第四に「堤防」
としてその土地に関する史料が46点（明治4～18年）、最後に明治22年の「破堤」関係文書が6点あ
る。
③八左衛門新田（星崎村）
　明治11年に愛知郡星崎村に属した〔角川地名辞典〕。神戸家は明治11年にこの新田に田畑宅地6町
7反余を前出の紀左衛門新田でも登場した天野佐兵衛とともに購入していることなどが、「土地買得」
14点の文書（明治11～13年）から判明する。そのほか、「開墾事件」では星崎村立松善兵衛が川筋の
土地を開墾したが、それが神戸家を含めた他の地主所有地に影響するということで問題となった事件
に関係する文書32点（明治13～15年）が目立つ。
④千竈村
　これは明治11～20年の村名である〔角川地名辞典〕。明治13年に神戸家がこの村に地所を購入した。
「買得」にはこの土地取得に関係する「地所売渡証券」ほか関連文書が22点あるほか、明治20年の
「地所譲渡証券」が1点ある。
⑤笠寺村
　これは明治22年に前浜村から改称された近代行政村の笠寺村を指す。神戸家はこの村の四二烏山の
地所を明治29年に購入し、上烏山共有地の地権者の一人となった。明治38年には地所を売却している。
笠寺村に関する文書は全てこの共有地に関するもので点数は81点と比較的多いが、そのほとんどは明
治29～38年の地租領収書である。
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化物新田
土地取得
明治十五年壬午一月廿八日化物新田買得約定証 明治15年1月28日 包紙（「鴎汀書屋」用箋） い568・7－0
・1点
記（化物新田売却地代金736円受取につき）　加藤明治15年3月 竪切紙・1通 い568・7－1
勝壽→神戸分左衛門
記（化物新田売却地代金計400円受取につき）　加明治15年2月28日 竪紙・1通 い568－7－2
藤勝壽→神戸分左衛門
永代地所売渡証券（前浜村議温服（旧称化物新田） 明治16年11月14日竪美継紙・1通 い568－8
の荒田6町4反4霊園）　愛知郡前盛村地淫売渡人加
藤勝壽、同村保証人加藤又三郎→海西郡神戸新田神戸
分左衛門
永代地所売渡証券（前浜丁字丁丁（旧称化物新田） 明治16年11月14日竪美継紙・1通 い568・9
の荒田1町6反1難曲）　愛知郡前濱村地所売渡人加
藤勝壽、同村保証人加藤又三郎→神戸分左衛門
地所売渡証券（前浜村字加福五ノ切の地所）　愛知 明治20年11月 罫紙・1冊 い568－6
郡千竈村四百七拾六番戸地主譲受山崎徳左衛門他13
名→海西郡神戸新田神戸分左衛門
共有地
化物新田明治十六年十一月十四日附加藤勝壽ヨリ 封筒・1点 い568－0
買得証、同人ヨリ天野佐兵衛始メ五名へ買得証、
共有地仲間申合規則、共有地分裂買得証
化物新田墾開費金之証　神戸分左衛門 明治13年4月25日 封筒・1点 い568－1－0
記茎欝懸農紐増作雑齪蔽延難 明治18年7月 小切紙・1通 い568千1
→神戸分左衛門
証（新田諸費2円45銭3厘受取につき）　化物新田支明治19年4月18日 小切紙・1通 い568－1－2
配人→神戸分左衛門
証（化物新田諸入費金受取につき）　化物新田支配 明治18年9月8日 小切紙・1通 い568－1－3
人→神戸分左衛門
証（明治17年諸入費など受取につき）　旧化物新田明治18年1月11日 小切紙・1通 い568－1・4
支配人→神戸分左衛門
証（明治17年常備金2円50銭受取につき）　右新田明治17年7月27日 小切紙・1通 い568－1－5
支配人加藤又三郎→神戸分左衛門
証（明治17年常備金24円2銭1厘受取につき）右新明治17年7月27日 小切紙・1通 い568・1－6
田支配人加藤又三郎→神戸分左衛門
証（明治16年諸入費など金5円8銭4厘受取につき）明治17年2月25日 小切紙・1通 い568－1－7
化物新田支配人加藤又三郎→神戸分左衛門
証（明治16年諸入費・支払常備金2円50銭受取につ明治16年8月30日 小切紙・1通 い568－1・8
き）　化物新田加藤又三郎・同仙之助→神戸分左衛門
証（明治16年諸入費など金1円19銭3厘受取につき）明治16年8月30日 小切紙・1通 い568－1－9
化物新田支配人加藤又三郎・加藤仙之助→神戸分左衛
証（堤築造費・支払常備金など受取につき）　化物 明治16年3月7日 小切紙・1通 い568－1－10
新田支配人加藤又三郎・加藤仙之助→神戸分左衛門
証（事件取扱人入費割賦金5円41銭7厘受取につき）明治16年6月6日 小切紙1通 い568－1－11
一156一
愛知郡の新田／化物新田／共有地
化物新田支配人加藤又三郎・加藤仙之助→神戸分左衛
証（神戸よりの証拠金返戻金残金15円19銭4厘受取明治18年9月 小切紙・1通 い568－1・12
につき）　支配人加藤又三郎→神戸分左衛門
化物新田諸入費受取証（神戸分左衛門半株分） （明治14～16年） 横折紙・1通 い568－1－13
永代売渡共有地証券　愛知郡砂越村地虫売渡人加藤 明治16年11月14日罫紙・1冊 い568－3
勝壽、同村保証人加藤又三郎→見田三右衛門・神戸分
左衛門・天野佐兵衛ほか9名
化物新田共有地仲満申合規則　見田七右衛門・神戸 明治16年ll月 三半（ニツ綴）・1冊 い568・4
分左衛門・天野佐兵衛ほか9名
化物新田共有地所高木芳・天野佐兵衛・見田七右衛
@門・菅井東作共有権売渡シ登記済証券　神戸
明治27年2月 封筒・1点 い594－0
共有地所共有権売渡証券（愛知郡笠寺村などの土 明治27年1月26日 罫紙・1冊 い594－1
地）　東春日井群団美村113番戸売渡人高木芳他3名
→海西郡宝地村大字神戸新田28番戸神戸分左衛門
証（共有地の共有権の一部を売り渡した代金180円明治27年1月 竪紙・1通 い594－2
受取につき）東春日井郡味美村113番戸高三芳、他
後見人1名→海西郡宝地村大字神戸新田神戸文左衛門
化物新田四名共有地収支決算帳 封筒・1点 い567－0
化物新田・撞木江築留西　明治廿八年掟米取立帳 明治29年4月21日 横長半（一ツ綴）・1冊 い567－1
写　加藤勝壽
記（化物新田共有地小作米代金一人当たり60円づ明治34年2月16日 罫紙・1通 い567・2
つ送付につき）　加藤勝壽→菅井東作・神戸分左衛
門・天野佐兵衛
明治三拾三年度　化物新田共有地収得決算報告 明治34年3月16日 「神戸氏蔵」用箋・1冊 い567－3
（写）加藤勝壽
明治参拾四年十二月　化物新田貸地料米取立帳 明治35年5月29日 罫紙・1冊 い567－4
共有地分　写　加藤勝壽
明治三十二年度　化物新田共有地収支決算帳　加 竪半（一ツ綴）・1冊 い567・5
藤二二
堤防
明治十四年期巳六月廿五日化物新田築堤出金之証 明治14年6月25日 封筒・1点 い568－5－0
金額壱千八百廿円　神戸
化物新田築三入費金請取証　山崎徳左衛門・加藤勝 横折紙・1通 い568・5。1
寿→神戸分左衛門
記（神戸より返却された証拠金受取につき）　支配 明治19年7月 小切紙・1通 い568－5・2
人加藤又三郎→神戸分左衛門
証（常備集金2円50銭受取につき）化物新田支配人明治20年7月10日 小切紙・1通 い568－5－3
加藤又三郎→神戸分左衛門
証（明治19年諸入費支払金から常備集金を引いた
@残金3円6厘受取につき）　化物新田支配人加藤又
明治20年7月10日 小切紙・1通 い568－5－4
三郎→神戸分左衛門
明治廿二年巳丑九月十八日旧暦八月十七日海囎化 明治22年9月18日 封筒・1点 い568－2－0
物新田破堤につき薄金請取書
証（普請費割賦金25円10銭領収につき）　旧称化物明治23年8月 竪切紙・1通 い568・2－1
新田支配人立松亮次郎・加藤又三郎→神戸分左衛門
一157一
愛知郡の新田／化物新田／堤防
仮請取証（化物新田堤防破損所修繕費金40円受取明治22年9月19日 罫紙・1通 い568－2・2
につき）　化物新田支配人立松亮次郎→神戸分左衛
記（化物新田工事費金50円受取につき）加藤勝壽明治22年9月17日 小切紙・1通 い568－2－3
→神戸分左衛門
証（明治22年通弊費など金29円62銭2厘など領収に明治23年4月27日 竪切紙・1通 い568－2－4
つき）　化物新田支配人立松亮次郎・加藤又三郎→神
戸分左衛門
証（明治31年減分化物新田諸入費割賦・同年常備金明治32年1月14日 竪切紙・1通 い568－2・5
引き去る残金83円25銭受取につき）化物新田支
配人加藤又三郎・立松亮次郎→神戸分左衛門
紀左衛門新田（豊田村・呼続村）
土地取得
証（愛知郡豊田村所有地売渡代金受取につき）　岡 明治13年4月4日 罫紙・1通 い447－2
田小八郎→神戸分左衛門・瀧兵右衛門・天野佐兵衛
証（愛知郡豊田村所有地売渡代金受取につき）　岡 明治13年4月30日 罫紙・1通 い447－3
田小八郎→神戸分左衛門・瀧兵右衛門・天野佐兵衛
勘定書（金利覚書）　天功→神戸 （明治後期）2月25日 早智・1冊 い447・4
新川天野佐兵衛様　証書類在中　滝兵右衛門→天 9月17日 封筒・1点 い561－0
野佐兵衛
記（豊田村田畑売却に際し頭金受取りにつき）　岡 明治13年5月3日 罫紙・1通 い561－1－1
田小八郎→天野佐兵衛・神戸分左衛門・滝兵右衛門
証（豊田村田畑売却に際し頭金受取証）　岡田小八 明治13年4月30日 罫紙・1通 い561－1－2
郎→天野佐兵衛・神戸分左衛門・滝兵右衛門
所有地売渡シ約定証（旧称紀左衛門新田の内拙者 明治13年4月3日 竪紙・1通 い561－1－3
拍の分田畑宅地ほか）　岡田小八郎他2名→天野佐
兵衛・神戸分左衛門・滝兵右衛門
証（神戸分左衛門よりの借用金50円受取りにつき）明治13年9月30日 罫紙・1通 い561－2
天野佐兵衛→神戸分左衛門
御艦舖酷織腰糊紀砦鶉臨野唱生 明治13年5月24日 罫紙・1通 い561－3
田新助→天野佐兵衛・神戸分左衛門・滝兵右衛門
証（豊田村三九樋伏替入費金受取につき）　（佐野） 明治13年10月7日 小罫紙・1通 い561－4
伊兵衛→神戸
記（星崎村開盤拒障一件手数料受取りにつき）　千 明治13年10月21日罫紙・1通 い561・5
賀金五郎→神戸分左衛門
口上（愛知郡役所へ貴命の如く届け済みにつき預 8月4日 横切継紙・1通 い561－6
かっていた別冊御返戻につき）　久一→天野
紀左衛門新田買受につき明治十三年五月四日岡田
@小八郎ヨリ売渡シ証券壱通　神戸
封筒・1点 い593－4－1
証照照糊翻讐腿糊し罰四郷墨 明治17年5月23日 罫紙・1冊 い593・4・2
知郡豊田村九十番地岡田忠左衛門他9名→天野佐兵
衛、神戸分左衛門
預り置地券証（預り地の字、反別など書き上げ） 明治14年8月12日 罫紙・1冊 い593－4－3
憲兵右衛門→神戸分左衛門、天野佐兵衛
紀左衛門新田永代売渡証券　岡田小八郎　滋賀県 明治13年5月4日 罫紙・1冊 い593－4－4
一158一
愛知郡の新田／紀左衛門新田（豊田村・呼続村）／土地取得
近江国蒲生郡八幡回心町23番地売主岡田小八郎他1名
→瀧兵右衛門他2名
地所賃貸
愛窪難聴里箋鰐羅丙具査証 明治28年12月 封筒・1点 い566－0
（天野佐兵衛・神戸分左衛門の所有地、呼続村大字
@豊田（紀左衛門新田堤外）の土地を賃借するに際
@しての取り決め）
「神戸氏蔵」罫紙・1冊 い566－1
領収証（手数料金2円49銭6厘領収につき）名古屋明治25年10月22日印刷用紙・1通 い566－2
区裁判所管内公証人諸富保義役場
証（呼続村大字豊田の土地反別7反1歩を借用する
@　　　　愛知県東春日井二心岡村大字二重堀三十　につき）
明治25年10月 罫紙・1通 い566－3
六番戸松永左衛門→天野佐兵衛、神戸分左衛門
地所貸借証書抄録正本　公証人諸富保義・松永左衛 明治28年12月23日「名古屋地方裁判所管 い566－4
門 内公証人役場」用箋・1
地所貸借証書抄録正式謄本　公証人諸富保義・松永 明治28年12月23日「名古屋地方裁判所管 い566－5
左衛門 内公証人役場」用箋・1
地所貸借証書抄録正本　公証人諸富保義・松永左衛 明治25年12月23日「名古屋地方裁判所管 い566－6
門 内公証人役場」用箋・1
愛知郡呼続町大字豊田三六ノ割明治三十三年四月
@ヨリ同三十四年十月三十日迄前島丈之助へ賃貸
ﾙ講塞襲鯉襯孕至青撃　十八年十月迄貸地契約公正証書　　　　　　　　　　　　　　　　天野、神戸
封筒・1点 い569－0
囎晶晶繊懇騰羅 明治33年5月28日 「名古屋地方裁判所管煬?ﾘ人役場」用箋・1い569－1
之助に賃貸）　公証人諸富保義・鵜飼友四郎・長谷川
玉三郎
領収証（契約賃金のうち勘弁金33円受取につき）明治33年5月10日 竪紙・1通 い569・2
長谷川玉三郎→天野佐兵衛・神戸分左衛門
木挽町神戸分左衛門様　愛知県西春日井郡新川町回 封筒・1点 い569・3－0
野佐兵衛→神戸分左衛門
西春日井郡新川町天野佐兵衛殿　名古屋市南久屋 明治33年ll月2日 封筒・1点 い569－3－1－0
町三丁目百七拾番戸千賀金五郎→天野佐兵衛
（紀左衛門新田堤外貸地の解約につき書状）金五 （明治33年）11月2日 横切継紙・1通 い569－3－1－1
郎→天野
（一昨日催促の品別紙の通り申し参り候につき書
?j天野左兵衛→神戸
11月3日 横切紙・1通 い569・3－2
岐阜県加茂郡下麻生町前嶋大之助　→前島大之助 封筒・1点 い569・4－0
添約定書（借地の賃料公正証書のとおり履行いた
@すべきにつき）　　　　　　　　岐阜県加茂郡下麻生町前嶋丈之助
明治34年11月20日罫紙・1通 い569－4・1
→神戸分左衛門・天野佐兵衛
地所賃借証書正本（写）　公証人三三保義・鵜飼友四 明治33年5月28日 「神戸氏蔵」罫紙・1冊 い569－5
郎・長谷川玉三郎
一159一
愛知郡の新田／紀左衛門新田（豊田村・呼続村）／地所賃貸
地所賃借証書正本（呼続村大字豊田（紀左衛門新田 明治35年10月22日「名古屋地方裁判所管 い569－6
無職応徳辮蘇謝鶏轍杢 内公証人役場」用箋・1
助に賃貸）　公証人諸冨保義・長谷川玉三郎
諸富公証役場第一万三千三百三十六号公正証書正 明治41年12月9日 封筒・1点 い593－3－1
奢甲羅衛門細字六ノ舗島丈之助へ貸渡
第縣黒焦響il晶晶莫碁圭魏顯奮罹明治41年12月9日 「名古屋地方裁判所管煬?ﾘ人役場」用箋・1い593・3－2
主岐阜県加茂郡下麻生潜思島丈之助）　名古屋 冊
市中区門前町四丁目公証人諸富保義
記（委任状の訂正のため捺印下されたきことなど 竪切紙・1通 い593・3－3
につき）
第雛喬離離藷薩i鴨騒噛癖講手離明治31年1月11日 「名古屋地方裁判所管煬?ﾘ人役場」用箋・1い593－3・4
熊材木商長谷川玉三郎）　名古屋市中区門前町四 冊
丁目公証人諸富保義
堤敷地・葭生地交換
豊田村葭生・堤塘交換二関スル書類 （明治17年） い741－1－0の貼札 い741－0
指紙（旧紀左衛門新田地先堤敷地の儀で相談があ 明治15年10月2日 愛知県指紙用紙（木版 い741－2
るにつき土木係への出頭要請）愛知県→名古屋 刷）・1通
区木挽町神戸分左衛門
愛知郡豊田村戸長役場　愛知県愛知郡役所　愛知 封筒・1点 い741－3・0
県愛知郡役所→愛知県戸長役場
礪編；謂毛縣篠無血醐欝1輸明治16年9月14日 「神戸氏蔵」用箋・1冊 い741－3・1
申」写貼付）　海西郡神戸新田2番地神戸分左衛門、
西春日井郡土器野新田112番地天野佐兵衛→愛知県令
国貞廉平
再願（神戸・天野所有の葭生地と堤敷地の交換願、
@明治15年3月28日付「願」写、同年3月31日付副申
明治16年9月14日 「神戸財団」用箋・1冊 い741－3－2
写、豊田村略図）　海西郡神戸新田2番地神戸分左衛
門、西春日井郡土器野新田百十二番地天野佐兵衛→愛
知県令国貞廉平
愛知郡豊田村戸長役場　愛知県愛知郡役所　愛知 封筒・1点 い741－4・0
県豊田村戸長役場→愛知県愛知郡役所
願（葭生地と堤敷地の交換願に落し提出した図面
@で誤謬があったので図面下げ戻し下されたきに
明治16年7月17日 「神戸氏蔵」用箋・1通 い741－4－1・1
つき）　海西郡神戸新田2番地神戸分左衛門、西春日
井郡天野佐兵衛→愛知県令国貞廉平
豊田村略図（天野・神戸所有の葭生地ならびに今般
@交換を請願している堤塘の所在）西春日井郡土
竪紙・1通 い741－4－1－2
器野新田天野佐兵衛、海西郡神戸新田神戸分左衛門
下戻ス図面（朱書） 封筒・1点 い741－4－1－3－0
豊嬰欝羅鷺瓢購讐篇離婁磐 竪継紙・1通 い741－4－1－3－1
田神戸分左衛門、西春日井郡土器野新田天野佐兵衛
木挽町　神戸分左衛門殿　徳川家従→木挽町神戸 明治17年 封筒・1点 い741－1－0
分左衛門
（堤敷地1500円をもって譲り受けたき旨書状）　辰明治17年6月21日 横切紙・1通 い741－1－1
固守他1名→神戸分左衛門、天野佐兵衛
一160一
愛知郡の新田／紀左衛門新田（豊田村・呼続村）／堤防
堤防
委任証・約定証（写、愛知郡豊田村のうち旧称長三
@郎新田古堤を拙者共へ附けられたき旨の請願に
明治17年7月 「神戸氏蔵」用箋・1冊 い737－1
係る件）
堤防御払下ケ願（尾張国愛知郡豊田村地内の古堤） 明治17年8月 「神戸西蔵」用箋・1冊 い737－2
愛知郡豊田村94番地花井金之介他13名→愛知県令国
定廉平
委却藷離職澱騨羅甦輪屡窪 明治17年7月29日 「神戸氏蔵」用箋・1冊 い737・3
するにつき）花井金之助他13名
堤敷民有地置網引直シ之儀につき願　名古屋区替 明治15年11月 「愛知郡戸長役場」用 い737・4－1
地町百四番地士族中野重道他4名 箋・1通
譲渡し申地所証文盛事（字長三郎新田、巳新田堤） 明治5年3月 「愛知郡戸長役場」用箋 い737・4・2
譲り主酒井佐兵衛印、他親類1名、地所支配人1名→中 の縦切紙・1通
川直三郎
譲り渡申地所証文之事（字長三郎新田、巳新田堤） 明治5年3月 「神戸氏蔵」用箋・1通 い737・4－3
譲り主堀井佐兵衛印、親類証判1名、地所支配人1名→
中品甚三郎
永代売渡し申田畑証券（愛知郡長三郎新田地所） 明治6年7月 「愛知郡戸長役場」用 い737－4－4
地所売主内田鋼太郎他親類総代・証人・右地所支配人・ 箋・1通
地中間総代各1名
証（拙者持分の堤を残らず其許へ譲り渡すにつき） 明治4年12月 「神戸氏蔵」用箋・1通 い737・4－5
貝谷権右衛門→新田支配人仁左衛門
（旧長三郎新田堤敷民有地に御引き直しの儀につ 明治10年 竪紙・1通 い737・4－6
き）　愛知郡豊田村戸長安井吉三郎→愛知県令国貞
■
廉平
隣地民有地調　愛知郡豊田村戸長安井吉三郎 明治10年 竪紙・1通 い737－4－7
地券証御下渡願（元長三郎新田へ属し候堤の内） 明治15年11月22日竪紙・1通 い737・4－8
名古屋区伝馬町堀田清左衛門印他4名
拝借姦直（豊田村囲堤の内）　岡田忠七他13名→愛知明治15年11月 罫紙・1冊 い737－5
郡長正悪徳左衛門
拝借門門（豊田村囲堤の内）　岡田忠七他13名→愛知明治15年11月 罫紙・1冊 い737－6
郡長正崎徳左衛門
拝借地雷（豊田村囲堤の内）　岡田忠七他13名→愛知明治15年11月 罫紙・1冊 い737－7
学長正崎徳左衛門
約定証（豊田村古堤の下付請願に際しての約定） 明治17年7月29日 「神戸論蔵」用箋・1冊 い737－8
愛知郡豊田村花井金之介他13名、同村保証人1名→神
戸分左衛門、天野佐兵衛
長三郎新田堤塘之件 封筒・1点 い738・3－1
古塘拝借願（尾張国愛知郡豊田村字ル之割大手堤、 「神戸氏蔵」用箋・1通 い738・3・2
下書）
記（堤の長さの尺数書上げ） 罫紙・1通 い738－3－3
届（実印が戸籍帳簿と相違するらば訂正相なりた 明治17年4月28日 罫紙・1通 い738・3・4
き旨）　岡田忠七、岡田喜兵衛→愛知郡第二組戸長衆
届（実印が戸籍帳簿と相違するらば訂正相なりた 明治17年8月28日 罫紙・1通 い738－3－5
き旨）　久野治次郎、岡田忠七→愛知郡第32組戸長衆
一161一
愛知郡の新田／紀左衛門新田（豊田村・呼続村）／堤防
（長三郎新田雀開下付願いに際し代理を立てる旨 「千賀所用」用箋・1通 い738－3・6
の願書、下書）
（豊田村略図） 竪紙1通 い738－3・7
堤敷調書（反別、一等人名書上げ） 横折紙・1通 い738－3・8
（堤敷地周辺図面力） 竪紙・1通 い738・3・9
（堤敷地・間数図面） 竪紙・1通 い738・3・10
神戸様　村井　村井→神戸 封筒・1点 い738－3・11
堤塘御払下願（愛知郡豊田村地内） 横切継紙・1通 い738－3－12
（堤御払下願の出願につき書状）　むら井→神戸 7月24日 横切継紙・1通 い738・3・13
神戸様　村井　村井→神戸 封筒・1点 い738－3－14
記（金受取証）　名古屋禰宜町嘉兵衛→神戸 申7月25日 小切紙・1通 い738－3－15
記（42銭受取証）河内町西下→神戸文右衛門 申7月 小切紙・1通 い738－3－16
（拝領物頂戴するにつき礼状）　村井高忠→天野、神 7月8日 横切紙・1通 い738－3・17
戸
神戸様　むら井　むら井→神戸 封筒・1点 い738・3－18
（堤防場所の反あたり代金の相場などにつき書状） 7月15日 横切継紙・1通 い738－3・19
高忠→有年
（不用堤防御払下願書、下書） 横切継紙・1通 い738－3・20
（花井金之助らの持地の図面）　　　　　　， 横折紙・1通 い738・3・21
記（人足賃金受取につき）小畠随兵衛→神戸、天野 12月 竪切紙・1通 い738－3－22
（花井金之助らの持地・間尺数の書上） 横長半（一ツ綴）・1冊 い738－3・23
拝借地願（愛知郡豊田村字ル之割大手堤）　→愛知 明治18年12月 「神戸氏蔵」用箋・1通 い738－3・24
県令勝間田稔
指令（豊田村字ル之割大手堤借地料につき） 「神戸氏蔵」用箋・1通 い738－3・25
（安井茂三郎拝借地の儀につき） 小切紙・1通 い738－3・26
委任証（拙者都合により天野佐兵衛と神戸分左衛
@門に、豊田村字ル二割大手堤拝借地出願に関わ
@る諸事の権限を委任するにつき、下書）
明治18年12月18日横切継紙・1通 い738－3・27
（堤塘御払い下げ願に関わる副申指し出すにつき） 小切紙・1通 い738・3・28
破堤
明治面面九月　紀右衛門新田破堤濡留用書類入 封筒・1点 い740・0
神戸
（堤群書の間数、入用の書上げ） 「愛知県」用箋・1通 い740－1
記（土俵1俵あたりの代金取り調べたにつき）服明治22年10月17日罫紙・1通 い740－2
岡新田都築弥助→青木治三郎
仮仕様（豊田村堤切所間数、入用など見積り） 「愛知県」用箋・1通 い740－3
（豊田村堤切所間数、入用など見積り） 「愛知県」用箋・1通 い740－4
（豊田村破堤修築に対する補助金の過剰金を所有 明治23年12月 罫紙・1通 い740－5
一162一
愛知郡の新田／紀左衛門新田（豊田村・呼続村）／破堤
地旧地価に応じ割賦するにつき）　名古屋南本町
57番戸瀧兵右衛門他24名→佐野保兵衛
儀左衛門新田（星崎村）
土地取得
愛知郡星崎村之内八左衛門新田買請証券　天野佐 明治11年5月 封筒・1点 い621・0
兵衛、神戸分左衛門
旧撰灘藷取署治＋一年六月八日新地券名前 明治11年 包紙・1点 い621・1－0
記（八左衛門新田の土地の旧券証受け取りにつき） 明治11年6月8日 罫紙・1通 い621－1・1
星崎貼用掛鶴田茂三郎→神戸分左衛門、天埜佐兵衛
証霧翻離糟算鷺翻黙鶴 明治12年4月1日 罫紙・1通 い621－1・2
郎→神戸分左衛門、天野佐兵衛
証（八左衛門新田の土地売渡に際しての収利金受 明治13年4月12日 罫紙・1通 い621－2
取につき）　永井銀太郎代各務作之右衛門→天野佐
兵衛、神戸分左衛門
（畑反別、代金など書付） 横折紙・1通 い621－3
（尾張国愛知郡星崎村地内旧称八左衛門新田全図） 竪美（ニツ綴）・1冊 い621－4
小作掟米帳 明治12年4月 横長半（一ツ綴）・1冊 い621・5
委任状（鳴尾村永井隆治郎を拙者の部理代人とい 明治12年4月1日 「証券界紙」用箋・1通 い593－1－1
たすにつき）　尾張国愛知郡鳴尾村45番屋敷永井銀
太郎
永舗辮撃瀦編欝欝難山製騰繍 明治12年4月 罫紙（一ツ綴）・1冊 い593・1－2
45番地右地所売渡人永井銀太郎→春日井郡土器野新
田天野佐兵衛他1名
地所売買地券証御書換算（尾張国愛知郡星崎村地
@内字二割1659番地ほか）
罫紙（一ツ綴）・1冊 い593－1－3
尾張国愛知郡星崎村字南割収穫地価帳 明治12年4月 罫紙（ニツ綴）・1冊 い593－1－4
永舗驕鰭鑛醐融野山製騰繍 明治12年4月7日 罫紙（ニツ綴）・1冊 い593－1－5
45番地右地所売渡人永井銀太郎、右同郡八番地回親類
保証人永井隆治郎→春日井郡土器野新田天野佐兵衛
他1名
約定証書（愛知郡星崎村の内八左衛門新田南町の
@田畑7反1畝26歩の代価取り決めにつき）　右約
明治12年4月1日 罫紙（一ツ綴）・1冊 い593－1。6
定主永井銀太郎代理永井隆治郎→天野佐兵衛、神戸分
左衛門
開墾事件
鷺鰻羅羅緊燃ま街 封筒・1通 い562－0
約定証券（星崎村大江川通の新田開墾につき約定） 明治19年4月 竪半（一ツ綴）・1冊 い562－1
名古屋区東万町右約定本人武山勘七他保証人3名→神
戸分左衛門
願纏警繍翻；総讃詔至聖山型 明治13年7月 罫紙・1冊 い562。2
一163一
愛知郡の新田／八左衛門新田（星崎村）／開墾事件
村旧称八左衛門新田地主同国海西郡神戸新田神戸分
左衛門・同地主西春日井郡土器野新田天野佐兵衛→愛
知県令国貞廉平
謝辞事（星崎村大江川通の新田開発が神戸家所有 明治13年8月28日 罫紙・1冊 い562－3
地の妨害となるにも拘わらず開発願書に連署し
たことへのお詫び）愛知郡鳴尾村永井銀太郎・星
崎村各務作之右衛門→海西郡神戸新田神戸分左衛門
名古屋木挽町京町通り下ル三軒神戸分左衛門様 封筒・1点 い562－4－1－0
名古屋呉服町五千賀金五郎
（新開地の樋の間尺相違云々の義御照会につき） 明治14年7月27日 葉書・1通 い562－4－1－1
愛知郡星崎村立松善兵衛→名古屋区呉服町五丁目千
賀金五郎
（立松善兵衛より別紙回答有るにつき）千賀金五 7月31日 横切紙・1通 い562－4・1－2
郎→神戸分左衛門
（向後開墾に関する件は武山勘七へ御示談くださ 明治15年9月28日 葉書・1通 い562・4・2
るべき旨）　立松善兵衛→神戸文左衛門、天野佐兵
衛
天野佐兵衛様、神戸文左衛門様　親展　立松善兵 明治15年7月28日 封筒・1点 い562－4・3－0
衛
（新田開発の請願書に面々が連署したのは御約定 7月28日 横切継紙・1通 い562－4・3－1
によっているにつき）　立松善兵衛→天野佐兵衛・
神戸文左衛門
名古屋上呉服丁五丁目千賀金五郎様　愛知郡星崎 封筒・1点 い562－4・4－0
村立松善兵衛
（樋の方丈量の御山味ありたきにつき） 横切紙・1通 い562－4－4－1
（開発現場への御出掛けいたされたきにつき書状） 明治14年9月9日 横切紙1通 い562－4・4－2
立松善兵衛→千賀金五郎
愛知郡星崎村大江川通新田開墾事件願届書 封筒・1点 い562・5－0
願（星崎村大江川筋開発願は詐術を用いたもので 「鴎汀書屋」用箋・1通 い562－5－1
あり容れることなき旨）
大江川通新田開墾工事之儀願（立松善兵衛の開発
Iと墜蟹雛霜礪回報舗ε鵠　し堤防を元形に修理するよう御下命くだされた
明治15年6月23日 「神戸氏蔵」用箋・1冊 い562－5－2
き旨）　海西郡神戸新田神戸分左衛門・西春日井郡土
器野新田天野佐兵衛→愛知県令国貞廉平
届繍慰謝鴇ll嬰鹸縫灘漁1露明治13年10月 罫紙・1冊 い562－5－3－1
付　神戸分左衛門・天野佐兵衛
謝辞書（地主総代を詐称したことへの謝罪書写） 明治13年8月28日 罫紙・1冊 い562・5・3－2
愛知郡鳴尾村永井銀太郎・星崎村各務作之右衛門→海
西郡神戸新田神戸分左衛門・西春日井郡土器野村天野
佐兵衛
約定証券（神戸家らが開発を承諾した際の確約七 明治13年8月28日 竪半（一ツ綴）・1冊 い562・5・3－3
条写）　愛知郡星崎村立松善兵衛→海西郡神戸新田
神戸分左衛門・西春日井郡土器野村天野佐兵衛
願（立松善兵衛による星崎村大江川筋開発御採用
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；星崎　にならざるよう御指令くだされたき旨）
明治13年7月8日 「鴎汀書屋」用箋・1冊 い562－5・4・1
村戸長役場所の貼紙付　神戸分左衛門・天野佐兵
衛→愛知県令国貞廉平
新田開墾願（大江川通、写）　愛知郡星崎村三百三十 明治13年3月30日 昌昌←一ッ綴）・1冊 い562－5・4・2
一164一
愛知郡の新田／八左衛門新田（星崎村）／開墾事件
七番地立松善兵衛、地主惣代各務作之右衛門・永井銀
太郎ほか2名→愛知県令国貞廉平
（大江川筋開発の公議結審まで工事差留願）神戸 明治13年8月17日 「神戸氏蔵」用箋・1冊 い562－5・4－3
分左衛門・天野佐兵衛→愛知県令国貞廉平
大江川通新田開墾之儀につき再願　神戸分左衛門・ 明治15年9月6日 罫紙・1冊 い562－5－5・1
天野佐兵衛・立松善兵衛→愛知県令国貞廉平
新田開墾願（星崎村大江川筋、写）　愛知郡星崎村雨 明治13年3月30日 罫紙・1冊 い562－5－5－2
百三十七番地立松善兵衛他4名→愛知県令国貞廉平
（新規開墾奉願地の絵図） 竪紙・1通 い562－5・5－3
謝舗鱗艘難戦幽幽瀞田面li麟明治13年8月28日 竪紙・1冊 い562－5－5－4
四拾五番地永井銀太郎・星崎村各務作之右衛門→海蘭
郡神戸新田神戸分左衛門
約定証券（大江川通新田開発に際し確約いたす 明治13年8月28日 竪紙・1冊 い562－5－5－5
条々写）　愛知郡星崎村三拾七番地立松善兵衛→海
西郡神戸新田神戸分左衛門
大年贈榴贈講辮織総難難吉 明治15年7月17日 「神戸氏蔵」用箋・1冊 い562・5・6－1
たき旨）　海西郡神戸新田神戸分左衛門・西春日井郡
土器野村天野佐兵衛→愛知県令国貞廉平
新田開墾願（写、本星崎村・星崎村地先字大江川通） 明治13年3月30日 「神戸氏蔵」用箋・1冊 い562－5・6－2
愛知郡星崎村三百三拾七番邸立松善兵衛他4名→愛知
県令国貞廉平
（新規開墾奉願地の絵図） 竪紙・1通 い562－5－6－3
三論縫論難瑛禰融門田縣郡繍 明治13年8月28日 「神戸氏蔵」用箋・1冊 い562－5・6－4
四拾五番地永井銀太郎他1名→海西郡神戸新田神戸分
左衛門
約定証券（大江川通新田開発に際し確約いたす 明治13年8月28日 「神戸氏蔵」用箋・1冊 い562－5－6－5
条々写）　愛知郡星崎村三拾七番邸立松善兵衛→海
西郡神戸新田神戸分左衛門
田地変換
響縷態灘i無熱田畠明治28年1月17日 封筒・1点 い613・0
記9纏鋪難騒拷鰭虚血響智i心密明治27年12月18日横切継紙・1通 い613－1
50銭受取につき）　愛知郡星崎村作人山田冨右衛門
他1名→神戸分左衛門
堤防
八左衛門新田堤防修繕費賦課ノ件武山勘七約定証 明治23年5月4日 封筒・1点 い623・0
券
証（八左衛門新田堤防修繕費の一部受取につき） 明治23年10月13日罫紙・1通 い623－1
武山勘七代人鈴木瀧三郎→神戸分左衛門
（新築地鍬下年季中の修堤費用は貴殿ご所有地に
@は賦課せず、その分は拙者が出金、償却するにつ
明治23年5月4日 罫紙（一ツ綴〉・1通 い623－2．1
き）　名古屋市東萬町廿七番戸武山勘七、他保証人4
名→神戸分左衛門
一165一
愛知郡の新田／八左衛門新田（星崎村）／堤防
添平間即興灘灘轡 明治28年4月8日 罫紙（一ツ綴）・1通 い623・2－2－1
天野佐兵衛
約定証券（堤防修繕費の負担などの取り決め）名 明治19年4月20日 罫紙（一ツ綴）・1冊 い623－2－2・2
古屋区右約定本人武山勘七、他保証人3名→天野佐兵
衛、神戸分左衛門
（堤防修繕費負担の義務は拙者共にある旨の添証） 明治31年5月18日 罫紙（一ツ綴）・1通 い623・2・3
名古屋市東萬町27番戸武山勘七、同市伝馬町71番戸横
井弥三吉→神戸分左衛門、天野佐兵衛
その他
委麟蝋あ観藻購審滅門田顯 明治12年7月19日 「証券界紙」用箋・1通 い621－6－2
郡鳴尾村永井銀太郎
神戸様　鈴木文一→神戸 10月29日 封筒・1点 い621－6－1－0
（夜前に豊橋より帰宅するので永井銀太郎へ係る
高Pこ緊激励を遣いの者に渡してほし
10月29日 罫紙・1通 い621・6－1－1
笠寺村
二上鳥山共有地
愛知郡笠寺村殿上鳥山畑地二村いそ成田紋九郎ヨ
@リ買受二関スル証書ならびに書付願　神戸
明治29年12月 封筒・1点 い563－O
笠寺村地所買得覚記（地代金書付）　神戸 明治29年12月 横半半（一ツ綴）・1冊 い563－1
記（共有買入地代金取替金6円51銭3厘受取につき）6月29日 小切紙・1通 い563・2
立松太左衛門→神戸分左衛門
（登記関係書類につき書状）　□秋→鴎汀（八代目成 6月17日 横切紙・1通 い563－3
年）
愛知郡笠寺村字上鳥山共有地　三拾四年出納計算 明治35年 封筒・1通 い560・1
書（菅井氏より受取）
（笠寺村字上鳥山の地所売渡証書綴）　名古屋艶艶 明治29年12月 罫紙・1冊 い560－2
之町一番戸売主成田紋九郎、愛知郡星崎村大字本星崎
三十八番戸売主二村いそ→海東郡宝地村大字神戸新
田廿八番戸神戸分左衛門
神戸様益井→神戸 27日 封筒・1点 い560－3－0
（笠寺烏山共有地代金割合請取二二戻しなどにつ 4月27日 横切紙・1通 い560－3・1
き書状）益井拝→神戸
記（買受地代金・諸雑費四ツ割壱分受取りにつき） 明治30年6月30日 「神戸氏蔵」用箋・1通 い560－3－2
神戸分左衛門→藤井東作
共有権売却代金受取証（金70円）　愛知郡笠寺村鑑
@藤勝寿相続人加藤仙之助ノ相続人鉄弓親権者加藤チ
明治38年4月12日 竪半（一ツ綴）・1冊 い560－3－3
工他1名→神戸分左衛門
笠寺村上鳥山地代金75円菅井氏領収証 明治35年3月18日 封筒・1点 い560－4－0
証（共有地代金75円受取証）菅井菊三郎→神戸 明治38年3月18日 印刷用紙（菅井受領用 い560・4・1
箋）・1通
記（上鳥山共有地代30円立松他2名分として受取に明治38年4月7日 小罫紙・1通 い560・4・2
つき）　菅井菊三郎→神戸分左衛門
一166一
愛知郡の新田／笠寺村／字上鳥山共有地
（神戸分左衛門三井回米30年分2合受領につき）12月 印刷用紙（役場納税用 い560－5－1
笠寺村役場 か）・1通
領収証書（地租金7銭2り）愛知郡笠寺村助役兼収入明治30年5月3日 印刷用紙・1通 い560－5・2
役立松太左衛門→神戸分左衛門
領収証（金5銭）愛知郡笠寺村助役兼収入役立松太左 明治30年5月3日 印刷用紙・1通 い560－5－3
衛門→神戸分左衛門
領収証書（畑租34銭6厘）　愛知郡笠寺村助役兼収入明治30年12月1日 印刷用紙・1通 い560－5－4
役立松太左衛門→神戸分左衛門
領収証書（地租金24銭5厘）　愛知郡笠寺村助役兼収明治30年 印刷用紙・1通 い560－5－5
入役立松太左衛門→神戸分左衛門
領収証書（畑租34銭7厘）　愛知郡笠寺村助役兼収入明治30年 印刷用紙・1通 い560・5－6
役立松太左衛門→神戸分左衛門
領収証（地租金4銭8厘）　愛知郡笠寺村助役兼収入役明治30年 印刷用紙1通 い560－5－7
立松太左衛門→神戸分左衛門
領収証書（地租金7銭2厘）愛知郡笠寺村助役兼収入明治30年11月1日 小切紙・1通 い560－5－8
役立松太左衛門→神戸分左衛門
（売り渡す共有地の字・番号・掟米・取米など書付） 明治32年2月18日 地主別掟米・取米記入 い560－5－9
立松太左衛門→神戸分左衛門 表（インク書き）・1通
（共有地掟米売却代金10円30銭4厘書附） 小切紙・1通 い560－5－10
字上鳥山掟米受取記 「神戸氏蔵」用箋・1通 い560－5－11
証（共有地掟米売却代金2円57銭6厘請取につき）明治31年2月17日 横切紙1通 い560・5－12
立松太左衛門、菅井東作→神戸分左衛門
（別紙約定書の世話料につき） 横切継紙・1通 い560－5・13
記（笠寺村同上鳥山収支残額金8円19銭3厘受取り明治38年4月27日 竪切紙・1通 い560－6
につき）　神戸分左衛門→立松太左衛門
（明治31年度共有地収支精算書ほか関係書類綴） 明治32年5月 罫紙・1冊 い560・7
（明治32年度共有地収支精算書ほか関係書類綴） 罫紙・1冊 い560－8－1
（金7銭領収につき）愛知郡笠寺村長兼収入役立松太明治32年8月28日 小切紙・1通 い560－8・2
左衛門
（金3銭4厘領収につき）愛知郡笠寺村収入役立松太明治33年3月23日 小切紙・1通 い560－8－3
左衛門
（金6銭9厘領収につき）　愛知郡笠寺村長兼収入役立明治32年5月30日 小切紙・1通 い560－8。4
松太左衛門
（金6銭9厘領収につき）　愛知郡笠寺村長兼収入役立明治32年9月29日 小切紙・1通 い560－8・5
松太左衛門
（金37銭領収につき）　愛知郡笠寺村長兼収入役立松明治32年9月29日 小切紙・1通 い560－8－6
太左衛門
（金37銭領収につき）　愛知郡笠寺村長兼収入役立松明治32年12月4日 小切紙・1通 い560－8－7
太左衛門
（明治33年度共有地精算書、諸税明細表など綴） 明治34年3月12日 罫紙・1冊 い560・9・1
領収証（地価割金2銭領収につき）愛知郡笠寺村長 明治33年3月26日 印刷用紙・1通 い560－9－2
兼収入役立松太左衛門→神戸分左衛門
領収証（地価割金4銭2厘領収につき）　愛知郡笠寺　村長兼収入役立松太左衛門→神戸分左衛門 明治33年4月25日 印刷用紙・1通 い560－9－3
一167一
愛知郡の新田／笠寺村／島上鳥山共有地
領収証書（金9銭3厘領収につき）愛知郡笠寺村長明治33年5月1日 印刷用紙・1通 い560・9－4
立松太左衛門→神戸分左衛門
領収証書（畑真金37銭領収につき）愛知郡笠寺村明治33年9月25日 印刷用紙・1通 い560－9－5
長道収入役立松太左衛門→神戸分左衛門
領収証書（金10銭領収につき）　愛知郡笠寺村長兼収明治33年9月25日 印刷用紙・1通 い560－9－6
入役立松太左衛門→神戸分左衛門
領収証書（地価割金4銭1厘領収につき）愛知郡笠明治33年9月25日 印刷用紙・1通 い560－9－7
寺村長兼収入役立松太左衛門→神戸分左衛門
領収証書（畑租37銭領収につき）　愛知郡笠寺村長明治33年12月3日 印刷用紙・1通 い560－9・8
兼収入役立松太左衛門→神戸分左衛門
領収証（郡費負担地価割3銭2厘領収につき）愛知明治34年1月6日 印刷用紙・1通 い560－9－9
郡笠寺村長兼収入役立松太左衛門→神戸分左衛門
領収証書（地租割金4銭8厘領収につき）　愛知郡笠明治34年3月10日 印刷用紙・1通 い560－9－10
寺村長兼収入役立松太左衛門→神戸分左衛門
明治三十四年度共有地精算書　支配立松太左衛門→ 明治35年3月5日 罫紙・1冊 い560－10－1
共有総代神戸分左衛門
領収証書（金15銭2厘領収につき）笠寺村長兼収入明治34年4月30日 印刷用紙・1通 い560－10・2
役立松太左衛門→神戸分左衛門
領収証（地租割金9銭2厘領収につき）　笠寺村長兼明治34年7月31日 印刷用紙・1通 い560－10－3
収入役立松太左衛門→神戸分左衛門
領収証書（錦嚢金50銭5厘領収につき）愛知郡笠寺明治34年9月26日 印刷用紙・1通 い560－10－4
村長兼収入役立松太左衛門→神戸分左衛門
領収証（地租割金13銭5厘領収につき）　笠寺村長兼明治34年10月25日印刷用紙・1通 い560－10・5
収入役立松太左衛門→神戸分左衛門
領収証書（金24銭8厘領収につき）　笠寺村長兼収入明治34年11月1日 印刷用紙・1通 い560－10－6
役立松太左衛門→神戸分左衛門
領収証書（畑割金53銭5厘領収につき）愛知郡笠寺明治34年1月30日 印刷用紙・1通 い560－10－7
村長兼収入役立松太左衛門→神戸分左衛門
三糸（金2円7銭7厘領収につき）　二村源二郎→笠寺明治35年11月13日横切継紙・1通 い560－10－8
村役場御中
（明治35年度共有地掟米精算書、公租明細書）　立明治36年3月16日 罫紙・1冊 い560・斜一1
松太左衛門→共有総代神戸分左衛門
領収証書（金12銭領収につき）愛知郡笠寺村長兼収明治35年3月25日 印刷用紙・1通 い560－11－2
入役立松太左衛門→神戸分左衛門
領収証書（金23銭領収につき）愛知郡笠寺村長兼収明治35年4月30日 印刷用紙・1通 い560－11・3
入役立松太左衛門→神戸分左衛門
領収証（地価割金14銭領収につき）愛知郡笠寺村明治35年5月12日 印刷用紙・1通 い560・11－4
長兼収入役立松太左衛門→神戸分左衛門
領収証書（畑租金53銭5厘領収につき）愛知郡笠寺明治35年9月29日 印刷用紙・1通 い560・11－5
村助役兼収入役稲熊喬吾→神戸分左衛門
領収証（地租割14銭領収につき）　笠寺村助役兼収明治35年9月29日 印刷用紙1通 い560－11－6
入役稲熊喬吾→神戸分左衛門
領収証書（金22銭領収につき）　愛知郡笠寺村収入役明治35年10月30日印刷用紙・1通 い560・11－7
稲熊喬吾→神戸分左衛門
領収証書（二二金53銭5厘につき）愛知郡笠寺三助明治35年11月24日印刷用紙・1通 い560－11－8
役兼収入役稲熊喬吾→神戸分左衛門
一168一
愛知郡の新田／笠寺村／字上鳥山共有地
（明治36年度共有地掟米精算書、領収書、公租明細明治37年4月22日 罫紙・1冊 い560－12－1
表）立松太左衛門他2名→神戸分左衛門
領収証書（金3銭領収につき）笠寺村助役兼収入役 明治36年3月25日 印刷用紙・1通 い560－12－2
稲熊喬吾→神戸分左衛門
領収証書（金22銭領収につき）笠寺村助役兼収入役明治36年4月21日 印刷用紙・1通 い560・12－3
稲熊同称→神戸分左衛門
領収証書（金23銭領収につき）笠寺村助役兼収入役明治36年10月28日印刷用紙・1通 い560－12・4
稲熊等外→神戸分左衛門
領収証書（金8銭領収につき）　笠寺村助役兼収入役 明治37年3月7日 ガリ版刷用紙・1通 い560－12－5
稲熊喬吾→神戸分左衛門
領収書（地価割金15銭領収につき）　笠寺村助役兼明治36年4月21日 印刷用紙・1通 い560－12・6
収入役稲熊平野→神戸分左衛門
（地価割金15銭領収につき）愛知郡笠寺村助役兼収明治36年9月 印刷用紙・1通 い560－12－7
入役稲熊凹凸→神戸分左衛門
領収証（地価割金1銭領収につき）愛知郡笠寺村助 明治36年4月21日 印刷用紙・1通 い560－12－8
役兼収入役稲熊平野→神戸分左衛門
領収証書（畑租金53銭5厘領収につき）愛知郡笠寺明治36年9月29日 印刷用紙・1通 い560－12－9
村助役兼収入役稲熊門下→神戸分左衛門
領収証書（局面金53銭5厘領収につき）愛知郡笠寺明治36年11月28日印刷用紙・1通 い560－12。10
村助役兼収入役稲熊喬吾→神戸分左衛門
記鮪麗鍵靭瀬野辮藤野懇 明治37年4月22日 罫紙・1通 い560。12・11
太左衛門
（明治37年共有地掟米精算書、配当金領収証）　立明治38年4月13日 罫紙・1冊 い560－13－1
松太左衛門他2名→神戸分左衛門
三十七年井袖下用米（米1合領収につき）愛知郡 明治38年1月25日 ガリ版刷用紙・1通 い560・13。2
笠寺村役場→神戸分左衛門
領収書（金11銭領収につき）愛知郡笠寺村助役兼収明治37年4月23日 村役場ガリ版刷用紙・1 い560－13－3
入役稲熊門門→神戸分左衛門 通
領収証書（金1銭領収につき）愛知郡笠寺村助役兼 明治37年4月23日 村役場ガリ版刷用紙・1 い560・13・4
収入役稲熊喬吾→神戸分左衛門 通
領収証書（金18銭領収につき）愛知郡笠寺村助役兼明治37年4月23日 村役場ガリ版刷用紙・1 い560－13－5
収入役稲熊喬吾→神戸分左衛門 通
領収書（地価割金ll銭領収につき）　愛知郡笠寺村明治37年9月30日 村役場ガリ版刷用紙・1 い560－13－6
収入役稲熊喬吾→神戸分左衛門 通
領収証書（玉器雑地租金70銭領収につき）愛知郡明治37年9月30日 村役場ガリ版刷用紙・1 い560・13－7
笠寺村外役回収入役稲熊喬吾→神戸分左衛門 通
領収証書（金31銭領収につき）愛知郡笠寺村収入役明治37年10月28日村役場ガリ版刷用紙・1 い560－13－8
稲熊等外→神戸分左衛門 通
領収証書（畑及雑地69銭領収につき）愛知郡笠寺明治37年11月29日村役場ガリ版刷用紙・1 い560－13－9
村収入役稲熊喬吾→神戸分左衛門 通
照準村
全体
噸鷺禦酵醗離離錨響鞭有権明治34年7月26日封筒・1点 い618－0
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所礒禽獣鴬野難壁麟勲難 明治34年7月26日 罫紙・1冊 い618－1
戸銀之助→名古屋区裁判所熱田出張所御中
証（氷室伝兵衛・渡辺喜兵衛へ売り渡した悪水路地
@所を貴殿の名義にて売買登記を済ますにつき）
明治34年7月26日 罫紙・1冊 い618－2
愛知郡名古屋市皆戸町1丁目（署名未記入）→愛知郡海
西郡宝地村大字神戸新田神戸三左衛門
記（千竃村掟米地主割合） 横折紙・1通 い463－5
記（出張費・認め方費用等の書上） 折紙・1通 い463－6
土地取得
愛知郡千竈村買得証　外買得二二スル書類 明治13年2月 袋・1点 い558－0
（理路敷の書上）　金原辰寿・水野徳兵衛他2名→海西 明治13年3月4日 罫紙・1冊 い558－1－1
郡神戸新田神戸文左衛門・春日井郡土器野新田天野佐
兵衛
（井路敷の書上）　蔵井庄左衛門藤井要蔵他4名→海 明治13年3月4日 罫紙・1冊 い558・1－2
西郡神戸新田神戸文左衛門・春日井郡土器野新田天野
佐兵衛
（愛知郡千竈村の土地反別1畝1歩代金算用書付） 罫紙・1通 い558－1－3
地所売渡証券（千竈村字川敷・字繰出の翼翼敷・堤 明治13年2月24日 竪美継紙・1通 い558－2－1
敷反別5反1畝1歩）　愛知郡千窯村百六拾七番地右
地所売渡本人近藤忠兵衛・服部居敬、ほか保証人1名→
海西郡神戸新田神戸文左衛門・春日井郡土器野新田天
野面兵衛
地塗鞘灘辞繍購講囎欝欝 明治13年2月29日 竪美継紙・1通 い558－2－2
売渡本人金原聖寿・水野徳兵衛他2名、保証人1名→海
西郡神戸新田神戸文左衛門・春日井郡土器野新田天野
佐兵衛
地所売渡証券（千竈村字川敷反別4反壱歩）　右地 明治13年3月4日 竪美継紙・1通 い558・2・3
所売渡本人愛知郡豊田村藤井庄右衛門他3名、熱田富
江町・千竈村各1名、保証人1名→海西郡神戸新田神戸
文左衛門・春日井郡土器野新田天野佐兵衛
愛知郡千竈村買得証　神戸松 明治18年6月27日 包紙・1点 い558－2－4－0
証（売渡地所の手続きにつき）愛知郡千竈村右地頭
@売渡本人近藤官兵衛・服部居敬、保証人1名→天野佐兵
明治13年2月22日 罫紙・1冊 い558・2－4－1
衛・神戸分左衛門
証（手付金50円受取りにつき）愛知郡千窯村右代理明治13年2月25日 罫紙・1通 い558－2－4－2
人鈴木慶十郎→氷室長峯、御取次神戸分左衛門
証（愛知郡千曳村地所売渡の手付金40円受取りに
@つき）　鈴木慶十郎→神戸分左衛門・天野佐兵衛
明治13年3月1日 竪紙・1通 い558・2・4。3
記（地券高高通分印税上納につき）　鈴木慶十郎→ 小切紙・1通 い558－2－5－1
天野、神戸
（井敷反別書付）　近藤官兵衛・服部居敬→海西郡神戸
@新田神戸分左衛門・春日井郡土器野新田天野佐兵衛
明治13年2月24日 罫紙・1冊 い558－2－5－2
記（金296円御渡被申軽爆につき）　天野→神戸 明治12年3月6日 罫紙・1通 い558－2－6－1
（本証券その他につき書状）　天野→神戸 2月2日 横切継紙・1通 い558－2－6－2
（金額書付）→一 小切紙・1通 い558・2・6・3
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証（紹介手数料受納につき）鈴木慶十郎→神戸分左 明治13年3月4日 罫紙・1通 い558－2－7－1
衛門・天野佐兵衛
証（紹介手数料45円受納につき）　鈴木慶十郎→神明治13年3月1日 「鴎汀書屋」用箋・1通 い558・2・7－2
戸分左衛門・天野佐兵衛
証（紹介手数料受取につき）　愛知郡千竈村鈴木慶十 明治13年2月24日 「神戸氏蔵」用箋・1通 い558－2・7－3
郎・熱田籠屋町藤田談太郎→神戸分左衛門・天野佐兵
衛
記（地券証印税6銭受取につき）　（千竈村戸長）役場 明治13年3月10日 小切紙・1通 い558－2－7。4
→神戸分左衛門代理鈴木慶十郎
糠魏譲鈷竈羅騰講雑鰭雛罐 明治18年6月27日 竪美継紙・1通 い558－2－8
天野佐兵衛、保証人1名→海西郡神戸新田弐番地神戸
分左衛門
地所譲渡証券　愛知郡千竈村地所譲主山崎徳左衛門 明治20年1月25日 罫紙・1冊 い447－1
ほか13名→海西郡神戸新田神戸分左衛門ほか4名
記（千竃村耕地・井路敷買受のための出金書上げ） （明治13年） 横折紙・1通 い463－4
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大高源兵衛新田／掟米徴収／米納帳
表題・作成等 年代 形態・数量　　整理番号
大高源兵衛新田
　この新田は、1706（宝永3）年大高村の山口仁兵衛が開発し、地積は田畑38町8反余である。明
治11年には愛知郡鳴尾村に属した〔以上角川地名辞典〕。神戸家との関わりは開発当初からと思わ
れるが、1706年の史料を欠くために不明である。この新田には神戸家のほかにも地主がおり、3な
いし2人の地主グループを「名古屋方」と呼んでいた。
　この新田における神戸家の経営組織は現段階ではあまりょくわからない。但し、中嶋半右衛門が
名古屋方の支配人の役割を果たしていることは確実である。中嶋半右衛門は、もしも彼が後述の大
項目にある中島屋半右衛門と同一人物であるとすれば、名古屋御薗町の商人であり、神戸家とは商
業面でも経営提携を行っていた家である。つまり、大高源兵衛新田名古屋方の支配人は名古屋に居
住している。これに対して現地の新田小屋で直接地主経営に従事していると見られる人物が惣助な
いし由兵衛である。惣助には地主グループから痛分が支払われていた。
　もっとも、本目録収録分の史料は明治期のものが大半である。「近代土地売買」には、明治10～
28年にかけての「地所売渡証券」など53点がある。「延滞掟米請求事件」には、明治25年に小作人
が掟米を滞納したことに対し神戸家が裁判を起こすことになった事件の関連文書37点を収めた。
掟米徴収
米納帳
覚（源兵衛新田御年貢米積送りにつき）　源兵衛新
　田義兵衛→犬山屋兵次
申11月3日 竪切紙1通 し、445－3・37
経営費用
入用金銀帳
卯年並兵衛新田入用元利金浦　庄屋孫治郎 享保8年12月吉日 横長直紙（一ツ綴）1弛い457
その他
大高新田鼻面方面用金勘定目録　大高村源兵衛　　正徳2年8月13日 竪半（ニツ綴）・1冊　　　い455
年貢・村入用
年貢
申年三定（愛知郡源兵衛新田年貢割付状）鳥二二 宝暦2年ll月 竪継紙・1通 い503－2－10
衛門→右村庄屋・組頭・小百姓
卯年免定　写シ（愛知郡源兵衛新田）　本四七郎→ 宝暦9年11月 竪美継紙・1通 い732－1
右新田庄屋・組頭・百姓
三年免定　写シ（愛知郡源兵衛新田）　本年七郎→ 宝暦10年11月 旧師継紙・1通 い732－2
右新田庄屋・組頭・百姓
巳年免定　写シ（愛知郡源兵衛新田）磯藤七郎→ 宝暦11年11月 竪美継紙・1通 い732－3
右新田庄屋・組頭・百姓
高年高高（愛知郡源兵衛新田）高高七郎→右新田庄 宝暦12年11月 二二継紙・1通 い732－4
屋・組頭・百姓
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三年免定（愛知郡源兵衛新田）
　屋・組頭・百姓
磯藤七郎→右村庄宝暦13年11月 竪美継紙・1通 い732・5
作徳米計算
納米入用割賦
（大高新田割賦帳）
i割符帳）
酉極月 横長半（一ツ綴）・1冊
｡長半（一ツ綴）・1冊
い461・1
｢461－2
その他
（小作人ごとの面積書上帳）
　衛門
惣兵衛→紋次郎・半右 元文4年10月 横長半（一ツ綴）・1冊 い464－3
並曇主目ロ目
（普請人足書上等）　岩田治部・今泉忠兵代鬼頭伝太夫
　ほか1名、安坂才右衛門→右新田庄屋中
享保17年4月 横長半（一ツ綴）1冊 い464－4
近代土地購入
地所売渡約定証券　愛知郡鳴尾羽咋地所売渡人永井 明治13年11月11日罫紙・1冊 い454－1
松右衛門・愛知郡鳴尾村右親類保証人永井定右衛門→
海西郡神戸新田神戸分左衛門
証（書き入れ借用金返金につき地券証請取）　山口 明治12年3月4日 罫紙・1通 い454－2
源兵衛→神戸分左衛門
証（金請取につき）　山口源兵衛→神戸分左衛門 明治10年10月28日罫紙・1通 い454－3
証（正徳米月割納入の約定につき）　山口源兵衛→ 明治10年10月28日罫紙・1通 い454・4
神戸分左衛門
耕地売買無届　知多郡大高村右地所売渡人山口源兵 明治12年3月18日 罫紙・1冊 い454－5
衛・海西郡神戸新田右地所買受人神戸分左衛門→愛知
郡鳴尾村戸長御中
耕地売渡証　知多郡大高村売主山口源兵衛愛知郡熱 明治12年3月17日 罫紙・1冊 い454－6
田親類保証人鈴木七左衛門・同郡鳴尾村惣代蟹江作左
衛門→神戸分左衛門
約定亭亭（地券名義書換につき）　山口源兵衛→神 明治13年3月15日 罫紙・1通 い454。7
戸分左衛門
願（古堤払下ならびに開墾請願承諾につぎ）海西 明治13年7月1日 罫紙・1冊 い454－8
郡神戸新田神戸分左衛門→愛知郡鳴尾村戸長役場御
中
地券謹写 罫紙・1冊 い454－9
記（地租・諸入費請取につき）愛知郡鳴尾村永井松 明治14年6月 罫紙・1冊 い454・10
右衛門→海東郡神戸新田神戸分左衛門
謹（売渡した土地を買い戻すさいの確約につき）
@海西郡神戸新田右源兵衛地謡二神二分左衛門・知多郡
明治18年1月22日 罫紙・1冊 い454－11
大高村右同断下村実栗・愛知郡鳴尾村右同断永井松右
衛門・代理永井三右衛門・知多郡大高村右同断山盛増
右衛門・愛知郡鳴尾村右同断久野久兵衛・同郡同村右
同断久野増三郎・愛知郡鳴尾村右同断久野信太郎
証（地所売渡証券の証明につき）　愛知郡鳴尾村地 明治14年9月30日 罫紙・1通 い454－12
安売渡人永井松右衛門→海西郡神戸新田神戸分左衛
門
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証（地所買請のさいの口入料請取領収証〉右金円 明治10年10月25日罫紙・1通 い454－13
請取人土屋大右衛門・右係証人柴田伝左衛門→神戸分
左衛門
証（地所買請のさいの紹介料請取領収証）愛知郡 明治13年10月11日罫紙・1通 い454－14
鳴尾村永井定右衛門→神戸分左衛門
永代売渡地所証券（愛知郡鳴尾村旧名源兵衛新田
@のうち改正反別4町余の田畑宅地）　第七区知多
明治10年11月1日 竪美継紙・1通 い557－1
郡大高村山口留兵衛他2人→第六区海西郡神戸新田神
平分左衛門
永鯖農離慧舗醗裂手名縣鑛男 明治14年9月30日 竪無血・1通 い557－2
27番地雷地所売渡人永井松右衛門他1名→海西郡神戸
新田弐番地神戸分左衛門
愛智灘難難灘難聾盒 明治27年4月18日 封筒・1点 い564－0
済右につき約定証券壱通　神戸
地所売渡証券（鳴尾村地所代金444円58銭3厘にて明治27年4月16日 竪半（一ツ綴）・1冊 い564－1
売り渡すにつき）　尾張国愛知郡鳴尾村四＋三番戸
売渡人久野増三郎→海西郡宝地村大字神戸新田弐拾
八番戸神戸分左衛門
名古屋市木挽町神戸分左衛門様　愛知郡鳴尾村大 明治27年4月20日 封筒・1点 い564・2－1－1－O
字源兵衛組蟹江作左衛門→名古屋市木挽町神戸直面
衛門
（激増方より買い上げた1703番地所の面積が台帳
L載の面積と比べ不足するにつき書状）　歯並
（明治27年）4月20日 横切継紙・1通 い564－2－1－1－1
作左衛門→御地主神戸
（受端地丈量の件貴意に応ぜず候につき）愛知郡 明治28年1月4日 葉書・1通 い564－2・1・2
鳴尾村下江金三郎→愛知県名古屋市木挽町神戸分立
衛門
（雛騨署聖血／と麟温感幽幽 1月12日 葉書・1通 い564－2－1－3
衛組蟹江作右衛門→名古屋市木挽町神戸分左衛門
（塩気となった土地に土足しいたすよう申し上げたがこの儀小生の権利にこれなきにつき）久 明治27年9月23日 葉書・1通 い564－2－1－4
野増三郎→名古屋市木挽町神戸分左衛門
名古屋木挽町神戸分左衛門様　久野増三郎→神戸分 明治28年1月14日 封筒・1点 い564－2－1－5－0
左衛門
記（地所買受証文雛形） 横切紙・1通 い564－2－1－5－1
（小作帳・約定証至急送付くだされたきにつき書 1月14日 横切継紙・1通 い564－2－1－5－2
状）久野増三郎→神戸分左衛門
（源兵衛新田久野増三郎拍地地価・掟米書付） 小切紙・1通 い564－2・1・6
（掟米・反別書付） 横切紙・1通 い564－2－1・7
（石高・代金書付） 小切紙・1通 い564－2－1－8’
名古屋市木響町神戸分左衛門様御店長尾義方様 明治27年1月28日 封筒・1点 い564－2－1・9・0
愛知郡鳴尾村久野増三郎→長尾義方
（地所の買い上げ条件などにつき書状）　久野増三 （明治27年）1月28日 横切継紙・1通 い564－2－1－9－1
郎→神戸分左衛門様御店長尾義方
名古屋木挽町神戸文左衛門様　久野増三郎→神戸文 明治27年3月1日 封筒・1点 い564－2－1－10－0
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左衛門
（掟米相場などにつき書状）久野増三郎→神戸文左 （明治27年）3月1日 横切継紙・1通 い564・2－1－10－1
衛門
記（金1円55銭相済につき）　惣兵衛→神戸 7月9日 横切紙・1通 い564－2－1・11
名古屋市木挽町神戸分左衛門殿　愛知郡鳴海町朝 明治28年6月12日 封筒・1点 い564－2・1－12－0
岡清右衛門→名古屋市木挽町神戸分左衛門
（昨年来の一条落着の謝儀としての贈り物に対す 6月12日 横切紙・1点 い564－2－1－12－1
る礼状）朝岡清右衛門→神戸分左衛門
久野増三郎所有分（久野所有の田畑反別・地価・掟 横長半（一ッ綴）・1冊 い564－2－1－13
米・作人書付）
（田畑反別・地価・掟米・作人書付） 横長半（一ツ綴）・1冊 い564・2－1－14
（間数・番号・金額書付） 横折紙・1点 い564－2－1－15
地所売渡シにつき約定証（鳴尾村田畑4反7畝27歩
@を286円63銭にて売渡につき）　愛知郡鳴尾村四
明治27年4月17日 二半（一ツ綴）・1冊 い564・2－2
十三番戸久野増三郎→神戸分左衛門
愛騰麗纒鱗界轄識騰i騒．麦購　二連名宛山口源兵衛売渡証券壱通、同所永井松
･器鰭思懸弾鵜竸羅囎
明治25年10月31日封筒・1通 い565・0
分左衛門
地所売渡証券（鳴尾村畑地など代金628円50銭にて
@売り渡すにつき）　売渡人山口源兵衛、保証人山口
明治25年10月22日罫紙・1冊 い565－1
源一郎→海西郡宝地村大字神戸新田廿八番戸神戸分
左衛門
地所売渡証券（鳴尾村宅地など代金250円にて売り明治25年10月22日罫紙・1冊 い565・2
渡すにつき）　売渡人坪井幸吉、保証人山口源一郎
→海西郡宝地村大字神戸新田吐口柵戸神戸分左衛門
地所売渡証券（鳴尾村荒田代金41円にて売り渡す
@につき）　　　　　　知多郡大高村弐百七拾壱番直売渡人山口
明治25年10月22日罫紙・1冊 い565－3
源兵衛、保証人山口源一郎→海西郡宝地村大字神戸新
田神戸分左衛門、愛知郡成尾村久野野次
（字堤外など畑宅地の反別・地価・掟米書付） 横切紙・1冊 い565－4・1
神戸氏（山口・坪井地代金など受取につき）　下村 明治25年10月31日罫紙・1通 い565－4－2
誠
山口心地訳精算記（年限定引米代など金額書付） 罫紙・1通 い565・4－3
山口・坪井地所買受所得精算記　→神戸 明治26年3月 罫紙・1冊 い565－4－4
地所売渡証券（鳴尾村旧源兵衛新田永井松右衛門
@外内名共有地5円にて売り渡すにつき）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　知多郡
@大高村弐百七十一番戸売渡人山口幕兵衛、保証人山口
@源一郎→海西郡宝地村大字神戸新田廿八番戸神戸分
明治25年10月24日罫紙・1冊 い565－4－5
左衛門、愛知郡鳴尾村久野久兵衛
地所売渡証券登記済証入 明治35年2月 封筒・1点 い557－3－0
地醗野州鵬三野罐；蹉薮穽　松右衛門→海西郡宝地村大字神戸新田弐拾八番戸神 明治35年2月22日 罫紙・1冊 い557－3－1
戸分左衛門
源兵衛新田江北上ノ切高高起二代《二成）三筆永井
@松右衛門（地主惣代）より売渡登記済証券　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神戸
明治39年12月25日封筒・1点 い617－0
一176一
大高源兵衛新田／近代土地購入
地所売渡証券（愛知郡笠寺村の土地3筆）　愛知郡 明治39年12月25日罫紙（一つ綴）・1冊 い617－1
笠寺村大字鳴尾16番戸売主永井松右衛門→海西郡十
四山村大字神戸新田502番地神二分左衛門
延滞掟米請求事件
〔封筒〕（「源兵衛新田廿四年度掟米請求事件用書 封筒・1点 い592－0
類、判決書五通）神戸
正寿撰（茶袋の転用ヵ）尾張名古屋伝馬町御茶所 封筒・1点 い592－1－0
（小作米請求事件第24回分の金受け取るにつき）6月8日 小切紙（罫紙）・1通 い592－1－1
下村誠→神戸分左衛門
（事件仮割賦金受取につき）年番下村誠→神戸分左 3月7日 小切紙（罫紙）・1通 い592－1－2
衛門
神戸分左衛門様森谷事務所→神戸文左衛門 明治25年8月9日 封筒・1点 い592－2－0
（初子への記載方について）森谷事務所→神戸文左 8月9日 横切継紙・1通 い592－2－1
衛門
当千名古屋市木挽町二丁目　神戸分左衛門様　大 7月25日 封筒・1点 い592－3・0
高　下村誠拝→神戸分左衛門
（証文雛形のごとく御調製くだされたきにつき） 7月25日 横切継紙・1通 い592－3－1
下村誠→神戸分左衛門、瀧定助
（今般事件の入費に関する金子取り扱いお断り申 明治25年2月26日 葉書・1通 い5924し上げるにつき）愛知県知多郡大高村下村→当県
名古屋市木挽町神戸分左衛門
神戸様・瀧様　三通添　大高年番より　大高年番→ 封筒・1点 い592－5－0
神戸、瀧
証（金2円受取につき）川下→神戸 6月8日 横切紙・1通 い592－5－1
舌代（借用米証券御地にて活字版に御刷り立てく 7月23日 横切紙・1通 い592－5・2
だ旧るべきにつき）年番下村誠→神戸分左衛門、
瀧定助
名古屋市木挽町神戸分左衛門様　愛知郡鳴尾村久 封筒・1点 い592－6－0
野久兵衛→神戸分左衛門
（鵯維鷺流讃ξ器用懲罰3鞘7月29日 横切継紙・1通 い592－6－1
久野久兵衛→神戸分左衛門
内訳（源兵衛組の土地の地価書上） 罫紙・1通 い592・6－2
名古屋市木挽町神戸分左衛門様　愛知郡鳴尾村久 3月5日 封筒・1点 い592・7・0
野久兵衛→神戸分左衛門
（麿魏雛罷鍍論幽趣擬厳律緊 3月5日 横切継紙・1通 い592－7－1
神戸分左衛門
〔こより〕 こより・1点 い592－8・0
響黙黙購難詰藻籍 明治25年6月8日 罫紙・1通 い592－8－1
名
契雛粟騙騰鰍聖籍鵠襲甲州 明治25年2月24日 罫紙・1通 い592－8－2
寸間の結約条項）　永井松右衛門、神戸分左衛門他
一177一
大高源兵衛新田／延滞掟米請求事件
12名
＊難羅難糞藷騨腱鎚 罫紙・1冊（こよりつき） い592－9
判決書（延滞掟米請求事件につき判決書正本）名 明治25年5月23日 「判決用紙」用箋・1冊 い592－10－1
古屋区裁判所書記代理津島区裁判所書記岩間栄次郎
判決書（延滞掟米請求事件につき判決書正本）名 明治25年5月20日 「判決用紙」用箋・1冊 い592・10・2
古屋区裁判所書記代理津島区裁判所書記岩間栄次郎
判決書（延滞掟米請求事件につき判決書正本）名 明治25年5月24日 「判決用紙」用箋・1冊 い592－10－3
古屋区裁判所書記中根正雄
判決書（延滞掟米請求事件につき判決書正本）　名 明治25年5月25日 「判決用紙」用箋・1冊 い592・10・4
古屋区裁判所書記木村重□
判決書（延滞掟米請求事件につき判決書正本）名 明治25年5月19日 「判決書用紙」用箋・1冊 い592－10・5
古屋区裁判所書記代理津島区裁判所書記岩間栄次郎
（地主大森・久野・蟹江・浅井らの鳴尾村官兵衛新田 「森谷訴訟用紙」用箋 い592－11
所持地での未納分書上） （ニツ綴）・1通
源兵衛新田廿四年度小作人名帳　神戸 封筒・1点 い592－12－0
愛知郡鳴尾村源兵衛新田明治弐拾四年度小作人名 横長半（一ツ綴）・1冊 い592－12－1
帳神戸
（原告・被告人名前書上） 「森谷訴訟用紙」用箋・1 い592－13－1
（地主・小作人名、小作地高、代金書上） 「森谷訴訟用紙」用箋・1 い592－13－2
（延滞掟米請求につき訴状）　（原告神戸ら）右訴訟代 明治25年3月11日 「森谷訴訟用紙」用箋・1 い592－13－3
理人森谷三雄→名古屋区裁判所監督判事西平 冊
証拠物写　原告訴訟代理人森谷三雄→名古屋区裁判所 明治25年5月12日 「森谷三雄丁丁用紙」用 い592－13－4
監督判事西平 箋・1通
証書送付嘱託ノ申立　原告訴訟代理人森谷三雄→名 明治25年5月18日 「森谷三雄詞訟用紙」用 い592－13－5
古屋区裁判所監督判事西平 箋・1通
証拠物写（永代売渡し田地証文など証文類写）　被 明治25年5月 「伊東代言事務所用」用 い592。13－6
告訴訟代理人伊東旭→名古屋区裁判所監督判事西平 箋・1通
口頭弁論調書（掟米請求事件につき）判事西平、書 明治25年5月10日 「森谷訴訟用紙」用箋・1 い592－14
記木村重唱 通
源兵衛新田小作米請求事件記録　神戸 明治25年2月 「神戸氏蔵」用箋・1冊 い592・15
一178一
知多郡の新田／名和前新田／諸事留帳ほか
表題・作成等 年代 形態・数量 整理番号
知多郡の新田
①名和前新田
　知多半島基部の天白川河口左岸にあり（地図1参照）、1695（元禄8）年に開発された。天白川を
はさんで北隣に上述の源兵衛新田がある。犬山神戸家の一族伝八郎が出資したという〔以上角川地名
辞典〕。
　今回の目録には、この開発当初の文書が6点含まれている。「諸事留帳ほか」には1695（元禄8）
年に取米額を定めた証文そのほかがある。これらの史料からは神戸文左衛門家の関与は明確ではなく、
むしろ本家の鵜飼屋神戸弥左衛門の方が地主としては明確に出てくる（い479）。のちの大宝前新田支
配人小川唯助の名前が同史料には出てきており、このことが神戸文左衛門家の関与を示すものなのか、
それとも小川唯助が大宝前新田開発以前は本家に属する立場にあったのかは現段階では不明である。
　そのほかは主として近世後期の書付型史料が9点ある。
名和前新田
諸事留帳ほか
相渡申田地申事（名和前新田田地合壁町壱畝歩） 宝永2年3月 竪紙・1通 い479
名和前新田庄や卦体彦三郎・犬山内同村地主安藤孫七
→小川唯助・川嶋庄八
知響籍1寸轍騰編麟叢叢錨宝永3年5月11日 竪美紙・1通 い546－1
兵衛・榎本甚左衛門→神戸弥左衛門・服部太左衛門
警魏轄頚輪夢欝畠勢野饗霰 元禄8年3月 竪美紙・1通 い546－2
左衛門・神戸傳八郎→榎本甚左衛門・宮原善兵衛・松本
清左衛門
覚（知多郡名和前海辺御新田堤築土不足時の土取 3月 竪継紙・1通 い546－3
場につき）
覚（名和村前新田からの取米をはじめ5年は5石つ
@つ、のち5年は10石つつとするにつき一一札写）
元禄8年3月 竪継紙・1通 い546・4
服部太左衛門・神戸傳八郎→榎本甚左衛門・宮原善兵
衛・松本町左衛門
請取申子之御年貢米誓事（新田留池敷地年貢米） 元禄9年12月26日 竪美紙・1通 い735
知多郡名和村庄屋庄助→植村次郎左衛門、宮原善兵衛
（蟹難き響轡田懇話擁蟹羅織評欄 天保10年6月 横切継紙・1通（包紙付） い438
（名和前新田不納所埋立許可につき書付）柳原代 天保12年7月 横切継紙・1通 い439
官加藤安左衛門→神戸弥左衛門
新田墨引概願済十三ヶ年御年貢御初横須賀御陣屋 天保12年5月 包紙・1点 い440－0
より被仰渡書付本紙
（名和前新田見取古堤切起などにつき申渡）渡次 天保12年5月 横切継紙・1通 い440－1
郎兵衛→名和前新田地主犬山神戸弥左衛門
（和名前新田古堤切起地代金請取覚）　横須賀陣屋 （天保12年）5月9日 竪切紙・1通 い440－2
→名和前新田地主犬山神戸弥左衛門
一179一
知多郡の新田／名和前新田／掟米徴収
掟米徴収
覚（知多郡名和前新田納米積送りにつき）　右（名 卯10月17日 竪切紙・1通 い445・5
和前）新田勘右衛門→神戸文左衛門
覚（名和前新田納米積送りにつき）　庄屋長左衛門・ 申11月13日 竪切紙・1通 い445・1－59
同勘右衛門→神戸文左衛門
年貢
（犬山新田享保九年旱損・元文元年名和前新田洪水
梍N貢御免分覚書、安政六年土用干しの際発見）
（享保9年～元文3元年）横切紙・1通（包紙付） い437
覚（知多郡名和前新田定納米・見取米割付状）　石 文化14年11月 竪継紙・1通 い503・2－7
弥兵衛→右新田庄屋
一180一
三重県の新田／和泉新田
表題・作成等 年代 形態・数量 整理番号
三重県の新田
①和泉新田
　桑名郡にあり近世以来明治22年までこの村名である。木曽川河口の乱流域にある〔角川地名辞典〕
（地図1参照）。（その2）では地券のみであったが、本目録では明治ユ0～14年の「永代売渡地所証券」
など6点がある。
②中和泉新田
　上記和泉新田の南側に開発された新田である〔角川地名辞典〕。神戸家はこの新田のなかの地所を
明治10年に桑名郡見入新田黒宮嘉左衛門から買い取り（あ3657）、同33年に早川忠蔵に売り渡してい
る（あ3596、3597）。今回収録分は明治11年の土地購入の証書など3点である。
和泉新田
明治十年丁丑六月廿六日上和泉地所遠山証券 明治10年6月26日 綴に貼付された札・1点 い593・5－1
明治ll年12月15日横切紙・1通 い593－5－2
記（民費・堤防諸色割の金4円64銭3厘受取につき）明治10年6月26日 「第三大区五之小区」用 い593－5－3
和泉新田用掛冨田吉平→近藤彦十郎 箋・1通
依頼書（売渡地の掟米取立てにつき）　三重県第三 明治11年10月12日竪継紙・1通 い593。5－4
大守凹凹区長島萱町地所売渡人近藤門十郎他4名→愛
知混血下第六富尾張山神戸新田神戸分左衛門他2名
睡郷編髄鞘薦下構羅懲鷺蒙 明治11年10月12日竪美継紙・1通 い593－5－5
区伊勢国桑名郡長島萱町出血番地右地所売主近藤彦
十郎他4名→愛知県下第六区尾張国海西郡神戸新田神
戸分左衛門他2名
約定証（伊勢国桑名郡和泉新田田地買得につき） 明治14年8月10日 罫紙・1冊 い593・13－1
海西郡鳥ヶ地新田内右地所売渡人宮崎十郎二、同郡神
戸新田右証人早川忠兵衛→海西郡神戸新田神戸分左
衛門
永代地所売渡証券（伊勢国桑名郡和泉新田の田地・ 明治14年8月21日 竪美（一ツ綴）・1冊 い593・13－2宅地）　尾張国海西郡鳥ヶ地新田4番地右地所売渡人
宮崎十郎二、他保証人1名→尾張国海西郡神戸新田2番
地神戸分左衛門
中和泉新田
地所重書約定証書（伊勢国桑名郡中和泉新田の土
@地）　第六区鳥ヶ地新田右地所買主宮崎十郎二→神
明治11年12月8日 罫紙・1冊 い593・15－1
戸分左衛門
地所売渡約定証書　第6区神戸新田野地所売主神戸分 明治11年12月8日 罫紙・1冊 い593－15－2
左衛門→宮崎十郎二
証（明治11年12月の約定承諾につき）愛知県海西明治12年6月18日 罫紙・1通 い593・15・3
郡松名新田15番地佐野治朗他1名→海西郡神戸新田神
戸分左衛門
一181一

領主御用／借上金御用
表題・作成等 年代 形態・数量 整理番号
領主御用
　神戸家は1700（元禄13）年に借上金御用を勤めたことを皮切りに、主要なものだけでも、1802（享
和2）年に御勝手御用を、1823（文政6）年に町奉行所御用達を、1842（天保13）年に再び御勝手
（小納戸）御用を、1849（嘉永2）年には町役金引当調達金御用向を、1855（安政2）年には講取締
役をそれぞれ勤めている。これらの活動に対応して、1725（享保10）年に年頭御目見得を許され、以
後代々家督相続の際には継目御目見得を行っているから、神戸家は尾張藩の御用商人としての性格も
持っていると言えよう。
　今回収録分の文書は断片的なものが多く、まとまったものは少ない。今まで把握していなかった
「延米本紙元御用」、「廿人山仲間御用」といった領主御用を勤めていたことが新たに判明する。
　以上の諸史料は、神戸家が特定の役職や機能を担いそれに伴って授受作成された史料であり、神戸
家が単なる名古屋の一町人あるいは一新田地主として例えば調達金を上納している史料とは性格が異
なることに注意されたい。そのような史料は「神戸家・勘定場／公儀との関係／御用金・貸上金」、あ
るいは「大宝前（神戸）新田／公儀との関係／調達金」に配列したことを蛇足ながら付け加えておく。
もっとも、作成も宛先も欠くような書付類が単独で現存している場合はどちらとも判別しかねること
が多い。そのような場合は便宜上本項目の「その他」に入れておいた。
借上金御用
町方御役所御借上金字手形壱通 包紙・1点 い421－0
請鶏籏i蜂鴛藷騰千綿離繁贈蓑宝暦6年閏11月 竪継紙・1通（二二付） い421－1
辺新右衛門・古野与市左衛門→上材木町善右衛門・同
町九兵衛・元材木町文左衛門・上材木町与右衛門・玉屋
町忠次郎・本町小八郎・大船町勘九郎
請鍵慧隷外用鍬囎辮展穂懸襲 天明元年12月 竪継紙・1通 い422－1
田伊右衛門・坂嘉兵衛→海老屋町信濃屋五兵衛・広井
村塩屋利平・上材木町天満屋九兵衛・同町払方や善右
衛門・元材木町犬山屋文左衛門・蔵屋敷千竹屋分吉・五
条町麻や善右衛門ほか5名
覚（御払米代金先納金残金30年賦返済切手）御運寛政4年12月 竪紙・1通（型紙付） い421－2
定所→晶晶木町犬山屋文左衛門
（去々子閏ll月御酒上金200両残金100両の利息書丑12月 竪継紙・1通 い421・3
付）
御用金町代請取書 包紙・1点 い423－0
御難盤辮炉確守受囎／鋤定所 包紙・1点 い423－1
（小札・大札・金子書付） 横切紙・1通 い423－2
覚（天明元年調達金9550両元利書付）　清幽屋五兵辰12月 横切継紙・1通 い423－3
衛
預り申金子之事（町方御役所御用金預かり申すに
@つき）　常盤町助九郎・元材木町文左衛門他7名→渡
延享2年12月26日 竪継紙・1通 い736
山幸右衛門、岡清右衛門
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領主御用／御勝手御用達
御勝手御用達
覚（御勝手御繰合筋調達金1万両請取証文写）　田 嘉永3年12月 竪紙・1通 い490
宮弥太郎・成瀬加兵衛・日比野源八→地主惣代伊那次
郎左衛門ほか6名
乍侮言奉歎願候御事（勝手御用達退役願）犬山屋 正月 竪半（一ツ綴）・1冊 い448・11－2
文左衛門
（御勝手御用達申付）→犬山近文左衛門 12月8日 横切継紙・1通 い499－17
（御勝手御用達申付につき直に御用席罷出など許 12月8日 横切継紙・1通 い499－18
可）→犬山屋文左衛門
廿人役
廿人役退役三二二二書付 享和3年11月9日 包紙・1点 い499－2－0
（御用達退役申付）　→犬山屋文左衛門 11月8日 横切継紙・1通 い499－2・1
（朧製響雛華辞繋船講i絵安欝血9月26日 竪半（ニッ綴）・1冊 い449－20
小右衛門
その他
調達金等員数書（元禄10年～安政3年まで）　神戸（安政6年）未5月 竪半（ニツひねり）・1冊 い609
分左衛門
（日光社参のため金子既出命令状） 卯正月11日 横切紙・1通 い448－11・4
乍驚韓懇携騨懸蕪賄め象礪 卯正月 横切紙・1通 い448－11－6
文左衛門
（御勘定所へ呼出状）　川村紋左衛門→犬山屋文左衛
@門
（卯）正月19日 横切継紙・1通 い448－11－3
乍騨灘器騨溢購撮欝め金子指出 （卯） 横切継紙・1通 い448－11－5
三思奉願上候御事（新田普請のため延米本紙元御 辰4月 竪半（一ツ綴）・1冊 い448－5
用退役願）　犬山屋文左衛門
乍恐奉願上姓御事（延米本紙元退役等願書）小西 辰4月 竪紙・1通 い449－6
屋理左衛門
（明六日同心衆御出御申渡有之につき書状）花井 11月5日 横切継紙・1通 い499・28・1
八郎左衛門→元材木町犬山屋文左衛門
（召喚状）町方役所→元材木町犬山屋文左衛門 11月14日 横切継紙・1通 い499－28－2
（川越御普請にて難渋のため調達金被仰付につき 午11月 横切継紙・1通 い499－28・3
書状）→元材木町犬山屋文左衛門・蔵屋敷千竹屋分
吉・上材木町川方屋善右衛門・下材木町小川屋次郎左
衛門
（年号と口数の書上）→神戸文左衛門 小切紙・1通 い499。1
欝欝難灘野犠卿鷹鵬 竪紙・1通 い548・0
紙）　濃州兼山村久左衛門
（御用銀借上の古証文写） （明治4年ヵ） 竪紙・1通 い480・1
（調達金借上証文など古証文写） （明治4年ヵ） 竪紙・1通 い480－2
一184一
領主御用／その他
（古証文差し上げ奉るにつき）神戸文左衛門→海西 （明治4年）辛未12月 竪紙・1通 い480－3
郡御出張所
調叢繍喬灘串舗驚罐三灘鶴蕎錘　出シ之節ノ書付入置 （11月力） 包紙・1点 い499－28－0
一185一

元材木町／町代
表題・作成等 年代 形態・数量　　整理番号
元材木町
　神戸家が居住している町一団体としての町一の史料である。名古屋の町方における個別町レベルの
役人を「町代」という。本目録ではこの町代役の退役願1点のみである。
町代
乍恐奉願上候御事（持病の痔疾により町代役御免辰11月晦日
　下し置かれたきにつき）元材木町町代文左衛門
竪継紙・1通 い483
一187一

江戸町屋敷経営（神戸彦七・家守来家太七）／家屋敷取得
表題・作成等 年代 形態・数量 整理番号
江戸町屋敷経営（神戸彦七・家守来家太七）
　神戸家は1695（元禄8）年に江戸下船町一丁目において町屋敷経営を買得し、それ以降町屋敷経営
を行っていた。この経営は初代文左衛門安政の弟彦七（彦七郎）が担当し、直接には家守来家太七が
町屋敷の管理業務を行った。江戸霊岸島東湊町に居住する神戸彦七は、1708（宝永5）年以後の大宝
前新田の出資者としても登場しており、彦七家が文左衛門家の経営にとって不可欠の存在であること
を窺わせる。
　この項目に関する主要帳簿はすでに目録（その1）に収録されているので、今回は全て書付型史料
である。
　本項目では、まず、神戸家が最初に江戸下船町壱丁目に町屋敷を獲得したときの町屋敷売買証文
（沽券状）の写しがある（い531）。これを含み「家屋敷取得」に属する史料が9点ある（1695（元禄
8）～1742（寛保2）年）。次に「家屋敷譲渡」には、初代から二代目へ、および二代目から三代目
への神戸家の相続に連動して作成された1712（正徳2）年と1742（寛保2）年の譲渡証文などを入れ
た。ついで「寛保二年露払メ一件」は、町屋敷所有者の代替わりを町内が認知する儀礼行為をめぐっ
て神戸家と下船町弐丁目との間で交渉ごととなった一件に関する書状を含む文書21点である。これが、
本サブグループに関しては今回最も特徴的な史料であろうか。「書状」に分類したものもほとんどが、
この一件に関する書状である可能性もある。
家屋敷取得
菩薩旛霧母野編淵麗鰍鷺 元禄8年5月12日 横切継紙・1通 い531
嶋岡右衛門。（奥書）霊岸島東湊町壱丁目神戸彦七→
名主五人組衆中（奥書）名主五人組衆中
覚（下船町明町目の家屋敷拙者兄神戸分左衛門買
@取の儀紛れなきにつき一札写）　霊岸嶋東湊町壱
元禄8年5月12日 竪半・1通 い534
町目神戸彦七郎→名主五人組衆中
（勾欄懸織…弊瑠細塵蛇目融塁 宝永5年2月3日 竪紙・1通 い530－3
田次郎兵衛、家守新家太七→神戸分左衛門
証文密事（私借地の立家の売渡証文）売主喜三郎、 享保15年12月25日竪美紙・1通 い530－4
証人吉左衛門（地請人）、喜三郎支配人2名→家主太七
江藏鰻埋葬描綬之甜追球山立 包紙・1点 い530・0
山田平左衛門土蔵売之証文 横切紙・1通 い530－1
覚（貴殿表店河岸の土蔵売渡証文）　蔵主平左衛門・ 元文2年8月 竪切紙・1通 い530・2
証人長兵衛→家主太七
森田建家請取証文一通 寛保2年2月26日 包紙・1点 い528－0
一札直心（分散で受け取った森田作兵衛建家・土 寛保2年2月26日 竪紙・1通 い528－1
蔵・穴蔵・家財一式の売渡証文）　殿村佐五兵衛・
川村八兵衛・一見七右衛門・富由屋又兵衛・関口庄右衛
門・伊勢屋市郎兵衛・伊勢屋八兵外18名→家主太七
十一月二日出門事済 包紙断簡・1点 い528－2
一189一
江戸町屋敷経営（神戸彦七・家守来家太七）／家屋敷譲渡
家屋敷譲渡
覚（私拍の江戸下船町壱丁目北角より三軒目の屋 （正徳2）辰8月 竪紙・1通 い478・1
敷貸し置くにつき覚書拍）　元材木町分左衛門
覚（江戸払船町壱丁目東側の屋敷私相続し地代に （正徳2）辰8月 竪紙・1通 い478－2
て貸し置くにつき）　陶材木町犬山屋分左衛門
覚（江戸下船町壱丁目東側の屋敷私相続し地代に （正徳2）辰8月 竪継紙・1通 い478－3
て貸し置くにつき覚書拍）　元材木山犬山屋分左
衛門
琴海町ヨリ文左衛門へ屋敷譲り済候節被遣候証文 寛保2年12月 包紙・1点 い529－0
出面へ弐通
譲藩候節名主へ切論礼状判鑑（拙者拍屋敷譲リ弘 寛保2年12月29日 横切紙・1通 い529・1
メのお世話、沽券状への奥印などへの礼状写、お
よび証文の印と同印の判鑑）　神戸文左衛門→小
沢太郎兵衛
（螺欝繍離將儲難雛i墜ll月5日 横切紙・1通 い529－2
き書状写）神戸文左衛門→小沢太郎兵衛
覚（御暦メ諸入用書上）　金兵衛→太七 未11月 竪紙・1通 い529－3
寛保二年町弘メ一件
江戸拍家書付 包紙・1点 い538－0
十一月十六日置、十一月廿五日返事遣ス、ならびに 包紙・1点 い538・1・0
沽券証文等遣ス
（鞭羅雛謙卑轍響 10月9日 横切継紙・1通 い538。1・1
の儀につき）　堤文助→神戸分左衛門
可塑最難齢門崎聡驚三三彦七 寛保2年12月 包紙・1点 い538－1－2－0
覚燃認証薮講話籍編窺i鞠綴差（寛保2年）戌12月 横切継紙・1通 い538－1・2・1
衛門
（手紙は今朝書き申すにつき書状）　古高場与→神 横切紙・1通 い538・1・3
戸分左衛門
（憐職撚慰撫努灘離零　ず、家守祝儀などつき書状）堤文助→神戸分左 霜月6日 横切継紙・1通 い538－1－4
衛門
譲り廣目之覚（名主・手代などへの祝儀金額書上） 横切紙・1通 い538・1・5
屋敷譲之節入用覚（当道より譲りの節祝儀入用書 寛保2年12月
付） 横切継紙・1通 い538－1・6
（小舟町証文認め直し、太七祝儀、太七請状などに 11月2日 横切継紙・1通 い538－1・7
つき書状）堤文助→神戸分左衛門
（町弘めを行うため沽券状と御証文を彦七まで御 11月15日 横切継紙・1通 い538－1・8
下し依頼につき書状）　来雨太七→神戸文左衛門
江戸葦舟之家屋敷寸寸之書付共 包紙・1点 い538－2－0
（町屋敷譲り受けの弘め延引なりがたく来月早々 10月5日 横切継紙・1通 い538－2－1
一190一
江戸町屋敷経営（神戸彦七・家守来家太七）／寛保二年町弘メー件
に行うにつき）　来家太七統信→神戸分左衛門
（小舟丁の屋敷のこと私判にて済むならば奉畏候 11月2B 横切継紙・1通 い538－2－2
につき書状）神戸彦七→神文左衛門
（小舟丁の屋敷について名主小沢と彦七の面談状
蕪Q二二二二辮にても必要につ
霜月16日 横切継紙・1通 い538－2－3
（下船町壱丁目の屋敷買取の礼状三通写）神戸分 5月26日 横切継紙・1通 い538・2－4
左衛門→①谷村彦市、②出口庄右衛門・桜井忠右衛門、
③十川養元
（下船町屋敷の継目弘め祝儀金の儀、太七請状のこ
@となどにつき書状下書）　（神戸分左衛門）→下文
10月20日 横切継紙・1通 い538・2－5
助
追啓（先年譲状の給分書き違いかにつき調査依頼 11月2日 横切紙・1通 い538－2・6
状）文助→分左衛門
（明日御発足のお見舞い申上げ、此度之儀万端首尾 横切紙・1通 い538－2・7
よく済むにつき書状）古高目与→神戸分左衛門
（下船町屋敷買取につき名主・五人組への礼状案 5月 横切継紙・1通 い538－2－8
文）　（神戸分左衛門）→①谷村彦市（名主）、②出口庄
右衛門・桜井忠右衛門（五人組）、③十川養元
家守請状など
三聖請状之事（来家太七下船町屋敷守就任請状） 元禄8年5月12日 竪美継紙・1通 い535
西紺屋町壱丁目請人益田次郎兵衛、家守来家太七→神
戸分左衛門
屋籔舞鶴悉鷲］謂賂辮替鱗懸 元禄8年5月12日 竪継紙・1通 い432
郎兵衛・洋書家来太七→神戸分左衛門
穰鹸携罐磯稻矯薩3半灘翻持窪元禄8年5月12日 竪美紙・1通 い537
州名古屋材木町屋敷主神戸分左衛門、屋守来家太七→
谷村彦市
家守請状之事（来家太七身元確かなる者につき拙 宝永5年2月1日 竪美継紙・1通 い533
者請人に罷立つ旨）　西紺屋町壱丁目請人益田次
郎兵衛、家守来家太七→神戸分左衛門
家守太七請状弐通 寛保2年12月 包紙・1点 い532－0
摘録請状塵事（太七身元確かなる者につき）神田 寛保2年12月 竪美継紙・1通 い532－1
永富町請人榎本八右衛門、家守来家太七→神戸文左衛
門
手形知事（太七身元確かなる者につき拙者所持の 元禄8年5月12日 横切紙・1通 い532－2
家屋敷の屋下とする旨の手形写）尾州名古屋材
木町・屋敷主神戸分左衛門、屋守来家太七→谷村彦市
書状
回状反古 包紙・1点 い477・0
「南無阿弥陀仏と申すより（以下略）」 断簡・1点 い477－1
二殿御状弐通入申物 7月 包紙・1点 い477－2
（蘭辺垂鑑堅塁坐論伺いにつき書 2月6日 横折紙・1通 い477－3
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江戸町屋敷経営（神戸彦七・家守来家太七）／書状
江戸くじの深思 封筒・1点 い477－4
（下船町屋敷や東白屋敷の火災被災状況と処置、深 4月8日 横切継紙・1通 い477－5
川材木場への手代派遣につき書状）神戸彦七郎
→神戸分左衛門
（感温燃騰翻の書状につき鵬大宝新 9月8日 横切継紙・1通 い477－8
（江戸の一件首尾よきにつき、鳥ケ地新田杁の引き 2月24日 横切継紙・1通 い477。10
抜き様子よく出来につき）　同浄仙→神戸分左衛
門
（道中よりの書状披見満足につき書状）　同浄仙→ 2月10日 横切継紙・1通 い477－14
神戸分左衛門
（新金登り候迄は此方殊之外払底のため弐朱金を
@一分判に両替依頼につき書状）　金森小右衛門・
5月14日 竪継紙・1通 い477－15
佐治源郎右衛門→犬山や分左衛門
（当地野手老近況ほかにつき書状）近藤伊右衛門・ 2月5日 横折紙・1通 い477－16
近藤武兵衛→神戸分左衛門
（兼而之四人者共昨29日在所罷立につき書状）伊2月朔日 横切継紙・1通 い477－17
東庄兵衛→神亀左
（江戸表首尾よく事済みにつき書状）　伊東庄兵衛 2月24日 横切継紙・1通 い477－18
→神分引
（道中御無事に御着につき書状）　田嶋与次兵衛・与 2月6日 横切継紙・1通 い477・19
次右衛門→丹羽源七
（其元首尾宜しき段につき書状）鎌田忠兵衛（町内 2月6日 横折紙・1通 い477－25
か）→神戸分左衛門
（道中見舞い、近況報告につき書状）　同分七郎→神 2月6日 横切紙・1通 い477－27
戸仁左衛門
（近日江戸にて宜しく事済みにて目出度く名古屋へ御登り遊ばされ様につき書状）　　　　　　　　　　　　　　　　　関屋半兵衛→ 2月9日 横折紙・1通 い477－28
神分左
（江戸よりの状承りたきにつき書状） 4月4日 竪継紙・1通 い477・29－1
江戸神戸再興願一件
江戸神戸再興願一件・槙田領事言書翰 亥12月 包紙・1点 い465－0
（江戸の神戸彦七家御再興困難、私儀も近来逼塞の
d合につき書状）
横切継紙・1通 い465－1
（名代三富正七郎参上せずにつき書状）　（槙田）栄 正月 横切継紙・1通 い465－2
之丞→文左衛門
（拙論墾翻て；講懸禦魏論反 5月19日 横切継紙・1通 い465－3
（神戸彦七家再興の儀宜御評決情願候につき書状） 5月19日 横切継紙・1通 い465－5
槙田栄樹→神戸文左衛門
その他
証癒華華籔蟹式鴇｝翻織灘 宝永5年1月23日 竪二二・1通 い547－17
門・同人伯父八之助・同証人七兵衛→彦七後家およし・
神戸弥左衛門
一192一
江戸町屋敷経営（神戸彦七・家守来家太七）／その他
普勝伊兵衛殿へ遣ス書付写 寅8月6日 包紙・1点 い536－0
覚（町役出銀の印鑑請取につき）　尾州名古屋元材 享保7年8月 竪切紙・1通 い536・1
木町神戸分左衛門→普勝伊兵衛
覚（土蔵借用につき）　小舩町市蔵→犬山屋文左衛門 天保9年正月 竪紙・1通 い487
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御園町中嶋屋半右衛門・永田善次郎／有物勘定帳
表題・作成等 年代 形態・数量 整理番号
御園町中嶋屋半右衛門・永田善次郎
　目録（その1）では、彼らの作成した商業経営帳簿など38冊を末尾に収録し、彼らの経営体は神戸
家からは独立していたと推測した上で、なぜ彼らの経営帳簿が神戸家文書に含まれるのかを目録（そ
の2）以降の課題としておいた。この課題は本目録においても果たされないままに終わっている。
　今回収録分は、18世紀半ばごろの勘定帳類が7点と指引目録が4点である。
有物勘定帳
寛保元年酉七月店下勘定ならびに十二月迄勘定 （寛保元年） 横長半（一ツ綴）・1冊 い470善次郎
寛保弐年戌七月店下勘定 （寛保2年） 横長半（一ツ綴）・1冊 い471
寛保二年付随勘定 （寛保2年） 横長半（一ツ綴）・1冊 い472
寛保三歳亥盆前 （寛保3年） 横長半（一ツ綴）・1冊 い473
子下店有物寄帳 寛保4年正月吉辰 横長半（一ツ綴）・1冊 い474
甲子盆後店有帳　上御園町住　半右衛門 延享元年7月18日 横長半←・ツ綴）・1冊 い475
三春店有物之覚 延享2年正月吉日 横長半（一ッ綴）・1冊 い476
指引目録
差引高高（仕切表金銀残金相済につき）　京□十九 元文5年3月9日 竪継紙（一ツ綴）・1冊 い501。4
一郎→中嶋半右衛門
指引目録（仕切表替金につき）　平野屋太兵衛→中嶋 延享2年10月22日 竪紙・1通 い501・6半右衛門
指引目録（仕切表取替金につき）　平野屋太兵衛→ 延享3年12月12日 竪切継紙・1通 い501・5
中嶋半右衛門
指引目録（仕切表取替金につき）　平野屋太兵衛→ 延享3年12月晦日 乱切継紙・1通 い501－8中嶋半右衛門
指引目録（仕切表取替金差引勘定につき）　平野屋 延享4年12月12日 竪切継紙・1通 い501－3太兵衛→中嶋半右衛門
指引目録（堺桑名屋善右衛門への渡金の差引勘定　につき）　平野屋太兵衛→中嶋半右衛門 延享4年極月29日 竪切継紙・1通 い501・1
指引目録（取替金差引勘定につき）　平野屋太兵衛　→中嶋半右衛門 延享5年7月16日 竪継紙（一ツ綴）・1冊 い501・2
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